
 

保安規定第６５条 

表６５－５「最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備」 

「原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備」 

「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備」 

「水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための設備」 

６５－５－３「原子炉補機代替冷却系」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（自主対策設備に関する説明） 

  （２）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 ６
５
－
５
－
３
 
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 

 
目

 
②
 

運
転
上
の
制
限

 
③
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
２
系
列

※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
２
※
３
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

１
台
×
２

※
４
 

移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
 

１
式
×
２

※
４
※
５
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６
 

燃
料
補
給
設
備
 

※
７
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
８
 

※
１
：
１
系
列
と
は
，
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
１
台
，
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
１
式
お
よ
び
ホ
ー
ス
を
い
う
。 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
，
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

の
Ⅰ
系
お
よ
び
Ⅱ
系
の
ル
ー
プ
配
管
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
，
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
，
主
要
配
管
上

の
手
動
弁
，
電
動
弁
お
よ
び
接
続
口
を
含
む
。

 

な
お
，
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
接
続
口
を
含
む
。）

は
，
原
子
炉
の
状
態

が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
は
，
Ⅰ
系
お
よ
び
Ⅱ
系
の
計
２
系
列
，
原
子
炉
の
状
態

が
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
に
お
い
て
は
，
Ⅰ
系
ま
た
は
Ⅱ
系
ど
ち
ら
か
１
系
列
と
す
る
。

 

※
３
：
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
Ⅱ
系
の
冷
却
ラ
イ
ン
は
，
第
６
５
条
（
６
５
－
５
－
４
 
残
留
熱
代
替
除

去
系
）
を
兼
ね
る
。

 

動
作
不
能
時
は
，
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

ま
た
，
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，
５
２
条
（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
お
よ
び
原
子
炉
補
機
海

水
系
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
４
：
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
お
よ
び
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
は
，
第
１
保
管
エ
リ
ア
お
よ
び
第
４
保
管
エ

リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
ず
つ
分
散
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

※
５
：
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
淡
水
ポ
ン
プ
を
含
む
。

 

※
６
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め

る
。

 
 

※
７
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
６
 
燃
料
補
給
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 
 

※
８
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
５
 
代
替
所
内
電
気
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
八
条
（
１
．
５
）
が
該
当
す
る
。

 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
原
子

炉
補
機
代
替
冷
却
系
２
系
列
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に

係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
八
条
（
１
．
５
）

 

「
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）
」
と
し
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
が
有
す
る
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著

し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る

た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
に

対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事

故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
等
を
定

め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
の
収

束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
供
給
す
る
た

め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

 

移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
を
接
続
す
る
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
流
路
に
つ
い
て
，
原
子
炉
の
状
態
が

「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
」
に
お
い
て
は
Ⅰ
系
・
Ⅱ
系
共
に
必
要
だ
が
，「

冷
温
停
止
，
燃
料
交
換
」
に

お
い
て
は
，
Ⅰ
系
ま
た
は
Ⅱ
系
ど
ち
ら
か
が
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
よ
い
。

 

 ④
 
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す

る
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
期
間

お
よ
び
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持

期
間
と
し
て
適
用
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お

よ
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
お
よ
び
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
は
，
そ
れ
ぞ
れ
１
セ
ッ
ト
１
台
で
必
要
な
ポ
ン
プ

容
量
お
よ
び
伝
熱
容
量
を
確
保
で
き
る
設
計
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

の
う
ち
可
搬
型
注
水
設
備
（
原
子
炉
建
屋
の
外
か
ら
水
を
供
給
す
る
も
の
）
で
あ
り
２
Ｎ
要
求
設
備
に
該

当
す
る
こ
と
か
ら
，
所
要
数
は
２
セ
ッ
ト
２
台
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
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（
２
）
確
認
事
項
 

項
 

目
 
⑦
 

頻
 

度
 

担
 

当
 

1.
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
の
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
淡
水
ポ
ン

プ
の
流
量
お
よ
び
揚
程
が
以
下
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

・
流
量
が

60
0m

3
/h

以
上
で
揚
程
が

55
m
以
上
。

２
年
に
１
回
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

2.
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
の
流
量
お
よ
び
吐
出
圧
力
が
以
下
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
流
量
が

78
0m

3
/h

以
上
で
吐
出
圧
力
が

 M
Pa

以
上
。
 

・
流
量
が

 m
3 /
h
以
上
で
吐
出
圧
力
が

 M
Pa

以
上
。
 

１
年
に
１
回
 

課
長
 

（
タ
ー
ビ
ン
）

3.
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
お
け
る
Ｒ
Ｃ
Ｗ
常
用
補
機
冷
却
水
入
口

切
替
弁
お
よ
び
Ｒ
Ｃ
Ｗ
常
用
補
機
冷
却
水
出
口
切
替
弁
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認

に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

１
箇
月
に
１
回

※
９

当
直
長
 

4.
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

３
箇
月
に
１
回
 

課
長
 

（
タ
ー
ビ
ン
）

5.
移
動
式

代
替
熱

交
換
設

備
が

動
作
可

能
で
あ

る
こ
と

を
確

認
す

る
。

３
箇
月
に
１
回
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

6.
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
お
け
る
Ｒ
Ｈ
Ｒ
熱
交
冷
却
水
出
口
弁
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動

作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

※
９
：
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
お
け
る
Ｒ
Ｃ
Ｗ
常
用
補
機
冷
却
水
入
口
切
替
弁
お
よ
び
Ｒ
Ｃ
Ｗ
常
用
補
機
冷

却
水
出
口
切
替
弁
を
点
検
の
た
め
全
閉
と
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。

 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1，
2
が
該
当
。

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
頻

度
の
考
え
方
に
基
づ
き
，
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
に
つ
い
て
は
２
年
に
１
回
，
大
型
送
水
ポ
ン
プ

車
に
つ
い
て
は
１
年
に
１
回
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

確
認
す
る
流
量
お
よ
び
揚
程
（
吐
出
圧
力
）
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
記
載
に
基
づ

き
設
定
す
る
。（

添
付
－
２
）

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

3，
4，

5，
6
が
該
当
。

 

項
目

3
は
，
プ
ラ
ン
ト
運
転
中
に
当
該
弁
を
閉
止
す
る
と
下
流
側
（
常
用
負
荷
）
の
機
器
類
の
冷
却

水
が
遮
断
さ
れ
，
原
子
炉
安
全
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
で
常
用
負
荷
を
停
止

可
能
な
時
期
に
試
験
を
行
う
。

 

項
目

4，
5
は
，「

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え
方
に
基
づ
き
３
箇
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

項
目

6
は

, 
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
箇
月
に
１
回
，

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

A.
動
作
可
能
な
原
子
炉

補
機
代
替
冷
却
系
が

２
系
列
未
満
１
系
列

以
上
の
場
合
 

 

A1
.課

長
（
原
子
炉
）
お
よ
び
課
長
（
タ
ー
ビ
ン
）

は
，
残
り
の
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列

を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る

※
10
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
11
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.1
.課

長
（
タ
ー
ビ
ン
）
は
，
当
該
機
能
を
補

完
す
る
自
主
対
策
設
備

※
12
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

A3
.2
. 
課
長
（
原
子
炉
）
ま
た
は
課
長
（
タ
ー
ビ

ン
）
は
，
代
替
措
置

※
1
3
を
検
討
し
，
原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す

る
。
 

お
よ
び
 

A4
.課

長
（
原
子
炉
）
ま
た
は
課
長
（
タ
ー
ビ
ン
）

は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧

す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

    １
０
日
間
 

   １
０
日
間
 

    ３
０
日
間
 

 

             

  ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
は
２
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温

停
止
に
お
い
て
は
，
動
作
可
能
な
台
数
が
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
）
と
な
っ
た
場
合
（
条
件

A）
と
１
Ｎ

未
満
と
な
っ
た
場
合
（
条
件

B
）
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

 

原
子
炉
の
状
態
が
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
に
お
い
て
は
，
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
）
と
１
Ｎ
未
満
と

で
要
求
さ
れ
る
措
置
が
同
じ
に
な
る
た
め
２
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

 

（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】

 

A1
.動

作
可
能
な
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
が
２
系
列
未
満
１
系
列
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
残
り
の
原
子
 
 
 
 

炉
補
機
代
替
冷
却
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
動
作
確
認
の
結
果
，
動
作
可
能
な
原
子

炉
補
機
代
替
冷
却
系
が
１
系
列
以
上
の
場
合
に
は
，
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を
継
続
し
て
実
施

し
，
１
系
列
未
満
の
場
合
に
は
条
件

B
へ
移
行
し
，
条
件

B
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
。
な

お
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

 A2
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動

 
 
 
 
 

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書

 

（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”

 

で
あ
る
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
，
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
全
交
流
動
力
電
源
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
 

電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

含
む
。）

が
該
当
す
る
。
 

 A3
.1
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術

的
能
力
で
整
理
し
た
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱
」
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設

計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
））

で

あ
る
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。

 

「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱
」
は
，
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
よ
り
も
短
時
間
で
準
備
で
き

る
こ
と
か
ら
，
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
は
不
要
。（

添
付
－
３
）

 

 A3
.2

.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
可
搬
型
ポ
ン
プ
の

補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準

事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
））

で
あ
る
「
１

０
日
間
」
と
す
る
。

 

 A4
.
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
代
替
措
置
を
実
施
し
た
場
合
ま
た
は
自

主
対
策
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
））

で
あ
る
「
３
０

日
間
」
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

B.
動
作
可
能
な
原
子
炉

補
機
代
替
冷
却
系
が

１
系
列
未
満
の
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列

を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る

※
10
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
11
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.1
.課

長
（
タ
ー
ビ
ン
）
は
，
当
該
機
能
を
補

完
す
る
自
主
対
策
設
備

※
12
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

B2
.2
.課

長
（
原
子
炉
）
ま
た
は
課
長
（
タ
ー
ビ

ン
）
は
，
代
替
措
置

※
1
3
を
検
討
し
，
原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す

る
。
 

お
よ
び
 

B3
.課

長
（
原
子
炉
）
ま
た
は
課
長
（
タ
ー
ビ
ン
）

は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧

す
る
。
 

速
や
か
に
 

    ３
日
間
 

   ３
日
間
 

    １
０
日
間
 

C.
原
子
炉
補
機
冷
却
水

系
の
Ⅰ
系
と
共
用
す

る
配
管
ま
た
は
弁
が

動
作
不
能
の
場
合
 

C1
.当

直
長
は
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
Ⅱ
系
を

起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
※
10
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
14
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.当

直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    １
０
日
間
 

           

     B1
.
A2

.と
同
様
。

 

 B2
.1

.
A3
.1

.と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

 B2
.2

.A
3.

2.
と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

 B3
.
A4

.と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。

 

          

 

【
要
求
さ
れ
る
措
置

C
の
考
え
方
】

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
と
共
用
す
る
配
管
ま
た
は
弁
が
故
障
し
た
場
合
は
，
要
求
さ
れ
る
措
置

A
1
.ま

た
は

B1
.
が
実
施
不
可
と
な
る
。
そ
の
た
め
，
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
に
は
記
載
し
て
い
な
い
が
，

安
全
上
有
効
と
考
え
ら
れ
る
措
置
を
設
定
し
，
保
安
規
定
第
５
２
条
（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
お
よ
び

原
子
炉
補
機
海
水
系
）
で
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
と
同
様
に
「
１

０
日
間
」
の
完
了
時
間
を
設
定
す
る
。

 

 C1
.
A1
.と

同
様
の
考
え
方
で
あ
る
が
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
の
状
態
で
あ
る
こ
と
か

ら
，
残
り
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
（
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

含
む
。）

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。

 

 C2
.
当
該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
保
安
規
定
第
５
２
条
（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
お
よ
び
原
子

炉
補
機
海
水
系
）
で
定
め
る
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
の
場
合
の
完
了
時
間
「
１

０
日
間
」
を
準
用
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

D.
原
子
炉
補
機
冷
却
水

系
の
Ⅱ
系
と
共
用
す

る
配
管
ま
た
は
弁
が

動
作
不
能
の
場
合
 

 

D1
.当

直
長
は
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
動
作
不
能

と
み
な
す
。
 

お
よ
び
 

D2
.当

直
長
は
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
Ⅰ
系
を

起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
※
10
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
14
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

D3
.当

直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

    １
０
日
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

E.
条
件

A,
B,
C
ま
た
は

D
で
要
求
さ
れ
る
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

E1
. 

当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

E2
. 

当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

A.
動
作
可
能
な
原
子
炉

補
機
代
替
冷
却
系
が

２
系
列
未
満
の
場
合
 

ま
た
は
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水

系
と
共
用
す
る
配
管

ま
た
は
弁
が
動
作
不

能
の
場
合
 

A1
. 

当
直
長
，
課
長
（
原
子
炉
）
ま
た
は
課
長
（
タ

ー
ビ
ン
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.1
.課

長
（
タ
ー
ビ
ン
）
は
，
当
該
機
能
を
補

完
す
る
自
主
対
策
設
備

※
12
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

A2
.2
.課

長
（
原
子
炉
）
ま
た
は
課
長
（
タ
ー
ビ

ン
）
は
，
代
替
措
置

※
1
3
を
検
討
し
，
原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

※
10
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

※
1
1：

残
り
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
，
原
子
炉
補
機
海
水
系
２
系
列
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
２
台
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に

よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
1
2：

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
て
海
水
直
接
通
水
を
行
う
除
熱
を
い
う
。
 

※
1
3：

代
替
品
の
補
充
等
。
 

※
1
4
：
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
接
続
す
る
原
子
炉
補
機
海
水
系
１
系
列
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
１
台
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

     D1
.
 
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
Ⅱ
系
と
共
用
す
る
配
管
ま
た
は
弁
は
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
使
用
す
る
こ
と

か
ら
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
Ⅱ
系
と
共
用
す
る
配
管
ま
た
は
弁
が
動
作
不
能
の
場
合
，“

速
や
か
に
”

 

残
留
熱
代
替
除
去
系
を
動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

 D2
.
C1

.と
同
様
。

 

 D3
.
C2

.と
同
様
。

 
 

   E1
.
，
E2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

    

【
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
】
 

A1
.
 
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 A2
.1

.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。

 

 

A2
.2

.動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
を
検
討
し
，
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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1.5－153 

第
1.
5－

3
5
図
 
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱

 
概
要
図

(
１
／
４
)
 

（
原
子
炉
建
物
南
側
接
続
口
又
は
原
子
炉
建
物
西
側
接
続
口
を
使
用
し
た
補
機
冷
却
水
確
保
の
場
合
）

 

記
載
例
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補機海水系を含む。）に対して重大事故等対処設備としての独立性を有する

設計とする。 

電源設備の多様性及び独立性，位置的分散については「10.2 代替電源設

備」にて記載する。 

5.10.2.2 悪影響防止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

原子炉補機代替冷却系は，通常時は移動式代替熱交換設備及び大型送水

ポンプ車を接続先の系統と分離して保管し，重大事故等時に接続，弁操作

等により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで他の設備に悪

影響を及ぼさない設計とする。また，原子炉補機冷却系（原子炉補機海水

系を含む。）と原子炉補機代替冷却系を同時に使用しないことにより，相互

の機能に悪影響を及ぼさない設計とする。 

移動式代替熱交換設備及び大型送水ポンプ車は，輪留めによる固定等を

することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

移動式代替熱交換設備及び大型送水ポンプ車は，飛散物となって他の設

備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

5.10.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

原子炉補機代替冷却系は，想定される重大事故等時において，炉心の著

しい損傷を防止するために必要な伝熱容量を有する設計とする。 

原子炉補機代替冷却系の移動式代替熱交換設備及び大型送水ポンプ車は，

想定される重大事故等時において，残留熱除去系等の機器で発生した熱を

除去するために必要な伝熱容量及びポンプ流量を有する移動式代替熱交換

設備 1 セット１台と大型送水ポンプ車１セット１台を使用する。移動式代

替熱交換設備の保有数は，２セット２台に加えて，故障時及び保守点検に

よる待機除外時のバックアップ用として１台の合計３台を保管する。大型

送水ポンプ車の保有数は，２セット２台に加えて，故障時及び保守点検に

所要数・必要容量
関連箇所を下線・赤枠にて示す
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第5.10－1表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要機器仕様 

 

(1) 格納容器フィルタベント系 

ａ．第１ベントフィルタスクラバ容器 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に記

載する。 

ｂ．第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に記

載する。 

ｃ．圧力開放板 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に記

載する。 

ｄ．遠隔手動弁操作機構 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に記

載する。 

 

(2) 原子炉補機代替冷却系 

ａ．移動式代替熱交換設備 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備 

・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 

台  数         ２（予備１） 

熱交換器 

組  数        １ 

伝熱容量        約23MW 

（海水温度30℃において） 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプ 

台  数        ２ 
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容  量        約300m3/h/台 

全 揚 程        約75m 

ｂ．大型送水ポンプ車 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備 

・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 

台  数         ２（予備１） 

容  量         約1,800m3/h/台 

吐出圧力         1.2MPa[gage] 
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第5.10－1表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要機器仕様 

(1) 格納容器フィルタベント系

ａ．第１ベントフィルタスクラバ容器 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に記

載する。 

ｂ．第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に記

載する。 

ｃ．圧力開放板 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に記

載する。 

ｄ．遠隔手動弁操作機構 

第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様に記

載する。 

(2) 原子炉補機代替冷却系

ａ．移動式代替熱交換設備 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備

・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備

台  数 ２（予備１） 

熱交換器 

組  数 １ 

伝熱容量 約23MW 

（海水温度30℃において） 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプ 

台  数        ２ 

設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す
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容  量        約300m3/h/台 

全 揚 程        約75m 

ｂ．大型送水ポンプ車 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備 

・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 

台  数         ２（予備１） 

容  量         約1,800m3/h/台 

吐出圧力         1.2MPa[gage] 
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名              称 移動式代替熱交換設備淡水ポンプ 

容 量 m3/h/個 300 以上（300） 

揚 程 m 55 以上（75） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 70 

原 動 機 出 力 kW 110 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち原子炉補機冷却設備（原子炉補機代替冷却系）と

して使用する移動式代替熱交換設備淡水ポンプは，以下の機能を有する。 

 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプは，設計基準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱

を輸送する機能が喪失した場合において炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心の

著しい損傷が発生する前に生ずるものに限る。）を防止するため，最終ヒートシンクへ熱を輸

送するために設置する。 

系統構成は，原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）の故障又は全交流動力電源の

喪失により，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合において，サプレッション

チェンバへの熱の蓄積により原子炉冷却機能が確保できる一定の期間内に，移動式代替熱交換

設備を原子炉補機冷却系に接続し，大型送水ポンプ車により移動式代替熱交換設備に海水を供

給することで，残留熱除去系等の機器で発生した熱を最終的な熱の逃がし場である海へ輸送で

きる設計とする。 

 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプは，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納

容器の過圧による破損を防止するため，原子炉格納容器バウンダリを維持しながら原子炉格納

容器内の圧力及び温度を低下させるために設置する。 

系統構成は，移動式代替熱交換設備を原子炉補機冷却系に接続し，大型送水ポンプ車により

移動式代替熱交換設備に海水を供給することで，残留熱除去系熱交換器で発生した熱を最終的

な熱の逃がし場である海へ輸送できる設計とする。 

 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプは，燃料プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は燃

料プールからの水の漏えいその他の要因により当該燃料プールの水位が低下した場合におい

て，燃料プール内燃料体等を冷却し，放射線を遮蔽し，及び臨界を防止するために設置する。 

系統構成は，燃料プールから発生する水蒸気による悪影響を防止するために移動式代替熱交

換設備を原子炉補機冷却系に接続し，大型送水ポンプ車により移動式代替熱交換設備に海水を

供給することで，燃料プール冷却系熱交換器等で発生した熱を最終的な熱の逃がし場である海

へ輸送できる設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

1. 容量の設定根拠 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプの容量は，有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添

付書類十）において確認されている原子炉停止 8時間経過後の崩壊熱を除去可能な容量を基に

設定しており，移動式代替熱交換設備プレート式熱交換器が原子炉停止 8時間経過後の崩壊熱

を除去するために必要な流量が m3/h であることから，移動式代替熱交換設備淡水ポンプの

容量は 300m3/h/個以上とする。 

なお，移動式代替熱交換設備プレート式熱交換器の容量を上記のように設定することで，原

子炉補機代替冷却系を使用する有効性評価「崩壊熱除去機能喪失（取水機能喪失）」で，事故

発生 8 時間後に残留熱代替除去系によるサプレッションプール水冷却モード運転を行った場

合，有効性評価「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）残留熱代替除

去系を使用する場合」で，事故発生 10 時間後に残留熱代替除去系による原子力圧力容器への

注水及び格納容器スプレイの運転を行った場合，又は有効性評価「高圧溶融物放出／格納容器

雰囲気直接加熱」で，事故発生 10 時間後に残留熱代替除去系による格納容器スプレイを行っ

た場合に，同時に原子炉補機代替冷却系を用いて燃料プール冷却系による燃料プールの冷却を

行った場合の冷却効果が確認されている。 

 

(1) 原子炉補機代替冷却系接続口（西）使用時の容量 300m3/h/個以上 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプを重大事故等時において原子炉補機代替冷却系接続口

（西）で使用する場合の容量は， A-残留熱除去系熱交換器，A-燃料プール冷却系熱交換器，

A-中央制御室冷凍機及び補機等に必要な冷却水と同時に供給できる容量とする。 

 

① A-残留熱除去系熱交換器   ：約 m3/h（約  m3/h＊） 

② A-燃料プール冷却系熱交換器 ：約 m3/h（  m3/h＊） 

③ A-中央制御室冷凍機     ：約 m3/h 

④ 補機等           ：約 m3/h 

  ・A-残留熱除去ポンプメカシール冷却器 

  ・A-残留熱除去ポンプモータ軸受冷却器 

  ・A-残留熱除去ポンプ室空調機 

⑤ 合計            ： m3/h 

 

   注記＊：重大事故等時対策の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）の

「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」における，事象発生後 8時

間から 24時間の流量 

 

上記より，移動式代替熱交換設備淡水ポンプを原子炉補機代替冷却系接続口（西）で使用

する場合の容量は，300m3/h/個以上とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

(2） 原子炉補機代替冷却系接続口（南）使用時の容量 300m3/h/個以上 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプを重大事故等時において原子炉補機代替冷却系接続口

（南）で使用する場合の容量は， B-残留熱除去系熱交換器，B-燃料プール冷却系熱交換器，

B-中央制御室冷凍機及び補機等に必要な冷却水と同時に供給できる容量とする。 

 

① B-残留熱除去系熱交換器   ：約 m3/h（約  m3/h＊） 

② B-燃料プール冷却系熱交換器 ：約 m3/h（  m3/h＊） 

③ B-中央制御室冷凍機     ：約 m3/h 

④ 補機等           ：約 m3/h 

  ・B-残留熱除去ポンプメカシール冷却器 

  ・B-残留熱除去ポンプモータ軸受冷却器 

  ・B-残留熱除去ポンプ室空調機 

⑤ 合計            ： m3/h 

 

   注記＊：重大事故等時対策の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）の

「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」における，事象発生後 8時

間から 24時間の流量 

 

上記より，移動式代替熱交換設備淡水ポンプを原子炉補機代替冷却系接続口（南）で使用

する場合の容量は，300m3/h/個以上とする。 

 

公称値については，設計時の定格点である 300m3/h/個とする。 

 

2. 揚程の設定根拠 

  原子炉補機代替冷却系接続口（西）又は（南）使用時の揚程 55m 以上 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプを重大事故等時において原子炉補機代替冷却系接続口

（西）又は（南）で使用する場合の揚程は，必要揚程が最大となる原子炉補機代替冷却系接続

口（西）を使用する場合の配管・機器圧力損失を基に設定する。 

 

配管・機器圧力損失 ： 約 m 

 

上記より，移動式代替熱交換設備淡水ポンプを原子炉補機代替冷却系接続口（西）又は（南）

で使用する場合の揚程は， m を上回る 55m 以上とする。 

 

公称値については，設計時の定格点である 75m とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

3. 最高使用圧力の設定根拠 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプを重大事故等時において使用する場合の圧力は，静水頭

0.32MPa と移動式代替熱交換設備淡水ポンプの締切運転時の揚程 0.82MPa の合計が 1.14MPa と

なることから，これを上回る圧力とし，1.37MPa とする。 

 

4.  最高使用温度の設定根拠 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプを重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故

等時における移動式代替熱交換設備プレート式熱交換器の除熱後の冷却水温度 ℃を上回

る 70℃とする。 

 

5. 原動機出力の設定根拠 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプを重大事故等対処設備として使用する場合の原動機出力

は，下記の式により，容量及び揚程を考慮して決定する。 

Ｐｗ＝10-3・ρ・g・Ｑ・Ｈ 

η＝――・100 

（引用文献：日本産業規格 ＪＩＳ Ｂ ０１３１(2002)「ターボポンプ用語」） 

Ｐ＝―――――――――― 

Ｐ  ：軸動力(kw） 

Ｐｗ ：水動力(kw） 

ρ  ：密度(kg/m3)           ＝1000 

g   ：重力加速度(m/s2)      ＝9.80665 

Ｑ  ：容量(m3/s)         ＝300/3600 

Ｈ  ：揚程(m）          ＝75 

η  ：ポンプ効率(%)（設計確認値）＝  

 

kW   ≒  ＝ 
／100 

75
3600

300
 9.80665 100010

Ｐ＝

3-  








 

 

上記より，移動式代替熱交換設備淡水ポンプの原動機出力は,軸動力 kw を上回る出力と

し，110kW/個とする。 

 

6. 個数の設定根拠 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプ（原動機含む。）は，重大事故等対処設備として炉心の著し

い損傷，原子炉格納容器の破損を防止するため等に必要な個数である 2 個を移動式代替熱交換

設備の車両ごとに設置する。 

Ｐｗ 

Ｐ 

10-3・ρ・g・Ｑ・Ｈ 

η／100 
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名              称 大型送水ポンプ車 

容 量 m3/h/個 780 以上， 以上(1800) 

吐 出 圧 力 MPa 以上， 以上(1.20) 

最 高 使 用 圧 力 MPa  

最 高 使 用 温 度 ℃ 0  

原 動 機 出 力 kW/個  

個 数 ― 2(予備 1) 

【設 定 根 拠】   

（概 要） 

  重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち原子炉補機冷却設備（原子炉補機代替冷却系）と

して使用する大型送水ポンプ車は，以下の機能を有する。 

 

大型送水ポンプ車は，設計基準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能

が喪失した場合において炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心の著しい損傷が発

生する前に生ずるものに限る。）を防止するため，最終ヒートシンクへ熱を輸送するために設

置する。 

系統構成は，原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）の故障又は全交流動力電源の

喪失により，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合において，サプレッション

チェンバへの熱の蓄積により原子炉冷却機能が確保できる一定の期間内に，移動式代替熱交換

設備を原子炉補機冷却系に接続し，大型送水ポンプ車により移動式代替熱交換設備に海水を供

給することで，残留熱除去系等の機器で発生した熱を最終的な熱の逃がし場である海へ輸送で

きる設計とする。 

また，屋外の接続口が使用できない場合には，大型送水ポンプ車により屋内の接続口を通じ

て原子炉補機冷却系に直接供給することで，残留熱除去系等の機器で発生した熱を最終的な熱

の逃がし場である海へ輸送できる設計とする。 

 

大型送水ポンプ車は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の過圧によ

る破損を防止するため，原子炉格納容器バウンダリを維持しながら原子炉格納容器内の圧力及

び温度を低下させるために設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷が発生した場合に原子炉格納容器の過圧による破損を防止す

るために移動式代替熱交換設備を原子炉補機冷却系に接続し，大型送水ポンプ車により移動式

代替熱交換設備に海水を供給することで，残留熱除去系熱交換器で発生した熱を最終的な熱の

逃がし場である海へ輸送できる設計とする。 

また，屋外の接続口が使用できない場合には，大型送水ポンプ車により屋内の接続口を通じ

て海水を原子炉補機冷却系に直接供給することで，残留熱除去系熱交換器で発生した熱を最終

的な熱の逃がし場である海へ輸送できる設計とする。 

 

大型送水ポンプ車は，燃料プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は燃料プールからの 
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【設 定 根 拠】（続き） 

水の漏えいその他の要因により当該燃料プールの水位が低下した場合において燃料プール内

燃料体等を冷却し，放射線を遮蔽し，臨界を防止するために設置する。 

系統構成は，燃料プールから発生する水蒸気による悪影響を防止するために移動式代替熱交

換設備を原子炉補機冷却系に接続し，大型送水ポンプ車により移動式代替熱交換設備に海水を

供給することで，燃料プール冷却系熱交換器等で発生した熱を最終的な熱の逃がし場である海

へ輸送できる設計とする。 

また，屋外の接続口が使用できない場合には，大型送水ポンプ車により屋内の接続口を通じ

て海水を原子炉補機冷却系に直接供給することで，燃料プール冷却系熱交換器等で発生した熱

を最終的な熱の逃がし場である海へ輸送できる設計とする。 

 

1. 容量の設定根拠 

(1) 原子炉補機代替冷却系として使用する場合の容量（移動式代替熱交換設備使用時） 

780m3/h/個以上 

大型送水ポンプ車の容量は，大型送水ポンプ車の送水先である移動式代替熱交換設備プレ

ート式熱交換器が有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において確認さ

れている原子炉停止 8 時間経過後の崩壊熱を除去可能な容量を基に設定しており，移動式代

替熱交換設備プレート式熱交換器が原子炉停止8時間経過後の崩壊熱を除去するために必要

な流量が 780m3/h であることから，大型送水ポンプ車の容量は 780m3/h/個以上とする。 

なお大型送水ポンプ車の容量を上記のように設定することで，原子炉補機代替冷却系を使

用した有効性評価「崩壊熱除去機能喪失（取水機能喪失）」で，事故発生 8 時間後に残留熱

代替除去系によるサプレッションプール水冷却モード運転を行った場合，有効性評価「雰囲

気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）残留熱代替除去系を使用する場合」

で，事故発生 10 時間後に残留熱代替除去系による原子力圧力容器への注水及び格納容器ス

プレイの運転を行った場合，又は有効性評価「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」

で，事故発生 10 時間後に残留熱代替除去系による格納容器スプレイを行った場合，上記の

使用方法と同時に原子炉補機代替冷却系を用いて燃料プール冷却系による燃料プールの冷

却を行った場合の冷却効果が確認されている。 

 

(2） 原子炉補機代替冷却系として使用する場合の容量（大型送水ポンプ車による海水直接

注入時）  m3/h /個以上 

大型送水ポンプ車の容量は，有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）に

おいて確認されている原子炉停止 8 時間経過後の崩壊熱を除去可能な容量を基に設定して

おり，海水直接注入により原子炉停止 8 時間経過後の崩壊熱を除去するために必要な流量

が  m3/h であることから，大型送水ポンプ車の容量は m3/h/個以上とする。 

なお大型送水ポンプ車を上記の容量で設定することで，原子炉補機代替冷却系を使用す

る有効性評価「崩壊熱除去機能喪失（取水機能喪失）」で，事故発生 8 時間後に残留熱代替

除去系によるサプレッションプール水冷却モード運転を行った場合，有効性評価「雰囲気圧 
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【設 定 根 拠】（続き） 

力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）残留熱代替除去系を使用する場合」

で，事故発生 10時間後に残留熱代替除去系による原子力圧力容器への注水及び格納容器ス

プレイの運転を行った場合，又は有効性評価「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」

で，事故発生 10時間後に残留熱代替除去系による格納容器スプレイを行った場合，上記の

使用方法と同時に原子炉補機代替冷却系を用いて燃料プール冷却系による燃料プールの冷

却を行った場合の冷却効果が確認されている。 

公称値については，消防法に基づく技術上の規格を満足するものを採用していることか

ら，その規格上要求される性能である 1800 m3/h/個とする。 

2. 吐出圧力の設定根拠

(1) 原子炉補機代替冷却系として使用する場合の吐出圧力（移動式代替熱交換設備使用時）

MPa 以上 

大型送水ポンプ車を原子炉補機代替冷却系に使用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が

最大となる原子炉補機代替冷却系接続口（南）又は（西）供給側を使用する場合の水源と移

送先の圧力差，静水頭，ホース圧力損失，ホース湾曲による影響，機器及び配管・弁類類の

圧力損失を基に設定する。 

① 水源と移送先の圧力差 ：約 MPa 

② 静水頭  ：約 MPa 

③ ホース＊圧力損失  ：約 MPa 

④ ホース＊湾曲による影響 ：約 MPa 

⑤ 機器及び配管＊・弁類の圧力損失 ：約 MPa 

⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 MPa 

以上より，原子炉補機代替冷却系として使用する場合の大型送水ポンプ車の吐出圧力は

MPa 以上とする。 

注記＊：原子炉補機代替冷却系供給側接続口（南）又は（西）を使用する場合は以下の配管・

ホースを使用する。

・原子炉補機代替冷却系接続口（西）供給側

～B-原子炉補機代替冷却供給ライン分岐部（原子炉建物西側）

・B-原子炉補機代替冷却供給ライン分岐部（原子炉建物西側）

～A-原子炉補機代替冷供給ライン合流部（原子炉建物西側）

・B-原子炉補機代替冷却供給ライン分岐部（原子炉建物西側）

～原子炉補機代替冷却系接続口（屋内）ライン合流部
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【設 定 根 拠】（続き） 

・原子炉補機代替冷却系接続口（屋内）ライン合流部 

 ～B-原子炉補機代替冷却供給ライン合流部（原子炉建物西側） 

・A-原子炉補機代替冷却戻りライン分岐部（原子炉建物西側） 

～A-原子炉補機代替冷却戻りライン合流部（原子炉建物西側） 

・A-原子炉補機代替冷却戻りライン合流部（原子炉建物西側） 

～原子炉補機代替冷却系接続口（西）戻り側 

・B-原子炉補機代替冷却戻りライン分岐部（原子炉建物西側） 

 ～A-原子炉補機代替冷却戻りライン合流部（原子炉建物西側） 

・原子炉補機代替冷却系接続口（南）供給側 

～B-原子炉補機代替冷却供給ライン合流部（原子炉建物南側） 

・B-原子炉補機代替冷却戻りライン分岐部（原子炉建物南側） 

 ～原子炉補機代替冷却系接続口（南）戻り側 

・A-原子炉補機代替冷却供給ライン合流部（原子炉建物西側） 

～A-2 原子炉補機冷却系熱交換器出口ライン合流部 

・A-2 原子炉補機冷却系熱交換器出口ライン合流部 

～A-1 原子炉補機冷却系熱交換器出口ライン合流部 

・A-1 原子炉補機冷却系熱交換器出口ライン合流部 

～A-残留熱除去系熱交換器入口ライン分岐部 

・A-残留熱除去系熱交換器出口ライン合流部 

～A-原子炉補機冷却系サージタンク出口ライン合流部 

・A-原子炉補機冷却系サージタンク出口ライン合流部 

～A-原子炉補機冷却水ポンプ入口ライン分岐部 

・A-原子炉補機冷却水ポンプ入口ライン分岐部 

～A-原子炉補機代替冷却戻りライン分岐部（原子炉建物西側） 

・A-原子炉補機冷却系サージタンク 

～A-原子炉補機冷却系サージタンク出口ライン合流部 

・B-残留熱除去系熱交換器出口ライン合流部 

～B-原子炉補機冷却系サージタンク出口ライン合流部 

・B-原子炉補機代替冷却供給ライン合流部（原子炉建物西側） 

～B-2 原子炉補機冷却系熱交換器出口ライン合流部 

・B-2 原子炉補機冷却系熱交換器出口ライン合流部 

～B-1 原子炉補機冷却系熱交換器出口ライン合流部 

・B-1 原子炉補機冷却系熱交換器出口ライン合流部 

～B-残留熱除去系熱交換器入口ライン分岐部 

・B-原子炉補機冷却系サージタンク 

～B-原子炉補機冷却系サージタンク出口ライン合流部 
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【設 定 根 拠】（続き） 

・A-残留熱除去系熱交換器入口ライン分岐部 

～A-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部 

・A-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部 

～A-残留熱除去系熱交換器 

・A-残留熱除去系熱交換器 

～A-燃料プール冷却系熱交換器出口ライン合流部 

・A-燃料プール冷却系熱交換器出口ライン合流部 

～A-残留熱除去系熱交換器出口ライン合流部 

・A-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部 

～A-非常用ディーゼル発電設備潤滑油冷却器入口ライン分岐部 

・A-非常用ディーゼル発電設備潤滑油冷却器入口ライン分岐部 

～A-中央制御室空調換気設備冷却水系冷凍機入口ライン分岐部 

・A-非常用ディーゼル発電設備機関付空気冷却器出口ライン合流部 

～A-燃料プール冷却系熱交換器出口ライン合流部 

・A-中央制御室空調換気設備冷却水系冷凍機入口ライン分岐部 

～A-燃料プール冷却系熱交換器 

・A-燃料プール冷却系熱交換器 

～A-非常用ディーゼル発電設備機関付空気冷却器出口ライン合流部 

・B-残留熱除去系熱交換器入口ライン分岐部 

～B-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部 

・B-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部 

～B-残留熱除去系熱交換器 

・B-残留熱除去系熱交換器 

～B-燃料プール冷却系熱交換器出口ライン合流部 

・B-燃料プール冷却系熱交換器出口ライン合流部 

～B-原子炉補機代替冷却戻りライン分岐部（原子炉建物西側） 

・B-原子炉補機代替冷却戻りライン分岐部（原子炉建物西側） 

～B-残留熱除去系熱交換器出口ライン合流部 

・B-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部 

～B-非常用ディーゼル発電設備潤滑油冷却器入口ライン分岐部 

・B-非常用ディーゼル発電設備潤滑油冷却器入口ライン分岐部 

～B-原子炉補機代替冷却供給ライン合流部（原子炉建物南側） 

・B-原子炉補機代替冷却供給ライン合流部（原子炉建物南側） 

 ～原子炉浄化系補助熱交換器入口ライン分岐部（胴側） 

・原子炉浄化系補助熱交換器入口ライン分岐部（胴側） 

 ～B-中央制御室空調換気設備冷却水系冷凍機入口ライン分岐部 
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【設 定 根 拠】（続き） 

・B-中央制御室空調換気設備冷却水系冷凍機出口ライン合流部 

～B-燃料プール冷却系熱交換器出口ライン合流部 

・B-原子炉補機代替冷却戻りライン分岐部（原子炉建物南側） 

～B-非常用ディーゼル発電設備機関付空気冷却器出口ライン合流部 

・B-非常用ディーゼル発電設備機関付空気冷却器出口ライン合流部 

～B-中央制御室空調換気設備冷却水系冷凍機出口ライン合流部 

・B-中央制御室空調換気設備冷却水系冷凍機入口ライン分岐部 

 ～B-燃料プール冷却系熱交換器 

・B-燃料プール冷却系熱交換器 

～原子炉浄化系補助熱交換器出口ライン合流部（胴側） 

・原子炉浄化系補助熱交換器出口ライン合流部（胴側） 

～B-非常用ディーゼル発電設備機関付空気冷却器出口ライン合流部 

      ・大型送水ポンプ車入口ライン取水用 20m，5m，1m ホース 

・大型送水ポンプ車出口ライン送水用 50m，5m，2m ホース 

・大型送水ポンプ車出口ライン送水用 15m ホース 

・移動式代替熱交換設備入口ライン戻り用 5m ホース 

・移動式代替熱交換設備出口ライン供給用 5m ホース 

 

(2) 原子炉補機代替冷却系として使用する場合の吐出圧力 

（大型送水ポンプ車による海水直接注入用時） MPa 以上  

大型送水ポンプ車を原子炉補機代替冷却系に使用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が

最大となる原子炉補機代替冷却系接続口（屋内）を使用する場合の水源と移送先の圧力差，

静水頭，ホース圧力損失，ホース湾曲による影響，配管・機器の圧力損失を基に設定する。 

 

① 水源と移送先の圧力差         ：約  MPa  

② 静水頭                 ：約  MPa  

③ ホース＊圧力損失            ：約  MPa  

④ ホース＊湾曲による影響         ：約  MPa  

⑤ 機器及び配管＊・弁類の圧力損失     ：約  MPa 

⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約  MPa              

 

上記から，原子炉補機代替冷却系として使用する場合の大型送水ポンプ車の吐出圧力は

MPa 以上とする。 

 

注記＊：原子炉補機代替冷却系接続口（屋内）を使用する場合は以下の配管・ホースを使用

する。 

・B-原子炉補機代替冷却供給ライン分岐部（原子炉建物西側） 
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【設 定 根 拠】（続き） 

 ～A-原子炉補機代替冷却供給ライン合流部（原子炉建物西側） 

・B-原子炉補機代替冷却供給ライン分岐部（原子炉建物西側） 

～原子炉補機代替冷却系接続口（屋内）ライン合流部 

・原子炉補機代替冷却系接続口（屋内） 

～原子炉補機代替冷却系接続口（屋内）ライン合流部 

・A-原子炉補機代替冷却戻りライン分岐部（原子炉建物西側） 

～A-原子炉補機代替冷却戻りライン合流部（原子炉建物西側） 

・A-原子炉補機代替冷却戻りライン合流部（原子炉建物西側） 

～原子炉補機代替冷却系接続口（西）戻り側 

・A-原子炉補機代替冷却供給ライン合流部（原子炉建物西側） 

～A-2 原子炉補機冷却系熱交換器出口ライン合流部 

・A-2 原子炉補機冷却系熱交換器出口ライン合流部 

～A-1 原子炉補機冷却系熱交換器出口ライン合流部 

・A-1 原子炉補機冷却系熱交換器出口ライン合流部 

～A-残留熱除去系熱交換器入口ライン分岐部 

・A-残留熱除去系熱交換器出口ライン合流部 

～A-原子炉補機冷却系サージタンク出口ライン合流部 

・A-原子炉補機冷却系サージタンク出口ライン合流部 

～A-原子炉補機冷却水ポンプ入口ライン分岐部 

・A-原子炉補機冷却水ポンプ入口ライン分岐部 

～A-原子炉補機代替冷却戻りライン分岐部（原子炉建物西側） 

・A-残留熱除去系熱交換器入口ライン分岐部 

～A-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部 

・A-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部 

～A-残留熱除去系熱交換器 

・A-残留熱除去系熱交換器 

～A-燃料プール冷却系熱交換器出口ライン合流部 

・A-燃料プール冷却系熱交換器出口ライン合流部 

～A-残留熱除去系熱交換器出口ライン合流部 

・A-燃料プール冷却系熱交換器入口ライン分岐部 

～A-非常用ディーゼル発電設備潤滑油冷却器入口ライン分岐部 

・A-非常用ディーゼル発電設備潤滑油冷却器入口ライン分岐部 

～A-中央制御室空調換気設備冷却水系冷凍機入口ライン分岐部 

・A-非常用ディーゼル発電設備機関付空気冷却器出口ライン合流部 

～A-燃料プール冷却系熱交換器出口ライン合流部 

・A-中央制御室空調換気設備冷却水系冷凍機入口ライン分岐部 

～A-燃料プール冷却系熱交換器 
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【設 定 根 拠】（続き） 

・A-燃料プール冷却系熱交換器 

～A-非常用ディーゼル発電設備機関付空気冷却器出口ライン合流部 

・大型送水ポンプ車入口ライン取水用 20m，5m，1m ホース   

・大型送水ポンプ車出口ライン送水用 50m，5m，2m ホース 

・大型送水ポンプ車出口ライン送水用 10m，5m ホース 

・大型送水ポンプ車出口ライン送水用 1m ホース 

 

公称値については，設計段階で使用点として設定をしている 1.20MPa とする。 

 

3. 最高使用圧力の設定根拠 

大型送水ポンプ車を重大事故等時において使用する場合の圧力は，当該ポンプの供給ライン

の仕様を踏まえポンプ吐出圧力を電気的に MPa に制限することから，その制限値である

MPa とする。 

 

4. 最高使用温度の設定根拠 

大型送水ポンプ車を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等対策の有効性

評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において使用している海水の温度 30℃を上

回る ℃とする。 

 

5. 原動機出力の設定根拠 

大型送水ポンプ車の原動機出力は，定格流量である 1800m3/h，定格吐出圧力 1.20MPa 時の軸

動力を基に設定する。 

大型送水ポンプ車の流量が m3/h，吐出圧力が MPa，その時の当該ポンプの必要軸動

力は約 480kW となる。 

以上より，大型送水ポンプ車の原動機出力は必要軸動力 480kW を上回る kW/個とする。 

 

6. 個数の設定根拠 

大型送水ポンプ車（原動機含む。）は，重大事故等対処設備として原子炉補機代替冷却系に

海水を送水するために必要な個数である 1 個を 1 セットの合計 2 個及びに故障時及び保守点

検による待機除外時のバックアップ用として予備 1 個（核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設の

うち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備（原子炉建物放水設備），原子炉格納施設のうち圧力低減

施設その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（原子炉建物放水設備）の予備として兼

用）を分散して保管する。 
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1.5－15 

以上の重大事故等対処設備により，最終ヒートシンクへ熱を輸送

できない場合においても，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の

破損を防止できる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設

備であるため,自主対策設備として位置付ける。併せて，その理由を

示す。 

・大型送水ポンプ車

原子炉補機冷却系の淡水側に直接海水を送水することから，熱

交換器の破損や配管の腐食が発生する可能性があるが，大型送水

ポンプ車による冷却水供給により残留熱除去系（原子炉停止時冷

却モード），残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）

及び残留熱除去系（格納容器冷却モード）が使用可能となれば最

終ヒートシンク（海）へ熱を輸送する手段として有効である。 

ｃ．手順等 

上記「ａ．フロントライン系故障時の対応手段及び設備」及び「ｂ．

サポート系故障時の対応手段及び設備」により選定した対応手段に係

る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び緊急時対策要員の対応として，事故時

操作要領書（徴候ベース）（以下「ＥＯＰ」という。），ＡＭ設備別操作

要領書及び原子力災害対策手順書に定める（第 1.5－1 表）。 

また，重大事故等時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる

設備についても整理する（第 1.5－2 表，第 1.5－3 表）。 
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時

間
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

に
よ

る
除

熱
（

原
子

炉
建

物
南

側
接

続
口

又
は

原
子

炉
建

物
西

側
接

続
口

を
使

用
し

た
補

機
冷

却
水

確
保

の
場

合
（

Ｓ
Ａ

電
源

切
替

盤
を

使
用

し
た

場
合

）
）

緊
急

時
対

策
要

員

5
6

7
8

現
場

運
転

員
Ｄ

，
Ｅ

2

現
場

運
転

員
Ｂ

，
Ｃ

2 31
2

要
員

(
数

)

中
央

制
御

室
運

転
員

Ａ
1

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

配
置

，
取

水
準

備移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

配
置

，
準

備

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

配
置

，
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
等

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
移

動
式

代
替

熱
交

換
設

備
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

等

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

に
よ

る
除

熱
７

時
間

2
0分

第
1.
5－

3
6
図
 

原
子

炉
補

機
代

替
冷
却

系
に

よ
る
除
熱

 
タ
イ

ム
チ

ャ
ー
ト

(
１

／
４

)
 

（
原

子
炉

建
物
南

側
接

続
口
又
は

原
子
炉

建
物

西
側
接
続

口
を
使

用
し

た
補

機
冷

却
水

確
保

の
場

合
（

Ｓ
Ａ

電
源

 

切
替

盤
を

使
用
し

た
場

合
）
）
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1.5－163 

手
順
の
項
目

電
源
確
認

　
冷
却
水
確
保
（
流
量
調
整
，
監
視
）

移
動
，
系
統
構
成
（
非
管
理
区
域
）

移
動
，
系
統
構
成
（
管
理
区
域
）

緊
急
時
対
策
所
～
第
４
保
管
エ
リ
ア
移
動
※
１

車
両
健
全
性
確
認
（
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
，
ホ
ー
ス
展
張
車
）

補
機
冷
却
水
（
海
水
）
の
供
給
（
流
量
調
整
，
監
視
）

※
１
：
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

2

要
員
(
数
)

備
考

1
2

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

1

緊
急
時
対
策
要
員

6

現
場
運
転
員
Ｄ
，
Ｅ

2

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
配
置
，
取
水
準
備

送
水
準
備
（
ホ
ー
ス
敷
設
）

経
過
時
間
（
時
間
）

8
3

4
5

6
7

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱

７
時
間

第
1
.
5－

3
8図

 
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱

 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
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保安規定第６５条 

表６５－５「最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備」 

     「原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備」 

     「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備」 

     「水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための設備」 

６５－５－４「残留熱代替除去系」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 ６
５
－
５
－
４

 
残
留
熱
代
替
除
去
系
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限

 
③
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 
④
 

設
 
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
 

１
台
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
 

※
３
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
４
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
 

※
５
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
６
 

燃
料
補
給
設
備
 

※
７
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。
 

※
２
：
残
留
熱
代
替
除
去
系
の
注
水
ラ
イ
ン
は
，
第
６
５
条
（
６
５
－
４
－
１
 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常

設
）
，
６
５
－
４
－
２

 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
６
５
－
５
－
４

 
残
留
熱
代
替
除
去

系
，
６
５
－
６
－
１

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
），

６
５
－
６
－
２
 
格
納
容
器
代
替
ス
プ

レ
イ
系
（
可
搬
型
）
，
６
５
－
７
－
１

 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，
６
５
－
７
－
３

 
格
納

容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
お
よ
び
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系

 
そ
の
１
）
の
設
備
を

兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
３
：
第
４
６
条
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
位
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
４
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
５
－
３
 
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
６
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
５
 
代
替
所
内
電
気
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
７
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
６
 
燃
料
補
給
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

       

 ①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
条
（
１
．
７
）
が
該
当
す
る
。
 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。
 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）
 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
残
留
熱

代
替
除
去
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
条
（
１
．
７
）
 

「
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の
著
し
い

損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
に
よ
る
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格

納
容
器
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
維
持
し
な
が
ら
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

 ・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順

等
を
定
め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事

故
等
の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に

供
給
す
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。
 

 
 
 

④
 
残
留
熱
代
替
除
去
系
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を

防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安

規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

 ⑥
 
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
原
子
炉
格
納
容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
を

1
台
で
供
給
で
き
る
設
計
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
運
転

上
の
制
限
の
所
要
数
を

1
台
と
す
る
。（

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目

 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
の
揚
程
が

 m
以
上
で
，
流
量
が

 m
3 /
h
以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

定
事
検
 

停
止
時
 

課
長
 

(原
子
炉
) 

2.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
残
留
熱
代
替

除
去
ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

１
箇
月
 

に
１
回
 

当
直
長
 

3.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 Ｒ
Ｈ

Ａ
Ｒ
ラ
イ
ン
入
口
止
め
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
ラ
イ
ン
流
量
調
節
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 Ｐ
Ｃ

Ｖ
ス
プ
レ
イ
連
絡
ラ
イ
ン
流
量
調
節
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ａ

－
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
連
絡
ラ
イ

ン
止
め
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ａ

－
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
連
絡
ラ
イ
ン
流
量
調
節
弁
，
Ａ
－
Ｒ
Ｈ

Ｒ
注
水
弁
お
よ
び
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て

作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
 

に
１
回
 

当
直
長
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

a．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1
が
該
当
。
 

確
認
す
る
流
量
お
よ
び
揚
程
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
記
載
に
基
づ
き
，
設
定
す

る
。（

添
付
－
２
）
 

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

b．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2，
3
が
該
当
。
 

弁
動
作
確
認
は
，
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
す
る
た
め
に
中
央
制
御
室
か
ら
の

遠
隔
操
作
が
必
要
な
弁
と
し
て
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
ラ
イ
ン
入
口
止
め
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
ラ
イ
ン
流

量
調
節
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 Ｐ
Ｃ
Ｖ
ス
プ
レ
イ
連
絡
ラ
イ
ン
流
量
調
節
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ａ
－
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
連

絡
ラ
イ
ン
止
め
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ａ

－
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
連
絡
ラ
イ
ン
流
量
調
節
弁
，
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
注
水
弁
お

よ
び
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
を
対
象
と
す
る
。
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
箇
月
に
１
回
，
動
作
確
認

を
実
施
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A.
残
留
熱
代
替
除
去
系
が

動
作
不
能
の
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
格
納
容
器
冷
却
系
１
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可
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す
る

※
８
と
と
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に
，
そ
の
他
の
設

備
※
９
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。 

速
や
か
に
 

   ３
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

※
８
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
９
：
起
動
し
た
格
納
容
器
冷
却
系
に
関
連
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
台
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系
１

系
列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
は
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
列
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場

合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 A1
.
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

 
 
 

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
，
残
留

熱
代
替
除
去
系
は
緩
和
設
備
で
あ
る
た
め
，
も
と
も
と
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
該
当
す
る

も
の
が
な
い
。
こ
の
た
め
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
期
待
す
る
機
能
で
あ
る
「
原
子
炉
格
納
容
器
の

圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
」
の
観
点
で
最
も
実
効
的
な
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
を

確
認
対
象
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
，
具
体
的
に
は
格
納
容
器
冷
却
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。
）
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
お
よ

び
原
子
炉
補
機
海
水
系
含
む
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
 

 A2
.
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設

 
 
 

備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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個設置し，格納容器フィルタベント系使用時に確実に隔離することで，他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

9.3.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

残留熱代替除去系の残留熱代替除去ポンプは，想定される重大事故等時

において，原子炉格納容器の過圧による破損を防止するために必要な原子

炉圧力容器への注水流量及び原子炉格納容器へのスプレイ流量を有する設

計とする。 

残留熱代替除去系の残留熱除去系熱交換器は，設計基準事故対処設備の

残留熱除去系と兼用しており，設計基準事故対処設備としての伝熱容量が，

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止

するために必要な伝熱容量に対して十分であるため，設計基準事故対処設

備と同仕様で設計する。 

残留熱代替除去系で使用する原子炉補機代替冷却系は，炉心の著しい損

傷が発生した場合において，原子炉補機代替冷却系での圧力損失を考慮し

ても原子炉格納容器の破損を防止するために必要な伝熱容量を有する設計

とする。 

原子炉補機代替冷却系の移動式代替熱交換設備及び大型送水ポンプ車は，

炉心の著しい損傷が発生した場合において，残留熱除去系熱交換器で発生

した熱を除去するために屋外の接続口を使用する場合は，必要な伝熱容量

及びポンプ流量を有する移動式代替熱交換設備１セット１台と大型送水ポ

ンプ車１セット１台を使用する。また，屋内の接続口を使用する場合は，

大型送水ポンプ車１セット１台を使用する。移動式代替熱交換設備の保有

数は，２セット２台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバ

ックアップ用として１台の合計３台を保管する。大型送水ポンプ車の保有

数は，２セット２台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバ

ックアップ用として１台の合計３台を保管する。 

また，原子炉補機代替冷却系の移動式代替熱交換設備及び大型送水ポン

所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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第9.3－1表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様 

(1) 残留熱代替除去系

ａ．残留熱代替除去ポンプ 

台数 ：１(予備１) 

容量 ：約150m3/h/台 

全揚程 ：約70m 

ｂ．残留熱除去系熱交換器 

兼用する設備は以下のとおり。 

・残留熱除去系

基数 ：１ 

伝熱容量 ：約9.1MW 

ｃ．移動式代替熱交換設備 

第3.5－1表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要仕様に記載する。 

ｄ．大型送水ポンプ車 

第3.5－1表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要仕様に記載する。 

(2) 格納容器フィルタベント系

ａ．第１ベントフィルタスクラバ容器 

兼用する設備は以下のとおり。 

・最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備

個  数 ４ 

系統設計流量  約9.8kg/s 

放射性物質除去効率     99.9％以上（粒子状放射性物質に対して） 

99％以上（無機よう素に対して） 

設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
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4.5.4 残留熱代替除去系 

名 称 残留熱代替除去ポンプ 

容 量 m3/h/個 以上(150) 

揚 程 m 以上(70) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 2.50 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

原 動 機 出 力 kW/個 75 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（残留熱代替除去系）として使用する残留熱代替除去ポンプは，以下の機能を有す

る。 

残留熱代替除去ポンプは，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破

損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるために設置する。 

系統構成は，残留熱代替除去ポンプによりサプレッションチェンバのプール水を残留熱除

去系熱交換器にて冷却し，残留熱除去系等を経由して原子炉圧力容器へ注水するとともに，原

子炉格納容器内へスプレイすることで，原子炉格納容器バウンダリを維持しながら原子炉格

納容器内の圧力及び温度を低下できる設計とする。 
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タイプライターテキスト
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【設 定 根 拠】（続き） 

1. 容量の設定根拠 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（残留熱代替除去系）として使用する残留熱代替除去ポンプの容量は，有効性評価

解析（原子炉設置変更許可申請書添付資料十）のうち，格納容器破損モード（雰囲気圧力・温

度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損））において，有効性が確認されている容量が

m3/h（原子炉圧力容器への注水流量が m3/h，原子炉格納容器へのスプレイ流量が

m3/h）のため， m3/h/個以上とする。 

① 原子炉圧力容器の注水流量              ： m3/h 

事故後 時間後の崩壊熱に相当する必要注水量 

② 原子炉格納容器のスプレイ流量            ： m3/h 

重大事故等時の原子炉格納容器スプレイ流量 

③ ①と②の合計                    ： m3/h 

上記から，残留熱代替除去ポンプの容量は， m3/h/個以上とする。 

 

公称値については， 150m3/h/個とする。 

 

2. 揚程の設定根拠  

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（残留熱代替除去系）として使用する残留熱代替除去ポンプの揚程は，有効性評価

解析（原子炉設置変更許可申請書添付資料十）のうち，格納容器破損モード（雰囲気圧力・温

度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損））において，圧力損失が最大となる原子炉格納

容器へスプレイする配管ルートにおける静水頭，機器及び配管・弁類圧力損失を基に設定す

る。 

  ① 静水頭                  ： m 

    （サプレッションチェンバ水位低 EL ～下部スプレイヘッダ EL ＝ ） 

  ② 配管・機器圧力損失            ： m（既設配管圧損含む） 

    ただし，異物付着無しの状態におけるストレーナ圧損，異物付着による圧損上昇は， 

    残留熱除去系ストレーナの既工事計画書添付書類の算定値と同じとする。 

  ③ ①と②の合計               ： m 

上記から，残留熱代替除去ポンプの揚程は mを上回る m 以上とする。 

 

公称値については，要求される揚程を上回る 70m とする。 
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保安規定第６５条 

表６５－５「最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備」 

「原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備」 

「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備」 

６５－５－５「格納容器内の水素濃度および酸素濃度の監視」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 
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項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限

 
③
 

格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
 

お
よ
び
酸
素
濃
度
の
監
視
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
お
よ
び
酸
素
濃
度
監
視
設
備
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 
④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｂ
系
）

 
※
１
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

 
※
１
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）

 
※
１
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

 
※
１
 

※
１
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
３
－
１

 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
）
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
等
を
定
め
る
。
な
お
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
は
，
第
４
８
条
（
格
納
容
器
内
の
酸

素
濃
度
）
と
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

 ①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
二
条
（
１
．
９
）
が
該
当
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 ③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
格
納
容
器
水
素
濃
度
お
よ
び
酸
素
濃

度
監
視
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
二
条
（
１
．
９
）

 

「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」
と
し
て
，
炉

心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た

め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 ④
 
格
納
容
器
水
素
濃
度
お
よ
び
酸
素
濃
度
監
視
設
備
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
水
素
爆
発
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納

容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（
保
安
規
定
変
更

に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
本
表
に
つ
い
て
，
す
べ
て
の
設
備
を
他
表
に
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
て
お
り
，
確
認
事
項
お
よ
び

要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
も
他
表
に
て
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
運
転
上
の
制
限
（
項
目
・
運
転

上
の
制
限
・
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
・
設
備
）
の
み
を
記
載
す
る
。
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1.9－55 

第
1.
9
－
1
2図

 
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
及
び
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の

 

水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
監
視

 
概
要
図

 

6
5
-
1
3
-
1
に
て
整
理

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

543

198353
テキストボックス
65-5-5の範囲
赤枠にて示す

198353
折れ線

198353
折れ線



1.9－57 

第
1.
9
－
1
4図

 
格
納
容
器
内
雰
囲
気
計
装
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
の
監
視

 
概
要
図

 

6
5
-
1
3
-
1
に
て
整
理

格
納
容
器
酸
素
濃
度
は
第
4
8
条
と
兼
ね
る

6
5
-
5
-
3
に
て
整
理

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

544

198353
折れ線

198353
折れ線

198353
折れ線



8－9－98 

第
9
.5
－

3
図
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
系
統
概
要
図

 

（
水
素
濃
度
監
視
設
備
及
び
酸
素
濃
度
監
視
設
備
）
（
１
）

運
転
上
の
制
限
は
6
5
-
1
3
-
1
に
て
定
め
る

添付-1-(2) 設置変更許可申請書 添付八

545

198353
テキストボックス
65-5-5の範囲 赤枠にて示す

198353
折れ線



8－9－99 

第
9
.5
－

4
図
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
系
統
概
要
図

 

（
水
素
濃
度
監
視
設
備
及
び
酸
素
濃
度
監
視
設
備
）
（
２
）

格
納
容
器
酸
素
濃
度
は
第
4
8
条
と
兼
ね
る

第
5
2
条
に
て
整
理

運
転
上
の
制
限
は
6
5
-
1
3
-
1
に
て
定
め
る

添付-1-(2) 設置変更許可申請書 添付八

546

198353
折れ線

198353
折れ線



  

 

保安規定第６５条 

表６５－６「原子炉格納容器内の冷却等のための設備」 

６５－６－１「格納容器代替スプレイ系（常設）」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

  （４）設計及び工事計画認可申請書 （系統図） 

 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 表
６
５
－
６
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

 ６
５
－
６
－
１
 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系

（
常
設
）
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

設
 
 
備
 ⑤

 
所
要
数
 ⑥

 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

※
３
 

１
台
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
 

※
４
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５

 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
６
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。
 

※
２
：
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
の
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
は
，
第
６
５
条
（
６
５
－
４
－
１

 
低
圧

原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

６
５
－
４
－
２
 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

６
５
－
５

－
４
 
残
留
熱
代
替
除
去
系
，
６
５
－
６
－
１
 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
），

６
５
－
６
－

２
 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
），

６
５
－
７
－
１

 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
），

６
５
－
７
－
３
 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
））

お
よ
び
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系

そ
の
１
〔
２
号
炉
〕）

の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
３
：
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
は
，
第
６
５
条
（
６
５
－
４
－
１
 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

６
５
－
６
－
１

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
お
よ
び
６
５
－
７
－
１

 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替

注
水
系
（
常
設
））

の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
４
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
１
－
１
 
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を

定
め
る
。
 

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

※
６
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
５
 
代
替
所
内
電
気
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

      

 ①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
九
条
（
１
．
６
）
が
該
当
す
る
。

 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
格
納
容

器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更

に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
九
条
（
１
．
６
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）
」
と
し
て
，
（
１
）
格
納
容
器
内
の
冷

却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
，

（
２
）
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
並
び

に
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。 

 ・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
等

を
定
め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故

等
の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
供

給
す
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

 

④
 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉

格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
な
ら
び
に
放
射
性
物

質
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能

性
の
あ
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の

状
態
は
「
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
，
ま
た
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お

い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
な
ら
び

に
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
流
量
を
１
台
で
供
給
で
き
る
設
計
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
所
要
数
を
１
台
と
す
る
。
（
添
付
－
２
）
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（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
揚
程
が

m
以
上
で
，
流

量
が

 m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

2
.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
に
お
い
て
，
低
圧
原
子

炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

3
.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
に
お
い
て
，
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ

注
水
隔
離
弁
，
残
留
熱
除
去
系
Ａ
系
に
お
け
る
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ

ウ
ェ
ル
第
１
ス
プ
レ
イ
弁
お
よ
び
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２

ス
プ
レ
イ
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作

確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す

る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

a．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

項
目

1
が
該
当
。

 

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

確
認
す
る
流
量
お
よ
び
揚
程
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
記
載
に
基
づ
き
，
設
定
す

る
。
な
お
，
流
量
に
つ
い
て
は
ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー
ラ
イ
ン
分
岐
後
に
流
量
計
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
，
ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー
ラ
イ
ン
流
量
分
を
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
設
計
確
認

値
か
ら
差
引
い
た
流
量
と
す
る
。（

添
付
－
２
）

 

b．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2，
3
が
該
当
。
 

弁
動
作
確
認
は
，
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
す
る
た
め
に
中
央
制
御
室
か
ら
の

遠
隔
操
作
が
必
要
な
弁
と
し
て
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
に
お
け
る
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
注
水

隔
離
弁
お
よ
び
残
留
熱
除
去
系
Ａ
系
に
お
け
る
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
１
ス
プ
レ
イ
弁
お

よ
び
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
を
対
象
と
す
る
。
 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
箇
月
に
１
回
，
動

作
確
認
を
実
施
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置

 
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

A
.
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ

系
（
常
設
）
が
動
作
不
能
の

場
合
 

A
1
.
当
直
長
は
，
格
納
容
器
冷
却
系
１
系
列
を
起
動
し
，

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
７
と
と
も
に
，

そ
の
他
設
備

※
８
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

お
よ
び

 

A
2
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
９
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
3
.
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧

す
る
。
 

速
や
か
に

 

    ３
日
間

 

   ３
０
日
間
 

B
.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

B
1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
 

２
４
時
間

 

 ３
６
時
間
 

※
７
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
８
：
起
動
し
た
格
納
容
器
冷
却
系
に
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
台
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

※
９
：
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
を
い
う
。（

時
間
短
縮
の
補
完
措
置
含
む
。）

 

 

 ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
列
数
が
１

Ｎ
未
満
に
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 

A1
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申

請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
”
で
あ
る
格
納
容
器
冷
却
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

含
む
。
）
が
該
当
す
る
。
 

 A2
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書

類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
「
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）」

が
該
当
し
，
完

了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ

未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 

【
必
要
流
量
】
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
は
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
と
同
様

に
「

 m
3 /
h」

以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。
 

 【
準
備
時
間
】
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
の
準
備
時
間
が
約

3
0
分
に
対
し
て
，
格
納
容
器
代
替

ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
の
準
備
時
間
が
約

2
時
間

1
0
分
要
す
る
こ
と
か
ら
，
事
前
準
備
等

に
よ
る
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
を
行
い
，

30
分
以
内
に
注
水
開
始
可
能
な
体
制
を
整
え
る
。

（
添
付
－
３
）
 

 A3
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対

処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 B1
．，

B2
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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1.6－102 

第
1
.6
－

9
図
 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ

 
概
要
図

(１
／
２

)
 

添付-1-(1)　設置変更許可申請書　添付十追補１
6
5
-
6
-
1
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す

6
5
-
1
1
-
1

に
て

整
理

6
5
-
4
-
1
，

6
5
-
7
-
1

と
の

共
用

ラ
イ

ン

6
5
-
6
-
2
，

6
5
-
7
-
1
，

6
5
-
7
-
3
，

第
3
9
条

と
の

共
用

ラ
イ

ン
6
5
-
7
-
1
，

第
3
9
条

と
の

共
用

ラ
イ

ン

6
5
-
7
-
1
と

の
共

用
ラ

イ
ン

6
5
-
4
-
1
，

6
5
-
4
-
2
，

6
5
-
5
-
4
，

6
5
-
7
-
1
と

の
共

用
ラ

イ
ン

6
5
-
4
-
1
，

6
5
-
4
-
2
，

6
5
-
7
-
1
と

の
共

用
ラ

イ
ン
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1.6－103 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑥
※
１

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
１
ス

プ
レ
イ

弁
 

⑥
※
２

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス

プ
レ
イ

弁
 

⑧
 

Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
注
水
隔
離
弁
 

記
載
例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
※

１
～
 
：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。

第
1.
6
－
9
図
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
 

概
要
図
(
２
／
２
)
 

添付-1-(1)　設置変更許可申請書　添付十追補１
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8－9－19 

大事故等対処設備としての独立性を有する設計とする。 

電源設備の多様性，独立性及び位置的分散については「10.2 代替電源

設備」に記載する。 

9.2.2.2 悪影響防止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

格納容器代替スプレイ系（常設）は，通常時は弁により他の系統と隔離

し，重大事故等時に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成

とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）は，通常時は大量送水車を接続先の

系統と分離して保管し，重大事故等時に接続，弁操作等により重大事故等

対処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない

設計とする。 

大量送水車は，輪留めによる固定等をすることで，他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。 

大量送水車は，飛散物となって他の設備に悪影響を及ぼさない設計とす

る。 

9.2.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

格納容器代替スプレイ系（常設）の低圧原子炉代替注水ポンプは，想定

される重大事故等時において，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破

損を防止するために必要なスプレイ流量を有する設計とする。 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）の大量送水車は，想定される重大事

故等時において，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止する

ために必要なスプレイ流量を有するものを１セット１台使用する。 

保有数は，２セット２台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外

時のバックアップ用として１台の合計３台を保管する。 

また，大量送水車は，想定される重大事故等時において，格納容器代替

所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す

添付-2-(1)　設置変更許可申請書　添付八
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8－9－20 

スプレイ系（可搬型）及び低圧原子炉代替注水系（可搬型）との同時使用

を考慮して，各系統の必要な流量を同時に確保できる容量を有する設計と

する。 

9.2.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

格納容器代替スプレイ系（常設）の低圧原子炉代替注水ポンプは，低圧

原子炉代替注水ポンプ格納槽内に設置し，想定される重大事故等時におけ

る環境条件を考慮した設計とする。 

低圧原子炉代替注水ポンプの操作は，想定される重大事故等時において，

中央制御室で可能な設計とする。 

格納容器代替スプレイ系（常設）の系統構成に必要な弁の操作は，想定

される重大事故等時において，中央制御室又は設置場所で可能な設計とす

る。 

また，格納容器代替スプレイ系（常設）は，淡水だけでなく海水も使用

できる設計とする。なお，可能な限り淡水を優先し，海水通水を短期間と

することで，設備への影響を考慮する。 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）の大量送水車は，屋外に保管及び設

置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

大量送水車の常設設備との接続及び操作は，想定される重大事故等時に

おいて，設置場所で可能な設計とする。 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）の系統構成に必要な弁の操作は，想

定される重大事故等時において，中央制御室又は設置場所で可能な設計と

する。 

また，格納容器代替スプレイ系（可搬型）は，淡水だけでなく海水も使

用できる設計とする。なお，可能な限り淡水を優先し，海水通水を短期間

とすることで，設備への影響を考慮する。 

9.2.2.5 操作性の確保 

基本方針については，「1.1.7.4 操作性及び試験・検査性について」に

添付-2-(1)　設置変更許可申請書　添付八
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8－9－69 

第9.2－1表 原子炉格納容器内の冷却等のための設備の主要機器仕様 

(1) 格納容器代替スプレイ系（常設）

ａ．低圧原子炉代替注水ポンプ 

第5.6－1表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(2) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）

ａ．大量送水車 

第4.3－1表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

添付-2-(2)　設置変更許可申請書　添付八設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す
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8－5－88 

第5.6－1表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための

設備の主要機器仕様 

(1) 低圧原子炉代替注水系（常設）

ａ．低圧原子炉代替注水ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器内の冷却等のための設備

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備

台 数  １（予備１） 

容 量  約230m3/h/台 

全揚程  約190m 

(2) 低圧原子炉代替注水系（可搬型）

ａ．大量送水車 

第4.3－1表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

添付-2-(2)　設置変更許可申請書　添付八

556
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S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-3
 R
1 

5.5 低圧原子炉代替注水系 

名 称 低圧原子炉代替注水ポンプ 

容 量 m3/h/個 以上， 以上， 以上(230) 

揚 程 m 以上， 以上， 以上(190) 

最高使用圧力 MPa 3.92 

最高使用温度 ℃ 66 

原 動 機 出 力 kW/個 210 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧

原子炉代替注水系）として炉心注水時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプは，以下の機能を

有する。 

低圧原子炉代替注水ポンプは，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態であって，設計基

準対象施設が有する原子炉の冷却機能が損失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子

炉格納容器の破損を防止するため，原子炉を冷却するために設置する。 

系統構成は，運転中の重大事故等時において，残留熱除去ポンプ及び低圧炉心スプレイポン

プの故障等により原子炉を冷却する機能が喪失した場合に低圧原子炉代替注水槽を水源とし

た低圧原子炉代替注水ポンプより，残留熱除去系を経由して原子炉圧力容器へ注水することに

より炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備(格納容器代替スプレイ系)として使用する低圧原子炉代替注水ポンプは，以下の機

能を有する。 

低圧原子炉代替注水ポンプは，設計基準対象施設が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪

失した場合において，炉心の著しい損傷を防止するために原子炉格納容器内の圧力及び温度を

低下させるため，また，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を防

止するために原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させるため設

置する。 

系統構成は，運転中の重大事故等時において，残留熱除去ポンプの故障等により原子炉格納

容器を冷却する機能が喪失した場合に低圧原子炉代替注水槽を水源とした低圧原子炉代替注

水ポンプより，低圧原子炉代替注水系及び残留熱除去系を経由してドライウェルスプレイ管よ

り原子炉格納容器内にスプレイすることにより原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させ 

設定根拠
関連箇所を下線にて示す
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【設 定 根 拠】（続き） 

ることができる設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（ペデスタル代替注水系）として使用する低圧原子炉代替注水ポンプは，以下の機

能を有する。 

低圧原子炉代替注水ポンプは，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の

破損を防止するため，原子炉格納容器の下部に落下した炉心を冷却するために設置する。 

系統構成は，低圧原子炉代替注水槽を水源とした低圧原子炉代替注水ポンプにより，低圧原

子炉代替注水系及び残留熱除去系を経由してドライウェルスプレイ管から原子炉格納容器内

にスプレイすることで，原子炉格納容器下部へ流入し，溶融炉心が落下するまでに原子炉格納

容器下部に十分な水位を確保するとともに，落下した溶融炉心を冷却できる設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備(低圧原子炉代替注水系)として使用する低圧原子炉代替注水ポンプは，以下の機能

を有する。 

低圧原子炉代替注水ポンプは，炉心の著しい損傷が発生した場合に溶融炉心の原子炉格納容

器下部への落下を遅延・防止するために設置する。 

系統構成は，低圧原子炉代替注水槽を水源とした低圧原子炉代替注水ポンプより，残留熱除

去系を経由して原子炉圧力容器へ注水することで溶融炉心を冷却できる設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

1. 容量の設定根拠

低圧原子炉代替注水ポンプの容量は，以下を考慮して決定する。

(1) 原子炉注水必要容量： m3/h/個以上， m3/h/個以上

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注

水系）又は原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全

設備(低圧原子炉代替注水系)として炉心注水時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプの容

量は，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態であって，設計基準対象施設が有する原子

炉の冷却機能が損失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防

止するために，原子炉に冷却材を供給することで炉心崩壊熱を除去する場合に，有効性評価

解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十「3.炉心損傷防止対策の有効性評価」）におい

て有効性が確認されている原子炉への注水流量は，原子炉圧力 MPa 時において m3/h，

原子炉圧力 MPa 時において m3/h のため m3/h/個以上， m3/h/個以上とする。 

(2) 格納容器スプレイ及びペデスタル注水必要容量： m3/h/個以上

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備（格納容器代替スプレイ系，ペデス

タル代替注水系）として原子炉格納容器にスプレイ及びペデスタルに注水する場合に使用す

る低圧原子炉代替注水ポンプの容量は，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止

するために，原子炉格納容器内にスプレイし原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させ，

また，ペデスタルに蓄水することで溶融炉心の崩壊熱を除去する場合に，重大事故等時の有

効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において，各事故シーケンスで有効

性が確認されている原子炉格納容器へのスプレイ及びペデスタルへの注水流量が m3/h

のため m3/h/個以上とする。 

(3) 低圧原子炉代替注水ポンプの最小流量（ミニマムフロー流量）： m3/h/個 

上記から，低圧原子炉代替注水ポンプの容量は，(1)及び(2)の必要容量に(3)を加えた容量

とし， m3/h/個以上， m3/h/個以上， m3/h/個以上とする。 

公称値については，230m3/h/個とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 揚程の設定根拠

・原子炉注水必要揚程

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水

系）又は原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備

(低圧原子炉代替注水系)として炉心注水時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプの揚程は，淡

水を原子炉に m3/h 及び m3/h で注水する場合の水源と移送先の圧力差，静水頭及び配

管・機器圧力損失を基に設定する。なお，原子炉圧力 MPa 及び MPa については，有

効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において，有効性が確認されている圧

力である。 

（1）原子炉圧力 MPa 時 

① 原子炉と水源の圧力差 ： m 

×106／(992×9.80665)＝ ≒ m 

MPa：原子炉設置変更許可申請書 添付書類十「3. 炉心損傷防止対策の有効

性評価」に示す評価条件 

密度    ：992kg/m3（40℃，飽和圧力） 

② 静水頭  ： m 

低圧原子炉代替注水ポンプ軸中心 EL ～低圧注水ノズル EL 

③ 配管・機器圧力損失 ： m 

機器圧力損失   ： m 

配管・弁圧力損失 ： m 

合計 m 

④ ①～③の合計(m)  ： m 

上記から，原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備として

原子炉圧力 MPa 時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプの揚程は， mを上回る

m以上とする。 

（2）原子炉圧力 MPa 時 

① 原子炉と水源の圧力差 ： m 

MPa：原子炉設置変更許可申請書 添付書類十「3. 炉心損傷防止対策の有効

性評価」に示す評価条件 

② 静水頭  ： m 

低圧原子炉代替注水ポンプ軸中心 EL ～低圧注水ノズル EL 

添付-2-(3)　設計及び工事計画認可申請書
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【設 定 根 拠】（続き） 

③ 配管・機器圧力損失 ： m 

機器圧力損失   ： m 

配管・弁圧力損失 ： m 

合計 m 

④ ①～③の合計(m)  ： m 

上記から，原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備として

原子炉圧力 MPa 時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプの揚程は， m を上回る

m以上とする。 

・格納容器スプレイ及びペデスタル注水必要揚程

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備（格納容器代替スプレイ系，ペデスタ

ル代替注水系）として原子炉格納容器にスプレイ及びペデスタルに注水する場合に使用する低

圧原子炉代替注水ポンプの揚程は，淡水を原子炉格納容器に m3/h でスプレイする場合の水

源と移送先の圧力差，静水頭及び配管・機器圧力損失を基に設定する。 

① 原子炉格納容器と水源の圧力差   ： m 

×106／(992×9.80665)＝ ≒ m 

密度：992kg/m3（40℃，飽和圧力） 

② 静水頭  ： m 

低圧原子炉代替注水ポンプ軸中心 EL ～ドライウェル上部スプレイ管 EL 

③ 配管・機器圧力損失 ： m 

機器圧力損失   ： m 

配管・弁圧力損失 ： m 

合計 m 

④ ①～③の合計(m)  ： m 

上記から，原子炉冷却系統施設のうち圧力低減設備その他の安全設備として使用する低圧

原子炉代替注水ポンプの揚程は， mを上回る m以上とする。 

公称値については，190m とする。 
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保安規定第６５条 

表６５－６「原子炉格納容器内の冷却等のための設備」 

６５－６－２「格納容器代替スプレイ系（可搬型）」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
格
納

容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定

変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
九
条
（
１
．
６
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，（

１
）
格
納
容
器
内
の
冷
却

機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
，（

２
）

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
並
び
に
放
射

性
物
質
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 ・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な

手
順
等

を
定
め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
供
給

す
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

 ④
 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉

格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
な
ら
び
に
放
射
性
物
質

の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の

あ
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は

「
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
本
表
に
つ
い
て
，
す
べ
て
の
設
備
の
運
転
上
の
制
限
を
他
表
に
て
定
め
て
い
る
が
，
運
転
上
の
制
限
で
あ

る
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成

が
で
き
な
い
場
合
の
措
置
と
し

て
，
要
求
さ
れ
る
措
置
を
記
載
す
る
。

 

 ＜
参
考
＞
大
量
送
水
車
 

大
量
送
水
車
が
下
記
の
性
能
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
行
為
は
，「

６
５
－
１
９
－
１
 
大
量
送
水

車
」
に
記
載
す
る
。

 

 大
量
送
水
車
を
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
時
に
使
用
す
る
場
合
の
容
量
お
よ
び

吐
出
圧
力
を
以
下
に
示
す
。

 

【
必
要
容
量
】

 

炉
心
損
傷
防
止
対
策
の
有
効
性
評
価
解
析
（
設
置
変
更
許
可
申
請
書
添
付
十
）
の
う
ち
，「

高
圧
・
低
圧

注
水
機
能
喪
失
」，
「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
長
期
Ｔ
Ｂ
）」

, 
「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｕ
）」
，

                                        

566



 

保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

               （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
に
お
い
て
，
Ｂ

－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確

認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

  （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

A.
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ

系
（

可
搬

型
）
が
動
作
不
能
の

場
合

 

A1
.当

直
長
は
，
格
納
容
器
冷
却
系
１
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
８
と
と
も
に
，
そ
の
他
設
備

※
９
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備

※
10
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

 

速
や
か
に
 

   ３
日
間
 

  ３
０
日
間
 

 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ

る
措
置

を
完

了
時

間
内
に

達
成

で
き

な
い
場
合
 

B1
. 

当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
. 

当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｄ
）」
，「

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｐ
）」
，「

崩
壊
熱
除
去
機
能
喪

失
（
残
留
熱
除
去
系
が
故
障
し
た
場
合
）」
，「

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
時
注
水
機
能
喪
失
」，
「
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に

よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）（

残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合
」，
「
高
圧

溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
，
「
原
子
炉
圧
力
容
器
外
の
溶
融
燃
料
－
冷
却
材
相
互
作

用
」
ま
た
は
「
溶
融
炉
心
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
相
互
作
用
」
に
お
い
て
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
原
子
炉

格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
流
量
が

12
0m

3 /
h
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
1
2
0m

3 /
h
以
上
と
す
る
。

 

ま
た
，
上
記
同
様
の
有
効
性
評
価
解
析
に
お
い
て
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

お
よ
び
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
を
同
時
に
実
施
す
る
場
合
，
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
流

量
が

30
m3
/h
，
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
流
量
が

1
2
0
m3
/h

で
あ
る
こ
と
か
ら

15
0m

3 /
h
以
上
と

す
る
。

 

 【
吐
出
圧
力
】

 

必
要
吐
出
圧
力
が
最
大
と
な
る
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
南
）
を
使
用
す
る
場

合
の
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，
ホ
ー
ス
圧
損
，
ホ
ー
ス
湾
曲
に
よ
る
影
響
，
機
器
お
よ
び
配

管
・
弁
類
圧
損
を
基
に
吐
出
圧
力
は
，
1
.3
8M
Pa
[
g
ag
e
]以

上
と
す
る
。

 

ま
た
，
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
同
時
に
実
施
す
る
場
合
の

吐
出
圧
力
は
，
必
要
吐
出
圧
力
が
最
大
と
な
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
お
よ
び
格
納
容
器
代
替
ス
プ

レ
イ
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
南
）
を
使
用
す
る
場
合
の
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，
ホ
ー
ス

圧
損
，
ホ
ー
ス
湾
曲
に
よ
る
影
響
，
機
器
お
よ
び
配
管
・
弁
類
圧
損
を
基
に

1
.
44
M
P
a[
g
a
g
e
]以

上
と
す

る
。

 

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

a．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

弁
動
作
確
認
は
，
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
す
る
た
め
に
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠

隔
操
作
が
必
要
な
弁
と
し
て
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
お
け
る
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド

ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
を
対
象
と
す
る
。
 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
箇
月
に
１
回
，
動

作
確
認
を
実
施
す
る
。

 

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
は
，
２
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
大
量
送
水
車
が

１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
ま
た
は
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成

（
接
続
口
を
含
む
）
が
で
き
な
い
場
合
（
条
件

A）
は
，
当
該
系
統
の
機
能
を
満
足
で
き
な
い
こ
と
か
ら

条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書

（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
” 

で
あ
る
格
納
容
器
冷
却
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
を
除
く
。）

含
む
。）

が
該
当
す
る
。

 

 A2
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
格
納
容
器
代
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

※
８
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

※
９
：
起
動
し
た
格
納
容
器
冷
却
系
に
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

※
10
：
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
を
い
う
。

替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る

場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
｢３

日
間
｣
と
す
る
。

 

A3
.
当
該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

B1
.
，
B2
. 
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

【
必
要
容
量
】

 

・
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
は
「

m3
/h
」
以
上
の
ス
プ
レ
イ
流
量
を
有
す
る
。

 

【
準
備
時
間
】

 

・
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
は
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
よ
り
も
短
時
間

で
準
備
で
き
る
こ
と
か
ら
，
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
は
不
要
。（

添
付
－
２
）
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第
1
.6
－

1
5
図

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
（
淡
水
／
海
水
）

 
概
要
図

 

（
交
流
電
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
）

(１
／
２

)
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書　添付十追補１
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283821
長方形

283821
タイプライターテキスト
65-6-2の範囲

283821
タイプライターテキスト
赤枠にて示す

283821
長方形

283821
タイプライターテキスト
65-19-1にて整理

283821
タイプライターテキスト
65-6-1，65-7-1，65-7-3，第39条との共用ライン

283821
折れ線

283821
タイプライターテキスト
65-5-4，65-7-3，第39条との共用ライン

283821
長方形

283821
長方形

283821
長方形

182544
ハイライト表示

283821
タイプライターテキスト
65-7-3との共用ライン

299078
多角形

299078
多角形

299078
長方形
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操
作

手
順
 

弁
名
称
 

⑤
ａ

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ

弁
 

⑤
ｂ
，

⑤
ｃ

Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ

弁
 

⑧
ａ

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
 

Ａ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調

整
弁
 

⑧
ｂ

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
 

Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調

整
弁
 

⑧
ｃ

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
 

Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
止
め

弁
 

記
載
例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
ａ

～
：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
の
優
先
番
号
を
示
す
。
 

第
1.
6
－
1
5
図

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
（
淡
水
／
海
水
）
 
概
要
図
 

（
交
流
電
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
）
（
２
／
２
）
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書　添付十追補１
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1.6－118 

第
1
.6
－

1
7
図

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
（
淡
水
／
海
水
）

 
概
要
図

 

（
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
て
い
る
場
合
）

(１
／
２

)
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書　添付十追補1

571

283821
タイプライターテキスト
65-19-1にて整理

283821
長方形

283821
折れ線

283821
タイプライターテキスト
65-5-4，65-7-3，第39条との共用ライン

283821
タイプライターテキスト
65-6-1，65-7-1，65-7-3，第39条との共用ライン

283821
タイプライターテキスト
65-7-3との共用ライン

283821
長方形

283821
長方形

283821
長方形

299078
多角形

299078
多角形

299078
長方形



1.6－119 

操
作

手
順
 

弁
名
称
 

⑤
ａ

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ

弁
 

⑤
ｂ
，

⑤
ｃ

Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ

弁
 

⑧
ａ

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
 

Ａ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調

整
弁
 

⑧
ｂ

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
 

Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調

整
弁
 

⑧
ｃ

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
 

Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
止
め

弁
 

記
載
例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
ａ

～
：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
の
優
先
番
号
を
示
す
。
 

第
1.
6
－
1
7
図

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
（
淡
水
／
海
水
）
 
概
要
図
 

（
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
て
い
る
場
合
）
(
２
／
２
)
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書　添付十追補１

572



1.6－117 

第
1.
6－

1
6
図

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
（
淡
水
／
海
水
）

 

タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

(２
／
２

)

添付-2-(1) 設置変更許可申請書　添付十追補１

573

283821
タイプライターテキスト
同等な機能を有することの説明（準備時間）

283821
タイプライターテキスト
関連箇所を赤枠にて示す

283821
長方形

283821
長方形



1.6－104 

第
1.
6－

1
0
図

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ

 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

添付-2-(1) 設置変更許可申請書　添付十追補１

574

283821
長方形



  

 

保安規定第６５条 

表６５－７「原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備」 

６５－７－１「ペデスタル代替注水系（常設）」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

  （４）設計及び工事計画認可申請書（系統図） 

 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 表
６
５
－
７
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
 

 ６
５
－
７
－
１
 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）

 ①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
 

（
常
設
）
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

設
 
 
備
 ⑤

 
所
要
数
 ⑥

 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

※
３
 

１
台
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
 

※
４
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５

 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
６
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。
 

※
２
：
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
の
注
水
ラ
イ
ン
は
，
第
６
５
条
（
６
５
－
４
－
１
 
低
圧
原
子
炉

代
替
注
水
系
（
常
設
），

６
５
－
４
－
２
 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

６
５
－
５
－
４
 
残

留
熱
代
替
除
去
系
，
６
５
－
６
－
１
 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
），

６
５
－
６
－
２
 
格
納

容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
，
６
５
－
７
－
１
 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，
６
５
－

７
－
３
 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
））

お
よ
び
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１

〔
２
号
炉
〕）

の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
３
：
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
は
，
第
６
５
条
（
６
５
－
４
－
１
 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

６
５
－
６
－
１

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
お
よ
び
６
５
－
７
－
１

 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替

注
水
系
（
常
設
））

の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
４
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
１
－
１
 
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を

定
め
る
。
 

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

※
６
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
５
 
代
替
所
内
電
気
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

      

 ①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
ペ
デ
ス

タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に

係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の
著

し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る

た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
等

を
定
め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故

等
の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
供

給
す
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

 

④
 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格

納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
機
能

維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動

お
よ
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格

納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す

る
た
め
に
必
要
な
流
量
を
１
台
で
供
給
で
き
る
設
計
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水

ポ
ン
プ
の
所
要
数
を
１
台
と
す
る
。（

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
揚
程
が

m
以
上
で
，
流

量
が

 m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

2.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

3.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
Ｆ

Ｌ
Ｓ
Ｒ
注
水
隔
離
弁
，
残
留
熱
除
去
系
Ａ
系
に
お
け
る
Ａ
－
Ｒ
Ｈ

Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
１
ス
プ
レ
イ
弁
お
よ
び
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁

の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

a．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

項
目

1
が
該
当
。

 

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

確
認
す
る
流
量
お
よ
び
揚
程
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
記
載
に
基
づ
き
，
設
定
す

る
。
な
お
，
流
量
に
つ
い
て
は
ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー
ラ
イ
ン
分
岐
後
に
流
量
計
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
，
ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー
ラ
イ
ン
流
量
分
を
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
設
計
確
認

値
か
ら
差
引
い
た
流
量
と
す
る
。（

添
付
－
２
）

 

b．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2，
3
が
該
当
。

 

弁
動
作
確
認
は
，
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
す
る
た
め
に
中
央
制
御
室
か
ら
の

遠
隔
操
作
が
必
要
な
弁
と
し
て
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
お
け
る
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
注
水
隔

離
弁
お
よ
び
残
留
熱
除
去
系
Ａ
系
に
お
け
る
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
１
ス
プ
レ
イ
弁
お
よ

び
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
を
対
象
と
す
る
。

 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
箇
月
に
１
回
，
動
作
確
認

を
実
施
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置

 
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

A
.
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

（
常
設
）
が
動
作
不
能
の

場
合
 

A
1
.
当
直
長
は
，
低
圧
注
水
系
３
系
列
を
起
動
し
，
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
７
と
と
も
に
，
そ
の

他
設
備

※
８
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
2
.当

直
長
お
よ
び
課
長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
機
能
と
同

等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
９
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
3
.
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧

す
る
。
 

速
や
か
に

 

   ３
日
間

 

   ３
０
日
間
 

B
.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

B
1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
 

２
４
時
間

 

 ３
６
時
間
 

※
７
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
８
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

を
い
い
，

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
９
：
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
を
い
う
。（

時

間
短
縮
の
補
完
措
置
を
含
む
。）

 

 

  ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
列
数
が
１
Ｎ

未
満
に
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
は
緩
和
設

備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。
そ
の
た
め
，
そ
の
目
的
に
応
じ

て
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
完
了
時
間
を
参
考
と
し
て
設
定
す
る
。
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替

注
水
系
（
常
設
）
に
期
待
す
る
機
能
は
，「

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子

炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心

を
冷
却
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
低
圧
注
水
系
の
機
能
が
健
全
で
あ
れ
ば
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
へ
の

進
展
を
防
止
で
き
る
。
従
っ
て
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
し
て
は
，
炉
心
の
冷
却
に

寄
与
す
る
低
圧
注
水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
を
除
く
。）

含
む
。）

を
設
定
す
る
。
 

 A2
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類

十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
お
よ
び
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能

で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 

【
必
要
流
量
】
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
お
よ
び
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
は
，
ペ

デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
と
同
様
に
「

 m
3 /
h」

以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。
 

 

【
準
備
時
間
】
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
の
準
備
時
間
が
約

30
分
に
対
し
て
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水

系
（
可
搬
型
）
お
よ
び
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
の
準
備
時
間
は
約

2
時
間

10
分

要
す
る
こ
と
か
ら
，
事
前
準
備
等
に
よ
る
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
を
行
い
，
30

分
以
内
に
注
水
開

可
能
な
体
制
を
整
え
る
。
（
添
付
－
３
）
 

 A3
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 B1
．，

B2
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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1.8－96 

記
載
例

 
 
◯

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。

◯
 

 
：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。

第
1.
8－

5
図

 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 
概
要
図

(１
／
２

)
 

※
１
～

添付-1-(1)　設置変更許可申請書　添付十追補１
6
5
-
7
-
1
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す

6
5
-
1
1
-
1

⌐
≡

6
5
-
6
-
2
，
6
5
-
7
-
1
，
6
5
-
7
-
3
，
第
3
9
条
と
の
共
用
ラ
イ
ン

6
5
-
7
-
1
，
第
3
9
条
と
の
共
用
ラ
イ
ン

6
5
-
4
-
1
，

6
5
-
4
-
2
，

6
5
-
5
-
4
，

6
5
-
7
-
1
と
の

共
用
ラ
イ
ン

6
5
-

6
5
-
7
-
1
と
の
共

用

6
5
-
4
-
1
，
6
5
-
7
-
1

と
の
共
用
ラ
イ
ン

6
5
-
4
-
1
，

6
5
-
4
-
2
，

6
5
-
7
-
1
と
の

共
用
ラ
イ
ン
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1.8－97 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑥
※

１
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
１
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑥
※

２
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑧
⑨

Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
注
水
隔
離
弁
 

 
記
載

例
 

◯
：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。

◯
：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を

実
施

す
る

対
象

弁
が

あ
る

場
合

，
そ

の
実

施
順

を
示

す
。

第
1
.
8
－
5
図
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 
概
要
図
(
２
／
２
)
 

※
１
～

添付-1-(1)　設置変更許可申請書　添付十追補１
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8－9－43 

設けることで，原子炉格納容器下部に設置されているドライウェル床ドレ

ンサンプの原子炉冷却材圧力バウンダリからの原子炉冷却材の漏えい検出

機能に対して悪影響を及ぼさない設計とする。 

9.4.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

ペデスタル代替注水系（常設）の低圧原子炉代替注水ポンプは，想定さ

れる重大事故等時において，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心を冷

却するために必要な注水流量を有する設計とする。 

ペデスタル代替注水系（可搬型）の大量送水車は，想定される重大事故

等時において，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心を冷却するために

必要な注水流量を有するものを１セット１台使用する。保有数は，２セッ

ト２台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用

として１台の合計３台を保管する。 

コリウムシールドは，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心が，ドラ

イウェル機器ドレンサンプ及びドライウェル床ドレンサンプへ流入するこ

とを抑制するために必要な厚さを有する設計とする。 

9.4.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

ペデスタル代替注水系（常設）の低圧原子炉代替注水ポンプは，低圧原

子炉代替注水ポンプ格納槽内に設置し，想定される重大事故等時における

環境条件を考慮した設計とする。 

低圧原子炉代替注水ポンプの操作は，想定される重大事故等時において，

中央制御室で可能な設計とする。 

ペデスタル代替注水系（常設）の系統構成に必要な弁の操作は，想定さ

れる重大事故等時において，中央制御室又は設置場所で可能な設計とする。 

また，ペデスタル代替注水系（常設）は，淡水だけでなく海水も使用で

きる設計とする。なお，可能な限り淡水を優先し，海水通水を短期間とす

ることで，設備への影響を考慮する。 

添付-2-(1)　設置変更許可申請書 添付八所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す
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8－9－72 

第9.4－1表 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備の主要機器仕様 

(1) ペデスタル代替注水系（常設）

a．低圧原子炉代替注水ポンプ

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(2) ペデスタル代替注水系（可搬型）

a．大量送水車

第 4.3－1 表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

(3) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）

a．大量送水車

第 4.3－1 表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

(4) コリウムシールド

材    料 ジルコニア 

厚    さ 約 0.13m 以上 

(5) 低圧原子炉代替注水系（常設）

a．低圧原子炉代替注水ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(6) 低圧原子炉代替注水系（可搬型）

a．大量送水車 

第 4.3－1 表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

(7) 高圧原子炉代替注水系

a．高圧原子炉代替注水ポンプ

第 5.4－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(8) ほう酸水注入系

a．ほう酸水注入ポンプ 

第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 

添付-2-(2)　設置変更許可申請書　添付八
設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す
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第5.6－1表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための

設備の主要機器仕様 

(1) 低圧原子炉代替注水系（常設）

ａ．低圧原子炉代替注水ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器内の冷却等のための設備

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備

台 数  １（予備１） 

容 量  約230m3/h/台 

全揚程  約190m 

(2) 低圧原子炉代替注水系（可搬型）

ａ．大量送水車 

第4.3－1表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

添付-2-(2)　設置変更許可申請書　添付八
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S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-3
 R
1 

5.5 低圧原子炉代替注水系 

名 称 低圧原子炉代替注水ポンプ 

容 量 m3/h/個 以上， 以上， 以上(230) 

揚 程 m 以上， 以上， 以上(190) 

最高使用圧力 MPa 3.92 

最高使用温度 ℃ 66 

原 動 機 出 力 kW/個 210 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧

原子炉代替注水系）として炉心注水時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプは，以下の機能を

有する。 

低圧原子炉代替注水ポンプは，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態であって，設計基

準対象施設が有する原子炉の冷却機能が損失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子

炉格納容器の破損を防止するため，原子炉を冷却するために設置する。 

系統構成は，運転中の重大事故等時において，残留熱除去ポンプ及び低圧炉心スプレイポン

プの故障等により原子炉を冷却する機能が喪失した場合に低圧原子炉代替注水槽を水源とし

た低圧原子炉代替注水ポンプより，残留熱除去系を経由して原子炉圧力容器へ注水することに

より炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備(格納容器代替スプレイ系)として使用する低圧原子炉代替注水ポンプは，以下の機

能を有する。 

低圧原子炉代替注水ポンプは，設計基準対象施設が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪

失した場合において，炉心の著しい損傷を防止するために原子炉格納容器内の圧力及び温度を

低下させるため，また，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を防

止するために原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させるため設

置する。 

系統構成は，運転中の重大事故等時において，残留熱除去ポンプの故障等により原子炉格納

容器を冷却する機能が喪失した場合に低圧原子炉代替注水槽を水源とした低圧原子炉代替注

水ポンプより，低圧原子炉代替注水系及び残留熱除去系を経由してドライウェルスプレイ管よ

り原子炉格納容器内にスプレイすることにより原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させ 

設定根拠
関連箇所を下線にて示す
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ることができる設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（ペデスタル代替注水系）として使用する低圧原子炉代替注水ポンプは，以下の機

能を有する。 

低圧原子炉代替注水ポンプは，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の

破損を防止するため，原子炉格納容器の下部に落下した炉心を冷却するために設置する。 

系統構成は，低圧原子炉代替注水槽を水源とした低圧原子炉代替注水ポンプにより，低圧原

子炉代替注水系及び残留熱除去系を経由してドライウェルスプレイ管から原子炉格納容器内

にスプレイすることで，原子炉格納容器下部へ流入し，溶融炉心が落下するまでに原子炉格納

容器下部に十分な水位を確保するとともに，落下した溶融炉心を冷却できる設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備(低圧原子炉代替注水系)として使用する低圧原子炉代替注水ポンプは，以下の機能

を有する。 

低圧原子炉代替注水ポンプは，炉心の著しい損傷が発生した場合に溶融炉心の原子炉格納容

器下部への落下を遅延・防止するために設置する。 

系統構成は，低圧原子炉代替注水槽を水源とした低圧原子炉代替注水ポンプより，残留熱除

去系を経由して原子炉圧力容器へ注水することで溶融炉心を冷却できる設計とする。 
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1. 容量の設定根拠

低圧原子炉代替注水ポンプの容量は，以下を考慮して決定する。

(1) 原子炉注水必要容量： m3/h/個以上， m3/h/個以上

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注

水系）又は原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全

設備(低圧原子炉代替注水系)として炉心注水時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプの容

量は，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態であって，設計基準対象施設が有する原子

炉の冷却機能が損失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防

止するために，原子炉に冷却材を供給することで炉心崩壊熱を除去する場合に，有効性評価

解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十「3.炉心損傷防止対策の有効性評価」）におい

て有効性が確認されている原子炉への注水流量は，原子炉圧力 MPa 時において m3/h，

原子炉圧力 MPa 時において m3/h のため m3/h/個以上， m3/h/個以上とする。 

(2) 格納容器スプレイ及びペデスタル注水必要容量： m3/h/個以上

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備（格納容器代替スプレイ系，ペデス

タル代替注水系）として原子炉格納容器にスプレイ及びペデスタルに注水する場合に使用す

る低圧原子炉代替注水ポンプの容量は，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止

するために，原子炉格納容器内にスプレイし原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させ，

また，ペデスタルに蓄水することで溶融炉心の崩壊熱を除去する場合に，重大事故等時の有

効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において，各事故シーケンスで有効

性が確認されている原子炉格納容器へのスプレイ及びペデスタルへの注水流量が m3/h

のため m3/h/個以上とする。 

(3) 低圧原子炉代替注水ポンプの最小流量（ミニマムフロー流量）： m3/h/個 

上記から，低圧原子炉代替注水ポンプの容量は，(1)及び(2)の必要容量に(3)を加えた容量

とし， m3/h/個以上， m3/h/個以上， m3/h/個以上とする。 

公称値については，230m3/h/個とする。 
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2. 揚程の設定根拠

・原子炉注水必要揚程

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水

系）又は原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備

(低圧原子炉代替注水系)として炉心注水時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプの揚程は，淡

水を原子炉に m3/h 及び m3/h で注水する場合の水源と移送先の圧力差，静水頭及び配

管・機器圧力損失を基に設定する。なお，原子炉圧力 MPa 及び MPa については，有

効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において，有効性が確認されている圧

力である。 

（1）原子炉圧力 MPa 時 

① 原子炉と水源の圧力差 ： m 

×106／(992×9.80665)＝ ≒ m 

MPa：原子炉設置変更許可申請書 添付書類十「3. 炉心損傷防止対策の有効

性評価」に示す評価条件 

密度    ：992kg/m3（40℃，飽和圧力） 

② 静水頭  ： m 

低圧原子炉代替注水ポンプ軸中心 EL ～低圧注水ノズル EL 

③ 配管・機器圧力損失 ： m 

機器圧力損失   ： m 

配管・弁圧力損失 ： m 

合計 m 

④ ①～③の合計(m)  ： m 

上記から，原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備として

原子炉圧力 MPa 時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプの揚程は， mを上回る

m以上とする。 

（2）原子炉圧力 MPa 時 

① 原子炉と水源の圧力差 ： m 

MPa：原子炉設置変更許可申請書 添付書類十「3. 炉心損傷防止対策の有効

性評価」に示す評価条件 

② 静水頭  ： m 

低圧原子炉代替注水ポンプ軸中心 EL ～低圧注水ノズル EL 
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【設 定 根 拠】（続き） 

③ 配管・機器圧力損失 ： m 

機器圧力損失   ： m 

配管・弁圧力損失 ： m 

合計 m 

④ ①～③の合計(m)  ： m 

上記から，原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備として

原子炉圧力 MPa 時に使用する低圧原子炉代替注水ポンプの揚程は， m を上回る

m以上とする。 

・格納容器スプレイ及びペデスタル注水必要揚程

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備（格納容器代替スプレイ系，ペデスタ

ル代替注水系）として原子炉格納容器にスプレイ及びペデスタルに注水する場合に使用する低

圧原子炉代替注水ポンプの揚程は，淡水を原子炉格納容器に m3/h でスプレイする場合の水

源と移送先の圧力差，静水頭及び配管・機器圧力損失を基に設定する。 

① 原子炉格納容器と水源の圧力差   ： m 

×106／(992×9.80665)＝ ≒ m 

密度：992kg/m3（40℃，飽和圧力） 

② 静水頭  ： m 

低圧原子炉代替注水ポンプ軸中心 EL ～ドライウェル上部スプレイ管 EL 

③ 配管・機器圧力損失 ： m 

機器圧力損失   ： m 

配管・弁圧力損失 ： m 

合計 m 

④ ①～③の合計(m)  ： m 

上記から，原子炉冷却系統施設のうち圧力低減設備その他の安全設備として使用する低圧

原子炉代替注水ポンプの揚程は， mを上回る m以上とする。 

公称値については，190m とする。 
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※

４
 
Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

が
確

認
さ

れ
て

か
ら

注
水

開
　

　
 
始

ま
で

の
時

間

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
，

送
水

ヘ
ッ

ダ
運

搬
・

接
続

等

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
（

弁
操

作
）

※
４

2
5
0

0
1
0

3
1
0

0
1
0Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

後
の

注
水

（
弁

操
作

）
※

４

5
0

1
7
0

1
8
0

1
9
0

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

2
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

1
3
0

1
7
0

経
過

時
間

（
分

）

要
員

(
数

)

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

【
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
接

続
口

（
南

）
又

は
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
接

続
口

（
西

）
を

使
用

す
る

場
合

】

緊
急

時
対

策
要

員
6

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

緊
急

時
対

策
要

員
6

要
員

(
数

)

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

【
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
接

続
口

（
建

物
内

）
を

使
用

す
る

場
合

】

緊
急

時
対

策
要

員
6

緊
急

時
対

策
要

員
6

2
0

6
0

7
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

1
3
0

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
，

送
水

ヘ
ッ

ダ
運

搬
・

接
続

等

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
量

送
水

車
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

，
注

水
操

作
等

※
３

 
1
2
0
m
3
/
h
に

て
２

時
間

以
内

に
注

水
※

４
 
Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

が
確

認
さ

れ
て

か
ら

注
水

開
　

　
 
始

ま
で

の
時

間

1
8
0

1
0

2
0

3
0

4
0

経
過

時
間

（
分

）

備
考

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
（
注
水
継
続
）

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
初

期
水

張
り

）
３

時
間

1
0
分

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

（
注

水
継

続
）

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
（
初
期
水
張
り
）

２
時

間
1
0
分
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1.8－121 

第
1.
8－

1
4
図
 

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注
水

系
（

可
搬
型
）

に
よ
る

原
子

炉
格
納
容

器
下

部
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー
ト

(
２
／
２

)
 （

大
量
送
水

車
に

よ
る

送
水

）

R
P
V
破
損
確
認

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

） 送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
建

物
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
，

注
水

開
始

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

　
※

３ R
P
V
破
損
確
認

備
考

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

ホ
ー

ス
積

込
み

，
運

搬

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
屋

内
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
配

置

大
量

送
水

車
起

動
，

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

※
３

※
１
：
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

※
２
：
第
２
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
2
5
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
５
：
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
初
期
水
張
り
後
，
原
子
炉
圧
力
容
器
破
損
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
を
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
切
り
替
え
る
場
合
は
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉

格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
操
作
の
う
ち
運
転
員
が
実
施
す
る
原
子
炉
建
物
で
の
系
統
構
成
と
並
行
し
て
実
施
し
，
作
業
開
始
を
判
断
し
て
か
ら
1
0
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

【
取
水
箇
所
周
辺
作
業
】

大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス
運

搬
・
敷
設
，
注
水
操
作
等

※
３
 
1
2
0
m
3
/
h
に
て
4
0
分

以
内
に
注
水

※
４
 
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
注
水
開
始

 
 
 
 
 
ま
で
の
時
間

【
接
続
口
周
辺
作
業
】

ホ
ー
ス
運
搬
・
敷
設
，
送
水

ヘ
ッ
ダ
運
搬
・
接
続
等

【
取
水
箇
所
周
辺
作
業
】

大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス
運

搬
・
敷
設
，
注
水
操
作
等

※
３
 
1
2
0
m
3
/
h
に
て
4
0
分

以
内
に
注
水

※
４
 
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
注
水
開
始

 
 
 
 
 
ま
で
の
時
間

1
0

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

2
3
0

0
1
9
0

7
0

1
1
0

1
2
0

1
8
0

1
3
0

1
7
0

4
0

5
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

【
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続
口

（
南
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接

続
口
（
西
）
を
使
用
す
る
場
合
】

緊
急
時
対
策
要
員

6

緊
急
時
対
策
要
員

6

要
員
(
数
)

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

6
0

1
0
0

要
員
(
数
)

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

【
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
建

物
内
）
を
使
用
す
る
場
合
】

1
0

2
0

緊
急
時
対
策
要
員

6

緊
急
時
対
策
要
員

6

3
0

1
1
0

1
2
0

1
3
0

【
接
続
口
周
辺
作
業
】

ホ
ー
ス
運
搬
・
敷
設
，
送
水

ヘ
ッ
ダ
運
搬
・
接
続
等

1
7
0

1
0

2
0

備
考

0

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
初
期
水
張
り
）

３
時
間

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

※
５

（
注
水
継
続
）

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
初
期
水
張
り
）

２
時
間

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

※
５

（
注
水
継
続
）

1
0
分

Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
注
水

（
弁
操
作
）

※
４

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破
損

後
の
注

水

（
弁

操
作
）
※

４
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保安規定第６５条 

表６５－７「原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備」 

６５－７－２「ペデスタル代替注水系（可搬型）」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 同等な機能を有することの説明 

（１） 設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 ６
５
－
７
－
２

 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限
 ③

 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
※
１
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

設
 
 
備
 ⑤

 
所
要
数
 ⑥

 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

大
量
送
水
車
 

※
２
 

燃
料
補
給
設
備
 

※
３
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
４
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
６
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
，
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成
（
接
続
口
を

含
む
。）

が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
９
－
１
 
大
量
送
水
車
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
３
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
６
 
燃
料
補
給
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
４
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定

め
る
。

 

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め

る
。

 

※
６
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
５
 
代
替
所
内
電
気
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

 

             

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
ペ
デ

ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変

更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の
著

し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る

た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 ・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
等

を
定
め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
供
給

す
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

 ④
 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格

納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す
る

た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
機
能
維
持

期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
お
よ
び

高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
本
表
に
つ
い
て
，
す
べ
て
の
設
備
の
運
転
上
の
制
限
を
他
表
に
て
定
め
て
い
る
が
，
運
転
上
の
制
限
で
あ

る
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成

が
で
き
な
い
場
合
の
措
置
と
し

て
，
要
求
さ
れ
る
措
置
を
記
載
す
る
。

 

 ＜
参
考
＞
大
量
送
水
車
 

大
量
送
水
車
が
下
記
の
性
能
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
行
為
は
，「

６
５
－
１
９
－
１
 
大
量
送
水

車
」
に
記
載
す
る
。

 

 大
量
送
水
車
を
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
時
に
使
用
す
る
場
合
の
容
量

お
よ
び
吐
出
圧
力
を
以
下
に
示
す
。

 

 【
必
要
容
量
】

 

格
納
容
器
破
損
防
止
対
策
の
有
効
性
評
価
解
析
（
設
置
変
更
許
可
申
請
書
添
付
十
）
の
う
ち
，「

高
圧
溶

融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
に
お
い
て
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替

注
水
系（

可
搬
）に

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
流
量
が

12
0
m3
/
h
で
あ
る
こ
と
か
ら
，1
2
0
m3
/h
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

     （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
Ｍ
Ｕ
Ｗ
 
Ｐ
Ｃ
Ｖ
代
替
冷
却
外
側
隔
離
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て

作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

当
直
長
 

  （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

A.
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替

注
水
系
（
可
搬
型
）

が
動
作
不
能
の
場

合
 

A1
.当

直
長
は
，
低
圧
注
水
系
３
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る

※
７
と
と
も
に
，
そ
の
他
設
備

※
８
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
お
よ
び
課
長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を

持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
９
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

A3
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

速
や
か
に
 

   ３
日
間
 

   ３
０
日
間
 

 

B.
条
件

A
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B1
. 

当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
. 

当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

※
７
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

※
８
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

を
い

い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

※
９
：
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
を
い
う
。（

時

間
短
縮
の
補
完
措
置
を
含
む
。）

 

 

以
上
と
す
る
。

 

 【
吐
出
圧
力
】

 

必
要
吐
出
圧
力
が
最
大
と
な
る
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
屋
内
）
を
使
用
す
る
場

合
の
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，
ホ
ー
ス
圧
損
，
ホ
ー
ス
湾
曲
に
よ
る
影
響
，
機
器
お
よ
び
配

管
・
弁
類
圧
損
を
基
に
吐
出
圧
力
は
，

1
.3
7
M
Pa
[
g
ag
e
]以

上
と
す
る
。

 

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

２
）

 

a．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

Ｍ
Ｕ
Ｗ
 
Ｐ
Ｃ
Ｖ
代
替
冷
却
外
側
隔
離
弁
は
，
原
子
炉
運
転
中
は
原
子
炉
圧
力
容
器
の
バ
ウ
ン
ダ
リ

を
維
持
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
た
め
，
定
事
検
停
止
時
に
開
閉
試
験
を
実
施
す
る
。
 

中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
操
作
で
必
要
な
弁
を
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

   

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
は
，
２
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
大
量
送
水
車
が

１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
ま
た
は
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成

（
接
続
口
を
含
む
。）

が
で
き
な
い
場
合
（
条
件

A）
は
，
当
該
系
統
の
機
能
を
満
足
で
き
な
い
こ
と
か
ら

条
件
と
し
て
記
載
す
る
。
 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

（
可
搬
型
）
は
重
大
事
故
等
緩
和
設
備
の
た
め
，
も
と
も
と
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
該
当
す

る
も
の
が
な
い
。
こ
の
た
め
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
期
待
す
る
機
能
で
あ
る
「
原

子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
」
こ
と
の
前
段
階
で
あ
る
炉
心
損
傷
防

止
の
観
点
で
最
も
実
効
的
な
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
を
確
認
対
象
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
，

具
体
的
に
は
低
圧
注
水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
を
除
く
。）

含
む
。）

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。

 

 A2
.動

作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
な
機
能
を
も
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

の
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
お
よ
び
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ

系
（
可
搬
型
）
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ

Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

 A3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

 

【
必
要
容
量
】

 

・
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
は
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
と
同
様
に
，
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

「
 m

3 /
h」

以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。

 

 

【
準
備
時
間
】

 

・
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
お
よ
び
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
は
，
い
ず

れ
も
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
よ
り
も
短
時
間
で
準
備
で
き
る
こ
と
か
ら
，
時
間
短

縮
の
補
完
措
置
は
不
要
。（

添
付
－
２
）
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1.8－118 

記
載
例

 
 
◯

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。

◯
：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
を
示
す
。

第
1
.8
－
1
3図

 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
（
淡
水
／
海
水
）

 
概
要
図

(１
／
２

)
 

a～
 

～

添付-1-(1) 設置変更許可申請書　添付十追補１

597

283821
タイプライターテキスト
65-7-2の範囲

283821
タイプライターテキスト
赤枠にて示す

283821
長方形

283821
タイプライターテキスト
65-19-1にて整理

299078
多角形

299078
長方形

299078
多角形



添付-1-(1) 設置変更許可申請書　添付十追補１
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1.8－121 

第
1.
8－

1
4図

 
ペ

デ
ス

タ
ル
代

替
注
水

系
（

可
搬
型
）

に
よ
る

原
子

炉
格
納
容

器
下

部
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー
ト

(
２
／
２

)
 （

大
量
送
水

車
に

よ
る

送
水

）

R
P
V
破
損
確
認

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

） 送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
建

物
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
，

注
水

開
始

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

　
※

３ R
P
V
破
損
確
認

備
考

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

ホ
ー

ス
積

込
み

，
運

搬

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
屋

内
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
配

置

大
量

送
水

車
起

動
，

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

※
３

※
１
：
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

※
２
：
第
２
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
2
5
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
５
：
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
初
期
水
張
り
後
，
原
子
炉
圧
力
容
器
破
損
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
を
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
切
り
替
え
る
場
合
は
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉

格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
操
作
の
う
ち
運
転
員
が
実
施
す
る
原
子
炉
建
物
で
の
系
統
構
成
と
並
行
し
て
実
施
し
，
作
業
開
始
を
判
断
し
て
か
ら
1
0
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

【
取
水
箇
所
周
辺
作
業
】

大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス
運

搬
・
敷
設
，
注
水
操
作
等

※
３
 
1
2
0
m
3
/
h
に
て
4
0
分

以
内
に
注
水

※
４
 
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
注
水
開
始

 
 
 
 
 
ま
で
の
時
間

【
接
続
口
周
辺
作
業
】

ホ
ー
ス
運
搬
・
敷
設
，
送
水

ヘ
ッ
ダ
運
搬
・
接
続
等

【
取
水
箇
所
周
辺
作
業
】

大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス
運

搬
・
敷
設
，
注
水
操
作
等

※
３
 
1
2
0
m
3
/
h
に
て
4
0
分

以
内
に
注
水

※
４
 
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
注
水
開
始

 
 
 
 
 
ま
で
の
時
間

1
0

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

2
3
0

0
1
9
0

7
0

1
1
0

1
2
0

1
8
0

1
3
0

1
7
0

4
0

5
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

【
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続
口

（
南
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接

続
口
（
西
）
を
使
用
す
る
場
合
】

緊
急
時
対
策
要
員

6

緊
急
時
対
策
要
員

6

要
員
(
数
)

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

6
0

1
0
0

要
員
(
数
)

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

【
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
建

物
内
）
を
使
用
す
る
場
合
】

1
0

2
0

緊
急
時
対
策
要
員

6

緊
急
時
対
策
要
員

6

3
0

1
1
0

1
2
0

1
3
0

【
接
続
口
周
辺
作
業
】

ホ
ー
ス
運
搬
・
敷
設
，
送
水

ヘ
ッ
ダ
運
搬
・
接
続
等

1
7
0

1
0

2
0

備
考

0

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
初
期
水
張
り
）

３
時
間

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

※
５

（
注
水
継
続
）

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
初
期
水
張
り
）

２
時
間

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

※
５

（
注
水
継
続
）

1
0
分

Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
注
水

（
弁
操
作
）

※
４

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破
損

後
の
注

水

（
弁

操
作
）
※

４
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1.8－98 

第
1
.
8
－
6
図
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

R
P
V
破
損
確
認

手
順
の
項
目

電
源

確
認

ポ
ン

プ
起

動
，

系
統

構
成

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

※
１

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ａ

系
）

R
P
V
破
損
確
認

手
順
の
項
目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ａ
系

）

電
源

確
認

ポ
ン

プ
起

動
，

系
統

構
成

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

※
１

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｃ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

※
１
　
2
0
0
m
3
/
h
に
て
1
時
間

1
0
分
注
水

※
２
　
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
注
水
開

始
ま
で
の
時
間

4
0

経
過
時
間
（
分
）

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

1
0
0

2
0

3
0

4
0

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員

と
作
業
項
目

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
（

弁
操

作
）

※
２

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

（
常
設
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）

0
1
0

2
0

3
0

※
１
　
2
0
0
m
3
/
h
に
て
1
時
間

1
0
分
注
水

※
２
　
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
注
水
開

始
ま
で
の
時
間

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

必
要
な
要
員

と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

1
1
5

0
1
0 Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

後
の

注
水

（
弁

操
作

）
※

２

要
員
(
数
)

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

（
常
設
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
を
使
用
し
た

場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の

注
水

（
必
要
注
水
量
到
達
後
注
入

停
止
）

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
注
水
継
続
）

3
0
分

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
必
要
注
水
量
到
達
後
注
入
停
止
）

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
注
水
継
続
） 1
0
分

4
5
分
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保安規定第６５条 

表６５－７「原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備」 

６５－７－３「格納容器代替スプレイ系（可搬型）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

  添付－２ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

６
５
－
７
－
３

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
 ①

 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 

目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ

系
（
可
搬
型
）
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 

備
 ⑤

 
所
要
数
 ⑥

 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

大
量
送
水
車
 

※
３

燃
料
補
給
設
備
 

※
４

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
７

※
１
：
動
作
可
能
と
は
，
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成
（
接
続
口
を

含
む
。）

が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
の
注
水
ラ
イ
ン
は
，
第
６
５
条
（
６
５
－
６
－
１
 
格
納

容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
））
，
第
６
５
条
（
６
５
－
６
－
２

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可

搬
型
））
，
第
６
５
条
（
６
５
－
７
－
１
 
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
））
，
第
６
５
条
（
６

５
－
７
－
３
 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
））
，
第
６
５
条
（
６
５
－
５
－
４
 
残
留
熱

代
替
除
去
系
）
お
よ
び
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
〔
２
号
炉
〕）

の
設
備
を
兼
ね
る
。

動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
９
－
１
 
大
量
送
水
車
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

※
４
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
６
 
燃
料
補
給
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め

る
。

 

※
６
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定

め
る
。

 

※
７
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
５
 
代
替
所
内
電
気
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
格
納

容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定

変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の
著

し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る

た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な

手
順
等

を
定
め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
供
給

す
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

④
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉

格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
機
能
維

持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
お
よ

び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
②
に
含
ま
れ
る
設
備

⑥
本
表
に
つ
い
て
，
す
べ
て
の
設
備
の
運
転
上
の
制
限
を
他
表
に
て
定
め
て
い
る
が
，
運
転
上
の
制
限
で
あ

る
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成

が
で
き
な
い
場
合
の
措
置
と
し

て
，
要
求
さ
れ
る
措
置
を
記
載
す
る
。

＜
参
考
＞
大
量
送
水
車
 

大
量
送
水
車
が
下
記
の
性
能
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
行
為
は
，「

６
５
－
１
９
－
１
 
大
量
送
水

車
」
に
記
載
す
る
。

 

大
量
送
水
車
を
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
時
に
使
用
す
る
場
合
の
容
量

お
よ
び
吐
出
圧
力
を
以
下
に
示
す
。

 

【
必
要
容
量
】

 

炉
心
損
傷
防
止
対
策
の
有
効
性
評
価
解
析
（
設
置
変
更
許
可
申
請
書
添
付
十
）
の
う
ち
，「

高
圧
・
低
圧

注
水
機
能
喪
失
」，
「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
長
期
Ｔ
Ｂ
）」

, 
「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｕ
）」
，

「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｄ
）」
，「

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｐ
）」
，「

崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 

目
 

頻
 

度
 

担
 

当
 

（
項
目
な
し
）
 

―
 

―
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 

件
 
⑦
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑧

 
完
了
時
間
 

A.
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ

系
（

可
搬

型
）
が
動
作
不
能
の

場
合

A1
.当

直
長
は
，
低
圧
注
水
系
３
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る

※
８
と
と
も
に
，
そ
の
他
設
備

※
９
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
お
よ
び
課
長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能

を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
10
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ

る
措
置

を
完

了
時

間
内
に

達
成

で
き

な
い
場
合
 

B1
. 

当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
. 

当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
８
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

※
９
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

を
い
い
，

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

※
10
：
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
ま
た
は
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
を
い
う
。（

時
間

短
縮
の
補
完
措
置
を
含
む
。）

 

失
（
残
留
熱
除
去
系
が
故
障
し
た
場
合
）」
，「

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
時
注
水
機
能
喪
失
」，
「
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に

よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）（

残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合
」，
「
高
圧

溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
」
，
「
原
子
炉
圧
力
容
器
外
の
溶
融
燃
料
－
冷
却
材
相
互
作

用
」
ま
た
は
「
溶
融
炉
心
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
相
互
作
用
」
に
お
い
て
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
原
子
炉

格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
流
量
が

12
0m

3 /
h
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
1
2
0m

3 /
h
以
上
と
す
る
。

 

ま
た
，
上
記
同
様
の
有
効
性
評
価
解
析
に
お
い
て
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

お
よ
び
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
を
同
時
に
実
施
す
る
場
合
，
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
流

量
が

30
m3
/h
，
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
流
量
が

1
2
0m

3 /
h
で
あ
る
こ
と
か
ら

15
0m

3 /
h
以
上
と

す
る
。

 

【
吐
出
圧
力
】

 

必
要
吐
出
圧
力
が
最
大
と
な
る
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
南
）
を
使
用
す
る
場

合
の
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，
ホ
ー
ス
圧
損
，
ホ
ー
ス
湾
曲
に
よ
る
影
響
，
機
器
お
よ
び
配

管
・
弁
類
圧
損
を
基
に
吐
出
圧
力
は
，
1
.3
8M
Pa
[
g
ag
e
]以

上
と
す
る
。

 

ま
た
，
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
同
時
に
実
施
す
る
場
合
の

吐
出
圧
力
は
，
必
要
吐
出
圧
力
が
最
大
と
な
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
お
よ
び
格
納
容
器
代
替
ス
プ

レ
イ
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
南
）
を
使
用
す
る
場
合
の
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，
ホ
ー
ス

圧
損
，
ホ
ー
ス
湾
曲
に
よ
る
影
響
，
機
器
お
よ
び
配
管
・
弁
類
圧
損
を
基
に

1
.
44
M
P
a[
g
a
g
e
]以

上
と
す

る
。

⑦
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
は
，
２
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
大
量
送
水
車
が

１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
ま
た
は
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成

（
接
続
口
を
含
む
）
が
で
き
な
い
場
合
（
条
件

A）
は
，
当
該
系
統
の
機
能
を
満
足
で
き
な
い
こ
と
か
ら

条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

⑧
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書

（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
” 

で
あ
る
格
納
容
器
冷
却
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
を
除
く
。
）
含
む
。）

が
該
当
す
る
。

 

A2
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
ペ
デ
ス
タ
ル

代
替
注
水
系
（
常
設
）
お
よ
び
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
設

計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
｢
３
日
間
｣

と
す
る
。

 

A3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

B1
.，

B2
. 
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

【
必
要
容
量
】

 

・
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
お
よ
び
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
は
「

m3
/h
」

以
上
の
ス
プ
レ
イ
流
量
を
有
す
る
。

 

【
準
備
時
間
】

 

・
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
お
よ
び
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
は
，
い
ず
れ

も
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
よ
り
も
短
時
間
で
準
備
で
き
る
こ
と
か
ら
，
時
間
短

縮
の
補
完
措
置
は
不
要
。（

添
付
－
２
）
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1.8－114 

記
載

例
 

◯
：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。

◯
：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操

作
が

あ
る

場
合

の
操

作
手

順
を

示
す

。

第
1
.
8
－
1
1
図
 
格

納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
（
淡
水
／
海
水
）
 
概
要
図
(
１
／
２
)
 

a
～
 

6
5
-
7
-
3
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す

添付-１-（１） 設置変更許可申請書　添付十追補１
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1.8－115 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑥
ａ

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑥
b
⑥

ｃ
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑩
ａ
⑬

ａ
⑮

ａ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
 
Ａ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調
整
弁
 

⑩
ｂ
⑬

ｂ
⑮

ｂ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
 
Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調
整
弁
 

⑩
ｃ
⑮

ｃ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
 
Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
止
め
弁
 

記
載

例
 

 
◯

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。

◯
：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る

場
合

の
操

作
手

順
を

示
す

。

第
1
.
8
－
1
1
図
 
格

納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
（
淡
水
／
海
水
）
 
概
要
図
(
２
／
２
)
 

a
～
 

添付-１-（１） 設置変更許可申請書　添付十追補１
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1.8－116 

第
1
.
8
－
1
2
図
 
格

納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
（
淡
水
／
海
水
）
 

タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
(
１
／
２
)
 
（
系
統
構
成
）

手
順
の
項
目

電
源

確
認 系
統

構
成

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
）

手
順
の
項
目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ｂ
系

）

電
源

確
認 系
統

構
成

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員

と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

※
１

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系

（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

必
要
な
要
員

と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

※
１

：
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

Ｂ
系

の
系

統
構

成
を

示
す

。
ま

た
，

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
Ａ

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
に

つ
い

て
は

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

を
使

用
し

た
場

合
系

統
構

成
完

了
ま

で
2
5
分

以
内

，
非

常
用

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
切

替
盤

を
使

用
し

た
場

合
系

統
構

成

完
了

ま
で

4
0
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。

要
員
(
数
)

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系

（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
を
使
用
し
た

場
合
）

※
１

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

系
統
構
成
完

了
2
5
分

系
統
構
成
完
了

4
0
分

同
等
な
機
能
を
有
す
る
こ
と
の
説
明
（
準
備
時
間
）

関
連
箇
所
を
赤
枠
に
て
示
す

添付-2-(1)　設置変更許可申請書　添付十追補１
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1.8－117 

第
1
.
8
－
1
2
図
 
格

納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
（
淡
水
／
海
水
）
 

タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
(
２
／
２
)
 
（
大
量
送
水
車
に
よ
る
送
水
）

RP
V
破
損
確

認

手
順

の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
建

物
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
，

注
水

開
始

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

　
※

３

RP
V
破
損
確

認

手
順

の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

ホ
ー

ス
積

込
み

，
運

搬

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
屋

内
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
配

置

大
量

送
水

車
起

動
，

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

　
※

３

※
１

：
第
１

保
管
エ

リ
ア
の
可

搬
型
設

備
を
使

用
し
た
場

合
は
，

速
や
か

に
対
応
で

き
る
。

※
２

：
第
２

保
管
エ

リ
ア
の
可

搬
型
設

備
を
使

用
し
た
場

合
は
，

25
分
以

内
で
可
能

で
あ
る

。

1
90

【
取
水

箇
所
周

辺
作
業
】

大
量
送

水
車
配

置
，
ホ
ー

ス
運

搬
・
敷

設
，
注

水
操
作
等

※
３
 
1
20
m
3
/h
に
て

２
時
間

以
内

に
注
水

※
４
 
Ｒ
Ｐ

Ｖ
破
損
が

確
認

さ
れ

て
か
ら
注

水
開

　
　
 
始
ま

で
の
時
間

【
接
続

口
周
辺

作
業
】

ホ
ー
ス

運
搬
・

敷
設
，
送

水
ヘ
ッ
ダ

運
搬
・

接
続
等

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
（

弁
操

作
）

※
４

25
0

0
1
0

31
0

0
1
0Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

後
の

注
水

（
弁

操
作

）
※

４

50
1
7
0

1
8
0

1
90

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

必
要
な

要
員
と

作
業
項
目

備
考

10
2
0

3
0

4
0

50
60

7
0

2
0

1
0
0

1
10

1
20

13
0

1
7
0

経
過

時
間
（

分
）

要
員

(数
)

格
納
容

器
代
替

ス
プ
レ
イ

系
（
可

搬
型
）

に
よ
る

原
子
炉

格
納
容
器

下
部
へ

の
注
水

【
格
納
容
器

代
替
ス

プ
レ
イ

系
（
可
搬

型
）
接

続
口

（
南
）
又

は
格
納

容
器
代

替
ス
プ
レ

イ
系
（

可
搬
型

）
接
続

口
（
西

）
を
使
用

す
る
場

合
】

緊
急

時
対
策

要
員

6

必
要
な

要
員
と

作
業
項
目

緊
急

時
対
策

要
員

6

要
員

(数
)

格
納
容

器
代
替

ス
プ
レ
イ

系
（
可

搬
型
）

に
よ
る

原
子
炉

格
納
容
器

下
部
へ

の
注
水

【
格
納
容
器

代
替
ス

プ
レ
イ

系
（
可
搬

型
）
接

続
口

（
建
物

内
）
を

使
用
す
る

場
合
】

緊
急

時
対
策

要
員

6

緊
急

時
対
策

要
員

6

2
0

60
7
0

1
0
0

1
10

1
20

13
0

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

【
接
続

口
周
辺

作
業
】

ホ
ー
ス

運
搬
・

敷
設
，
送

水
ヘ
ッ
ダ

運
搬
・

接
続
等

【
取
水

箇
所
周

辺
作
業
】

大
量
送

水
車
配

置
，
ホ
ー

ス
運

搬
・
敷

設
，
注

水
操
作
等

※
３
 
1
20
m
3
/h
に
て

２
時
間

以
内

に
注
水

※
４
 
Ｒ
Ｐ

Ｖ
破
損
が

確
認

さ
れ

て
か
ら
注

水
開

　
　
 
始
ま

で
の
時
間

1
8
0

10
2
0

3
0

4
0

経
過

時
間
（

分
）

備
考

原
子
炉
格

納
容
器

下
部
へ

の
注
水
（

注
水
継

続
）

10
分

原
子
炉
格

納
容
器

下
部
へ
の

注
水

（
初
期
水

張
り
）

３
時
間
1
0
分

原
子
炉

格
納
容

器
下
部
へ

の
注
水

（
注
水

継
続
）

1
0分

原
子

炉
格
納

容
器
下
部

へ
の
注

水
（
初

期
水
張
り

）

２
時
間
1
0分
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ペ

デ
ス

タ
ル
代

替
注
水

系
（

可
搬
型
）

に
よ
る

原
子

炉
格
納
容

器
下

部
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー
ト

(
２
／
２

)
 （

大
量
送
水

車
に

よ
る

送
水

）

R
P
V
破
損
確
認

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

） 送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
建

物
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
，

注
水

開
始

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

　
※

３ R
P
V
破
損
確
認

備
考

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

ホ
ー

ス
積

込
み

，
運

搬

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
屋

内
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
配

置

大
量

送
水

車
起

動
，

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

※
３

※
１
：
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

※
２
：
第
２
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
2
5
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
５
：
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
初
期
水
張
り
後
，
原
子
炉
圧
力
容
器
破
損
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
を
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
切
り
替
え
る
場
合
は
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉

格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
操
作
の
う
ち
運
転
員
が
実
施
す
る
原
子
炉
建
物
で
の
系
統
構
成
と
並
行
し
て
実
施
し
，
作
業
開
始
を
判
断
し
て
か
ら
1
0
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

【
取
水
箇
所
周
辺
作
業
】

大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス
運

搬
・
敷
設
，
注
水
操
作
等

※
３
 
1
2
0
m
3
/
h
に
て
4
0
分

以
内
に
注
水

※
４
 
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
注
水
開
始

 
 
 
 
 
ま
で
の
時
間

【
接
続
口
周
辺
作
業
】

ホ
ー
ス
運
搬
・
敷
設
，
送
水

ヘ
ッ
ダ
運
搬
・
接
続
等

【
取
水
箇
所
周
辺
作
業
】

大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス
運

搬
・
敷
設
，
注
水
操
作
等

※
３
 
1
2
0
m
3
/
h
に
て
4
0
分

以
内
に
注
水

※
４
 
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
注
水
開
始

 
 
 
 
 
ま
で
の
時
間

1
0

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

2
3
0

0
1
9
0

7
0

1
1
0

1
2
0

1
8
0

1
3
0

1
7
0

4
0

5
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

【
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続
口

（
南
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接

続
口
（
西
）
を
使
用
す
る
場
合
】

緊
急
時
対
策
要
員

6

緊
急
時
対
策
要
員

6

要
員
(
数
)

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

6
0

1
0
0

要
員
(
数
)

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

【
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
建

物
内
）
を
使
用
す
る
場
合
】

1
0

2
0

緊
急
時
対
策
要
員

6

緊
急
時
対
策
要
員

6

3
0

1
1
0

1
2
0

1
3
0

【
接
続
口
周
辺
作
業
】

ホ
ー
ス
運
搬
・
敷
設
，
送
水

ヘ
ッ
ダ
運
搬
・
接
続
等

1
7
0

1
0

2
0

備
考

0

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
初
期
水
張
り
）

３
時
間

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

※
５

（
注
水
継
続
）

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
初
期
水
張
り
）

２
時
間

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

※
５

（
注
水
継
続
）

1
0
分

Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
注
水

（
弁
操
作
）

※
４

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破
損

後
の
注

水

（
弁

操
作
）
※

４
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ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

R
P
V
破
損
確
認

手
順
の
項
目

電
源

確
認

ポ
ン

プ
起

動
，

系
統

構
成

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

※
１

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ａ

系
）

R
P
V
破
損
確
認

手
順
の
項
目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ａ
系

）

電
源

確
認

ポ
ン

プ
起

動
，

系
統

構
成

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

※
１

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｃ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

※
１
　
2
0
0
m
3
/
h
に
て
1
時
間

1
0
分
注
水

※
２
　
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
注
水
開

始
ま
で
の
時
間

4
0

経
過
時
間
（
分
）

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

1
0
0

2
0

3
0

4
0

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員

と
作
業
項
目

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
（

弁
操

作
）

※
２

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

（
常
設
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）

0
1
0

2
0

3
0

※
１
　
2
0
0
m
3
/
h
に
て
1
時
間

1
0
分
注
水

※
２
　
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
注
水
開

始
ま
で
の
時
間

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

必
要
な
要
員

と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

1
1
5

0
1
0 Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

後
の

注
水

（
弁

操
作

）
※

２

要
員
(
数
)

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

（
常
設
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
を
使
用
し
た

場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の

注
水

（
必
要
注
水
量
到
達
後
注
入

停
止
）

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
注
水
継
続
）

3
0
分

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
必
要
注
水
量
到
達
後
注
入
停
止
）

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
注
水
継
続
） 1
0
分

4
5
分
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保安規定第６５条 

表６５－８「水素爆発による原子炉建物等の破損を防止するための設備」 

６５－８－１「静的触媒式水素処理装置」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（自主対策設備に関する説明） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 表
６
５
－
８
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

６
５
－
８
－
１
 
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 ②

 
運
転
上
の
制
限

 ③
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

設
 
 
備
 ⑤

 
所
要
数
 ⑥

 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
１
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
 

１
８
個
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度
 

※
２
 

※
１
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

※
２
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
３
－
１
 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
）
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
等
を
定
め
る
。
 

      （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

2.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換

※
３
に
お
い
て
，
所
要
数
の
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装

置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
外
観
点
検
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

※
３
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

 

 ①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
三
条
（
１
．
１
０
）
が
該
当
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
静
的
触

媒
式
水
素
処
理
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（
保
安
規
定
変
更

に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
三
条
（
１
．
１
０
）

 

「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心

の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 

④
 
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
，
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
お
よ
び
静
的
触
媒
式
水
素
処
理

装
置
出
口
温
度
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の

損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
を
装
荷
し
て
い
る
期
間
お
よ
び
燃
料
プ
ー

ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
す
る
が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料

交
換
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，

保
有
水
量
が
多
く
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
に
て
注
水
可
能
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃

料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
り
燃
料
プ
ー

ル
水
位
が
維
持
可
能
で
あ
る
た
め
除
く
こ
と
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，

高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）

原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）」

と
す
る
。（

保
安
規
定
変

更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
は
，
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
の
水
素
ガ
ス
漏
え
い
量
を
想
定
し
，
１
８
個

設
置
さ
れ
て
い
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）

 

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）
 

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1
が
該
当
。
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
の
定
事
検
停
止
時
の
確
認
事
項
は
，
触
媒
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
機
能
確

認
を
行
い
水
素
処
理
能
力
を
確
認
す
る
。
 

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2
が
該
当
。
 

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考

え
方
に
基
づ
き
常
設
設
備
は
１
箇
月
に
１
回
，
外
観
点
検
に
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
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明
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（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置

 
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
 

の
状
態
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

A.
動
作
可
能
な
静

的
触
媒
式
水
素

処
理
装
置
が
所

要
数
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
低
圧
注
水
系
３
系
列
を
起
動
し
，
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
４
と
と
も

に
，
そ
の
他
設
備

※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
お
よ
び
課
長
（
建
築
）
は
，
当
該
機
能
を

補
完
す
る
自
主
対
策
設
備

※
６
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る

※
８
。
 

お
よ
び
 

A3
.
当
直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    ３
日
間
 

   １
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求

さ
れ
る
装
置
を

完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い

場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

                  

  ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
，
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
お
よ
び
静
的
触
媒
式
水
素
処
理

装
置
出
口
温
度
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
個
数
が
所
要
数
未
満
と
な
っ
た
場
合

を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】

 

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
，
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装

置
は
重
大
事
故
等
緩
和
設
備
の
た
め
，
も
と
も
と
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
該
当
す
る
も
の
が

な
い
。
こ
の
た
め
，
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
に
期
待
す
る
機
能
で
あ
る
「
炉
心
の
著
し
い
損
傷

が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
」
こ
と
の
前

段
階
で
あ
る
炉
心
損
傷
防
止
の
観
点
で
最
も
実
効
的
な
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
を
確
認
対
象
と

し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
，
具
体
的
に
は
低
圧
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”

確
認
す
る
。

 

 

A2
.動

作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備
（
原
子
炉
建
物
燃

料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
，
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
強
制
開
放
装

置
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能

で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
，
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ

ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
を
開
放
し
，
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
の
水
素
ガ
ス
を
大
気
へ
排
出
す
る
こ

と
で
，
原
子
炉
建
物
内
に
お
け
る
水
素
ガ
ス
の
滞
留
を
防
止
で
き
る
た
め
，
静
的
触
媒
式
水
素
処
理

装
置
の
機
能
を
代
替
で
き
る
。（

添
付
－
３
）

 

 

A3
.当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
当
該
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設

備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 

B1
．，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
 

の
状
態
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
７
 

A.
動
作
可
能
な
静

的
触
媒
式
水
素

処
理
装
置
が
所

要
数
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
第
４
０
条
で
要
求
さ
れ
る
非
常
用
炉

心
冷
却
系
１
系
列
を
起
動
し
，動

作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る

※
４
と
と
も
に
，
残
り
の
非
常

用
炉
心
冷
却
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る

※
８
。
 

お
よ
び
 

A3
.当

直
長
お
よ
び
課
長
（
建
築
）
は
，
当
該
機
能
を

補
完
す
る
自
主
対
策
設
備

※
６
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る

※
８
。
 

お
よ
び
 

A4
.
当
直
長
は
燃
料
プ
ー
ル
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
水
位
付
近
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
水
温
が
６

５
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

※
４
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
５
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）
，
原
子
炉

補
機
冷
却
水
系
２
系
列
お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系
２
系
列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

※
６
：
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
お
よ
び
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ

ネ
ル
強
制
開
放
装
置
を
い
う
。
 

※
７
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

※
８
：「

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

 

    【
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原

子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原

子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）】

 

A1
.当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 

A2
.【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
1
.と

同
様
の
考
え
方
で
，
炉
心
損
傷
防
止
の
観
点

か
ら
，
保
安
規
定
第
４
０
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
２
）
で
要
求
さ
れ
る
非
常
用
炉
心
冷
却
系

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。

 

 

A3
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。

 

 

A4
.原

子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
た
場
合
も
考
慮
し
，
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
お
よ
び
温
度
の
確
認

を
“
速
や
か
に
”
行
い
燃
料
プ
ー
ル
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
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8－9－101 

第
9.
6
－
2
図
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
系
統
概
要
図

 

（
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
に
よ
る
水
素
濃
度
の
上
昇
抑
制
）

 

（
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
に
よ
る
水
素
濃
度
の
上
昇
抑
制
）

添付-1-(1)　設置変更許可申請書 添付八
6
5
-
8
-
1
の
範
囲

赤
枠

に
て
示
す

6
5
-
1
3
-
1
に
て
整
理
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8－9－58 

の水素ガス流路を妨げない配置及び寸法とすることで，静的触媒式水素処

理装置の水素処理性能に悪影響を及ぼさない設計とする。 

9.6.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

静的触媒式水素処理装置は，想定される重大事故等時において，有効燃

料部の被覆管がジルコニウム－水反応により全て反応したときに発生する

水素ガス（約 1,000kg）が，原子炉格納容器の最高使用圧力の２倍におけ

る原子炉格納容器漏えい率に対して保守的に設定した漏えい率（10％/日）

で漏えいした場合において，ガス状よう素による性能低下及び水素再結合

反応開始の不確かさを考慮しても，原子炉建物原子炉棟の水素濃度及び酸

素濃度が可燃領域に達することを防止するために必要な水素処理容量を有

する設計とする。 

また，静的触媒式水素処理装置は，原子炉建物原子炉棟内の水素ガスの

効率的な除去を考慮して分散させ，適切な位置に配置する。 

静的触媒式水素処理装置入口温度及び静的触媒式水素処理装置出口温度

は，静的触媒式水素処理装置作動時に想定される温度範囲を測定できる設

計とする。 

原子炉建物水素濃度は，原子炉建物原子炉棟４階の壁面及び天井付近に

分散させた適切な位置に配置し，想定される重大事故等時において，原子

炉建物原子炉棟内の水素濃度を測定できる設計とする。また，原子炉建物

水素濃度は，原子炉建物原子炉棟４階以外の水素ガスが漏えいする可能性

の高いエリアに設置するとともに非常用ガス処理系吸込配管近傍にも設置

し，水素ガスの早期検知及び滞留状況を把握できる設計とする。 

9.6.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

静的触媒式水素処理装置，静的触媒式水素処理装置入口温度，静的触媒

式水素処理装置出口温度及び原子炉建物水素濃度は，原子炉建物原子炉棟

内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計と

添付-2-(1)　設置変更許可申請書 添付八所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す
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8－9－76 

第9.6－1表 水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための設備の 

主要機器仕様 

(1) 静的触媒式水素処理装置

種  類 触媒反応式 

個  数 18 

水素処理容量 約 0.50kg/h/個 

（水素濃度 4.0vol％，100℃，大気圧において） 

(2) 静的触媒式水素処理装置入口温度

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。

(3) 静的触媒式水素処理装置出口温度

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。

(4) 原子炉建物水素濃度

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。

添付-2-(2)　設置変更許可申請書 添付八設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す
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1.10－6 

・大量送水車

・輪谷貯水槽（西１）

・輪谷貯水槽（西２）

・ホース・接続口

・原子炉ウェル代替注水系 配管・弁

・燃料プール冷却系 配管・弁

・原子炉ウェル

・燃料補給設備

また，原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水は，

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）の淡水だけでなく，

海水も利用できる。 

(c) 水素ガス排出による原子炉建物等の損傷防止

ⅰ 原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルによる水素ガスの排

出 

原子炉建物原子炉棟内に水素ガスが漏えいし，原子炉建物原子

炉棟内の水素濃度が上昇した場合，原子炉建物燃料取替階ブロー

アウトパネルを開放し，原子炉建物原子炉棟４階（燃料取替階）

天井部の水素ガスを大気へ排出することで，原子炉建物原子炉棟

内における水素ガスの滞留を防止する手段がある。 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルによる水素ガスの排

出で使用する設備は以下のとおり。 

・原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル

・原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル強制開放装置

・原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置

・大型送水ポンプ車

・ホース

・放水砲

・燃料補給設備

添付-3-(1) 　設置変更許可申請書 添付十追補1自主対策設備に関する説明
関連箇所を赤枠にて示す
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1.10－7 

(d) 重大事故等対処設備と自主対策設備

水素濃度制御による原子炉建物等の損傷防止で使用する設備のう

ち，静的触媒式水素処理装置，静的触媒式水素処理装置入口温度，

静的触媒式水素処理装置出口温度，原子炉建物原子炉棟，原子炉建

物水素濃度，常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電源設備，常

設代替直流電源設備，可搬型直流電源設備及び代替所内電気設備は

重大事故等対処設備として位置付ける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設

備がすべて網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，炉心の著しい損傷が発生した

場合においても，水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するこ

とができる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設

備であるため，自主対策設備として位置付ける。併せて，その理由

を示す。 

・原子炉ウェル代替注水系

原子炉格納容器からの水素ガス漏えいを防止する効果に不確か

さはあるが，原子炉格納容器頂部を冷却してドライウェル主フラ

ンジのシール材の熱劣化を緩和することにより原子炉建物への水

素漏えいを抑制できることから有効である。 

・原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルによる水素を排出す

るための設備（原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル，原

子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル強制開放装置及び原子

炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置）

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルを開放する操作であ

り放射性物質を低減する機能はないが，仮に原子炉建物原子炉棟

内に漏えいした水素ガスが静的触媒式水素処理装置で処理しきれ

ない場合において，水素ガスを排出することで原子炉建物原子炉

添付-3-(1) 　設置変更許可申請書 添付十追補1
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1.10－8 

棟内における水素ガスの滞留を防止する手段として有効である。 

ｂ．手順等 

上記「ａ．水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための対

応手段及び設備」により選定した対応手段に係る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び緊急時対策要員の対応として事故時操

作要領書（シビアアクシデント）（以下「ＳＯＰ」という。）及び原

子力災害対策手順書に定める（第 1.10－1 表）。 

また，重大事故等時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる

設備についても整備する（第 1.10－2 表，第 1.10－3 表）。 

添付-3-(1) 　設置変更許可申請書 添付十追補1
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1.10－32 

【原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル強制開放装置】 

【原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置】 

第 1.10－8 図 原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開放 概要図 

添付-3-(1) 　設置変更許可申請書 添付十追補1
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手
順
の
項
目

水
素
濃
度
監
視

移
動

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放

備
考

10
40

50
60

10
0

11
0

12
0

緊
急
時
対
策
要
員

３

20
30

70
80

90

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
強
制

開
放
装
置
に
よ
る
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア

ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
強
制
開
放
装
置
に
よ
る

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放

１
時
間
30
分

第
1.
10
－

9
図
 
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
強
制
開
放
装
置
に
よ
る

 

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放

 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

 

添付-3-(1) 　設置変更許可申請書 添付十追補1
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保安規定第６５条 

表６５－８「水素爆発による原子炉建物等の破損を防止するための設備」 

６５－８－２「原子炉建物内の水素濃度監視」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

 

添付－３ 代替パラメータに関する説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（代替パラメータ） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 ６
５
－
８
－
２

 
原
子
炉
建
物
内
の
水
素
濃
度
監
視
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限

 
③
 

原
子
炉
建
物
内
の
水
素
濃
度
監
視
 

原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
監
視
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
 
⑤
 

動
作
可
能
 

で
あ
る
べ
き
 

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
１
 

原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
 

７
 

 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

1.
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ

び
燃
料
交
換

※
１
に
お
い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示

に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

2.
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
計
装
）
 

※
１
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
 

（
２
）
原
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炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

            

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
三
条
（
１
．
１
０
）
が
該
当
す
る
。
 

 ②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）
 

 ③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
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お
い
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維
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で
き
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よ
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原
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建
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水
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濃
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設
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あ
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き
チ
ャ
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ネ
ル
数
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運
転
上
の
制
限
と
す
る
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保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
三
条
（
１
．
１
０
）
 

「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）
」
と
し
て
，
炉
心

の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る

た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

 

④
 
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
監
視
設
備
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
水
素
爆
発
に

よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
を
装
荷
し
て

い
る
期
間
お
よ
び
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
す
る

が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料
交
換
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー

ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，
保
有
水
量
が
多
く
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
に
て
注
水
可
能
で
あ
る
こ
と
，

ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ

イ
系
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
水
位
が
維
持
可
能
で
あ
る
た
め
除
く
こ
と
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態

は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場

合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開

の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）」

と

す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

 

⑥
 
原
子
炉
棟
４
階
の
壁
面
お
よ
び
天
井
付
近
に
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
，
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
吸
込
配
管
近
傍
に
１

チ
ャ
ン
ネ
ル
お
よ
び
格
納
容
器
の
ハ
ッ
チ
・
エ
ア
ロ
ッ
ク
等
に
そ
れ
ぞ
れ
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
７
チ
ャ
ン

ネ
ル
設
置
さ
れ
，
水
素
ガ
ス
の
早
期
検
知
お
よ
び
滞
留
状
況
を
把
握
で
き
る
設
計
と
し
て
い
る
。（

添
付

－
１
，
２
）
 

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

２
）
 

 ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

 
 
項
目

2
が
該
当
。
 

定
事
検
停
止
時
の
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
各
チ
ャ
ン

ネ
ル
と
同
様
，
校
正
を
行
う
。

 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

1
が
該
当
。
 

通
常
運
転
中
の
確
認
事
項
は
，
指
示
値
に
よ
り
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
の
確
認
（
振
切
れ
や
他
の

計
器
と
の
差
異
の
有
無
等
の
確
認
）
を
行
う
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

  （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
 
子
 
炉
 

の
 
状
 
態
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

 

A.
動
作
可
能
な
原
子
炉

建
物
水
素
濃
度
監
視

設
備
が
チ
ャ
ン
ネ
ル

数
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A1
.1
.当

直
長
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
原
子
炉
建

物
水
素
濃
度
監
視
設
備
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 
ま
た
は
 

A1
.2
.当

直
長
は
，
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置

入
口
温
度
お
よ
び
静
的
触
媒
式
水
素
処

理
装
置
出
口
温
度
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

    ３
０
日
間
 

B.
原
子
炉
建
物
燃
料
取

替
階
の
原
子
炉
建
物

水
素
濃
度
監
視
設
備

２
チ
ャ
ン
ネ
ル
動
作

不
能
の
場
合
 

ま
た
は
 

 
原
子
炉
建
物
水
素
濃

度
監
視
設
備
が
す
べ

て
動
作
不
能
の
場
合
 

B1
.
当
直
長
は
格
納
容
器
水
素
濃
度
監
視
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  ３
日
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
の

措
置

を
完

了
時

間

内
に

達
成

で
き

な

い
場
合
 

C1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
２
 

A.
動
作
可
能
な
原
子
炉

建
物
水
素
濃
度
監
視

設
備
が
チ
ャ
ン
ネ
ル

数
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

※
２
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

 

頻
度
に
つ
い
て
は
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
に
合
わ
せ
る
も
の
と
し
，

１
箇
月
に
１
回
と
す
る
。
 

 ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。
 

原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
監
視
設
備
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ

ル
数
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。
 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

当
該
設
備
は
「
６
５
－
１
３
－
１

 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
に
設
定
さ
れ
て
い

る
設
備
で
あ
り
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
に
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
監
視
設
備
，
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
静
的

触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
お
よ
び
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度
が
設
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、「

６
５
－
１
３
－
１

 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
と
同
様
の
設
定
と
し
て
い

る
。
 

 【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
 

A1
.1

.当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ

ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。（

添
付
－
３
）
 

 A1
.2

.当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
お
よ
び
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。（

添
付
－
３
）
 

 A2
.
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
「
６
５
－
１
３
－
１

 
主
要
パ
ラ
メ

ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
と
同
様
の
設
定
と
し
，
当
該
設
備
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
ま
た
は
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口

温
度
お
よ
び
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で

重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 B1
.原

子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
の
水
素
濃
度
監
視
設
備
は
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
置
さ
れ
る
が
，
そ
の
す
べ
て
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
の
場
合
ま
た
は
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
監
視
設
備
７
チ
ャ
ン
ネ
ル
す
べ
て

が
共
通
要
因
等
に
よ
り
同
時
に
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，「

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場

合
に
お
い
て
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
」
こ
と
の
前
段
階
で
あ
る
原
子

炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
を
監
視
す
る
観
点
で
最
も
実
効
的
な
格
納
容
器
水
素
濃
度
監
視
設
備
を

確
認
対
象
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
 

 B2
.
当
該
機
能
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
「
６
５
－
１
３
－
１

 
主
要
パ
ラ
メ

ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
と
同
様
の
設
定
と
し
，
監
視
機
能
が
全
喪
失
と
な
る
こ
と
か
ら
「
３

日
間
」
と
す
る
。
 

 C1
．，

C2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

 

【
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原

子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子

炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）】

 

A1
.当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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8－9－102 

第
9.
6
－
3
図
 
水

素
爆

発
に
よ
る

原
子
炉

建
物

等
の
損
傷

を
防
止

す
る

た
め

の
設

備
系

統
概

要
図

 

（
原
子
炉

建
物
水

素
濃

度
監
視
設

備
に
よ

る
水

素
濃

度
測

定
）

 

添付-1-(1)　設置変更許可申請書 添付八
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198353
テキストボックス
65-8-2の範囲
赤枠にて示す

198353
テキストボックス
原子炉建物燃料取替床に設置されている検出器を
青枠（破線）にて示す 

198353
長方形

198353
長方形

198353
長方形



8－9－58 

の水素ガス流路を妨げない配置及び寸法とすることで，静的触媒式水素処

理装置の水素処理性能に悪影響を及ぼさない設計とする。 

9.6.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

静的触媒式水素処理装置は，想定される重大事故等時において，有効燃

料部の被覆管がジルコニウム－水反応により全て反応したときに発生する

水素ガス（約 1,000kg）が，原子炉格納容器の最高使用圧力の２倍におけ

る原子炉格納容器漏えい率に対して保守的に設定した漏えい率（10％/日）

で漏えいした場合において，ガス状よう素による性能低下及び水素再結合

反応開始の不確かさを考慮しても，原子炉建物原子炉棟の水素濃度及び酸

素濃度が可燃領域に達することを防止するために必要な水素処理容量を有

する設計とする。 

また，静的触媒式水素処理装置は，原子炉建物原子炉棟内の水素ガスの

効率的な除去を考慮して分散させ，適切な位置に配置する。 

静的触媒式水素処理装置入口温度及び静的触媒式水素処理装置出口温度

は，静的触媒式水素処理装置作動時に想定される温度範囲を測定できる設

計とする。 

原子炉建物水素濃度は，原子炉建物原子炉棟４階の壁面及び天井付近に

分散させた適切な位置に配置し，想定される重大事故等時において，原子

炉建物原子炉棟内の水素濃度を測定できる設計とする。また，原子炉建物

水素濃度は，原子炉建物原子炉棟４階以外の水素ガスが漏えいする可能性

の高いエリアに設置するとともに非常用ガス処理系吸込配管近傍にも設置

し，水素ガスの早期検知及び滞留状況を把握できる設計とする。 

9.6.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

静的触媒式水素処理装置，静的触媒式水素処理装置入口温度，静的触媒

式水素処理装置出口温度及び原子炉建物水素濃度は，原子炉建物原子炉棟

内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計と

添付-2-(1)　設置変更許可申請書 添付八

627

198353
テキストボックス
所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す

198353
線

198353
線

198353
線



8－9－76 

第9.6－1表 水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための設備の 

主要機器仕様 

(1) 静的触媒式水素処理装置

種  類 触媒反応式 

個  数 18 

水素処理容量 約 0.50kg/h/個 

（水素濃度 4.0vol％，100℃，大気圧において） 

(2) 静的触媒式水素処理装置入口温度

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。

(3) 静的触媒式水素処理装置出口温度

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。

(4) 原子炉建物水素濃度

第6.4－1表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載する。
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8－6－83 

個  数 ３ 

計測範囲 ０～４MPa［gage］ 

(46) 低圧原子炉代替注水槽水位

個  数 １ 

計測範囲 ０～1,500m3（０～12,542mm） 

(47) 低圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力

個  数 ２ 

計測範囲 ０～４MPa［gage］ 

(48) 原子炉隔離時冷却ポンプ出口圧力

兼用する設備は以下のとおり。

・原子炉プラント・プロセス計装系

個  数 １ 

計測範囲 ０～10MPa［gage］ 

(49) 高圧炉心スプレイポンプ出口圧力

兼用する設備は以下のとおり。

・原子炉プラント・プロセス計装系

個  数 １ 

計測範囲 ０～12MPa［gage］ 

(50) 低圧炉心スプレイポンプ出口圧力

兼用する設備は以下のとおり。

・原子炉プラント・プロセス計装系

個  数 １ 

計測範囲 ０～５MPa［gage］ 

(51) 残留熱代替除去ポンプ出口圧力

個  数 ２ 

計測範囲 ０～３MPa［gage］ 

(52) 原子炉建物水素濃度

兼用する設備は以下のとおり。
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8－6－84 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備

個  数 １ 

 ６ 

計測範囲 ０～10vol％ 

０～20vol％ 

(53) 静的触媒式水素処理装置入口温度

兼用する設備は以下のとおり。

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備

個  数 ２ 

計測範囲 ０～100℃ 

(54) 静的触媒式水素処理装置出口温度

兼用する設備は以下のとおり。

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備

個  数 ２ 

計測範囲 ０～400℃ 

(55) 格納容器酸素濃度（Ｂ系）

兼用する設備は以下のとおり。

・原子炉プラント・プロセス計装系

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備

個  数 １ 

計測範囲 ０～５vol％／０～25vol％ 

(56) 格納容器酸素濃度（ＳＡ）

兼用する設備は以下のとおり。

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備

個  数 １ 

計測範囲 ０～25vol％ 

(57) 燃料プール水位・温度（ＳＡ）

第4.3－1表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。
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1.15－69 

第
1.
15

－
3
表
 

代
替

パ
ラ
メ
ー

タ
に
よ

る
主

要
パ
ラ
メ

ー
タ

の
推

定
(
16
／

17
)
 

※
１
：
代

替
パ
ラ

メ
ー
タ

の
番

号
は

優
先

順
位

を
示

す
。

※
２
：［

 
］
は

有
効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
の

常
用
計

器
（
耐

震
性
又
は
耐

環
境
性

等
は
な

い
が
，

監
視
可

能
で
あ
れ
ば

発
電
用

原
子
炉

施
設
の

状
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

な
計

器
）

を
示

す
。

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替

パ
ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 建 物 内 の

水 素 濃 度

原
子

炉
建
物
水
素
濃
度
 

①
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ

の
他
チ

ャ
ン
ネ

ル

ケ
ー

ス
１

①
原

子
炉
建

物
水
素

濃
度
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。

②
原

子
炉

建
物

水
素

濃
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
及
び

静
的

触
媒
式

水
素
処

理
装
置
出
口
温
度
の
温
度
差
に
よ
り
推
定
す
る
。

推
定

は
，
主

要
パ
ラ

メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

②
静
的
触
媒

式
水
素

処
理
装

置
入
口

温
度

②
静
的
触
媒

式
水
素

処
理
装

置
出
口

温
度

ケ
ー

ス
９

原 子 炉 格 納 容 器 内 の

酸 素 濃 度

格
納

容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
 

①
格
納
容
器

酸
素
濃

度
（
Ｓ

Ａ
）

ケ
ー

ス
１

①
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（
Ｂ
系
）

の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ

り
推

定
す
る

。

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
に
て
炉
心
損
傷
を
判
断
し
た
後
，
初
期
酸
素
濃
度
と
保
守
的
な
Ｇ
値
を
入
力
と
し
た

評
価

結
果
（

解
析
結

果
）
に
よ
り
格
納
容
器
酸
素
濃
度

（
Ｂ
系
）
を
推
定
す
る
。

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
格
納
容
器
内

圧
力

が
正

圧
で

あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
，
事
故
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
空
気
（
酸
素
）
の
流

入
有

無
を
把

握
し
，

水
素
燃
焼
の
可
能
性
を
推
定
す
る
。

③
監

視
可
能

で
あ
れ

ば
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ａ
系
）（

常
用
計
器
）
に
よ
り
，
酸
素
濃
度
を
推
定
す
る
。

推
定

は
，
格

納
容
器

酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。

②
格
納
容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（
ド

ラ
イ

ウ

ェ
ル
）

②
格
納
容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（
サ

プ
レ

ッ

シ
ョ
ン
・
チ

ェ
ン
バ

）

ケ
ー

ス
８

②
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
圧

力
（
Ｓ

Ａ
）

②
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
ケ

ー
ス

11

③
［
格
納
容

器
酸
素

濃
度
（

Ａ
系
）
］

※
２

ケ
ー

ス
１

格
納

容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
格
納
容
器

酸
素
濃

度
（
Ｂ

系
）

ケ
ー

ス
１

①
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度

（
Ｂ
系
）

に
よ

り
推

定
す
る

。

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
に
て
炉
心
損
傷
を
判
断
し
た
後
，
初
期
酸
素
濃
度
と
保
守
的
な
Ｇ
値
を
入
力
と
し
た

評
価

結
果
（

解
析
結

果
）
に
よ
り
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
を
推
定
す
る
。

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
格
納
容
器
内

圧
力

が
正

圧
で

あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
，
事
故
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
空
気
（
酸
素
）
の
流

入
有

無
を
把

握
し
，

水
素
燃
焼
の
可
能
性
を
推
定
す
る
。

③
監

視
可
能

で
あ
れ

ば
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ａ
系
）（

常
用
計
器
）
に
よ
り
，
酸
素
濃
度
を
推
定
す
る
。

推
定

は
，
格

納
容
器

酸
素
濃
度

（
Ｂ
系
）

を
優
先
す
る
。

②
格
納
容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（
ド

ラ
イ

ウ

ェ
ル
）

②
格
納
容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（
サ

プ
レ

ッ

シ
ョ
ン
・
チ

ェ
ン
バ

）

ケ
ー

ス
８

②
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
圧

力
（
Ｓ

Ａ
）

②
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
ケ

ー
ス

11

③
［
格
納
容

器
酸
素

濃
度
（

Ａ
系
）
］

※
２

ケ
ー

ス
１
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保安規定第６５条 

表６５－９「燃料プールの冷却等のための設備」 

６５－９－１「燃料プールスプレイ系」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 同等な機能を有することの説明 

  （１）技術的能力まとめ資料（基準要求） 

  （２）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

  （３）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 

 

  添付－３ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 表
６
５
－
９
 
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

 ６
５
－
９
－
１
 
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 

 
目

 
②
 

運
転
上
の
制
限

 
③
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
 

可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
お
よ
び
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
を
使
用
し
た
燃

料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 
④
 

設
 
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 
⑥
 

燃
料

プ
ー

ル
に

照

射
さ

れ
た

燃
料

を

貯
蔵

し
て

い
る

期

間
 

可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
 

２
個
 

常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
 

１
個
 

大
量
送
水
車
 

※
２
 

燃
料
補
給
設
備
 

※
３
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
，
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ

ま
で
の
配
管
，
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
イ
ク
配
管
，
系
統
構
成
に
必
要
な
手
動
弁
お
よ
び
接
続
口
を
含
む
。 

※
２
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
９
－
１
 
大
量
送
水
車
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
３
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
６
 
燃
料
補
給
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 
 

 

                      

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
四
条
（
１
．
１
１
）

 

 
 
ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

 

 ②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 ③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

 
 

 
・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
四
条
（
１
．
１
１
）

 

１
．「

燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
又
は
注

水
機
能
が
喪
失
し
，
又
は
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル

の
水
位
が
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
体
又
は
燃
料
を
冷
却
し
，
放
射

線
を
遮
蔽
し
，
及
び
臨
界
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。 

２
．「

燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
の
大
量
の
漏
え

い
そ
の
他
の
原
因
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
異
常
に
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
，
燃
料
プ
ー

ル
内
の
燃
料
集
合
体
の
損
傷
の
進
行
緩
和
，
及
び
臨
界
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け

る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

な
お
，
漏
え
い
抑
制
に
必
要
な
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
イ
ク
配
管
を
含
む
。

 

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故

等
に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
か
ら

，
想
定
さ
れ

る
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な

手
順
等
を
定
め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重

大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な

設
備
に
供
給
す
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

 

④
 
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
は
，
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
ま
た
は
注
水
機
能
が
喪
失
し
，
ま
た
は
燃
料
プ

ー
ル
か
ら
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
当
該
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
低
下
し
た
場
合
に
お
い

て
当
該
プ
ー
ル
内
の
燃
料
等
を
冷
却
し
，
放
射
線
を
遮
断
し
，
お
よ
び
臨
界
を
防
止
す
る
た
め
，
ま
た
燃

料
プ
ー
ル
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
当
該
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
異
常
に
低

下
し
た
場
合
に
お
い
て
も
，
プ
ー
ル
内
の
燃
料
等
の
著
し
い
損
傷
の
進
行
を
緩
和
し
，
お
よ
び
臨
界
を
防

止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
は
待

機
が
要
求
さ
れ
る
た
め
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間
」
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
は
，
１
個
で
必
要
な
注
水
流
量
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
量
を
確
保
で
き
る
設
計
と

し
て
い
る
。
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
は
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
う
ち
可
搬
型
注
水
設
備
（
原

子
炉
建
屋
の
外
か
ら
水
を
供
給
す
る
も
の
）
で
あ
り
２
Ｎ
要
求
設
備
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
，
所
要
数
は

２
セ
ッ
ト
２
個
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
３
）

 

常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
は
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
１
個
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変

更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
３
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

                                      （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
 ⑦

 
頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
外
観
点
検
に

よ
り
確
認
す
る
。
 

３
箇
月
に
１
回
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

2.
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
外
観
点
検
に
よ

り
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

 

＜
参
考
＞
大
量
送
水
車
 

大
量
送
水
車
が
下
記
の
性
能
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
行
為
は
，「

６
５
－
１
９
－
１
 
大
量

送
水
車
」
に
記
載
す
る
。

 

 

大
量
送
水
車
を
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
ま
た
は
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
を
用
い
た
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
に
使
用
す
る
場
合
の
容
量
お
よ
び
吐
出
圧
力
を
以
下
に
示
す
。

 

【
必
要
容
量
】
 

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
ま
た
は
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
使
用
時
）
燃
料
プ
ー
ル
に
お
け
る
燃
料

損
傷
防
止
対
策
の
有
効
性
評
価
解
析
（
設
置
変
更
許
可
申
請
書
添
付
十
）
の
想
定
事
故
１
お
よ
び
想

定
事
故
２
に
お
い
て
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
量
が

4
8
m3
/
h
で
あ
る
こ
と

か
ら

48
m3
/h

以
上
と
す
る
。
 

【
吐
出
圧
力
】

 

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
使
用
時
）
必
要
吐
出
圧
力
が
最
大
と
な
る
原
子
炉
建
物
南
側
扉
を
使
用

す
る
場
合
の
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，
ホ
ー
ス
圧
損
，
ホ
ー
ス
湾
曲
に
よ
る
影
響
，
機

器
お
よ
び
配
管
・
弁
類
圧
損
を
基
に

1
.
36
M
P
a[
g
a
ge
]以

上
と
す
る
。

 

（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
使
用
時
）
必
要
吐
出
圧
力
が
最
大
と
な
る
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常

設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
接
続
口
（
南
）
を
使
用
す
る
場
合
の
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，

ホ
ー
ス
圧
損
，
ホ
ー
ス
湾
曲
に
よ
る
影
響
，
機
器
お
よ
び
配
管
・
弁
類
圧
損
を
基
に

0.
48
M
P
a[
ga
g
e
]

以
上
と
す
る
。

 

 

大
量
送
水
車
を
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
ま
た
は
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
を
用
い
た
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ
に
使
用
す
る
場
合
の
容
量
お
よ
び
吐
出
圧
力
を
以
下
に
示

す
。

 

【
必
要
容
量
】
 

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
使
用
時
）
蒸
散
量
を
上
回
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ス
プ
レ
イ
量
を
満
足

す
る
値
と
し
て
，
48
m3
/h

以
上
と
す
る
。

 

（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
使
用
時
）
蒸
散
量
を
上
回
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ス
プ
レ
イ
量
を
満
足
す

る
値
と
し
て
，
12
0m

3 /
h
以
上
と
す
る
。
 

【
吐
出
圧
力
】

 

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
使
用
時
）
必
要
吐
出
圧
力
が
最
大
と
な
る
原
子
炉
建
物
南
側
扉
を
使
用

す
る
場
合
の
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，
ホ
ー
ス
圧
損
，
ホ
ー
ス
湾
曲
に
よ
る
影
響
，
機

器
お
よ
び
配
管
・
弁
類
圧
損
を
基
に

1
.
36
M
P
a[
g
a
ge
]以

上
と
す
る
。

 

（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
使
用
時
）
必
要
吐
出
圧
力
が
最
大
と
な
る
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常

設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
接
続
口
（
南
）
を
使
用
す
る
場
合
の
水
源
と
移
送
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，

ホ
ー
ス
圧
損
，
ホ
ー
ス
湾
曲
に
よ
る
影
響
，
機
器
お
よ
び
配
管
・
弁
類
圧
損
を
基
に

1.
58
M
P
a[
ga
g
e
]

以
上
と
す
る
。

 

 ⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

 

ａ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

1，
2
が
該
当
。

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え

方
に
基
づ
き
常
設
設
備
は
１
箇
月
に
１
回
，
可
搬
型
設
備
は
３
箇
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

   （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ

ッ
ダ
が
動

作
不
能

の
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
に

あ
る
こ
と
お
よ
び
水
温
が

65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故

等
対
処
設
備

※
４
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
管
理
的
手
段
に
よ
り

確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

B.
可
搬
型
ス
プ
レ
イ

ノ
ズ
ル
が

動
作
不

能
の
場
合
 

B1
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
に

あ
る
こ
と
お
よ
び
水
温
が

65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B3
.当

直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設

備
※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
管
理
的
手
段
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

C.
可
搬
型
ス
プ
レ
イ

ノ
ズ
ル
お

よ
び
常

設
ス
プ
レ

イ
ヘ
ッ

ダ
が
動
作

不
能
の

場
合
 

ま
た
は
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ

レ
イ
系
が
動
作
不

能
の
場
合
 

C1
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.当

直
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
に

あ
る
こ
と
お
よ
び
水
温
が

65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

 

※
４
：
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
を
い
う
。

 

※
５
：
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
を
い
う
。

 

 

可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
お
よ
び
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
に
つ
い
て
は
，
外
観
点
検
で
つ
ま
り
等
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
，
必
要
な
機
能
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

  ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
条
件
を
記
載
す
る
。

 

要
求
さ
れ
る
措
置
の
内
容
を
踏
ま
え
，
各
設
備
が
動
作
不
能
ま
た
は
所
要
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合

を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 
 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

A1
.当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
へ
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 A2
.燃

料
プ
ー
ル
の
水
位
お
よ
び
温
度
の
確
認
を
“
速
や
か
に
”
行
う
こ
と
に
よ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
に
異

常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 A3
.
当
該
系
統
と
同
等
の
機
能
を
も
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か

に
”
確
認
す
る
。
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
が
所
要
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
は
，
同
等
の
機
能
を

有
す
る
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
を
確
認
す
る
。

 

    B1
.当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
へ
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 

B2
.燃

料
プ
ー
ル
の
水
位
お
よ
び
温
度
の
確
認
を
“
速
や
か
に
”
行
う
こ
と
に
よ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
に
異

常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

B3
.当

該
系
統
と
同
等
の
機
能
を
も
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か

に
”
確
認
す
る
。
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
が
所
要
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
は
，
同
等
の
機
能

を
有
す
る
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
を
確
認
す
る
。
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
に
つ
い
て
は
，
可
搬
型
ス

プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
に
対
し
て
基
準
要
求
を
満
足
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
設

備
と
し
て
整
理
す
る
。（

添
付
－
２
）

 

 C1
.当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
へ
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 

C2
.燃

料
プ
ー
ル
の
水
位
お
よ
び
温
度
の
確
認
を
“
速
や
か
に
”
行
う
こ
と
に
よ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
に
異

常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
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1.11－66 

操
作
手
順

 
弁
名
称
 

⑧
ａ

Ｓ
Ｆ
Ｐ
Ｓ
 
Ａ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調
整
弁

 

⑧
ｂ

Ｓ
Ｆ
Ｐ
Ｓ
 
Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調
整
弁
 

 

第
1.

1
1－

5
図
 
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
及
び
ス
プ
レ
イ

 
概
要
図

 

凡
例
 ポ

ン
プ
 

電
動
作
動
 

逆
止
弁
 

外
部
接
続
口
 

配
管
 

ホ
ー
ス

使
用
す
る
流
路
 

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら
 

追
加
し
た
箇
所
 

M
0 

記
載
例

 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
ａ
～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
を
示
す
。
 

添付-１-（１）設置変更許可申請書　添付十追補１

636

283821
折れ線

283821
長方形

283821
タイプライターテキスト
65-9-1の範囲

283821
タイプライターテキスト
赤枠にて示す

283821
長方形

283821
タイプライターテキスト
65-19-1にて整理

096517
長方形
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添付資料 1.11.1 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（１／８） 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

※３：手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制する手順等」にて整備する。

※４：サイフォンブレイク機能は，操作及び確認を必要としないため，手順書として整備しない。

※５：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置）

※６：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する

技術的能力審査基準（1.11） 番号 設置許可基準規則（五十四条） 技術基準規則（六十九条） 番号 

【本文】 

１ 発電用原子炉設置者において、使用済燃料貯蔵

槽の冷却機能又は注水機能が喪失し、又は使用済燃

料貯蔵槽からの水の漏えいその他の要因により当該

使用済燃料貯蔵槽の水位が低下した場合において使

用済燃料貯蔵槽内の燃料体又は使用済燃料（以下「貯

蔵槽内燃料体等」という。）を冷却し、放射線を遮

蔽し、及び臨界を防止するために必要な手順等が適

切に整備されているか、又は整備される方針が適切

に示されていること。 

２ 発電用原子炉設置者は、使用済燃料貯蔵槽から

の大量の水の漏えいその他の要因により当該使用済

燃料貯蔵槽の水位が異常に低下した場合において貯

蔵槽内燃料体等の著しい損傷の進行を緩和し、及び

臨界を防止するために必要な手順等が適切に整備さ

れているか、又は整備される方針が適切に示されて

いること。 

① 

【本文】 

発電用原子炉施設には、使用済燃料貯蔵槽の冷

却機能又は注水機能が喪失し、又は使用済燃料

貯蔵槽からの水の漏えいその他の要因により当

該使用済燃料貯蔵槽の水位が低下した場合にお

いて貯蔵槽内燃料体等を冷却し、放射線を遮蔽

し、及び臨界を防止するために必要な設備を設

けなければならない。 

２ 発電用原子炉施設には、使用済燃料貯蔵槽

からの大量の水の漏えいその他の要因により当

該使用済燃料貯蔵槽の水位が異常に低下した場

合において貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷の進

行を緩和し、及び臨界を防止するために必要な

設備を設けなければならない。 

【本文】 

発電用原子炉施設には、使用済燃料貯蔵槽の冷却

機能又は注水機能が喪失し、又は使用済燃料貯蔵

槽からの水の漏えいその他の要因により当該使

用済燃料貯蔵槽の水位が低下した場合において

使用済燃料貯蔵槽内の燃料体又は使用済燃料（以

下「貯蔵槽内燃料体等」という。）を冷却し、放

射線を遮蔽し、及び臨界を防止するために必要な

設備を施設しなければならない。 

２ 発電用原子炉施設には、使用済燃料貯蔵槽か

らの大量の水の漏えいその他の要因により当該

使用済燃料貯蔵槽の水位が異常に低下した場合

において貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷の進行

を緩和し、及び臨界を防止するために必要な設備

を施設しなければならない。 

⑧ 

【解釈】 

１ 第１項に規定する「使用済燃料貯蔵槽の冷却機

能又は注水機能が喪失し、又は使用済燃料貯蔵槽か

らの水の漏えいその他の要因により当該使用済燃料

貯蔵槽の水位が低下した場合」とは、実用発電用原

子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準

に関する規則の解釈（原規技発第1306193号（平成２

５年６月１９日原子力規制委員会決定））第３７条

３－１(a)及び(b)で定義する想定事故１及び想定事

故２において想定する使用済燃料貯蔵槽の水位の低

下をいう。 

― 

【解釈】 

１ 第１項に規定する「使用済燃料貯蔵槽の冷

却機能又は注水機能が喪失し、又は使用済燃料

貯蔵槽からの水の漏えいその他の要因により当

該使用済燃料貯蔵槽の水位が低下した場合」と

は、本規程第３７条３－１(a)及び(b)で定義す

る想定事故１及び想定事故２において想定する

使用済燃料貯蔵槽の水位の低下をいう。 

【解釈】 

１ 第１項に規定する「使用済燃料貯蔵槽の冷却

機能又は注水機能が喪失し、又は使用済燃料貯蔵

槽からの水の漏えいその他の要因により当該使

用済燃料貯蔵槽の水位が低下した場合」とは、設

置許可基準規則解釈第３７条３－１(a)及び(b)

で定義する想定事故１及び想定事故２において

想定する使用済燃料貯蔵槽の水位の低下をいう。 

― 

２ 第１項に規定する「貯蔵槽内燃料体等を冷却し、

放射線を遮蔽し、及び臨界を防止するために必要な

手順等」とは、以下に掲げる措置又はこれと同等以

上の効果を有する措置を行うための手順等をいう。 

ａ）想定事故１及び想定事故２が発生した場合にお

いて、代替注水設備により、使用済燃料貯蔵槽内燃

料体等を冷却し、放射線を遮蔽し、及び臨界を防止

するために必要な手順等を整備すること。 

② 

２ 第１項に規定する「貯蔵槽内燃料体等を冷

却し、放射線を遮蔽し、及び臨界を防止するた

めに必要な設備」とは、以下に掲げる措置又は

これらと同等以上の効果を有する措置を行うた

めの設備をいう。 

ａ）代替注水設備として、可搬型代替注水設備

（注水ライン及びポンプ車等）を配備すること。 

２ 第１項に規定する「貯蔵槽内燃料体等を冷却

し、放射線を遮蔽し、及び臨界を防止するために

必要な設備」とは、以下に掲げる措置又はこれら

と同等以上の効果を有する措置を行うための設

備をいう。 

ａ）代替注水設備として、可搬型代替注水設備（注

水ライン及びポンプ車等）を配備すること。 

⑨ 

ｂ）想定事故１及び想定事故２が発生した場合にお

いて発生する水蒸気が重大事故等対処設備に悪影響

を及ぼす可能性がある場合は、当該悪影響を防止す

るために必要な手順等を整備すること。 

③ 

ｂ）代替注水設備は、設計基準対象施設の冷却

設備及び注水設備が機能喪失し、又は小規模な

漏えいがあった場合でも、使用済燃料貯蔵槽の

水位を維持できるものであること。 

ｂ）代替注水設備は、設計基準対象施設の冷却設

備及び注水設備が機能喪失し、又は小規模な漏え

いがあった場合でも、使用済燃料貯蔵槽の水位を

維持できるものであること。 

⑩ 

３ 第２項に規定する「貯蔵槽内燃料体等の著しい

損傷の進行を緩和し、及び臨界を防止するために必

要な手順等」とは、以下に掲げる措置又はこれらと

同等以上の効果を有する措置を行うための手順等を

いう。 

ａ）使用済燃料貯蔵槽の水位が維持できない場合に

おいて、スプレイ設備により、燃料損傷を緩和し、

臨界を防止するために必要な手順等を整備するこ

と。 

④ 

３ 第２項に規定する「貯蔵槽内燃料体等の著

しい損傷の進行を緩和し、及び臨界を防止する

ために必要な設備」とは、以下に掲げる措置又

はこれらと同等以上の効果を有する措置を行う

ための設備をいう。 

ａ）スプレイ設備として、可搬型スプレイ設備

（スプレイヘッダ、スプレイライン及びポンプ

車等）を配備すること。 

３ 第２項に規定する「貯蔵槽内燃料体等の著し

い損傷の進行を緩和し、及び臨界を防止するため

に必要な設備」とは、以下に掲げる措置又はこれ

らと同等以上の効果を有する措置を行うための

設備をいう。 

ａ）スプレイ設備として、可搬型スプレイ設備（ス

プレイヘッダ、スプレイライン及びポンプ車等）

を配備すること。 

⑪ 

ｂ）スプレイ設備は、代替注水設備によって使

用済燃料貯蔵槽の水位が維持できない場合で

も、燃料損傷を緩和できるものであること。 

ｂ）スプレイ設備は、代替注水設備によって使用

済燃料貯蔵槽の水位が維持できない場合でも、燃

料損傷を緩和できるものであること。 

⑫ 

ｂ）燃料損傷時に、できる限り環境への放射性物質

の放出を低減するための手順等を整備すること。 ⑤ 

ｃ）燃料損傷時に、できる限り環境への放射性

物質の放出を低減するための設備を整備するこ

と。 

ｃ）燃料損傷時に、できる限り環境への放射性物

質の放出を低減するための設備を整備すること。 ⑬ 

４ 第１項及び第２項の手順等として、使用済燃料

貯蔵槽の監視は、以下によること。 

ａ）使用済燃料貯蔵槽の水位、水温及び上部の空間

線量率について、燃料貯蔵設備に係る重大事故等に

より変動する可能性のある範囲にわたり測定できる

こと。 

⑥ 

４ 第１項及び第２項の設備として、使用済燃

料貯蔵槽の監視は、以下によること。 

ａ）使用済燃料貯蔵槽の水位、水温及び上部の

空間線量率について、燃料貯蔵設備に係る重大

事故等により変動する可能性のある範囲にわた

り測定可能であること。 

４ 第１項及び第２項の設備として、使用済燃料

貯蔵槽の監視は、以下によること。 

ａ）使用済燃料貯蔵槽の水位、水温及び上部の空

間線量率について、燃料貯蔵設備に係る重大事故

等により変動する可能性のある範囲にわたり測

定可能であること。 

⑭ 

ｂ）使用済燃料貯蔵槽の計測設備が、交流又は直流

電源が必要な場合には、代替電源設備からの給電を

可能とすること。 

⑦ 

ｂ）これらの計測設備は、交流又は直流電源が

必要な場合には、代替電源設備からの給電を可

能とすること。 

ｂ）これらの計測設備は、交流又は直流電源が必

要な場合には、代替電源設備からの給電を可能と

すること。 

⑮ 

ｃ）使用済燃料貯蔵槽の状態をカメラにより監

視できること。 

ｃ）使用済燃料貯蔵槽の状態をカメラにより監視

できること。 
⑯ 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表（２／８） 
 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

※３：手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制する手順等」にて整備する。

※４：サイフォンブレイク機能は，操作及び確認を必要としないため，手順書として整備しない。

※５：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置）

※６：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する

重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段 
自主対策 

機能 機器名称 
既設 

新設 

基準 

解釈対応 
機能 機器名称 

常設 

可搬 

必要時間内に

使用可能か 

対応可能な人数

で使用可能か 
備考 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る

燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水

大量送水車 新設 

①
②
⑧
⑩

消
火
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
（
消
火
栓
を
使
用
し
た
燃
料

プ
ー
ル
へ
の
注
水
の
場
合
）

補助消火ポンプ 常設 

40 分 ３名 

自主対策と

する理由は

本文参照 

輪谷貯水槽（西１）※１※５ 既設 消火ポンプ 常設 

輪谷貯水槽（西２）※１※５ 既設 補助消火水槽 常設 

ホース・接続口 新設 ろ過水タンク 常設 

燃料プールスプレイ系 配管・

弁 
新設 

消火系 配管・弁，代替注水ノ

ズル，代替注水配管 
常設 

常設スプレイヘッダ 新設 注水用ホース 可搬 

燃料プール 既設 燃料プール 常設 

燃料補給設備※２ 新設 常設代替交流電源設備※２ 常設 

可搬型ストレーナ 新設 可搬型代替交流電源設備※２ 可搬 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）

に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水

大量送水車 新設 

①
②
⑧
⑨
⑩

代替所内電気設備※２ 常設 

輪谷貯水槽（西１）※１※５ 既設 非常用交流電源設備※２ 常設 

輪谷貯水槽（西２）※１※５ 既設 
－ － 

ホース・弁 新設 

可搬型スプレイノズル 新設 

消
火
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
（
復
水
輸
送
系
ラ
イ
ン

を
使
用
し
た
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
の
場
合
）

補助消火ポンプ 常設

25 分 １名

自主対策と

する理由は

本文参照

燃料プール 既設 消火ポンプ 常設 

燃料補給設備※２ 新設 補助消火水槽 常設 

可搬型ストレーナ 新設 ろ過水タンク 常設 

漏
え
い

抑
制

サイフォンブレイク機能※４ 既設 
① 
⑧ 

消火系 配管・弁 常設

復水輸送系 配管・弁 常設 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る

燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ

大量送水車 新設 

①
④
⑤
⑧
⑫
⑬

燃料プール冷却系 配管・弁 常設

輪谷貯水槽（西１）※１※５ 既設 燃料プール冷却系 配管・弁 

燃料プール冷却系 スキマ・サ

ージ・タンク 

常設 

常設 輪谷貯水槽（西２）※１※５ 既設 

ホース・接続口 新設 燃料プール 常設 

燃料プールスプレイ系 配管・

弁 
新設 常設代替交流電源設備※２ 常設 

常設スプレイヘッダ 新設 可搬型代替交流電源設備※２ 可搬 

燃料プール 既設 代替所内電気設備※２ 常設 

燃料補給設備※２ 新設 非常用交流電源設備※２ 常設 

可搬型ストレーナ 新設 － － 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃

料
プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ

大量送水車 新設 

①
④
⑤
⑧
⑪
⑫
⑬

－ － － － － － 

輪谷貯水槽（西１）※１※５ 既設 

輪谷貯水槽（西２）※１※５ 既設 

ホース・弁 新設 

可搬型スプレイノズル 新設 

燃料プール 既設 

燃料補給設備※２ 新設 

可搬型ストレーナ 新設 

：重大事故等対処設備 ：重大事故等対処設備（設計基準拡張） 

添付-2-(1) 技術的能力まとめ資料

1.11-74

639

283821
長方形

283821
長方形

283821
長方形

283821
長方形

283821
タイプライターテキスト
常設スプレイヘッダを使用した手順が不可となっても，
可搬型スプレイノズルを使用した手順により，
審査基準の要求への適合の維持が可能。（逆は成り立たない）

283821
長方形

182544
ハイライト表示

182544
ハイライト表示
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第
3
.3
.1
－
2表

 
主
要
評
価
条
件
（
想
定
事
故
１
）

 

項
目
 

主
要
評
価
条
件
 

条
件
設
定
の
考
え
方
 

初 期 条 件  

燃
料
プ
ー
ル
保
有
水
量
 

約
1,
59
9m

3  
保
有
水
量
を
厳
し
く
見
積
も
る
た
め
に
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
閉
の
状
況
を
想
定
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
 

通
常
水
位
 

通
常
水
位
を
設
定
 

燃
料
プ
ー
ル
水
温
 

65
℃
 

運
転
上
許
容
さ
れ
る
上
限
値
と
し
て
設
定
 

燃
料
の
崩
壊
熱
 

約
7.
8M
W 

【
使
用
済
燃
料
】
 

取
出
時
平
均
燃
焼
度
：
 

・
９
×
９
燃
料
45
GW
d/
t

・
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
33
GW
d/
t

原
子
炉
停
止
後
に
最
短
時
間
（
原
子
炉
停
止
後

1
0
日

※
１
）
で
取
り
出
さ
れ
た

全
炉
心
分
の
燃
料
が
，
過
去
に
取
り
出
さ
れ
た
貯
蔵
燃
料
と
合
わ
せ
て
，
使
用

済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
に
最
大
体
数
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
，
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｇ
Ｅ
Ｎ
２
を
用
い
て
算
出
 

ま
た
，
原
子
炉
停
止
1
0日

後
に
お
い
て
は
，
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
方
が
９
×
９
燃
料

よ
り
も
崩
壊
熱
が
大
き
く
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
下
の
観
点
で
厳
し
い
た
め
，

燃
料
プ
ー
ル
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
崩
壊
熱
は
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
考
慮
 

事 故 条 件  

安
全
機
能
の
喪
失
に
対
す
る
仮
定
 

燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
及
び

注
水
機
能
喪
失
 

燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
及
び
注
水
機
能
と
し
て
，
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
，
残

留
熱
除
去
系
，
復
水
輸
送
系
等
の
機
能
喪
失
を
設
定
 

外
部
電
源
 

外
部
電
源
な
し
 

外
部
電
源
の
有
無
は
事
象
進
展
に
影
響
し
な
い
こ
と
か
ら
，
資
源
の
観
点
で
厳

し
い
外
部
電
源
な
し
を
設
定
 

重 大 事 故

等 対 策 に

関 連 す る

機 器 条 件  

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ

レ
イ
ノ
ズ
ル
）

48
m
3 /
h※

２
で
注
水
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
注
水
を
想
定
 

設
備
の
設
計
を
踏
ま
え
て
設
定

 

重 大 事 故 等

対 策 に 関 連

す る 操 作 条

件
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ

レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

注
水

事
象
発
生
か
ら
約
7.
9時

間
後
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル

へ
の
注
水
準
備
は
，
緊
急
時
対
策
要
員
の
移
動
及
び
注
水
準
備
に
必
要
な
時
間

等
を
考
慮
し
て
，
事
象
発
生
３
時
間
1
0分

後
ま
で
に
完
了
す
る
が
，
燃
料
プ
ー

ル
へ
の
注
水
は
燃
料
プ
ー
ル
の
水
温
が

1
0
0℃

に
到
達
す
る
こ
と
に
よ
り
燃
料

プ
ー
ル
水
位
が
低
下
し
始
め
る
事
象
発
生
約

7
.9
時
間
後
を
設
定

※
１

 
島
根
２
号
炉
の
定
期
検
査
に
お
け
る
実
績
を
確
認
し
，
解
列
後
の
全
制
御
棒
全
挿
入
か
ら
原
子
炉
開
放
ま
で
の
最
短
時
間
で
あ
る
約
５
日
及
び
全
燃
料
取
り
出
し
の
最
短
時
間

約
５
日
を
考
慮
し
て
原
子
炉
停
止
後

10
日
を
設
定
。
原
子
炉
停
止
後

10
日
と
は
全
制
御
棒
全
挿
入
か
ら
の
時
間
を
示
し
て
い
る
。
通
常
停
止
操
作
に
お
い
て
原
子
炉
の
出
力
は
全

制
御
棒
全
挿
入
完
了
及
び
発
電
機
解
列
以
前
か
ら
徐
々
に
低
下
さ
せ
る
が
，
崩
壊
熱
評
価
は
ス
ク
ラ
ム
の
よ
う
な
瞬
時
に
出
力
を
低
下
さ
せ
る
保
守
的
な
計
算
条
件
と
な
っ
て
い

る
。
 

※
２

 
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
及
び
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
の
注
水
容
量
は
と
も
に
4
8m

3 /
h以

上
で
あ
る
。

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付十

640

283821
タイプライターテキスト
有効性評価（要求される容量・準備時間）

283821
タイプライターテキスト
関連箇所を赤枠にて示す

283821
長方形

283821
長方形

283821
長方形

283821
タイプライターテキスト
常設スプレイヘッダ，可搬型スプレイノズル，どちらを使用する場合でも，有効性評価で要求される容量・準備時間を満足できる。
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第
3
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.2
－
2表

 
主
要
評
価
条
件
（
想
定
事
故
２
）
（
２
／
２
）

 

項
目
 

主
要
評
価
条
件
 

条
件
設
定
の
考
え
方
 

重 大 事 故

等 対 策 に

関 連 す る

機 器 条 件  

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ

レ
イ
ノ
ズ
ル
）

48
m
3 ／

h※
２
で
注
水
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
注
水
を
想
定
 

設
備
の
設
計
を
踏
ま
え
て
設
定

 

重 大 事 故 等

対 策 に 関 連

す る 操 作 条

件
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ

レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

注
水

事
象
発
生
か
ら
約
7.
6時

間
後
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル

へ
の
注
水
準
備
は
，
緊
急
時
対
策
要
員
の
移
動
及
び
注
水
準
備
に
必
要
な
時
間

等
を
考
慮
し
て
，
事
象
発
生
３
時
間
1
0分

後
ま
で
に
完
了
す
る
が
，
燃
料
プ
ー

ル
へ
の
注
水
は
燃
料
プ
ー
ル
の
水
温
が

1
0
0℃

に
到
達
す
る
こ
と
に
よ
り
燃
料

プ
ー
ル
水
位
が
低
下
し
始
め
る
事
象
発
生
約

7
.6
時
間
後
を
設
定

※
２

 
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
及
び
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
の
注
水
容
量
は
と
も
に

4
8
m3
/
h以

上
で
あ
る
。

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付十

641

283821
タイプライターテキスト
常設スプレイヘッダ，可搬型スプレイノズル，どちらを使用する場合でも，有効性評価で要求される容量・準備時間を満足できる。

283821
長方形

283821
長方形
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燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
及
び
ス
プ
レ
イ

 

タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

添付-2-(3) 設置変更許可申請書 添付十追補1

642

283821
タイプライターテキスト
準備時間

283821
タイプライターテキスト
関連箇所を赤枠にて示す

283821
長方形

283821
長方形
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第
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8
図
 
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
及
び
ス
プ
レ
イ

 

タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

添付-2-(3) 設置変更許可申請書 添付十追補1

643

283821
長方形
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燃料プール冷却ポンプ及び燃料プール冷却系熱交換器は，設計基準対象

施設として使用する場合と同じ系統構成で重大事故等対処設備として使用

することにより，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

燃料プール冷却系で使用する原子炉補機代替冷却系は，通常時は移動式

代替熱交換設備及び大型送水ポンプ車を接続先の系統と分離して保管し，

重大事故等時に接続，弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構

成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。また，原子

炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）と原子炉補機代替冷却系を同時

に使用しないことにより，相互の機能に悪影響を及ぼさない設計とする。 

原子炉補機代替冷却系の移動式代替熱交換設備及び大型送水ポンプ車は，

輪留めによる固定等をすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計と

する。 

移動式代替熱交換設備及び大型送水ポンプ車は，飛散物となって他の設

備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

4.3.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。燃料プールスプレイ

系（常設スプレイヘッダ）及び燃料プールスプレイ系（可搬型スプレイノ

ズル）の大量送水車は，想定される重大事故等時において，燃料プール内

燃料体等を冷却し，放射線を遮蔽し，及び臨界を防止するために必要な注

水流量を有するものとして，１セット１台使用する。保有数は，２セット

２台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用と

して１台の合計３台を保管する。 

燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）及び燃料プールスプレイ

系（可搬型スプレイノズル）の大量送水車は，想定される重大事故等時に

おいて，燃料プール内燃料体等の損傷を緩和し，及び臨界を防止するため

に必要なスプレイ量を有するものとして，１セット１台使用する。保有数

は，２セット２台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバッ

クアップ用として１台の合計３台を保管する。

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付八

644

283821
タイプライターテキスト
所要数・必要容量

283821
タイプライターテキスト
関連箇所を下線にて示す

283821
長方形

283821
線

283821
線

283821
線

283821
線

283821
線

283821
線

283821
線

283821
線

283821
線

283821
線
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可搬型スプレイノズルは，想定される重大事故等時において，燃料プー

ル内燃料体等を冷却し，放射線を遮蔽し，及び臨界を防止するために必要

な注水流量を有するもの及び燃料プール内燃料体等の損傷を緩和し，及び

臨界を防止することができるものとして１セット１個使用する。保有数は，

２セット２個に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックア

ップ用として１個の合計３個を保管する。 

燃料プール水位・温度（ＳＡ）は，想定される重大事故等時において変

動する可能性のある燃料プール上部から使用済燃料貯蔵ラック上端近傍ま

での範囲を測定できる設計とする。 

燃料プール水位（ＳＡ）は，想定される重大事故等時において変動する

可能性のある燃料プール上部から底部近傍までの範囲を測定できる設計と

する。燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）（ＳＡ）は，

想定される重大事故等時において変動する可能性のある範囲を測定できる

設計とする。 

燃料プール監視カメラ（ＳＡ）は，想定される重大事故等時において赤

外線機能により燃料プールの状況が把握できる設計とする。 

燃料プール冷却ポンプ及び燃料プール冷却系熱交換器は，設計基準対象

施設と兼用しており，設計基準対象施設としてのポンプ流量及び伝熱容量

が，想定される重大事故等時において，燃料プール内に貯蔵する使用済燃

料及びＭＯＸ新燃料から発生する崩壊熱を除去するために必要なポンプ流

量及び伝熱容量に対して十分であるため，設計基準対象施設と同仕様で設

計する。 

燃料プール冷却系で使用する原子炉補機代替冷却系の移動式代替熱交換

設備及び大型送水ポンプ車は，想定される重大事故等時において，燃料プ

ール冷却系熱交換器等で発生した熱を除去するために屋外の接続口を使用

する場合は，必要な伝熱容量及びポンプ流量を有する移動式代替熱交換設

備１セット１台と大型送水ポンプ車１セット１台を使用する。また，屋内

の接続口を使用する場合は，大型送水ポンプ車１セット１台を使用する。

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付八

645

283821
線

283821
線

283821
線
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第4.3－1表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様 

(1) 燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ），燃料プールスプレイ系（可搬型ス

プレイノズル） 

ａ．大量送水車 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉冷却材圧カバウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための設備

・原子炉格納容器内の冷却等のための設備

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備

・重大事故等の収束に必要となる水の供給設備

  型  式 ディフューザ形  

台  数 ２（予備１） 

容  量 168m3/h/台以上（吐出圧力0.85MPa[gage]において） 

120m3/h/台以上（吐出圧力1.4MPa[gage]において）

吐出圧力 0.85MPa[gage]～1.4MPa[gage]以上 

ｂ．可搬型スプレイノズル 

数  量 ２（予備１） 

ｃ．常設スプレイヘッダ 

数  量 １ 

(2) 原子炉建物放水設備

ａ．大型送水ポンプ車 

「第9.7－1表 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための設備の主要機器

仕様」に記載する。 

ｂ．放水砲 

「第9.7－1表 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための設備の主要機器

仕様」に記載する。 

(3) 燃料プール監視設備

ａ．燃料プール水位・温度（ＳＡ） 

添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付八

646

283821
タイプライターテキスト
設備仕様

283821
タイプライターテキスト
関連箇所を赤枠にて示す

283821
長方形

283821
長方形
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3.2 燃料プールスプレイ系 

名           称 大量送水車 

容 量 m3/h/個 

48 以上，48 以上，48 以上，120 以上，70 以上，120 以

上 ，120 以上，120 以上，120 以上，150 以上，150 以上

（168 以上） 

吐 出 圧 力 MPa 

1.36 以上，0.48 以上，1.36 以上，1.58 以上，1.21 以

上，0.33 以上，0.99 以上 ，1.38 以上 ，1.37 以上 ，1.44

以上，0.42 以上（0.85 以上） 

最 高 使 用 圧 力 MPa  

最 高 使 用 温 度 ℃  

原 動 機 出 力 kW/個   

個 数 ― 4（予備 1） 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

（燃料プールスプレイ系）として使用する大量送水車は，以下の機能を有する。  

 

大量送水車は，燃料プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は燃料プールからの水の

漏えいその他の要因により燃料プールの水位が低下した場合において，燃料プール内の燃料

体又は使用済燃料を冷却し，放射線を遮蔽し，及び臨界を防止するために設置する。 

系統構成は，残留熱除去系（燃料プール冷却機能）及び燃料プール冷却系の有する燃料プ

ールの冷却機能喪失又は残留熱除去ポンプによる燃料プールへの補給機能が喪失し，又は燃

料プールに接続する配管の破損等により燃料プール水の小規模な漏えいにより燃料プールの

水位が低下した場合において，大量送水車により，代替淡水源又は代替淡水源が枯渇した場

合においては海を水源として，燃料プールスプレイ系配管又はホース等を経由して可搬型ス

プレイノズル又は常設スプレイヘッダから燃料プールへ注水することで，燃料プールの水位

を維持できる設計とする。また，海を水源とする場合は大量送水車２台を直列に接続して使

用できる設計とする。 

大量送水車は，燃料プールからの大量の水の漏えいその他の要因により燃料プールの水位

が異常に低下した場合において燃料プール内燃料体等の著しい損傷の進行を緩和し，及び臨

界を防止するために設置する。 

系統構成は，燃料プールからの大量の水の漏えい等により燃料プールの水位が異常に低下

した場合において，大量送水車より，代替淡水源又は代替淡水源が枯渇した場合においては

海を水源として，燃料プールスプレイ系配管又はホース等を経由しては可搬型スプレイノズ

ル又は常設スプレイヘッダから燃料プール内燃料体等に直接スプレイすることで，燃料損傷

を緩和するとともに，環境への放射性物質の放出をできる限り低減できる設計とする。また，

海を水源とする場合は大量送水車２台を直列に接続して使用できる設計とする。 

647

096517
タイプライターテキスト
添付-3-(3) 設計及び工事計画認可申請書

096517
長方形

096517
タイプライターテキスト
設定根拠

096517
タイプライターテキスト
関連箇所を下線にて示す

096517
線

096517
線

096517
線

096517
線

096517
線



 

 47

 

S
2
 
補

 Ⅵ
-
1-
1
-
5-
2
 
R1
 

【設 定 根 拠】（続き） 

重大事故等時の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において実施する

ケースは，「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」，「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」，「全交

流動力電源喪失（ＴＢＤ）」又は「全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）」である。この場合，原子炉

圧力容器への注水流量 30m3/h 及び原子炉格納容器内へのスプレイ流量 120m3/h で同時に実施で

きる設計とする。 

 

1. 容量の設定根拠 

(1) 燃料プールへ注水する場合の容量（可搬型スプレイノズル使用時） 48m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として可搬型スプレイノズルを用いた燃料プールへの注水に使用す

る場合の容量は，燃料プールにおける燃料損傷防止対策の有効性評価解析（原子炉設置変

更許可申請書添付書類十）の想定事故１及び想定事故２において有効性が確認されている

燃料プールへの注水量が 48m3/h であることから，48m3/h/個以上とする。 

 

(2) 燃料プールへ注水する場合の容量（常設スプレイヘッダ使用時） 48m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として常設スプレイヘッダを用いた燃料プールへの注水に使用する

場合の容量は，燃料プールにおける燃料損傷防止対策の有効性評価解析（原子炉設置変更

許可申請書添付書類十）の想定事故１及び想定事故２において有効性が確認されている燃

料プールへの注水量が 48m3/h であることから，48m3/h/個以上とする。 

 

(3) 燃料プールへスプレイする場合の容量（可搬型スプレイノズル使用時） 48m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として可搬型スプレイノズルを用いた燃料プールへのスプレイに使

用する場合の容量は，添付書類Ⅵ-1-3-4「使用済燃料貯蔵槽の冷却能力に関する説明書」

において蒸発量を上回ることが確認されているスプレイ量を満足する値として，48m3/h/個

以上とする。  

 

(4) 燃料プールへスプレイする場合の容量（常設スプレイヘッダ使用時） 120m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として常設スプレイヘッダを用いた燃料プールへのスプレイに使用

する場合の容量は，添付書類Ⅵ-1-3-4「使用済燃料貯蔵槽の冷却能力に関する説明書」に

おいて蒸発量を上回ることが確認されているスプレイ量を満足する値として，120m3/h/個

以上とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

(9) 原子炉格納容器下部へ注水する場合の容量 120m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設

備のうち原子炉格納容器安全設備（ペデスタル代替注水系）として原子炉格納容器下部注

水時に使用する場合の容量は，格納容器破損防止対策の有効性評価解析（原子炉設置変更

許可申請書添付書類十）のうち，「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」において有

効性が確認されている原子炉格納容器下部への注水流量が 120m3/h であることから，

120m3/h/個以上とする。 

 

(10) 原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施する場合の 

容量 150m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その 

他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（格納容器代替スプレイ系）として原子炉圧

力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施する場合の容量は，炉心損

傷防止対策及び格納容器破損防止対策の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付

書類十）のうち，「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」，「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」，

「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」又は「全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）」において有効性

が確認されている原子炉圧力容器への注水流量が30m3/h，原子炉格納容器内へのスプレイ

流量が120m3/hであることから，150m3/h/個以上とする。 

 

（11）取水した海水を大量送水車に送水する場合の容量 150m3/h/個以上 

大量送水車を直列に接続し，上流の大量送水車で取水した海水を下流の大量送水車に送

水する場合の上流側の大量送水車の容量は，送水先である下流の大量送水車の最大送水流

量が原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施する場合の

150m3/hであることから，150m3/h/個以上とする。 

 

公称値について大量送水車は，消防法に基づく技術上の規格（A-1級）を満足するものを採

用していることから，その規格上要求される容量168m3/h/個以上とする。 

  

2. 吐出圧力の設定根拠 

(1) 燃料プールへ注水する場合の吐出圧力（可搬型スプレイノズル使用時） 1.36MPa 以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として可搬型スプレイノズルを用いた燃料プールへの注水に使用す

る場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる原子炉建物南側扉を使用する場合の水源

と移送先の圧力差，静水頭，ホース圧損，ホース湾曲による影響，機器及び配管・弁類圧損

を基に設定する。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

① 水源と移送先の圧力差          ：約 0.01MPa 

② 静水頭                 ：約 0.26MPa 

    ③ ホース＊圧損               ：約 0.47MPa  

    ④ ホース＊湾曲による影響          ：約 0.09MPa   

    ⑤ 機器及び配管＊・弁類圧損         ：約 0.53MPa       

    ⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 1.36MPa 

      

以上より，可搬型スプレイノズルを用いた燃料プールへの注水に使用する大量送水車の

吐出圧力は 1.36MPa 以上とする。 

 

注記＊：原子炉建物南側扉を使用する場合は以下の配管・ホースを使用する。 

      ・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

           ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース   

       ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

・大量送水車出口ライン送水用 20m ホース 

・可搬型スプレイノズル 

なお原子炉建物機器搬出入口を使用する場合の配管・ホースは以下のとおりであ

り，必要となる吐出圧力約 1.36MPa を下回る。 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

           ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

       ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

・大量送水車出口ライン送水用 20m ホース 

・可搬型スプレイノズル 

 

(2) 燃料プールへ注水する場合の吐出圧力（常設スプレイヘッダ使用時） 0.48MPa 以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として常設スプレイヘッダを用いた燃料プールへの注水に使用する 

場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッ

ダ）接続口（南）を使用する場合の水源と移送先の圧力差，静水頭，ホース圧損，ホース湾

曲による影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

(4) 燃料プールへスプレイする場合の吐出圧力（常設スプレイヘッダ使用時）1.58MPa 以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として常設スプレイヘッダを用いた燃料プールへのスプレイに使用

する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる燃料プールスプレイ系（常設スプレイ

ヘッダ）接続口（南）を使用する場合の水源と移送先の圧力差，静水頭，ホース圧損，ホー

ス湾曲による影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

    ① 水源と移送先の圧力差         ：約 0.01MPa  

    ② 静水頭                 ：約-0.11MPa 

    ③ ホース＊圧損              ：約 0.43MPa  

    ④ ホース＊湾曲による影響         ：約 0.01MPa  

    ⑤ 機器及び配管＊・弁類圧損        ：約 1.24MPa       

⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 1.58MPa 

 

以上より，常設スプレイヘッダを用いた燃料プールへのスプレイに使用する大量送水車

の吐出圧力は 1.58MPa 以上とする。 

 

注記＊：燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（南）を使用する場合は以下

の配管・ホースを使用する。 

・燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（南）及び（西）～スプ

レイライン連絡管合流部 

・スプレイライン連絡管合流部～燃料プールスプレイ管 

・スプレイライン連絡管 

      ・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

           ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

       ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

なお，燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（西）を使用する場

合の配管・ホースは以下のとおりであり，必要となる吐出圧力約 1.58MPa を下回

る。 

・燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（南）及び（西）～スプ

レイライン連絡管合流部 

・スプレイライン連絡管合流部～燃料プールスプレイ管 

・スプレイライン連絡管 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

           ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

 ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 
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【設 定 根 拠】（続き） 

以上より，大量送水車を直列に接続し，上流の大量送水車で取水した海水を下流の大量

送水車に送水する場合の上流側の大量送水車の吐出圧力は 0.42MPa 以上とする。 

 

注記＊：大量送水車を直列に接続し，上流の大量送水車で取水した海水を下流の大量送水

車に送水する場合は以下のホースを使用する。 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

 

公称値については，大量送水車は消防法に基づく技術上の規格（A-1 級）を満足するもの

を採用していることから，その規格上要求される吐出圧力 0.85MPa 以上とする。 

 

3. 最高使用圧力の設定根拠 

大量送水車を重大事故等時において使用する場合の圧力は，ポンプの吐出圧力 1.58MPa を

上回る圧力として MPa とする。 

 

4. 最高使用温度の設定根拠 

大量送水車を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等対策の有効性評価

解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において有効性を確認している代替淡水源の

温度 35℃及び海水の温度 30℃を上回る ℃とする。 

 

5. 原動機出力 

  大量送水車の原動機出力は，必要軸動力が最大となる流量 120m3/h 時の軸動力を基に設定

する。 

  大量送水車の流量が 120m3/h，吐出圧力が 1.58MPa，その時の当該ポンプの必要軸動力は，

約 kW となる。 

以上より，大量送水車の原動機出力は， kW/個とする。 

 

6. 個数の設定根拠 

大量送水車（原動機含む。）は，重大事故等対処設備として淡水又は海水を燃料プールへ注

水又はスプレイするため等にの必要な個数が 1 基あたり 2 個を 1 セットとして，2 セット 4

個の合計 4 個に，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として予備 1 個を

分散して保管する。 
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保安規定第６５条 

表６５－９「燃料プールの冷却等のための設備」 

６５－９－２「燃料プールの除熱」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

 添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 ６
５
－
９
－
２
 
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限

 
③
 

燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱

※
１
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と

※
２
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 
⑥
 

燃
料
プ
ー
ル
に
照

射
さ
れ
た
燃
料
を

貯
蔵
し
て
い
る
期

間
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
ポ
ン
プ
 

1
台
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
熱
交
換
器
 

1
基
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
 

※
３
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
４
 

代
替
所
内
電
源
設
備
 

※
５
 

※
１
：
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
と
は
，
フ
ィ
ル
タ
バ
イ
パ
ス
運
転
に
よ
る
除
熱
を

い
う
。

 

※
２
：
必
要
な
弁
，
配
管
お
よ
び
ス
キ
マ
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
を
含
む
。

 

※
３
：
第
６
５
条
（
６
５
－
５
－
３
 
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

※
４
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め

る
。

 

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
５
 
代
替
所
内
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

 

              

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
四
条
（
１
．
１
１
）
が
該
当
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
に
よ
る
燃
料
プ

ー
ル
の
除
熱
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
四
条
（
１
．
１
１
）

 

１
．「

燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
又
は
注

水
機
能
が
喪
失
し
，
又
は
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
の

水
位
が
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
体
又
は
使
用
済
燃
料
を
冷
却
し
，
放

射
線
を
遮
蔽
し
，
及
び
臨
界
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ

と
。

 

 

④
 
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
は
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
発
生
す
る
水
蒸
気
に
よ
る
重
大
事

故
等
対
処
設
備
へ
の
悪
影
響
を
防
止
す
る
た
め
に
，
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は

「
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本

方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

  

⑥
 
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
ポ
ン
プ
お
よ
び
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
熱
交
換
器
は
，
設
計
基
準
対
象
施
設
と
兼
用
し

て
お
り
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
い
て
，
燃
料
プ
ー
ル
内
に
貯
蔵
す
る
使
用
済
燃
料
か
ら

発
生
す
る
崩
壊
熱
を
１
台
お
よ
び
１
基
で
除
熱
で
き
る
こ
と
か
ら
，
１
台
お
よ
び
１
基
を
所
要
数
と
す

る
。（

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
  
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が

 
m3
／
ｈ
以
上
で
，
揚
程
が

 m
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

2.
Ｆ
Ｐ
Ｃ
フ
ィ
ル
タ
入
口
弁
お
よ
び
Ｆ
Ｐ
Ｃ
フ
ィ
ル
タ
バ
イ
パ
ス
弁
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際

し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

当
直
長
 

3.
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
ポ
ン
プ
が
起
動
す
る
こ
と

※
６
を
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

※
６
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

       （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

系
に

よ
る

燃
料

プ

ー
ル

の
除

熱
が

動

作
不
能
の
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
の
温
度
上
昇
評
価
を
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.当

直
長
お
よ
び
課
長
（
原
子
炉
）
は
，
代
替
措
置

※
７
を
検
討
し
，
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

 速
や
か
に
 

※
７
：
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
注
水
お
よ
び
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル

の
除
熱
が
要
求
さ
れ
る
措
置

A2
の
評
価
時
間
内
に
実
施
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
燃
料
プ
ー

ル
ス
プ
レ
イ
系
に
つ
い
て
は
，
ホ
ー
ス
の
事
前
接
続
等
の
補
完
措
置
を
含
む
。
残
留
熱
除
去
系
に
つ

い
て
は
管
理
的
手
段
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

  

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

 ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1，
2
が
該
当
。
 

点
検
計
画
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

項
目

1
は
，
フ
ィ
ル
タ
バ
イ
パ
ス
の
系
統
構
成
（
項
目

2）
後
に
実
施
す
る
。
 

 

確
認
す
る
流
量
及
び
揚
程
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
記
載
に
基
づ
き
，
設
定
す
る
。
 

（
添
付
－
２
）
 

 

弁
動
作
確
認
は
，
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
す
る
た
め
に
中
央
制
御
室
か
ら
の

遠
隔
操
作
が
必
要
な
弁
と
し
て
，
Ｆ
Ｐ
Ｃ
フ
ィ
ル
タ
入
口
弁
お
よ
び
Ｆ
Ｐ
Ｃ
フ
ィ
ル
タ
バ
イ
パ
ス

弁
を
対
象
と
す
る
。
 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。
）
 

項
目

3
が
該
当
。
 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
箇
月
に
１
回
と
す

る
。
 

 

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
条
件
を
記
載
す
る
。

 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
統
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場

合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 A1
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
へ
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 

A2
.重

大
事
故
等
発
生
時
の
時
間
余
裕
を
確
認
す
る
た
め
，
燃
料
プ
ー
ル
の
水
温
が

6
5℃

（
保
安
規
定
第

５
４
条
（
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
お
よ
び
温
度
）
の
運
転
上
の
制
限
）
に
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
を
“
速

や
か
に
”
評
価
す
る
。

 

 A3
.燃

料
プ
ー
ル
冷
却
系
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
代
替
措
置
と
し
て
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
ま
た
は
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
使
用
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
注
水
お

よ
び
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
が

A
2.
の
評
価
時
間
内
に
実
施
可
能
で
あ
る
こ
と

を
 
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。

 

な
お
，
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
は
，
残
留
熱
除
去
系
は
保
安
規

定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
で
待
機
が
要
求
さ
れ
て
い
る
た
め
，
管
理
的
手
段
に

よ
る
確
認
と
す
る
。
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1.11－74 

操
作
手
順

 
弁
名
称
 

⑥
※
１

Ｆ
Ｐ
Ｃ
フ
ィ
ル
タ
入
口
弁
 

⑥
※
２
⑩

Ｆ
Ｐ
Ｃ
フ
ィ
ル
タ
バ
イ
パ
ス
弁

 

⑥
※
３

Ａ
－
Ｆ
Ｐ
Ｃ
熱
交
入
口
弁
 

第
1.
11
－

1
3
図

 
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱

 
概
要
図

 

凡
例
 ポ

ン
プ
 

電
動
作
動
 

弁
 

逆
止
弁
 

配
管
 

使
用
す
る
流
路
 

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら
 

追
加
し
た
箇
所
 

M
0 

記
載
例

 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
※
１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書　添付十追補1

656

283821
タイプライターテキスト
65-9-2の範囲

283821
タイプライターテキスト
赤枠にて示す

283821
長方形

283821
折れ線

283821
長方形

283821
タイプライターテキスト
65-5-3にて整理



8－4－28 

可搬型スプレイノズルは，想定される重大事故等時において，燃料プー

ル内燃料体等を冷却し，放射線を遮蔽し，及び臨界を防止するために必要

な注水流量を有するもの及び燃料プール内燃料体等の損傷を緩和し，及び

臨界を防止することができるものとして１セット１個使用する。保有数は，

２セット２個に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックア

ップ用として１個の合計３個を保管する。 

燃料プール水位・温度（ＳＡ）は，想定される重大事故等時において変

動する可能性のある燃料プール上部から使用済燃料貯蔵ラック上端近傍ま

での範囲を測定できる設計とする。 

燃料プール水位（ＳＡ）は，想定される重大事故等時において変動する

可能性のある燃料プール上部から底部近傍までの範囲を測定できる設計と

する。燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）（ＳＡ）は，

想定される重大事故等時において変動する可能性のある範囲を測定できる

設計とする。 

燃料プール監視カメラ（ＳＡ）は，想定される重大事故等時において赤

外線機能により燃料プールの状況が把握できる設計とする。 

燃料プール冷却ポンプ及び燃料プール冷却系熱交換器は，設計基準対象

施設と兼用しており，設計基準対象施設としてのポンプ流量及び伝熱容量

が，想定される重大事故等時において，燃料プール内に貯蔵する使用済燃

料及びＭＯＸ新燃料から発生する崩壊熱を除去するために必要なポンプ流

量及び伝熱容量に対して十分であるため，設計基準対象施設と同仕様で設

計する。 

燃料プール冷却系で使用する原子炉補機代替冷却系の移動式代替熱交換

設備及び大型送水ポンプ車は，想定される重大事故等時において，燃料プ

ール冷却系熱交換器等で発生した熱を除去するために屋外の接続口を使用

する場合は，必要な伝熱容量及びポンプ流量を有する移動式代替熱交換設

備１セット１台と大型送水ポンプ車１セット１台を使用する。また，屋内

の接続口を使用する場合は，大型送水ポンプ車１セット１台を使用する。

添付-2-(1) 設置変更許可申請書　添付八

657

283821
線

283821
線

283821
線

283821
線

283821
線

283821
線

283821
タイプライターテキスト
所要数・必要容量

283821
タイプライターテキスト
関連箇所を下線にて示す

283821
長方形



8－4－40 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備）

個  数 １（検出点７箇所） 

計測範囲 水位 －1,000～6,710mm※１

（ＥＬ.34,518mm～ＥＬ.42,228mm） 

温度 ０～150℃ 

※１：基準点は使用済燃料貯蔵ラック上端（ＥＬ.35,518mm） 

ｂ．燃料プール水位（ＳＡ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備）

個  数 １ 

計測範囲 －4.30～7.30ｍ※２（ＥＬ.31,218mm～ＥＬ.42,818mm） 

※２：基準点は使用済燃料貯蔵ラック上端（ＥＬ.35,518mm） 

ｃ．燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）（ＳＡ） 

第8.1－2 表 放射線管理設備（重大事故等時）の主要機器仕様に記載する。 

ｄ．燃料プール監視カメラ（ＳＡ）（燃料プール監視カメラ用冷却設備を含む。） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備）

個  数 １ 

(4) 燃料プール冷却系

ａ．ポンプ 

台  数 １（予備１） 

容  量 約200m3/h/台 

全 揚 程 約88m 

ｂ．熱交換器 

基  数 １（予備１） 

伝熱容量 約1.9MW 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書　添付八
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名 称 燃料プール冷却ポンプ 

容 量 m3/h/個 以上（198） 

揚 程 m 以上（88） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

原 動 機 出 力 kW/個 110 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】  

（概 要） 

・設計基準対象施設 

燃料プール冷却ポンプは，設計基準対象施設としてスキマサージタンクから燃料プール冷

却系熱交換器に燃料プール水を昇圧し，燃料プール冷却系ろ過脱塩器及び燃料プール冷却系

熱交換器に通した後，燃料プールに戻すために設置する。 

 

・重大事故等対処設備 

重大事故等時に，核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設

備（燃料プール冷却系）として使用する燃料プール冷却ポンプは，以下の機能を有する。 

 

燃料プール冷却ポンプは，燃料プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は燃料プール

からの水の漏えいその他の要因により燃料プールの水位が低下した場合において燃料プール

内燃料体等を冷却し，放射線を遮蔽し，及び臨界を防止するために設置する。 

系統構成は，重大事故等時において，燃料プール水を燃料プール冷却ポンプにより燃料プ

ール冷却系熱交換器等を経由して循環させることで，燃料プールを冷却できる設計とする。 

 

1. 容量の設定根拠 

設計基準対象施設として使用する燃料プール冷却ポンプの容量は，燃料プール冷却ポンプ

1 台で燃料プール水量を 1 日 2 回循環させる流量 m3/h を上回る容量として，ろ過脱塩

装置浄化能力，熱交換器経済的設計等を考慮し， m3/h/個以上とする。 

 

燃料プール冷却ポンプを重大事故等時において使用する場合の容量は，設計基準対象施設

と同様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同仕様とし， m3/h/個以上とする。 

 

公称値については， 198m3/h/個とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 揚程の設定根拠 

設計基準対象施設として使用する燃料プール冷却ポンプの揚程は，施設時と系統構成を含

めて変わらないため，水頭，機器圧力損失，配管・機器の圧力損失ろ過脱塩装置の圧力損失を

基に設定する。 

 

① 静水頭                    ： m 

② 配管・機器圧力損失              ： 3 m 

機器圧力損失        ： 7 m 

配管・弁類圧力損失     ： m 

合計             m 

③ ろ過脱塩装置圧損               ： 5 m 

④ ①～③の合計                   ： m 

 

上記から，燃料プール冷却ポンプの揚程は， m を上回る m以上とする。 

 

燃料プール冷却ポンプを重大事故等時において使用する場合の揚程は，燃料プール冷却系

ろ過脱塩装置ろ過脱塩器を経由せず，圧力損失が設計基準対象施設として使用する場合より

も小さいため，設計基準対象施設と同仕様で設計し， m 以上とする。 

 

公称値については， 88m とする。 

 

3. 最高使用圧力の設定根拠  

設計基準対象施設として使用する燃料プール冷却ポンプの最高使用圧力は，静水頭，及び

燃料プール冷却ポンプ締切揚程を基に設定する。 

 

① 静水頭                 ： MPa 

② ポンプ締切揚程             ： MPa 

③ ①～②の合計               ： MPa 

 

上記から，燃料プール冷却ポンプの最高使用圧力は， MPa を上回る 1.37MPa とする。 

 

燃料プール冷却ポンプを重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設

と同様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同仕様とし，1.37MPa とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

4. 最高使用温度の設定根拠 

設計基準対象施設として使用する燃料プール冷却ポンプの最高使用温度は，主配管「残留

熱除去系分岐部～燃料プール冷却ポンプ」の最高使用温度に合わせ，66℃とする。 

 

燃料プール冷却ポンプを重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時にお

ける主配管「残留熱除去系分岐部～燃料プール冷却ポンプ」の使用温度と同じ 66℃とする。 

 

5. 原動機出力の設定根拠 

設計基準対象施設として使用する燃料プール冷却ポンプの原動機出力は，燃料プール冷却

ポンプの定格流量点での軸動力を基に設定する。 

Ｐｗ＝10-3・ρ・g・Ｑ・Ｈ 

η＝――・100 

（引用文献：日本産業規格 ＪＩＳ Ｂ ０１３１(2002)「ターボポンプ用語」） 

Ｐ＝―――――――――― 

 

Ｐ ：軸動力（kW） 

Ｐｗ ：水動力（kW） 

ρ ：密度（㎏/m3）       ＝1000 

g ：重力加速度（m/s2）    ＝9.80665 

Ｑ ：容量（m3/s）     ＝198／3600 

Ｈ ：揚程（m）     ＝88 

η ：ポンプ効率（％）（設計計画値）＝  

 

 

 

定格流量点における燃料プール冷却ポンプの流量は 198m3/h，揚程は 88m であり，その時の

燃料プール冷却ポンプの必要軸動力は kWとなる。 

以上より，燃料プール冷却ポンプの原動機出力は，軸動力 kW を上回る 110kW/個とする。 

 

 

 

   10-3×1000×9.80665×   ×88 

Ｐ＝                ＝ 9≒ 6 kW 

 

198 

3600 

/100 

Ｐｗ 

Ｐ 

10-3・ρ・g・Ｑ・Ｈ 

η／100 
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【設 定 根 拠】（続き） 

燃料プール冷却ポンプを重大事故等時において使用する場合の原動機出力は，重大事故等

時の容量及び揚程が設計基準対象施設の容量及び揚程と同仕様であるため，設計基準対象施

設として使用する場合の原動機出力と変わらない。 

以上より，設計基準対象施設と同仕様で設計し，110kW/個とする。 

 

6. 個数の設定根拠 

燃料プール冷却ポンプ（原動機含む。）は，設計基準対象施設としてスキマサージタンクか

ら供給される燃料プール水を昇圧し，燃料プール冷却系ろ過脱塩装置ろ過脱塩器に通した後，

燃料プールに戻すために必要な個数である各系列に 1 個とし，合計 2個設置する。 

 

燃料プール冷却ポンプ（原動機含む。）は，設計基準対象施設として 2 個設置しているも

のを重大事故等対処設備として使用する。 
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保安規定第６５条 

表６５－９「燃料プールの冷却等のための設備」 

６５－９－３「燃料プール監視設備」 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

 

  添付－３ 代替パラメータに関する説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付八 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定）
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６
５
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文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 ６
５
－
９
－
３

 
燃
料
プ
ー
ル
監
視
設
備
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限
 
③
 

燃
料
プ
ー
ル
監
視
設
備
 

燃
料
プ
ー
ル
監
視
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 
④
 

要
 
 
素
 
⑤
 

動
作
可
能
で
 

あ
る
べ
き
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
 

⑥
 

燃
料
プ
ー
ル
に
照
射

さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵

し
て
い
る
期
間
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

１
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

１
 

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）

（
Ｓ
Ａ
）
 

１
※
２
 

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

１
 

※
１
：
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
用
冷
却
設
備
を
含
む
。
 

※
２
：
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
は
，
高
レ
ン
ジ
お
よ
び
低
レ
ン
ジ
の
両
方
を
い
う
。
 

                     

 ①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
四
条
（
１
．
１
１
）
が
該
当
す
る
。
 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）
 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
燃
料
プ
ー
ル
監
視
設
備
の
所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
四
条
（
１
．
１
１
）
 

１
．
「
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）
」
と
し
て
，
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
又
は

注
水
機
能
が
喪
失
し
，
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
当
該
燃

料
プ
ー
ル
の
水
位
が
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
，
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
体
又
は
使
用
済
燃
料
を

冷
却
し
，
放
射
線
を
遮
蔽
し
，
及
び
臨
界
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等

を
定
め
る
）
こ
と
。
 

２
．
「
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）
」
と
し
て
，
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
の
大
量
の
水

の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
異
常
に
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
，
燃

料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
の
進
行
緩
和
，
及
び
臨
界
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な

設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

 ④
 
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視
の
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て

い
る
期
間
は
待
機
が
要
求
さ
れ
る
た
め
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ

た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
要
素
 

 

⑥
 
燃
料
プ
ー
ル
監
視
設
備
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
り
，
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
た
め
，
動
作

可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
各
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

要
 
 
素
 

項
 
 
目
 
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
燃
料
プ
ー
ル
水
位
 

・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
（
計
装
） 

燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間
に
お
い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

2.
燃
料
プ
ー
ル
水
位

（
Ｓ
Ａ
）
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
（
計
装
） 

燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間
に
お
い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

3.
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ

ア
放
射
線
モ
ニ
タ

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ

ン
ジ
）（

Ｓ
Ａ
）
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
（
計
装
） 

燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間
に
お
い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

4.
燃
料
プ
ー
ル
監
視

カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
 

機
能
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
（
計
装
） 

燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間
に
お
い
て
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

                    

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）
 

 
 
ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

 
 
項
目

1，
2，

3，
4
の
定
事
検
停
止
時
に
確
認
す
る
事
項
が
該
当
。
 

 
 

 
 
定
事
検
停
止
時
の
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
各
チ
ャ
ン

 

ネ
ル
と
同
様
，
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
ま
た
は
機
能
確
認
を
行
う
。
 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

 
 
項
目

1，
2，

3，
4
の
１
箇
月
に
１
回
確
認
す
る
事
項
が
該
当
。
 

 
 
 
 
項
目

1，
2，

3
に
つ
い
て
は
，
指
示
値
に
よ
り
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
の
確
認
（
振
切
れ
や
他
の

計
器
と
の
差
異
の
有
無
等
の
確
認
），

項
目

4
に
つ
い
て
は
，
映
像
確
認
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
の
確
認
を
行
う
。
頻
度
に
つ
い
て
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻

度
に
合
わ
せ
る
も
の
と
し
，
１
箇
月
に
１
回
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
１
つ
以
上
の

要
素
が
監

視

不
能
の
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
に

あ
る
こ
と
お
よ
び
水
温
が

65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.当

直
長
は
，
残
り
の
要
素
が
監
視
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

  

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。
 

燃
料
プ
ー
ル
監
視
設
備
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
燃
料
プ
ー
ル
監
視
設
備
が
動
作
不
能
と
な

っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。
 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 

A1
.当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 

A2
.燃

料
プ
ー
ル
の
水
位
お
よ
び
温
度
の
確
認
を
“
速
や
か
に
”
行
う
こ
と
に
よ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
に
異
常

が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

A3
.当

該
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
残
り
の
要
素
が
監
視
可
能
で

あ
る
こ
と
の
確
認
を
“
速
や
か
に
”
行
う
こ
と
に
よ
り
，
重
大
事
故
等
発
生
時
の
燃
料
プ
ー
ル
の
監

視
手
段
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。（

添
付
－
３
）
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8－4－45 

 

 

 

 

 

 

  

第4.3－4図 燃料プールの冷却等のための設備系統概要図（燃料プールの監視設備

による燃料プールの状態監視） 

 

中央制御室 

コ
ン
プ
レ
ッ
サ 

冷 

却 

器 

燃料プール監視 

カメラ用冷却設備 

 

 

使用済燃料

貯蔵ラック 

高
レ
ン
ジ 

低
レ
ン
ジ 

燃料プール 

燃料プール 

水位・温度（ＳＡ） 
燃料プール 

水位（ＳＡ） 

燃料プールエリア 

放射線モニタ（ＳＡ） 燃料プール監視 

カメラ（ＳＡ） 

原子炉建物付属棟 原子炉建物原子炉棟 

表示 

指示計 

指示計 

指示計 

  

   

 

信号系 
冷却空気 
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8－4－28 

可搬型スプレイノズルは，想定される重大事故等時において，燃料プー

ル内燃料体等を冷却し，放射線を遮蔽し，及び臨界を防止するために必要

な注水流量を有するもの及び燃料プール内燃料体等の損傷を緩和し，及び

臨界を防止することができるものとして１セット１個使用する。保有数は，

２セット２個に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックア

ップ用として１個の合計３個を保管する。 

燃料プール水位・温度（ＳＡ）は，想定される重大事故等時において変

動する可能性のある燃料プール上部から使用済燃料貯蔵ラック上端近傍ま

での範囲を測定できる設計とする。 

燃料プール水位（ＳＡ）は，想定される重大事故等時において変動する

可能性のある燃料プール上部から底部近傍までの範囲を測定できる設計と

する。燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）（ＳＡ）は，

想定される重大事故等時において変動する可能性のある範囲を測定できる

設計とする。 

燃料プール監視カメラ（ＳＡ）は，想定される重大事故等時において赤

外線機能により燃料プールの状況が把握できる設計とする。 

燃料プール冷却ポンプ及び燃料プール冷却系熱交換器は，設計基準対象

施設と兼用しており，設計基準対象施設としてのポンプ流量及び伝熱容量

が，想定される重大事故等時において，燃料プール内に貯蔵する使用済燃

料及びＭＯＸ新燃料から発生する崩壊熱を除去するために必要なポンプ流

量及び伝熱容量に対して十分であるため，設計基準対象施設と同仕様で設

計する。 

燃料プール冷却系で使用する原子炉補機代替冷却系の移動式代替熱交換

設備及び大型送水ポンプ車は，想定される重大事故等時において，燃料プ

ール冷却系熱交換器等で発生した熱を除去するために屋外の接続口を使用

する場合は，必要な伝熱容量及びポンプ流量を有する移動式代替熱交換設

備１セット１台と大型送水ポンプ車１セット１台を使用する。また，屋内

の接続口を使用する場合は，大型送水ポンプ車１セット１台を使用する。
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8－4－39 

第4.3－1表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様 

(1) 燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ），燃料プールスプレイ系（可搬型ス

プレイノズル） 

ａ．大量送水車 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉冷却材圧カバウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための設備

・原子炉格納容器内の冷却等のための設備

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備

・重大事故等の収束に必要となる水の供給設備

  型  式 ディフューザ形  

台  数 ２（予備１） 

容  量 168m3/h/台以上（吐出圧力0.85MPa[gage]において） 

120m3/h/台以上（吐出圧力1.4MPa[gage]において）

吐出圧力 0.85MPa[gage]～1.4MPa[gage]以上 

ｂ．可搬型スプレイノズル 

数  量 ２（予備１） 

ｃ．常設スプレイヘッダ 

数  量 １ 

(2) 原子炉建物放水設備

ａ．大型送水ポンプ車 

「第9.7－1表 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための設備の主要機器

仕様」に記載する。 

ｂ．放水砲 

「第9.7－1表 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための設備の主要機器

仕様」に記載する。 

(3) 燃料プール監視設備

ａ．燃料プール水位・温度（ＳＡ） 
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8－4－40 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備）

個  数 １（検出点７箇所） 

計測範囲 水位 －1,000～6,710mm※１

（ＥＬ.34,518mm～ＥＬ.42,228mm） 

温度 ０～150℃ 

※１：基準点は使用済燃料貯蔵ラック上端（ＥＬ.35,518mm） 

ｂ．燃料プール水位（ＳＡ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備）

個  数 １ 

計測範囲 －4.30～7.30ｍ※２（ＥＬ.31,218mm～ＥＬ.42,818mm） 

※２：基準点は使用済燃料貯蔵ラック上端（ＥＬ.35,518mm） 

ｃ．燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）（ＳＡ） 

第8.1－2 表 放射線管理設備（重大事故等時）の主要機器仕様に記載する。 

ｄ．燃料プール監視カメラ（ＳＡ）（燃料プール監視カメラ用冷却設備を含む。） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備）

個  数 １ 

(4) 燃料プール冷却系

ａ．ポンプ 

台  数 １（予備１） 

容  量 約200m3/h/台 

全 揚 程 約88m 

ｂ．熱交換器 

基  数 １（予備１） 

伝熱容量 約1.9MW 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書　添付 八
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8－8－24 

(2) プロセス放射線モニタリング設備

ａ．格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装

・計装設備（重大事故等対処設備）

・放射線管理設備（通常運転時等）

個  数    ２ 

計測範囲    10－２～10５Sv/h 

ｂ．格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェンバ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装

・計装設備（重大事故等対処設備）

・放射線管理設備（通常運転時等）

個  数    ２ 

計測範囲    10－２～10５Sv/h 

ｃ．第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備）

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備

高レンジ 

個  数 ２ 

計測範囲 10－２～10５Sv/h 

低レンジ 

個  数 １ 

計測範囲 10－３～10４mSv/h 

(3) エリア放射線モニタリング設備

ａ．燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）（ＳＡ） 

兼用する設備は以下のとおり。 
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8－8－25 

・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備

・計装設備（重大事故等対処設備）

高レンジ 

個  数 １ 

計測範囲 10１～10８mSv／h 

低レンジ 

個  数 １ 

計測範囲 10－３～10４mSv／h 

ｂ．可搬式エリア放射線モニタ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所（重大事故等時）

種  類 半導体式検出器 

計測範囲 0.001～999.9mSv／h 

台  数 １（予備１） 
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8－6－120 

第
6.
4
－
3
表
 

代
替
パ

ラ
メ
ー
タ

に
よ
る

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の

推
定

（
1
7／

17
）

 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替

パ
ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

燃 料 プ ー ル の 監 視  

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
燃

料
プ
ー

ル
水
位

・
温
度

（
Ｓ
Ａ

）
 

②
燃

料
プ

ー
ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ
（

高
レ

ン

ジ
・

低
レ
ン

ジ
）
（

Ｓ
Ａ

）
 

③
燃

料
プ
ー

ル
監
視

カ
メ
ラ

（
Ｓ
Ａ

）
 

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に

よ
り

燃
料
プ

ー
ル
水

位
を
推

定
す
る
。
 

②
燃

料
プ
ー

ル
エ
リ

ア
放
射

線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）（

Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
水
位
を
推
定

す
る

。
 

③
燃

料
プ
ー

ル
監
視

カ
メ
ラ

（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
監
視
す
る
。
 

推
定

は
，
燃

料
プ
ー

ル
水
位

・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
燃

料
プ
ー

ル
水
位

（
Ｓ
Ａ

）
 

②
燃

料
プ

ー
ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ
（

高
レ

ン

ジ
・

低
レ
ン

ジ
）
（

Ｓ
Ａ

）
 

③
燃

料
プ
ー

ル
監
視

カ
メ
ラ

（
Ｓ
Ａ

）
 

①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
に

よ
り

水
位
・

温
度
を

推
定
す

る
。
 

②
燃

料
プ
ー

ル
エ
リ

ア
放
射

線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）（

Ｓ
Ａ
）
に
て
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
判
断

し
た

後
，
燃

料
プ
ー

ル
の
水

位
を
推
定
す
る
。
 

③
燃

料
プ
ー

ル
監
視

カ
メ
ラ

（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
監
視
す
る
。
 

推
定

は
，
燃

料
プ
ー

ル
水
位

（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。
 

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
燃

料
プ
ー

ル
水
位

（
Ｓ
Ａ

）
 

①
燃

料
プ
ー

ル
水
位

・
温
度

（
Ｓ
Ａ

）
 

②
燃

料
プ
ー

ル
監
視

カ
メ
ラ

（
Ｓ
Ａ

）
 

①
燃

料
プ
ー

ル
エ
リ

ア
放
射

線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）（

Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合

は
，
燃

料
プ
ー

ル
水
位
（

Ｓ
Ａ
）
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
て
水
位
を
計
測
し
た
後
，
水
位
と

放
射

線
率
の

関
係
に

よ
り
放

射
線
量
率
を
推
定
す
る
。
 

②
燃

料
プ
ー

ル
監
視

カ
メ
ラ

（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
監
視
す
る
。
 

推
定

は
，
燃

料
プ

ー
ル
を

直
接
監
視
す
る
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
を

優
先

す
る
。
 

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
燃

料
プ
ー

ル
水
位

（
Ｓ
Ａ

）
 

①
燃

料
プ
ー

ル
水
位

・
温
度

（
Ｓ
Ａ

）
 

①
燃

料
プ

ー
ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ
（

高
レ

ン

ジ
・

低
レ
ン

ジ
）
（

Ｓ
Ａ

）
 

①
燃

料
プ
ー

ル
監
視

カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
），

燃

料
プ

ー
ル
水

位
・
温

度
（
Ｓ

Ａ
），

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）（

Ｓ
Ａ
）

に
て

，
燃
料

プ
ー
ル

の
状
態

を
推
定
す
る
。
 

※
１
：
代

替
パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

※
２
：［

 
］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ
の

常
用
計

器
（
耐

震
性
又
は
耐

環
境
性

等
は
な

い
が
，

監
視
可

能
で
あ
れ
ば

発
電
用

原
子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
 

      
 

 

673

171606
タイプライターテキスト
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171606
タイプライターテキスト
代替パラメータに関する説明
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保安規定第６５条 

表６５－１０「発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための設備」 

６５－１０－１「大気への放射性物質の拡散抑制，航空機燃料火災への泡消火」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 表
６
５
－
１
０

 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
 

 ６
５
－
１
０
－
１
 
大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
，
航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限

 
③
 

原
子
炉
建
物
放
水
設
備
 

原
子
炉
建
物
放
水
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

１
台
 

放
水
砲
 

１
台
 

泡
消
火
薬
剤
容
器
 

５
個
 

燃
料
補
給
設
備
 

※
２
 

※
１
：
必
要
な
ホ
ー
ス
を
含
む
。
 

※
２
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
６
 
燃
料
補
給
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

 

                  

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
四
条
（
１
．
１
１
）
 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
五
条
（
１
．
１
２
）
が
該
当
す
る
。
 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。
 

 ②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）
 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ

る
原
子
炉
建
物
放
水
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係

る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
四
条
（
１
．
１
１
）
 

「
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

(
手
順
等

)」
と
し
て
，
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
の
大
量
の
漏
え

い
そ
の
他
の
原
因
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
異
常
に
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
，
燃
料
プ
ー
ル

内
の
燃
料
集
合
体
の
損
傷
の
進
行
緩
和
，
お
よ
び
臨
界
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る

(手
順
等
を
定
め
る
)こ

と
。
 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
五
条
（
１
．
１
２
）
 

「
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備

(手
順
等

)」
と
し
て
，
炉
心
の
著

し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
著
し
い
損

傷
に
至
っ
た
場
合
に
お
い
て
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

を
設
け
る
(手

順
等
を
定
め
る
)
こ
と
。
 

 ・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
等

を
定
め
る
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故

等
の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
供

給
す
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。
 

 

④
 
原
子
炉
建
物
放
水
設
備
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
ま
た
は
燃
料
プ
ー

ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
著
し
い
損
傷
に
よ
り
発
電
所
外
へ
放
射
性
物
質
が
拡
散
す
る
こ
と
の
抑
制
お

よ
び
航
空
機
衝
突
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災
の
泡
消
火
の
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納

容
器
破
損
に
至
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
の
状
態
お
よ
び
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間
に
お
い
て
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運

転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

 

⑥
 
原
子
炉
建
物
放
水
設
備
で
あ
る
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
，
放
水
砲
お
よ
び
泡
消
火
薬
剤
容
器

は
，
１
Ｎ
要

求
設
備
で
あ
り
，
大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
ま
た
は
航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
対
応
に
対
し
て
，

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
お
よ
び
放
水
砲
は
そ
れ
ぞ
れ
１
セ
ッ
ト
１
台
な
ら
び
に
泡
消
火
薬
剤
容
器
は
１
セ

ッ
ト
５
個
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

1．
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
起
動
し
，
吐
出
圧
力

1.
34
MP
a[
ga
ge
]以

上
，

流
量
が

1,
32
0m

3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

課
長
 

（
タ
ー
ビ
ン
）
 

2．
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
箇
月
に
１
回
 

課
長
 

（
タ
ー
ビ
ン
）
 

3．
放
水
砲
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
箇
月
に
１
回
 

課
長
 

（
タ
ー
ビ
ン
）
 

4．
泡
消
火
薬
剤
容
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
泡
消
火
薬
剤
の

備
蓄
量
が

64
6Ｌ

以
上
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
箇
月
に
１
回
 

課
長
 

（
保
修
管
理
）
 

                            

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）
 

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1
が
該
当
。
 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻

度
の
考
え
方
に
基
づ
き
１
年
に
１
回
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

 

確
認
す
る
吐
出
圧
力
お
よ
び
流
量
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
記
載
に
基
づ
き
設
定

す
る
。（

添
付
－
２
）
 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2，
3，

4
が
該
当
。
 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度

の
考
え
方
に
基
づ
き
３
箇
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

確
認
す
る
備
蓄
量
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
記
載
に
基
づ
き
設
定
す
る
。
 

（
添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

A.
原
子
炉
建
物
放
水

設
備
が
動
作
不
能

の
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
残
留
熱
除
去
系
１
系
列
を
起
動
し

,

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
３
と
と
も

に
，
そ
の
他
の
設
備

※
４
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
水
位
付
近
に
あ
る
こ
と
お
よ
び
水
温
が

65
℃
以
下

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.課

長
（
タ
ー
ビ
ン
）
ま
た
は
課
長
（
保
修
管
理
）

は
，
代
替
措
置

※
５
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A4
.課

長
（
タ
ー
ビ
ン
）
ま
た
は
課
長
（
保
修
管
理
）

は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

   ３
日
間
 

   １
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

A.
原
子
炉
建
物
放
水

設
備
が
動
作
不
能

の
場
合
 

A1
.課

長
（
タ
ー
ビ
ン
）
ま
た
は
課
長
（
保
修
管
理
）
は
，

当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
水
位
付
近
に
あ
る
こ
と
お
よ
び
水
温
が

65
℃
以
下

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.課

長
（
タ
ー
ビ
ン
）
ま
た
は
課
長
（
保
修
管
理
）

は
，
代
替
措
置

※
５
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

※
３
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
４
：
残
り
の
残
留
熱
除
去
系
２
系
列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

※
５
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。
 

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
条
件
を
記
載
す
る
。
 

原
子
炉
建
物
放
水
設
備
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
設
備
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た

場
合
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。
 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
 

A1
．，

A2
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
，
原
子
炉
建

物
放
水
設
備
は
緩
和
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。

こ
の
た
め
，
当
該
設
備
に
期
待
す
る
機
能
で
あ
る
「
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格

納
容
器
の
破
損
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
著
し
い
損
傷
に
至
っ
た
場
合
に

お
い
て
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
」
こ
と
の
前
段
階
で
あ
る
原
子
炉

格
納
容
器
破
損
防
止
お
よ
び
燃
料
プ
ー
ル
の
健
全
性
確
保
の
観
点
で
最
も
実
効
的
な
設
計
基

準
事
故
対
処
設
備
を
確
認
対
象
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
，
具
体
的
に
は
残
留
熱
除
去
系

（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
，
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
，
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
お
よ
び
水
温
が
保
安
規
定
第
５
４
条
（
燃

料
プ
ー
ル
の
水
位
お
よ
び
水
温
）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
制
限
値
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

 

A3
.当

該
系
統
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
可
搬
型
ポ
ン
プ
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場

合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 

A4
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
代
替
措
置
を
実
施
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ

上
限
の
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 

B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

 

【
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
】
 

A1
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 A2
.【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
2.
と
同
様
。
 た

だ
し
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交

換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

 A3
.【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
3
.と

同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交

換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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第
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要
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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化学消防自動車等による泡消火（小型放水砲を使用しない場合） 

化学消防自動車等による泡消火（小型放水砲を使用する場合） 

大型送水ポンプ車及び放水砲による泡消火 

第 1.12－12 図 航空機燃料火災への対応の概要図

小型動力ポンプ付水槽車 

化学消防自動車※ 

消火栓等の水利 

防波壁 

海水 

放水砲 

防波壁 

海水 

泡消火薬剤 

大型送水ポンプ車 

小型動力ポンプ付水槽車 

消火栓等の水利 

化学消防自動車 

小型放水砲 

泡消火薬剤 

防波壁 

 海水 

海水も使用可能 

海水も使用可能 

※：化学消防自動車は泡消火薬剤を貯蔵するタンク

があるが，化学消防自動車使用時に適宜タンク

内へ泡消火薬剤容器の泡消火薬剤の補給も可能 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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は，他の設備から独立して保管及び使用することで，他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。なお，放射性物質吸着材は，透過性を考慮した設

計とすることで，雨水排水路集水桝等からの溢水により他の設備に悪影響

を及ぼさない設計とする。また，仮に閉塞した場合においても，放射性物

質吸着材の吊り上げ等によって流路を確保することができる設計とする。 

放水砲は，放水砲の使用を想定する重大事故等時において必要となる屋

外の他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

大型送水ポンプ車及び放水砲は，輪留めによる固定等をすることで，他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

大型送水ポンプ車は，飛散物となって他の設備に悪影響を及ぼさない設

計とする。 

9.7.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

原子炉建物放水設備である大型送水ポンプ車及び放水砲は，想定される

重大事故等時において，大気への放射性物質の拡散抑制又は航空機燃料火

災への対応に対して，移動等ができる設計とし，放水砲による直状放射に

より原子炉建物の最高点である屋上に放水又は噴霧放射により広範囲に放

水するために必要な容量を有するものを１セット１台使用する。保有数は，

１セット１台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックア

ップ用として１台の合計２台を保管する。 

原子炉建物放水設備である泡消火薬剤容器は，航空機燃料火災に対応す

るため，大型送水ポンプ車に接続することで泡消火できるものを１セット

５個に加えて，泡消火薬剤容器の破損時及び保守点検による待機除外時の

バックアップ用として１個を保管する。 

海洋拡散抑制設備である放射性物質吸着材は，想定される重大事故等時

において，海洋への放射性物質の拡散を抑制するため，雨水排水路集水桝

３箇所に設置する。保有数は，各設置場所に対して１組を保管する。 

海洋拡散抑制設備であるシルトフェンスは，想定される重大事故等時に

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す 

680

198973
長方形

198973
下線

198973
下線

198973
下線

198973
下線

198973
下線



8－9－77 

第9.7－1表 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための設備の 

主要機器仕様 

(1) 原子炉建物放水設備

a. 大型送水ポンプ車

兼用する設備は以下のとおり。

・燃料プールの冷却等のための設備

台  数 １（予備１） 

容  量 1,800m3/h/台 

吐出圧力 1.4MPa[gage] 

b. 放水砲

兼用する設備は以下のとおり。

・燃料プールの冷却等のための設備

台  数 １（予備１）

c. 泡消火薬剤容器

個  数 ５（予備１） 

容  量 1,000L/個 

(2) 海洋拡散抑制設備

a. 放射性物質吸着材

(a) 雨水排水路集水桝（No.３排水路）用

個  数 １組/箇所 

(b) 雨水排水路集水桝（２号炉放水槽南）用

個  数 １組/箇所

(c) 雨水排水路集水桝（２号炉廃棄物処理建物南）用

個  数 １組/箇所

b. シルトフェンス

(a) ２号炉放水接合槽用

本  数 ２（予備２）※１ 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す 

681

198973
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3.3 原子炉建物放水設備 

名 称 大型送水ポンプ車 

容 量 m3/h/個 1320 以上 (1800) 

吐 出 圧 力 MPa 1.34 以上（1.20） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 

最 高 使 用 温 度 ℃ 

原 動 機 出 力 kW/個 

個 数 ― 1（予備 1） 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

 重大事故等時に核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

（原子炉建物放水設備）として使用する大型送水ポンプ車は，以下の機能を有する。 

大型送水ポンプ車は，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損又は燃料プール内燃料体

等の著しい損傷に至った場合において工場等外への放射性物質の拡散を抑制するために設置

する。 

系統構成は，大気への放射性物質の拡散を抑制するための重大事故等対処設備として使用す

る場合においては，大型送水ポンプ車により海水をホースを経由して放水砲から原子炉建物へ

放水できる設計とする。放水砲は，設置場所を任意に設定し，複数の方向から原子炉建物に向

けて放水できる設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（原子炉建物放水設備）として使用する大型送水ポンプ車は，以下の機能を有する。 

大型送水ポンプ車は，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損又は燃料プール内燃料体

等の著しい損傷に至った場合において工場等外への放射性物質の拡散を抑制するために設置

する。 

系統構成は，大気への放射性物質の拡散を抑制するための重大事故等対処設備として使用す

る場合においては，大型送水ポンプ車により海水をホースを経由して放水砲から原子炉建物へ

放水できる設計とする。また，原子炉建物周辺における航空機衝突による航空機燃料火災に対

応するための重大事故等対処設備として使用する場合においては，大型送水ポンプ車及び泡消

火薬剤容器により海水と泡消火薬剤を混合しながら，ホースを経由して放水砲から原子炉建物

周辺へ放水できる設計とする。放水砲は，設置場所を任意に設定し，複数の方向から原子炉建

物に向けて放水できる設計とする。 

設備仕様
関連箇所を下線にて示す 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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【設 定 根 拠】（続き） 

1. 容量の設定根拠

大型送水ポンプ車を重大事故等において使用する場合の容量は，原子炉建物屋上へ放水で

きる容量を基に設定する。 

大気への放射性物質の拡散を抑制するために必要となる大型送水ポンプ車の容量は，図 1

から図 5に示すとおり，1320m3/h で原子炉建物北西側，西側，南西側，南側又は南東側から

放水することにより原子炉建物屋上へ網羅的な放水が可能である。また，原子炉建物周辺に

おける航空機衝突による航空機燃料火災に対応するために必要となる大型送水ポンプ車の容

量についても，図 6 から図 10に示すとおり，1320m3/h で原子炉建物北西側，西側，南西側，

南側又は南東側から放水することにより原子炉建物屋上へ網羅的な放水が可能である。 

以上より，大型送水ポンプ車容量は，1320m3/h/個以上とする。 

  公称値については，要求される容量以上である 1800m3/h/個とする。 

(1) 原子炉建物に対する放水曲線（放射性物質拡散抑制として使用する場合）

図 1 原子炉建物北西側から東向きの放水曲線 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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【設 定 根 拠】（続き） 

図 2 原子炉建物西側から東向きの放水曲線 

図 3 原子炉建物南西側から北向きの放水曲線 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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【設 定 根 拠】（続き） 

図 4 原子炉建物南側から北向きの放水曲線 

図 5 原子炉建物南東側から北向きの放水曲線 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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【設 定 根 拠】（続き） 

(2) 原子炉建物に対する放水曲線（航空機燃料火災への対応として使用する場合）

図 6 原子炉建物北西側から東向きの放水曲線 

図 7 原子炉建物西側から東向きの放水曲線 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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【設 定 根 拠】（続き） 

図 8 原子炉建物南西側から北向きの放水曲線 

図 9 原子炉建物南側から北向きの放水曲線 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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【設 定 根 拠】（続き） 

図 10 原子炉建物南東側から北向きの放水曲線（1／2） 

図 10 原子炉建物南東側から北向きの放水曲線（2／2） 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 吐出圧力の設定根拠

大型送水ポンプ車の吐出圧力は，２号取水槽から取水し，敷地西側を経由して原子炉建物南

東側から放水する場合の放水砲吐出端における必要圧力，静水頭，ホース圧損，ホース湾曲に

よる影響，機器類圧損を基に設定する。 

① 放水砲吐出端における必要圧力 ：約  MPa 

② 静水頭 ：約 0.07 MPa 

③ ホース＊圧損   ：約 0.23 MPa 

④ ホース＊湾曲による影響   ：約 0.01 MPa

⑤ 機器及び配管＊圧損 ：約 0.23 MPa 

⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 1.34 MPa

以上より，原子炉建物屋上又は原子炉建物周辺に放水する場合の吐出圧力は，1.34MPa 以上

とする。 

注記＊：以下の配管・ホースを使用する。 

・大型送水ポンプ車入口ライン取水用 20m，5m，1m ホース

・大型送水ポンプ車出口ライン送水用 50m，5m，2m ホース

・放水砲

公称値については，設計段階で使用点として設定をしている 1.20MPa とする。 

3. 最高使用圧力の設定根拠

大型送水ポンプ車を重大事故等時において使用する場合の圧力は，当該ポンプの供給ライン

の仕様を踏まえポンプ吐出圧力を電気的に MPa に制限することから，その制限値である

MPa とする。 

4. 最高使用温度の設定根拠

大型送水ポンプ車を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等対策の有効性

評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において使用している海水の温度 30℃を

上回る ℃とする。 

5. 原動機出力の設定根拠

大型送水ポンプ車の原動機出力は，定格流量である 1800m3/h，定格吐出圧力 1.20MPa 時の軸

動力を基に設定する。 

大型送水ポンプ車の流量が 1320m3/h，吐出圧力が MPa，その時の当該ポンプの必要軸

動力は約 600kW となる。 

以上より，大型送水ポンプ車の原動機出力は，必要軸動力 600kW を上回る kW/個とする。 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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【設 定 根 拠】（続き） 

6. 個数の設定根拠

大型送水ポンプ車（原動機含む。）は，重大事故等対処設備として海水をホースを経由して

放水砲から原子炉建物へ放水するために必要な個数である 1セット 1個に，故障時及び保守点

検による待機除外時のバックアップ用として予備 1個（原子炉冷却施設のうち原子炉補機冷却

設備（原子炉補機代替冷却系）の大型送水ポンプ車（原子炉補機代替冷却系用）の予備 1個を

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備（原子炉建物放水設

備）の予備として兼用）を分散して保管する。 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書

690

180656
下線



97 

名 称 放水砲 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.40 

最 高 使 用 温 度 ℃ 

外 径 mm 

個 数 ― 1（予備 1） 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本配管は，大型送水ポンプ車出口ライン送水用 50m，5m，2m ホースに接続する可搬型配管

であり，重大事故等対処設備として，大型送水ポンプ車により海水を原子炉建物へ放水する

ために設置する。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，原子炉建物屋上へ放水することを

考慮し MPa に調整して使用するため，調整した圧力 MPa を上回る 1.40MPa とする。 

2. 最高使用温度の設定根拠

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，大型送水ポンプ車の重大事故等時

における使用温度と同じ ℃とする。 

3. 外径の設定根拠

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，圧力損失上許容できる外径を選定

する。 

大型送水ポンプ車により海水を原子炉建物へ放水する場合については，大型送水ポンプ車

の 2．吐出圧力の設定根拠の配管圧損算出条件である mm， mm 及び mm とす

る。 

4. 個数の設定根拠

本配管の保有数は，重大事故等対処設備として，大型送水ポンプ車より海水を原子炉建物

へ放水するために必要な個数である 1 セット 1 個に，故障時及び保守点検によるバックアッ

プ用として予備 1個とし，分散して保管する。 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1
-5
-2
 R
1E
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2.3 泡消火薬剤容器 

名 称 泡消火薬剤容器 

容 量 ℓ 5000（予備 1000） 

個 数 － 5（予備 1） 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（原子炉建物放水設備）として使用する泡消火薬剤容器は，以下の機能を有する。 

泡消火薬剤容器は，原子炉建物周辺における航空機衝突による航空機燃料火災に対応する 

ために設置する。 

系統構成は，原子炉建物周辺における航空機衝突による航空機燃料火災に対応するために，

大型送水ポンプ車により海水を泡消火薬剤と混合しながら，ホースを経由して放水砲から原

子炉建物周辺へ放水できる設計とする。 

1. 容量

泡消火薬剤の容量は，空港に配備されるべき防災レベル等について記載されている，国際

民間航空機関（ＩＣＡＯ）発行の空港業務マニュアル（第 1 部）（以下「空港業務マニュア

ル」という。）を基に設定する。

設定に当たっては，空港業務マニュアルで離発着機の大きさにより空港カテゴリーが定め

られており，最大であるカテゴリー10を適用する。また，保有している泡消火薬剤は，1％水

成膜泡消火薬剤であり，空港業務マニュアルでは性能レベルＢに該当する。 

空港カテゴリー10 かつ性能レベルＢの泡消火薬剤に要求される混合溶液の放射量は

11200ℓ/min であり，発泡に必要な水の量は 32300ℓ である。 

必要な泡消火薬剤は 32300ℓ×1％＝323ℓ に対して，空港業務マニュアルでは 2倍の量 323ℓ

×2＝646ℓ を保有することが規定されている。 

以上より，必要保有量 646ℓ に対して，5000ℓ を泡消火薬剤の容量として設定し，故障時の

予備用として 1000ℓ の計 6000ℓ を保管する。 

2. 個数

泡消火薬剤容器（容量 1000ℓ/個）の保有数は，航空機衝突による航空機燃料火災に対応す

るために必要な泡消火薬剤を保管できる 5個及び予備 1個の計 6個保管する。 

添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書
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保安規定第６５条 

表６５－１０「発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための設備」 

６５－１０－２「海洋への放射性物質の拡散抑制」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（設置箇所） 

  （２）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 ６
５
－
１
０
－
２
 
海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限
 
③
 

海
洋
拡
散
抑
制
設
備
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 
④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数

 
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

小
型
船
舶
 

１
台
 

２
号
炉
放
水
接
合
槽
用
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス

※
１
 

２
本
 

輪
谷
湾
用
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス

※
２
 

３
２
本
 

放
射
性
物
質
吸
着
材
 

30
80
kg

※
３
 

※
１
：
２
号
炉
放
水
接
合
槽
用
（
高
さ
１
０
ｍ
×
幅
１
０
ｍ
）
 

※
２
：
輪
谷
湾
用
（
高
さ
７
～
２
０
ｍ
（
１
重
目
は
計
１
６
本
（
高
さ
約
７
ｍ
：
３
本
，
約
１
０
ｍ
：
１
本
，

約
１
２
ｍ
：
２
本
，
約
１
４
ｍ
：
１
本
，
約
１
５
ｍ
：
２
本
，
約
１
６
ｍ
：
１
本
，
約
１
７
ｍ
：
１

本
，
約
１
８
ｍ
：
１
本
，
約
１
９
ｍ
：
２
本
，
約
２
０
ｍ
：
２
本
），

２
重
目
は
計
１
６
本
（
高
さ

約
７
ｍ
：
３
本
，
約
１
０
ｍ
：
１
本
，
約
１
３
ｍ
：
２
本
，
約
１
５
ｍ
：
１
本
，
約
１
６
ｍ
：
１
本
，

約
１
７
ｍ
：
２
本
，
約
１
８
ｍ
：
１
本
，
約
１
９
ｍ
：
２
本
，
約
２
０
ｍ
：
３
本
）。
）
×
幅
２
０
ｍ
） 

※
３
：
雨
水
排
水
路
集
水
桝
（
Ｎ
ｏ
．
３
排
水
路
）
用
（
22
80
kg
），

雨
水
排
水
路
集
水
桝
（
２
号
炉
放
水

槽
南
）
用
（
10
0k
g）

お
よ
び
雨
水
排
水
路
集
水
桝
（
２
号
炉
廃
棄
物
処
理
建
物
南
）
用
（
70
0k
g）
 

     （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

1.
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て
，
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
箇
月
に
１
回
 

課
長
（
土
木
）
 

2.
小
型
船
舶
に
つ
い
て
，
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
箇
月
に
１
回
 

課
長
（
放
射
線
管

理
）
 

3.
放
射
性
物
質
吸
着
材
に
つ
い
て
，
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
箇
月
に
１
回
 

課
長
（
土
木
）
 

  

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
五
条
（
１
．
１
２
）
が
該
当
す
る
。
 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）
 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ

る
海
洋
拡
散
抑
制
設
備
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変

更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
五
条
（
１
．
１
２
）
 

「
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備

(
手
順
等

)
」
と
し
て
，
炉
心
の
著

し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
著
し
い
損

傷
に
至
っ
た
場
合
に
お
い
て
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

を
設
け
る
(手

順
等
を
定
め
る
)
こ
と
。
 

 ④
 
海
洋
拡
散
抑
制
設
備
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル

内
の
燃
料
集
合
体
等
の
著
し
い
損
傷
に
よ
り
発
電
所
外
へ
放
射
性
物
質
が
拡
散
す
る
こ
と
の
抑
制
の
た

め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
破
損
に
至
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
の
状
態
お
よ
び
燃

料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か

ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
」
と

す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

 

⑥
 
小
型
船
舶
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
り
，
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
た
め
，
１
台
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
，
所
要
数
を
１
台
と
す
る
。
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
。
高
さ
１
０
ｍ
×
幅
１
０
ｍ
の
も
の
は
，
２
号
炉
放
水

接
合
槽
に
，
１
本
で
１
組
と
し
て
２
組
（
２
本
）
設
置
す
る
た
め
，
所
要
数
は
２
本
と
す
る
。
高
さ
７

～
２
０
ｍ
×
幅
２
０
ｍ
の
も
の
は
，
輪
谷
湾
に
，
１
６
本
で
１
組
と
し
て
２
組
（
３
２
本
）
設
置
す
る

た
め
，
所
要
数
を
３
２
本
と
す
る
。
 

放
射
性
物
質
吸
着
材
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
り
，
雨
水
排
水
路
集
水
桝
（
Ｎ
ｏ
．
３
排
水
路
）
の
１

箇
所
（

22
80
kg
／
箇
所
）
，
雨
水
排
水
路
集
水
桝
（
２
号
炉
放
水
槽
南
）
の
１
箇
所
（

1
0
0k
g
／
箇
所
）

お
よ
び
雨
水
排
水
路
集
水
桝
（
２
号
炉
廃
棄
物
処
理
建
物
南
）
の
１
箇
所
（
7
00
k
g／

箇
所
）
の
計
３
箇

所
に
設
置
す
る
。
所
要
数
は
合
計
の

30
8
0k
g
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
 

   

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

２
）
 

 ａ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

1，
2，

3
が
該
当
。
 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度

の
考
え
方
に
基
づ
き
３
箇
月
に
１
回
，
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

こ
れ
ら
の
設
備
に
つ
い
て
は
，
３
箇
月
に
１
回
の
外
観
点
検
等
に
よ
り
，
必
要
な
機
能
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

A.
海
洋
拡
散
抑
制

設
備

が
所
要
数

を
満

足
し

て
い

な
い
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
残
留
熱
除
去
系
１
系
列
を
起
動
し
，

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
４
と
と
も

に
，そ

の
他
の
設
備

※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
水
位
付
近
に
あ
る
こ
と
お
よ
び
水
温
が

65
℃
以
下

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.課

長
（
土
木
）
ま
た
は
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，

代
替
措
置

※
６
を
検
討
し
，原

子
炉
主
任
技
術
者
の

確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A4
.課

長
（
土
木
）
ま
た
は
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，

当
該
設
備
を
使
用
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

   ３
日
間
 

   １
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求

さ
れ

る
措

置
を

完
了

時
間

内
に

達
成

で
き

な
い

場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

A.
海
洋
拡
散
抑
制

設
備

が
所
要
数

を
満

足
し

て
い

な
い
場
合
 

A1
.課

長
（
土
木
）
ま
た
は
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，

当
該
設
備
を
使
用
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
水
位
付
近
に
あ
る
こ
と
お
よ
び
水
温
が

65
℃
以
下

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.課

長
（
土
木
）
ま
た
は
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，

代
替
措
置

※
６
を
検
討
し
，原

子
炉
主
任
技
術
者
の

確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

※
４
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
５
：
残
り
の
残
留
熱
除
去
系
２
系
列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

※
６
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。
 

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
お
よ
び
小
型
船
舶
，
放
射
性
物
質
吸
着
材
は
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
所
要
数

が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。
 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
)，
（
３
））

 

【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
 

A1
.，

A2
.
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
，
原
子
炉
建

物
放
水
設
備
は
緩
和
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。

こ
の
た
め
，
当
該
設
備
に
期
待
す
る
機
能
で
あ
る
「
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格

納
容
器
の
破
損
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
著
し
い
損
傷
に
至
っ
た
場
合
に

お
い
て
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
」
こ
と
の
前
段
階
で
あ
る
原
子
炉

格
納
容
器
破
損
防
止
お
よ
び
燃
料
プ
ー
ル
の
健
全
性
確
保
の
観
点
で
最
も
実
効
的
な
設
計
基

準
事
故
対
処
設
備
を
確
認
対
象
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
，
具
体
的
に
は
残
留
熱
除
去
系

（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
，
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
，
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
お
よ
び
水
温
が
保
安
規
定
第
５
４
条
（
燃

料
プ
ー
ル
の
水
位
お
よ
び
水
温
）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
制
限
値
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

 

A3
.当

該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
代
替
船
舶
，
フ
ェ
ン
ス
ま
た
は
吸
着
材
の
補
充
も
し
く

は
発
電
所
岸
壁
付
近
へ
の
船
舶
の
係
留
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未

満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 

A4
.当

該
設
備
を
使
用
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
代
替
措
置
を
実
施
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ

上
限
の
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 

B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

 

【
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
】

 

A1
.当

該
設
備
を
使
用
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 A2
.【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A2
.と

同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交

換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

 

A3
.【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A3
.と

同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交

換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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第
1.

1
2－

8
図
 

シ
ル

ト
フ
ェ
ン

ス
設
置

位
置

図
 

輪
谷
湾

 

２
号
炉
放
水
接
合
槽

 
【
凡
例
】

 

：
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス

 

３
号
炉

 

２
号
炉

 
１
号
炉

 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
設
置
箇
所

赤
枠
に
て
示
す

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補1
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現
場

の
状
況

に
よ
り
，
小
型
船
舶
運
搬
ル
ー
ト
を
変
更

す
る

。
 

第
1.

1
2－

9
図
 

小
型

船
舶
の
保

管
場
所

及
び

運
搬

ル
ー

ト
 

緊
急
時
対
策
所
 

２
号

炉
原
子

炉
建
物
 

小
型
船
舶

 
：
１

台
 

第
４

保
管
エ
リ
ア
（

EL
8
.5
m）

 

小
型

船
舶

（
予
備
）：

１
台
 

第
１

保
管
エ

リ
ア
（

EL
5
0m
）
 

【
凡
例
】

 ：
小
型
船
舶
運
搬
ル
ー
ト

 

：
小
型
船
舶
使
用
場
所
（
着
水
場
所
） 

：
緊
急
時
対
策
所

 

：
構
内
保
管
場
所

 

：
２
号
炉
原
子
炉
建
物

 

荷
揚

場
 

小
型
船
舶
設
置
箇
所

赤
枠
に
て
示
す

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補1
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補足-019 工事計画に係る補足説明資料 

（設備別記載事項の設定根拠に関する説明書） 

2023 年 6 月 

中国電力株式会社 

島根原子力発電所第２号機 審査資料 

資料番号   NS2-補-019 改 09 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

 放射性物質吸着材
設置箇所
赤枠にて示す 

添付-1-(2) 設計及び工事計画認可申請書
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変
更
前

変
更
後

図 1 海洋への放射性物質の拡散抑制（放射性物質吸着材） 設置位置図

添付-1-(2) 設計及び工事計画認可申請書
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は，他の設備から独立して保管及び使用することで，他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。なお，放射性物質吸着材は，透過性を考慮した設

計とすることで，雨水排水路集水桝等からの溢水により他の設備に悪影響

を及ぼさない設計とする。また，仮に閉塞した場合においても，放射性物

質吸着材の吊り上げ等によって流路を確保することができる設計とする。 

放水砲は，放水砲の使用を想定する重大事故等時において必要となる屋

外の他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

大型送水ポンプ車及び放水砲は，輪留めによる固定等をすることで，他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

大型送水ポンプ車は，飛散物となって他の設備に悪影響を及ぼさない設

計とする。 

9.7.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

原子炉建物放水設備である大型送水ポンプ車及び放水砲は，想定される

重大事故等時において，大気への放射性物質の拡散抑制又は航空機燃料火

災への対応に対して，移動等ができる設計とし，放水砲による直状放射に

より原子炉建物の最高点である屋上に放水又は噴霧放射により広範囲に放

水するために必要な容量を有するものを１セット１台使用する。保有数は，

１セット１台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックア

ップ用として１台の合計２台を保管する。 

原子炉建物放水設備である泡消火薬剤容器は，航空機燃料火災に対応す

るため，大型送水ポンプ車に接続することで泡消火できるものを１セット

５個に加えて，泡消火薬剤容器の破損時及び保守点検による待機除外時の

バックアップ用として１個を保管する。 

海洋拡散抑制設備である放射性物質吸着材は，想定される重大事故等時

において，海洋への放射性物質の拡散を抑制するため，雨水排水路集水桝

３箇所に設置する。保有数は，各設置場所に対して１組を保管する。 

海洋拡散抑制設備であるシルトフェンスは，想定される重大事故等時に

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す 
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おいて，海洋への放射性物質の拡散を抑制するため，設置場所に応じた高

さ及び幅を有する設計とする。保有数は，各設置場所の幅に応じて必要な

本数計 34 本に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアッ

プ用として各設置場所に対して２本を保管する。 

海洋拡散抑制設備である小型船舶は，想定される重大事故等時において，

設置場所にシルトフェンスを設置するために対応できる容量として，１セ

ット１台使用する。保有数は，１セット１台に加えて，故障時及び保守点

検による待機除外時のバックアップ用として１台の合計２台を保管する。 

9.7.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

原子炉建物放水設備又は海洋拡散抑制設備である大型送水ポンプ車，放

水砲，泡消火薬剤容器，放射性物質吸着材，シルトフェンス及び小型船舶

は，屋外に保管及び設置し，想定される重大事故等時における環境条件を

考慮した設計とする。 

大型送水ポンプ車，放水砲及び泡消火薬剤容器の接続及び操作は，想定

される重大事故等時において，設置場所で可能な設計とする。 

小型船舶の操作は，想定される重大事故等時において，設置場所で可能

な設計とする。 

大型送水ポンプ車，放水砲及び放射性物質吸着材は，使用時に海水を通

水するため，海水影響を考慮した設計とする。 

大型送水ポンプ車は，海水を直接取水する際の異物の流入防止を考慮し

た設計とする。 

シルトフェンスは海に設置し，小型船舶は海で使用するため，耐腐食性

材料を使用する設計とする。 

9.7.2.5 操作性の確保 

基本方針については，「1.1.7.4 操作性及び試験・検査性について」に

示す。 

原子炉建物放水設備又は海洋拡散抑制設備である大型送水ポンプ車，放

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八
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第9.7－1表 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための設備の 

主要機器仕様 

(1) 原子炉建物放水設備

a. 大型送水ポンプ車

兼用する設備は以下のとおり。

・燃料プールの冷却等のための設備

台  数 １（予備１） 

容  量 1,800m3/h/台 

吐出圧力 1.4MPa[gage] 

b. 放水砲

兼用する設備は以下のとおり。

・燃料プールの冷却等のための設備

台  数 １（予備１）

c. 泡消火薬剤容器

個  数 ５（予備１） 

容  量 1,000L/個 

(2) 海洋拡散抑制設備

a. 放射性物質吸着材

(a) 雨水排水路集水桝（No.３排水路）用

個  数 １組/箇所 

(b) 雨水排水路集水桝（２号炉放水槽南）用

個  数 １組/箇所

(c) 雨水排水路集水桝（２号炉廃棄物処理建物南）用

個  数 １組/箇所

b. シルトフェンス

(a) ２号炉放水接合槽用

本  数 ２（予備２）※１ 

設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
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高  さ 10m 

幅 10m/本 

※１ １本の二重構造

(b) 輪谷湾用

本  数 32（予備２）※２ 

高  さ ７～20m 

幅 20m/本 

※２ 16本の二重構造

c. 小型船舶

台  数 １（予備１） 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八
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2. 設定根拠に関する説明書（別添）

2.1 シルトフェンス 

名 称 
シルトフェンス

一重目 二重目 

高 さ＊1，＊2 

注記＊1：1本当たりの 

長さを示す。 

＊2：（ ）は個数を

示す。 

２号機放水接合槽 m 
約 10（1） 約 10（1） 

予備 約 10（2） 

輪谷湾 m 

約 7（3） 約 7（3） 

約 10（1） 約 10（1） 

約 12（2） － 

－ 約 13（2） 

約 14（1） － 

約 15（2） 約 15（1） 

約 16（1） 約 16（1） 

約 17（1） 約 17（2） 

約 18（1） 約 18（1） 

約 19（2） 約 19（2） 

約 20（2） 約 20（3） 

予備 約 20（2） 

幅＊1 

２号機放水接合槽 m 
約 10 約 10 

予備 約 10 

輪谷湾 m 
約 20 約 20 

予備 約 20 

個 数 － 34（予備 4） 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

（海洋拡散抑制設備）として使用するシルトフェンスは，以下の機能を有する。 

シルトフェンスは，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損又は燃料プール内の燃料

体等の著しい損傷に至った場合において工場等外への放射性物質の拡散を抑制するために設

置する。 

シルトフェンスは，設置場所に応じた高さ及び幅を有し，汚染水が発電所から海洋に流出

する 2 箇所（２号機放水接合槽及び輪谷湾）に設置できる設計とし，輪谷湾は可搬型である

小型船舶により設置できる設計とする。 
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重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（海洋拡散抑制設備）として使用するシルトフェンスは，以下の機能を有する。 

シルトフェンスは，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損又は燃料プール内の燃料

体等の著しい損傷に至った場合において工場等外への放射性物質の拡散を抑制するために設

置する。 

シルトフェンスは，設置場所に応じた高さ及び幅を有し，汚染水が発電所から海洋に流出

する 2 箇所（２号機放水接合槽及び輪谷湾）に設置できる設計とし，輪谷湾は可搬型である

小型船舶により設置できる設計とする。 

1. 高さ

1.1 ２号機放水接合槽 

２号機放水接合槽に設置するシルトフェンスを重大事故等時において使用する場合の高

さは，満潮時の高さを考慮しても，海底（EL 約-8.0m）まで届く高さである約 10m（2 本）

とする。 

また，予備の高さは約 10m（2本）とする。 

1.2 輪谷湾 

輪谷湾に設置するシルトフェンスを重大事故等時において使用する場合の高さは，満潮

時の高さを考慮しても，海底（EL約-18～-5m）まで届く高さである約 7～20m（一重目は計

16 本（高さ約 7m：3 本，約 10m：1 本，約 12m：2本，約 14m：1本，約 15m：2 本，約 16m：

1 本，約 17m：1本，約 18m：1 本，約 19m：2 本，約 20m：2 本），二重目は計 16 本（高さ

約 7m：3 本，約 10m：1 本，約 13m：2 本，約 15m：1 本，約 16m：1 本，約 17m：2 本，約

18m：1 本，約 19m：2 本，約 20m：3 本）。）とする。 

また，予備の高さは約 20m（2本）とする。 

2. 幅

2.1 ２号機放水接合槽 

２号機放水接合槽に設置するシルトフェンスを重大事故等時において使用する場合の幅

は，２号機放水接合槽付近を囲うために必要な約 9.7m を上回る約 10m とする。 

シルトフェンスは二重に設置するため，1 本あたりの幅が約 10m のシルトフェンス 1 本

により，２号機放水接合槽に必要な約 9.7m を上回る約 10m の幅に設置する。 

また，予備の幅は約 10m とする。 

2.2 輪谷湾 

輪谷湾に設置するシルトフェンスを重大事故等時において使用する場合の幅は，輪谷湾

付近を囲うために必要な約 300m を上回る約 320m とする。 
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シルトフェンスは二重に設置するため，1本あたりの幅が約 20m のシルトフェンス 16 本

により，輪谷湾に必要な約 300m を上回る約 320m の幅に設置する。 

また，予備の幅は約 20m とする。 

3. 個数

シルトフェンスは，重大事故等対処設備として各設置場所を囲うために必要な個数に加え，

放射性物質拡散抑制機能の信頼性向上のために二重に設置する。シルトフェンスの 1 本あた

りの幅は，２号機放水接合槽は約 10m，輪谷湾は約 20m であることから，２号機放水接合槽は

1セット 2本，輪谷湾は 1セット 32 本，合計 34本を必要個数とする。 

また，破れ等の破損時のバックアップとして各設置場所に対して予備 2 本を確保すること

から，合計 4本を予備として保管する。 
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2.2 小型船舶 

名 称 小型船舶 

個 数 － 1（予備 1） 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に放射線管理施設として使用する小型船舶は，以下の機能を有する。 

小型船舶は，重大事故等が発生した場合に発電所等及びその周辺（発電所等の周辺海域を

含む。）において発電用原子炉施設から放出される放射性物質の濃度及び放射線量を監視し，

及び測定し，並びにその結果を記録することができる設備を施設するために設置する。 

重大事故等時に核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

（海洋拡散抑制設備）として使用する小型船舶は,以下の機能を有する。 

小型船舶は，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損又は燃料プール内の燃料体等の

著しい損傷に至った場合において工場等外への放射性物質の拡散を抑制するために設置す

る。 

小型船舶は，海洋への放射性物質の拡散を抑制するため，輪谷湾にシルトフェンスを設置

できる設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（海洋拡散抑制設備）として使用する小型船舶は，以下の機能を有する。 

小型船舶は，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損又は燃料プール内の燃料体等の

著しい損傷に至った場合において工場等外への放射性物質の拡散を抑制するために設置す

る。 

小型船舶は，海洋への放射性物質の拡散を抑制するため，輪谷湾にシルトフェンスを設置

できる設計とする。 

1. 個数

小型船舶は重大事故等対処設備に必要な個数として，故障時及び保守点検時のバックアッ

プ用として予備 1 台を含めた合計 2 台（放射線管理施設の小型船舶，核燃料物質の取扱施設

及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備（海洋拡散抑制設備）の小型船舶及び原

子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（海洋拡

散抑制設備）の小型船舶と兼用）を第１保管エリア及び第４保管エリアに分散して保管する。 
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2.4 放射性物質吸着材 

名 称 放射性物質吸着材 

重 量 

雨水排水路集水桝 

（No.３排水路） 
kg 約 2280 

予備 約 2280 
雨水排水路集水桝 

（２号機放水槽南） 
kg 約 100 

雨水排水路集水桝 

（２号機廃棄物処理建物南） 
kg 約 700 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

（海洋拡散抑制設備）として使用する放射性物質吸着材は，以下の機能を有する。 

放射性物質吸着材は，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損又は燃料プール内の燃

料体等の著しい損傷に至った場合において工場等外への放射性物質の拡散を抑制するために

設置する。 

可搬型である放射性物質吸着材は，雨水排水路等に流入した汚染水が通過する際に放射性

物質を吸着できるよう，雨水排水路集水桝 3箇所に使用時に設置できる設計とする。 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（海洋拡散抑制設備）として使用する放射性物質吸着材は，以下の機能を有する。 

放射性物質吸着材は，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損又は燃料プール内の燃

料体等の著しい損傷に至った場合において工場等外への放射性物質の拡散を抑制するために

設置する。 

可搬型である放射性物質吸着材は，雨水排水路等に流入した汚染水が通過する際に放射性

物質を吸着できるよう，雨水排水路集水桝 3箇所に使用時に設置できる設計とする。 

1. 重量

1.1 雨水排水路集水桝（No.３排水路） 

放射性物質吸着材を重大事故等時において使用する場合の重量は，設置する雨水排水路

集水桝に設置可能な量でかつ，放水によって生じた汚染水が排水可能な形状の体積と密度

を基に設定する。 
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設置場所の寸法及び放射性物質吸着材密度から算出した約 2280kg を必要な重量とする。

また，故障時のバックアップとして，雨水排水路集水桝（No.３排水路）で必要となる放

射性物質吸着材と同じ重量の約 2280kg を予備として確保する。 

1.2 雨水排水路集水桝（２号機放水槽南） 

雨水排水路集水桝（２号機放水槽南）の重量は，設置場所の寸法及び放射性物質吸着材

密度から算出した約 100kg を必要な重量とする。 

1.3 雨水排水路集水桝（２号機廃棄物処理建物南） 

雨水排水路集水桝（２号機廃棄物処理建物南）の重量は，設置場所の寸法及び放射性物

質吸着材密度から算出した約 700kg を必要な重量とする。 
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保安規定第６５条 

表６５－１１「重大事故等の収束に必要となる水の供給設備」 

６５－１１－１「重大事故等収束のための水源」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 
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れ
る
設
備
 

 

⑥
 
原
子
炉
運
転
中
の
有
効
性
評
価
の
う
ち
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
量
低
下
量
が
最
も
大
き
い
「

高

圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失
」
に
お
い
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
量
は
初
期
か
ら
最
大
で
約

1
80

ｍ
３
低
下
す
る
。
従
っ
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
停
止
レ
ベ
ル
に
こ
の
低
下
分
を
加
算
し
た
「
66
0

ｍ
３
」
を
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
の
保
安
規
定
に
定
め
る
運
転
上
の
制
限
の
所

要
値
と
す
る
。
 

原
子
炉
停
止
中
の
有
効
性
評
価
の
う
ち
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
量
低
下
量
が
最
も
大
き
い
「
全

交
流
動
力
電
源
喪
失
」
に
お
い
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
補
給
に
期
待
で
き
る
場
合
，
低
圧

原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
量
は
初
期
か
ら
最
大
で
約

4
1ｍ

３
低
下
す
る
。
従
っ
て
，
原
子
炉
の
状
態
が
冷
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

    （
２
）
 確

認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

１
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換

※
１
に
お
い
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
量
を

確
認
す
る
。
 

２
４
時
間
に
１
回
 

当
直
長
 

※
１
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

A.
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
槽
の
水
量
が

所
要
値
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合
 

A1
.
当
直
長
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水

位
が
第
４
６
条
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.
当
直
長
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
を

水
源
と
し
た
非
常
用
炉
心
冷
却
系
３
系
列
を

起
動
し

,
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
※
２
。
 

お
よ
び
 

A3
.
課
長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な

機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
３
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A4
.当

直
長
は
，
当
該
設
備
の
水
量
を
復
旧
す
る
。 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

    ３
日
間
 

   ３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

     

温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉

水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉
内

か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
で
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン

プ
停
止
レ
ベ
ル
に
上
記
の
水
位
低
下
分
を
加
算
し
た
「

5
2
0ｍ

３
」
を
保
安
規
定
に
定
め
る
運
転
上
の
制

限
の
所
要
値
と
す
る
。（

添
付
－
１
）
 

  

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）
 

ａ
．
水
量
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

確
認
頻
度
は
，
保
安
規
定
第
４
６
条
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
位
）
の
確
認
頻
度
が
「
２

４
時
間
に
１
回
」
で
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
，
そ
れ
を
準
用
し
た
対
応
と
す
る
。
 

     ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
量
が
所
要
量
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。
 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
 

A1
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。「

設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
は

「
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
し
た
対
応
」
に
対
し
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
を
“
機
能
喪
失

を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
 

 A2
．
A1
．
の
確
認
に
加
え
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
を
水
源
と
し
た
系
統
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
）
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
 

 A3
．
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
量
が
所
要
値
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
に
は
，
大
量
送
水
車
を
用
い

た
外
部
か
ら
の
補
給
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 
 
な
お
，
速
や
か
に
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
補
給
で
き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
，
大
量
送
水
車
を

設
置
す
る
等
の
補
完
措
置
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
含
む
。
 

 
 
 移

送
に
つ
い
て
の
準
備
時
間
に
つ
い
て
は
６
５
－
１
１
－
３
（
海
水
移
送
設
備
）
参
照
。
 

 A4
．
当
該
設
備
の
水
量
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対

処
設
備
が
動
作
可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 B1
．，

B2
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

  

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
４
 

A.
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
槽
の
水
量
が

所
要
値
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
当
該
設
備
の
水
量
を
復
旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.
当
直
長
は
，
第
４
０
条
で
要
求
さ
れ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
を
水
源
と
し
た
非
常

用
炉
心
冷
却
系
に
つ
い
て
，
１
系
列
を
起
動

し
,
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
２

と
と
も
に
，
残
り
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
５
。
 

お
よ
び
 

A3
.
課
長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な

機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
３
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

      速
や
か
に
 

※
２
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
３
：
大
量
送
水
車
を
用
い
た
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
移
送
手
段
を
い
い
，
速
や
か
に
低
圧
原
子
炉

代
替
注
水
槽
へ
補
給
で
き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
，
大
量
送
水
車
を
設
置
す
る
等
の
補
完
措
置
が
完

了
し
て
い
る
こ
と
を
含
む
。
 

※
４
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

※
５
：「

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

  【
冷
温
停
止
，
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位

が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料

が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）】

 

A1
．
当
該
設
備
の
水
量
を
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 A2
．【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A2
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
冷
温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全

燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。 

 A3
．【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
3．

と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
冷
温
停
止
お
よ

び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉
内
か

ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
“
速
や
か
に
”

と
す
る
。
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8－5－64 

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上）は，他の設備と電気的

な分離を行うことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

大量送水車は，通常時は接続先の系統と分離して保管し，重大事故等時

に接続，弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とすること

で，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

大量送水車は，輪留めによる固定等をすることで，他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。 

大量送水車は，飛散物となって他の設備に悪影響を及ぼさない設計とす

る。 

5.7.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

低圧原子炉代替注水槽は，想定される重大事故等時において，代替淡水

源又は海を使用するまでの間に必要な容量を有する設計とする。 

サプレッション・チェンバは，設計基準対象施設と兼用しており，設計

基準対象施設としての保有水量での水頭が，想定される重大事故等時にお

いて，高圧原子炉代替注水系で使用する高圧原子炉代替注水ポンプ及び残

留熱代替除去系で使用する残留熱代替除去ポンプの必要有効吸込水頭の確

保に必要な容量に対して十分であるため，設計基準対象施設と同仕様で設

計する。 

海水取水用として使用する大量送水車は，想定される重大事故等時にお

いて，重大事故等の収束に必要となる十分な量の水の供給が可能な容量を

有するものを１セット１台使用する。保有数は２セット２台に加えて，故

障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として１台の合計３

台を分散して保管する。 

送水用として使用する大量送水車は，想定される重大事故等時において，

重大事故等の収束に必要となる十分な量の水の供給が可能な容量を有する

ものを１セット１台使用する。保有数は２セット２台に加えて，故障時及

所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八

714

198973
長方形

198973
下線

198973
下線



8－5－89 

第 5.7－1 表 重大事故等の収束に必要となる水の供給設備の主要機器仕様 

(1) 低圧原子炉代替注水槽

基 数  １ 

容   量  約1,230 m3 

主要部材質  鉄筋コンクリート 

(2) サプレッション・チェンバ

第9.1－1表 一次格納施設主要仕様に記載する。 

(3) ほう酸水貯蔵タンク

第6.1.2－3表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。

(4) 構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上）

台   数  １

(5) 大量送水車

ａ．送水用 

第4.3－1表 燃料プールの冷却等のための設備主要機器仕様に記載する。 

b．海水取水用 

型式 ディフューザ形 

台数 ２（予備１） 

容量 168m3/h/台以上（吐出圧力 0.85MPa[gage]において） 

120m3/h/台以上（吐出圧力 1.4MPa[gage]において） 

吐出圧力 0.85MPa[gage]～1.4MPa[gage]以上 

設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す 

添付-1-(2) 設置変更許可申請書 添付八
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保安規定第６５条 

表６５－１１「重大事故等の収束に必要となる水の供給設備」 

６５－１１－２「低圧原子炉代替注水槽への移送設備」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 ６
５
－
１
１
－
２
 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
移
送
設
備

 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限

 
③
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
へ
の
移
送
設
備
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
），

輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
お
よ
び
海
か
ら
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
槽
へ
水
を
移
送
す
る
た
め
の
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
２
 

大
量
送
水
車
 

※
３
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
 

※
４
 

燃
料
補
給
設
備
 

※
５
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
，
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成
が
で
き
る
こ

と
を
い
う
。
 

※
２
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

※
３
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
９
－
１

 
大
量
送
水
車
）
お
よ
び
第
６
５
条
（
６
５
－
１
１
－
３

 
海
水
移

送
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
４
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
１
－
１

 
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等

を
定
め
る
。
 

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
６
 
燃
料
補
給
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

        （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

（
項
目
な
し
）
 

―
 

―
 

       

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
六
条
（
１
．
１
３
）
が
該
当
す
る
。
 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）
 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
移
送
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規

定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
六
条
（
１
．
１
３
）
 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
設
備

(
手
順
等

)
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大

事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
（
想

定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備

か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る

た
め
に
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，

想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た

め
に
必
要
な
設
備
に
供
給
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

 
 
 

④
 
移
送
先
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
（
６
５
－
１
１
－
１
「
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」）

が

要
求
さ
れ
る
期
間
と
同
様
に
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止

お
よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料

が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）」

と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

３
（
１
））

 

 
 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

 ⑥
 
本
表
の
主
要
な
設
備
に
つ
い
て
は
，
す
べ
て
他
表
に
て
設
定
す
る
こ
と
か
ら
，
確
認
事
項
に
つ
い
て
は
記

載
し
な
い
。
運
転
上
の
制
限
で
あ
る
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成

が
で
き
な
い
場
合
の
措
置
と
し
て
，
要
求
さ
れ
る
措
置
を
記
載
す
る
。
 

 ＜
参
考
＞
大
量
送
水
車
 

大
量
送
水
車
が
下
記
の
性
能
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
行
為
は
，
「
６
５
－
１
９
－
１

 
大
量
送
水

車
」
に
記
載
す
る
。
 

 大
量
送
水
車
を
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
補
給
に
使
用
す
る
場
合
の
容

量
お
よ
び
吐
出
圧
力
を
以
下
に
示
す
。
 

 【
必
要
容
量
】
 

格
納
容
器
破
損
防
止
対
策
の
有
効
性
評
価
解
析
（
設
置
変
更
許
可
申
請
書
添
付
十
）
の
う
ち
，「

崩
壊
熱
除

去
機
能
喪
失
（
残
留
熱
除
去
系
が
故
障
し
た
場
合
）」

に
お
い
て
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
低
圧
原
子
炉

代
替
注
水
槽
へ
の
供
給
流
量
が

1
2
0m

3 /
h
で
あ
る
こ
と
か
ら
，

1
20
m3
/h

以
上
と
す
る
。
 

 

【
吐
出
圧
力
】
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
補
給
す
る
場
合
の
静
水
頭
，
ホ
ー
ス
直
接
敷
設
の
圧
損
等
を
基
に
吐
出
圧
力

は
，
0.
33

MP
a[
ga
ge

]以
上
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 
⑦
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑧
 

完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

A.
低

圧
原

子
炉

代
替

注

水
槽

へ
の

移
送

設
備

が
動
作
不
能
の
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
量

が
６

５
－

１
１

－
１

の
所

要
値

以
上

で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
代
替
措
置

※
６
を
検
討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   ３
日
間
 

   １
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る

措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
７
 

A.
 低

圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽

へ
の

移
送

設
備

が
動
作
不
能
の
場
合
 

A1
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
量
が

69
0
ｍ

３
以
上
と
な
る
よ
う
に

補
給
す
る
，
ま
た
は
当
直
長
は
，
69
0ｍ

３
以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び
 

A3
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
代
替
措
置

※
６
を
検
討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

※
６
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。
 

※
７
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

 

 ⑦
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。
 

２
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
大
量
送
水
車
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
ま
た
は
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い

る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成
が
で
き
な
い
場
合
（
条
件
Ａ
）
は
，
当
該
系
統
の
機
能
を
満
足
で

き
な
い
こ
と
か
ら
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。
 

 ⑧
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
 

A1
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
に
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
，
当
該
設
備
に
は
設
計

基
準
事
故
対
処
設
備
に
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。
こ
の
た
め
，
移
送
先
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
槽
（
６
５
－
１
１
－
１
「
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」）

が
所
要
水
量
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

 

A2
．
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
配
管
・
機
器
類
の

補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準

事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と

す
る
。
 

 

A3
．
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
代
替
措
置
を
実
施
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ

Ｔ
上
限
の
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 

B1
．，

B
2．

既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

 【
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉

水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉
内

か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）】

 

A1
．【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
3．

と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
冷
温
停
止
お

よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
（
１
）
原
子
炉
水

位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉

内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
“
速
や
か

に
”
と
す
る
。
 

 

A2
．【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
1．

と
同
様
の
考
え
方
で
あ
る
が
，
補
給
ま
た
は
確

認
す
る
水
位
は
，
原
子
炉
停
止
中
の
有
効
性
評
価
「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
」
に
お
い
て
，
低
圧

原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
補
給
に
期
待
し
な
く
て
も
注
水
に
使
用
し
て
い
る
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
ポ
ン
プ
が
停
止
す
る
こ
と
が
な
い
水
量
水
位
で
あ
る

6
9
0
m3
以
上
と
す
る
。
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
槽
へ
の
補
給
に
つ
い
て
は
，
大
量
送
水
車
等
の
補
給
可
能
設
備
に
て
実
施
す
る
。
完
了
時

間
は
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た

は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
で
あ
る
こ

と
か
ら
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

A3
．【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
2．

と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
冷
温
停
止
お

よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
（
１
）
原
子
炉
水

位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉

内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
実
施
す

る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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1.13－307 

第
1
.
1
3
－

1
4
図
 

輪
谷

貯
水
槽
（

西
１
）

及
び

輪
谷
貯
水

槽
（
西

２
）

を
水

源
と

し
た

 

大
量
送
水

車
に
よ

る
低

圧
原
子
炉

代
替
注

水
槽

へ
の

補
給

 
概

要
図

 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

6
5
-
1
9
-
1
に

て
整

理

6
5
-
1
1
-
2
の
範
囲

（
6
5
-
1
9
-
1
に
て
整
理
）

720

198973
長方形

198973
多角形



1.13－311 

第
1
.
1
3
－

1
8
図

 
海

を
水
源
と
し

た
大
量

送
水

車
及
び
大

型
送
水

ポ
ン

プ
車
又
は

大
量

送
水

車
（

２
台

）
に

よ
る

 

低
圧

原
子

炉
代
替

注
水

槽
へ
の
補

給
 

概
要
図

 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

6
5
-
1
1
-
3
に

て
整

理

6
5
-
1
9
-
1
に
て
整
理

6
5
-
1
1
-
2
の
範
囲

（
6
5
-
1
1
-
3
お
よ
び
6
5
-
1
9
-
1
に

て
整
理
）

721

198973
多角形
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多角形



保安規定第６５条 

表６５－１１「重大事故等の収束に必要となる水の供給設備」 

６５－１１－３「海水移送設備」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

 ６
５
－
１
１
－
３
 
海
水
移
送
設
備
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 

目
 
②
 

運
転
上
の
制
限
 
③
 

海
水

移
送
設
備
 

海
水
移
送
設
備
２
系
列

※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用

さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

④
 

設
 

備
 

⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

大
量
送
水
車
 

１
台
×
２

※
２
 

燃
料
補
給
設
備
 

※
３
 

※
１
：
１
系
列
と
は
，
大
量
送
水
車
１
台
お
よ
び
必
要
な
ホ
ー
ス
を
い
う
。

 

※
２
：
大
量
送
水
車
は
，

第
１
保
管
エ
リ
ア
お
よ
び
第
４
保
管
エ
リ
ア
に
分
散
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

※
３
：
第
６
５
条
（

６
５
－
１
２
－
６
 
燃
料
補
給
設
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

                           

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
六
条
（
１
．
１
３
）
が
該
当
す
る
。

 

 大
量

送
水
車

に
は

送
水
用

お
よ

び
海

水
取

水
用

が
あ
り

，
海

水
取

水
用

の
大

量
送
水

車
に

つ
い

て
は

，

本
項
の
「
６
５
－
１
１
－
３
 
海
水
移
送
設
備
」
に
て
整
理
す
る
。

 

 一
方
，
送
水
用
の
大
量
送
水
車
に
つ
い
て
は
，「

６
５
－
１
９
－
１
 

大
量
送
水
車
」
に
て
整
理
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以

下
の

条
文

要
求

が
運
転

段
階

に
お

い
て

も
維

持
で
き

る
よ

う
，

可
搬

型
重

大
事
故

等
対

処
設

備
で

あ

る
海
水
移
送
設
備
２
系
列
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係

る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
六
条
（
１
．
１
３
）

 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
設
備

(手
順
等

)」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大
事

故
等

に
対
処

す
る
た

め
の
水
源

と
し

て
必

要
な
量

の
水
を
貯

留
す

る
た

め
の
設

備
を
設
け

る
（

想
定

さ
れ

る
重
大

事
故
等

に
対
処
す

る
た

め
の

水
源
と

し
て
必
要

な
量

の
水

を
貯
留

す
る
た
め

の
設

備
か

ら
，

想
定
さ

れ
る
重

大
事
故
等

に
対

処
す

る
た
め

に
必
要
な

設
備

に
必

要
な
量

の
水
を
供

給
す

る
た

め
に

必
要
な

手
順
等

を
定
め
る

）
こ

と
，

及
び
海

そ
の
他
の

水
源

（
前

項
の
水

源
を
除
く

）
か

ら
，

想
定

さ
れ
る

重
大
事

故
等
の
収

束
に

必
要

な
量
の

水
を
取
水

し
，

当
該

重
大
事

故
等
に
対

処
す

る
た

め
に
必
要
な
設
備
に
供
給
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

 
 

 

④
 
海

水
移
送

設
備

に
つ

い
て

は
，

重
大
事

故
等

対
処

設
備

に
対

し
て
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要
と

な
る
十

分
な

量
の

水
を

供
給

す
る

た
め

に
必
要

な
設

備
で

あ
り

，
重

大
事
故

等
が

発
生

す
る

可
能

性
の
あ

る
原
子

炉
の

状
態

に
お

い
て

待
機

が
必

要
な
設

備
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
は
「

運
転
，

起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止

お
よ
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３

（
１
））

 

 
 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 

⑥
 
大

量
送
水

車
は

，
可

搬
型

重
大

事
故
等

対
処

設
備

の
う

ち
可

搬
型
代

替
注

水
設

備
（

原
子

炉
建
物

の
外
か

ら
水

を
供

給
す

る
も

の
）

で
あ

り
２
Ｎ

要
求

設
備

で
あ

る
。

重
大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な
る

十
分
な

量
の
水
の
供
給
に
必
要
と
な
る
台
数
１
セ
ッ
ト
１
台
と
し
て
，
２
セ
ッ
ト
２
台
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安

規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

 （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

1.
大

量
送

水
車

の
性
能
確
認
を
実
施
し
，
以
下
を
満
足
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

（
１
）
吐
出
圧
力
が

0.
99
MP
a[
ga
ge
]以

上
，
流
量
が

12
0m

3 /
h/
台
以
上
。 

（
２
）
吐
出
圧
力
が

0.
42
MP
a[
ga
ge
]以

上
，
流
量
が

15
0m

3 /
h/
台
以
上
。 

１
年
に
１
回
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

2.
大
量
送

水
車
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 
３
箇
月
に
１
回
 

課
長
 

（
原
子
炉
）
 

                                 

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

２
）

 

 ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1
が
該
当
。

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度

の
考
え
方
に
基
づ
き
１
年
に
１
回
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

 

海
水

取
水
用

の
大

量
送
水

車
に

必
要

な
吐

出
圧

力
・
流

量
は

，
下

記
の

と
お

り
各
手

段
で

求
め

ら
れ

る

機
能

毎
に
異

な
る

。
性
能

確
認

と
し

て
は

，
輪

谷
貯
水

槽
（

西
１

）
ま

た
は

輪
谷
貯

水
槽

（
西

２
）

へ

の
水

の
移
送

ま
た

は
取
水

し
た

海
水

の
大

量
送

水
車
へ

の
移

送
に

使
用

し
た

場
合
に

お
い

て
，

必
要

な

吐
出
圧
力
・
流
量
を
確
保
で
き
る
値
を
確
認
す
る
。
（
添
付
－
２
）
 

 大
量
送
水
車
 
公
称
値
（
吐
出
圧
力

0.
85
MP
a[
ga
ge
]以

上
・
流
量

1
6
8
m3
/h

以
上
）
 

系
 
統
 

機
 
能
 

必
要
台
数
 

(
最
大
数
)【

台
】 

Ｎ
=必

要
台
数
 

必
要
吐
出
圧
力

【
MP
a[
ga
ge
]】

 

必
要
流
量

 

【
m3
/h
】

 

海
水
移
送
設
備

 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）

ま
た

は
輪

谷
貯

水
槽

（
西
２
）
へ
の
水
の
移

送
 

１
（
２
Ｎ
）
 

0
.
99

以
上
 

1
20

以
上

 

取
水

し
た

海
水

の
大

量
送
水
車
へ
の
移
送

※
 

１
（
２
Ｎ
）
 

0
.
42

以
上

 
1
50

以
上

 

※
：
取
水
し
た
海
水
を
大
量
送
水
車
に
送
水
す
る
場
合
の
手
段
の
う
ち
，
吐
出
圧
力
お
よ
び
流
量
が

最
大
と
な
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
と
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
を
同
時
に
使
用
す
る
場

合
 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2
が
該
当
。

 

「
保

安
規
定

変
更
に

係
る
基
本

方
針

」
の

重
大
事

故
等
対
処

設
備

の
サ

ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
頻

度
の

考
え

方
に
基
づ
き
可
搬
型
設
備
は
３
箇
月
に
１
回

，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

A.
動
作
可
能
な
海

水
移

送
設

備
が

２
系

列

未
満

１
系

列
以

上

の
場
合
 

  

A1
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
残
り
の
海
水
移
送
設

備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水

位
が

第
４

６
条

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
を

確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.当

直
長
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
量

が
６

５
－

１
１

－
１

の
所

要
値

以
上

で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A4
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
代
替

措
置

※
４
を
検

討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A5
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   １
０
日
間
 

   ３
０
日
間
 

 

B.
動
作
可
能
な
海

水
移

送
設

備
が

１
系

列

未
満
の
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
水

位
が

第
４

６
条

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
を

確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
量

が
６

５
－

１
１

－
１

の
所

要
値

以
上

で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B3
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
代
替

措
置

※
４
を
検

討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
。
 

お
よ
び
 

B4
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   ３
日
間
 

   １
０
日
間
 

      

 ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

海
水
移
送
設
備
は
，
２
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
に
お
い

て
は
，
動
作
可
能
な
系
列
数
が
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
）
と
な
っ
た
場
合
と
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を

条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

 

原
子
炉
の
状
態
が
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
に
お
い
て
は
，
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
）
と
１
Ｎ
未
満
と

で
要
求
さ
れ
る
措
置
が
同
様
と
な
る
た
め
，
２
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】

 

A1
．
動
作
可
能
な
海
水
移
送
設
備
が
２
系
列
未
満
１
系
列
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
残
り
の
海
水
移
送

設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
動
作
確
認
の
結
果
，

動
作
可
能
な

海
水
移
送
設
備

が
１
系
列
以
上
の
場
合
に
は
，
条
件
Ａ
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を
継
続
し
て
実
施
し
，
１
系
列
未
満

の
場
合
に
は
条
件
Ｂ
へ
移
行
し
，
条
件
Ｂ
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
。
な
お
，
完
了
時
間

は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 

 

A2
．，

A3
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
等
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設

置
変

更
許

可
申

請
書

（
添

付
書

類
十
）
」

技
術

的
能
力

で
整
理

し
た

機
能

喪
失
を

想
定

す

る
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
等

で
あ

る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
お
よ
び
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
槽
が
該
当
し
，
保
安
規
定
第
４
６
条
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
位
）
お
よ
び
６

５
－
１
１
－
１
（
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
）
に
定
め
る
水
位
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

 

A
4
．
動
作
不
能
と
な
っ

た
重
大
事

故
等
対
処

設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代

替
措
置
を
検
討
し
，
原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す
る
。

完
了

時
間

は
設

計
基

準
事
故

対
処

設
備

が
動

作
可

能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
））

で
あ
る
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 

代
替
措
置
は
代
替
品
の
補
充
（
可
搬
型
ポ
ン
プ
の
補
充
等
）
ま
た
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
お
よ

び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
か
ら
の
移
送
が
可
能
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
い
う
。
な
お
，
輪
谷
貯
水

槽
（
西
１
）
お
よ
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
か
ら
の
移
送
が
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
，
大
量
送
水

車
を
使
用
し
た
移
送
が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
大
量
送
水
車
か
ら
の
移
送
に
つ
い
て
は
，
海
か
ら

の
移
送
と
同
じ
で
あ

る
こ
と
か
ら
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
は
不
要
で
あ
る
。（

添
付
－
３
）

 

 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
お
よ
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
か
ら
の
移
送

 

・
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
お
よ
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
移
送
（
準
備

時
間
約

2
時
間

10
分
）
 

・
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
お
よ
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
低
圧
原
子
炉

代
替
注
水
槽
へ
の
補
給
（
準
備
時
間
約

2
時
間

1
0
分
）
 

 

海
か
ら
の
移
送
 

・
海
を
水
源
と
し
た
移
送
（
準
備
時
間
約

2
時
間

10
分
）
 

・
海
を
水
源
と
し
た
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
補
給
（
準
備
時
間
約

2
時
間

10

分
）
 

 

A5
．

当
該
系

統
を
動

作
可
能
な

状
態

に
復

旧
す
る

。
完
了
時

間
は

代
替

措
置
を

実
施
し
た

場
合

の
Ａ

Ｏ
Ｔ
上
限
（
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
））

の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

       

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
で

要
求
さ
れ
る
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

C1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

A.
動
作
可
能
な
海

水
移

送
設

備
が

２
系

列

未
満
の
場
合
 

A1
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
. 
課

長
（

原
子

炉
）

は
，

低
圧

原
子

炉
代

替

注
水

槽
水

量
が

69
0
ｍ

３
以
上

と
な

る
よ

う

に
補
給
す
る
，
ま
た
は
当
直
長
は
，
69
0ｍ

３

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.課

長
（
原
子
炉
）
は
，
代
替

措
置

※
４
を
検

討

し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
ま
た
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
お
よ
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
か
ら
の
移
送
が
可
能

で
あ
る
こ
と
の
確
認
等
を
い
う
。
 

B1
．，

B2
．
A2
．，

A3
．
と
同
様
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
．
故
対
処
設
備
を
確
認
す
る
。
 

 

B3
．
A4
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 

B4
．
A5
．
と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

       

C1
．，

C2
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

    

【
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
】

 

A1
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 

A2
．【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
2．

と
同
様
の
考
え
方
で
あ
る
が
，
補
給
ま
た
は
確

認
す

る
水

位
は

，
原

子
炉

停
止

中
の

有
効
性

評
価

「
全

交
流

動
力

電
源
喪

失
」

に
お

い
て

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
へ

の
補

給
に

期
待
し

な
く

て
も

注
水

に
使

用
し
て

い
る

低
圧

原
子

炉
代

替
注
水
ポ
ン
プ
が
停
止
す
る
こ
と
が
な
い
水
量
で
あ
る

69
0
m3
以
上
と
す
る
。
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
槽
へ
の
補
給
に
つ
い
て
は
，
大
量
送
水
車
等
の
補
給
可
能
設
備
に
て
実
施
す
る
。
 

完
了
時
間
は
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，“

速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

 

A3
．【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
3．

と
同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交

換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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1.13－302 

第
1.

13
－

12
図

 
海

を
水

源
と

し
た
大

量
送

水
車
及
び

大
型
送

水
ポ

ン
プ
車
又

は
大

量
送

水
車

（
２

台
）

に
よ

る
送

水
 

概
要

図
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
6
5
-
1
1
-
3
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す

6
5
-
1
9
-
1
に
て
整
理

6
5
-
4
-
2
，
6
5
-
5
-
1
，
6
5
-
6
-
2
，
6
5
-
7
-
2
，

6
5
-
9
-
1
に
て
整
理
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1.13－311 

第
1
.
1
3
－

1
8
図

 
海

を
水
源
と
し

た
大
量

送
水

車
及
び
大

型
送
水

ポ
ン

プ
車
又
は

大
量

送
水

車
（

２
台

）
に

よ
る

 

低
圧

原
子

炉
代
替

注
水

槽
へ
の
補

給
 

概
要
図

 

6
5
-
1
9
-
1
に
て
整
理

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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1.13－318 

第
1.
13
－

24
図

 
大

量
送
水
車
に

よ
る
輪

谷
貯

水
槽
（
西

１
）
又

は
輪

谷
貯
水

槽
（

西
２

）
へ

の
海

水
補

給
 

概
要

図
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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8－5－64 

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上）は，他の設備と電気的

な分離を行うことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

大量送水車は，通常時は接続先の系統と分離して保管し，重大事故等時

に接続，弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とすること

で，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

大量送水車は，輪留めによる固定等をすることで，他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。 

大量送水車は，飛散物となって他の設備に悪影響を及ぼさない設計とす

る。 

5.7.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

低圧原子炉代替注水槽は，想定される重大事故等時において，代替淡水

源又は海を使用するまでの間に必要な容量を有する設計とする。 

サプレッション・チェンバは，設計基準対象施設と兼用しており，設計

基準対象施設としての保有水量での水頭が，想定される重大事故等時にお

いて，高圧原子炉代替注水系で使用する高圧原子炉代替注水ポンプ及び残

留熱代替除去系で使用する残留熱代替除去ポンプの必要有効吸込水頭の確

保に必要な容量に対して十分であるため，設計基準対象施設と同仕様で設

計する。 

海水取水用として使用する大量送水車は，想定される重大事故等時にお

いて，重大事故等の収束に必要となる十分な量の水の供給が可能な容量を

有するものを１セット１台使用する。保有数は２セット２台に加えて，故

障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として１台の合計３

台を分散して保管する。 

送水用として使用する大量送水車は，想定される重大事故等時において，

重大事故等の収束に必要となる十分な量の水の供給が可能な容量を有する

ものを１セット１台使用する。保有数は２セット２台に加えて，故障時及

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す
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8－5－89 

第 5.7－1 表 重大事故等の収束に必要となる水の供給設備の主要機器仕様 

(1) 低圧原子炉代替注水槽

基 数  １ 

容   量  約1,230 m3 

主要部材質  鉄筋コンクリート 

(2) サプレッション・チェンバ

第9.1－1表 一次格納施設主要仕様に記載する。 

(3) ほう酸水貯蔵タンク

第6.1.2－3表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。

(4) 構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上）

台   数  １

(5) 大量送水車

ａ．送水用 

第4.3－1表 燃料プールの冷却等のための設備主要機器仕様に記載する。 

b．海水取水用 

型式 ディフューザ形 

台数 ２（予備１） 

容量 168m3/h/台以上（吐出圧力 0.85MPa[gage]において） 

120m3/h/台以上（吐出圧力 1.4MPa[gage]において） 

吐出圧力 0.85MPa[gage]～1.4MPa[gage]以上 

添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す 
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3.2 燃料プールスプレイ系 

名           称 大量送水車 

容 量 m3/h/個 

48 以上，48 以上，48 以上，120 以上，70 以上，120 以

上 ，120 以上，120 以上，120 以上，150 以上，150 以上

（168 以上） 

吐 出 圧 力 MPa 

1.36 以上，0.48 以上，1.36 以上，1.58 以上，1.21 以

上，0.33 以上，0.99 以上 ，1.38 以上 ，1.37 以上 ，1.44

以上，0.42 以上（0.85 以上） 

最 高 使 用 圧 力 MPa  

最 高 使 用 温 度 ℃  

原 動 機 出 力 kW/個   

個 数 ― 4（予備 1） 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

（燃料プールスプレイ系）として使用する大量送水車は，以下の機能を有する。  

 

大量送水車は，燃料プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は燃料プールからの水の

漏えいその他の要因により燃料プールの水位が低下した場合において，燃料プール内の燃料

体又は使用済燃料を冷却し，放射線を遮蔽し，及び臨界を防止するために設置する。 

系統構成は，残留熱除去系（燃料プール冷却機能）及び燃料プール冷却系の有する燃料プ

ールの冷却機能喪失又は残留熱除去ポンプによる燃料プールへの補給機能が喪失し，又は燃

料プールに接続する配管の破損等により燃料プール水の小規模な漏えいにより燃料プールの

水位が低下した場合において，大量送水車により，代替淡水源又は代替淡水源が枯渇した場

合においては海を水源として，燃料プールスプレイ系配管又はホース等を経由して可搬型ス

プレイノズル又は常設スプレイヘッダから燃料プールへ注水することで，燃料プールの水位

を維持できる設計とする。また，海を水源とする場合は大量送水車２台を直列に接続して使

用できる設計とする。 

大量送水車は，燃料プールからの大量の水の漏えいその他の要因により燃料プールの水位

が異常に低下した場合において燃料プール内燃料体等の著しい損傷の進行を緩和し，及び臨

界を防止するために設置する。 

系統構成は，燃料プールからの大量の水の漏えい等により燃料プールの水位が異常に低下

した場合において，大量送水車より，代替淡水源又は代替淡水源が枯渇した場合においては

海を水源として，燃料プールスプレイ系配管又はホース等を経由しては可搬型スプレイノズ

ル又は常設スプレイヘッダから燃料プール内燃料体等に直接スプレイすることで，燃料損傷

を緩和するとともに，環境への放射性物質の放出をできる限り低減できる設計とする。また，

海を水源とする場合は大量送水車２台を直列に接続して使用できる設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低

圧原子炉代替注水系）として使用する大量送水車は，以下の機能を有する。 

 

大量送水車は，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態であって，設計基準事故対処設

備が有する発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子炉

格納容器の破損を防止するため，発電用原子炉を冷却するために設置する。 

系統構成は，残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧炉心スプレイ系の機能が喪失した

場合において，大量送水車により，代替淡水源又は代替淡水源が枯渇した場合においては海

を水源として，低圧原子炉代替注水系等を経由して原子炉圧力容器に注水することで，炉心

を冷却できる設計とする。また，海を水源とする場合は大量送水車２台を直列に接続して使

用できる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（水

の供給設備）として使用する大量送水車は，以下の機能を有する。 

 

大量送水車は，設計基準事故の収束に必要な水源とは別に，重大事故等の収束に必要とな

る十分な量の水を有する水源を確保することに加えて，発電用原子炉施設には設計基準事故

対処設備及び重大事故等対処設備に対して重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を供

給するために設置する。 

系統構成は，重大事故等時において，大量送水車により，代替淡水源又は代替淡水源が枯

渇した場合においては海を水源として，ホース等を経由して低圧原子炉代替注水槽，輪谷貯

水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）へ重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を供給で

きる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（格納容器代替スプレイ系）として使用する大量送水車は，以下の機能を有する。 

 

大量送水車は，設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪失した場

合において炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させ

るために設置する。 

系統構成は，残留熱除去系（格納容器冷却モード）の機能が喪失した場合において，大量送

水車により，代替淡水源又は代替淡水源が枯渇した場合においては海を水源として，格納容

器代替スプレイ系等を経由して A-ドライウェルスプレイ管及び B-ドライウェルスプレイ管

からドライウェル内にスプレイすることで，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる

ことができる設計とする。また，海を水源とする場合は大量送水車２台を直列に接続して使

用できる設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

  大量送水車は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を防止す

るため，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させるために設置

する。 

 

系統構成は，炉心の著しい損傷が発生した場合において，大量送水車により，代替淡水源 

又は代替淡水源が枯渇した場合においては海を水源として，格納容器代替スプレイ系等を経

由して A-ドライウェルスプレイ管及び B-ドライウェルスプレイ管からドライウェル内にス

プレイすることで，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させる

ことができる設計とする。また，海を水源とする場合は大量送水車２台を直列に接続して使

用できる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（ペデスタル代替注水系）として使用する大量送水車は，以下の機能を有する。 

 

大量送水車は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を防止す

るため，溶融し，原子炉格納容器の下部に落下した炉心を冷却するために設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷が発生した場合において，大量送水車により，代替淡水源

又は代替淡水源が枯渇した場合においては海を水源として，ペデスタル代替注水系等を経由

して原子炉格納容器下部へ注水し，溶融炉心が落下するまでに原子炉格納容器下部にあらか

じめ十分な水位を確保するとともに，落下した溶融炉心を冷却できる設計とする。また，海

を水源とする場合は大量送水車２台を直列に接続して使用できる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容

器安全設備（低圧原子炉代替注水系）として使用する大量送水車は，以下の機能を有する。 

 

大量送水車は，炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心の原子炉格納容器下

部への落下遅延・防止するために設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷が発生した場合において，大量送水車により，代替淡水源

又は代替淡水源が枯渇した場合においては海を水源として，低圧原子炉代替注水系等を経由

し，原子炉圧力容器に注水することで溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延・防止

できる設計とする。また，海を水源とする場合は大量送水車２台を直列に接続して使用でき

る設計とする。 
 
重大事故等時に使用する大量送水車は，原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備そ

の他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水系）としての原子炉圧力容器への注水と，原子炉

格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（格納容器代

替スプレイ系）としての原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施する機能を有する。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

重大事故等時の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において実施する

ケースは，「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」，「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」，「全交

流動力電源喪失（ＴＢＤ）」又は「全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）」である。この場合，原子炉

圧力容器への注水流量 30m3/h 及び原子炉格納容器内へのスプレイ流量 120m3/h で同時に実施で

きる設計とする。 

 

1. 容量の設定根拠 

(1) 燃料プールへ注水する場合の容量（可搬型スプレイノズル使用時） 48m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として可搬型スプレイノズルを用いた燃料プールへの注水に使用す

る場合の容量は，燃料プールにおける燃料損傷防止対策の有効性評価解析（原子炉設置変

更許可申請書添付書類十）の想定事故１及び想定事故２において有効性が確認されている

燃料プールへの注水量が 48m3/h であることから，48m3/h/個以上とする。 

 

(2) 燃料プールへ注水する場合の容量（常設スプレイヘッダ使用時） 48m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として常設スプレイヘッダを用いた燃料プールへの注水に使用する

場合の容量は，燃料プールにおける燃料損傷防止対策の有効性評価解析（原子炉設置変更

許可申請書添付書類十）の想定事故１及び想定事故２において有効性が確認されている燃

料プールへの注水量が 48m3/h であることから，48m3/h/個以上とする。 

 

(3) 燃料プールへスプレイする場合の容量（可搬型スプレイノズル使用時） 48m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として可搬型スプレイノズルを用いた燃料プールへのスプレイに使

用する場合の容量は，添付書類Ⅵ-1-3-4「使用済燃料貯蔵槽の冷却能力に関する説明書」

において蒸発量を上回ることが確認されているスプレイ量を満足する値として，48m3/h/個

以上とする。  

 

(4) 燃料プールへスプレイする場合の容量（常設スプレイヘッダ使用時） 120m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として常設スプレイヘッダを用いた燃料プールへのスプレイに使用

する場合の容量は，添付書類Ⅵ-1-3-4「使用済燃料貯蔵槽の冷却能力に関する説明書」に

おいて蒸発量を上回ることが確認されているスプレイ量を満足する値として，120m3/h/個

以上とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

（5) 原子炉圧力容器へ注水する場合の容量 70m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その

他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（低圧原子炉代替注水系）として原子炉圧力

容器への注水時に使用する場合の容量は，炉心損傷防止対策の有効性評価解析（原子炉設

置変更許可申請書添付書類十）のうち，「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」, 「全交流動

力電源喪失（ＴＢＵ）」，「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」又は「全交流動力電源喪失（Ｔ

ＢＰ）」において有効性が確認されている原子炉圧力容器への注水流量が 70m3/h であるこ

とから，70m3/h/個以上とする。 

 

 (6) 低圧原子炉代替注水槽へ供給する場合の容量 120m3/h/個以上 
大量送水車を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その 

他原子炉注水設備（水の供給設備）として低圧原子炉代替注水槽への供給に使用する場合

の容量は，炉心損傷防止対策の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）

のうち，「高圧・低圧注水機能喪失」において有効性が確認されている低圧原子炉代替注水

槽への供給流量が 120m3/h であることから，120m3/h/個以上とする。 

 
(7) 輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）へ供給する場合の容量 120m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その

他原子炉注水設備（水の供給設備）として輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）への

供給に使用する場合の容量は，重大事故等の収束に必要となる十分な量の水源を確保する
ための供給流量が 120m3/h であることから，120m3/h/個以上とする。 

 
(8) 原子炉格納容器へスプレイする場合の容量 120m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設

備のうち原子炉格納容器安全設備（格納容器代替スプレイ系）として原子炉格納容器スプ

レイ時に使用する場合の容量は，炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策の有効性評

価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）のうち，「高圧・低圧注水機能喪失」，

「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」, 「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」，「全交流動力

電源喪失（ＴＢＤ）」，「全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）」，「崩壊熱除去機能喪失（残留

熱除去系が故障した場合）」，「ＬＯＣＡ時注水機能喪失」，「雰囲気圧力・温度による静

的負荷（格納容器過圧・過温破損）（残留熱代替除去系を使用しない場合」，「高圧溶融物

放出／格納容器雰囲気直接加熱」，「原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用」又は

「溶融炉心・コンクリート相互作用」において有効性が確認されている原子炉格納容器へ

のスプレイ流量が 120m3/h であることから，120m3/h/個以上とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

(9) 原子炉格納容器下部へ注水する場合の容量 120m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設

備のうち原子炉格納容器安全設備（ペデスタル代替注水系）として原子炉格納容器下部注

水時に使用する場合の容量は，格納容器破損防止対策の有効性評価解析（原子炉設置変更

許可申請書添付書類十）のうち，「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」において有

効性が確認されている原子炉格納容器下部への注水流量が 120m3/h であることから，

120m3/h/個以上とする。 

 

(10) 原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施する場合の 

容量 150m3/h/個以上 

大量送水車を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その 

他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その

他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（格納容器代替スプレイ系）として原子炉圧

力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施する場合の容量は，炉心損

傷防止対策及び格納容器破損防止対策の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付

書類十）のうち，「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」，「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」，

「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」又は「全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）」において有効性

が確認されている原子炉圧力容器への注水流量が30m3/h，原子炉格納容器内へのスプレイ

流量が120m3/hであることから，150m3/h/個以上とする。 

 

（11）取水した海水を大量送水車に送水する場合の容量 150m3/h/個以上 

大量送水車を直列に接続し，上流の大量送水車で取水した海水を下流の大量送水車に送

水する場合の上流側の大量送水車の容量は，送水先である下流の大量送水車の最大送水流

量が原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施する場合の

150m3/hであることから，150m3/h/個以上とする。 

 

公称値について大量送水車は，消防法に基づく技術上の規格（A-1級）を満足するものを採

用していることから，その規格上要求される容量168m3/h/個以上とする。 

  

2. 吐出圧力の設定根拠 

(1) 燃料プールへ注水する場合の吐出圧力（可搬型スプレイノズル使用時） 1.36MPa 以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として可搬型スプレイノズルを用いた燃料プールへの注水に使用す

る場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる原子炉建物南側扉を使用する場合の水源

と移送先の圧力差，静水頭，ホース圧損，ホース湾曲による影響，機器及び配管・弁類圧損

を基に設定する。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

① 水源と移送先の圧力差          ：約 0.01MPa 

② 静水頭                 ：約 0.26MPa 

    ③ ホース＊圧損               ：約 0.47MPa  

    ④ ホース＊湾曲による影響          ：約 0.09MPa   

    ⑤ 機器及び配管＊・弁類圧損         ：約 0.53MPa       

    ⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 1.36MPa 

      

以上より，可搬型スプレイノズルを用いた燃料プールへの注水に使用する大量送水車の

吐出圧力は 1.36MPa 以上とする。 

 

注記＊：原子炉建物南側扉を使用する場合は以下の配管・ホースを使用する。 

      ・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

           ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース   

       ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

・大量送水車出口ライン送水用 20m ホース 

・可搬型スプレイノズル 

なお原子炉建物機器搬出入口を使用する場合の配管・ホースは以下のとおりであ

り，必要となる吐出圧力約 1.36MPa を下回る。 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

           ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

       ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

・大量送水車出口ライン送水用 20m ホース 

・可搬型スプレイノズル 

 

(2) 燃料プールへ注水する場合の吐出圧力（常設スプレイヘッダ使用時） 0.48MPa 以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として常設スプレイヘッダを用いた燃料プールへの注水に使用する 

場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッ

ダ）接続口（南）を使用する場合の水源と移送先の圧力差，静水頭，ホース圧損，ホース湾

曲による影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

① 水源と移送先の圧力差         ：約 0.01MPa   

② 静水頭                 ：約 0.26MPa 

    ③ ホース＊圧損              ：約 0.02MPa 

    ④ ホース＊湾曲による影響         ：約 0.01MPa 

    ⑤ 機器及び配管＊・弁類圧損        ：約 0.18MPa 

    ⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 0.48MPa  

 

以上より，常設スプレイヘッダを用いた燃料プールへの注水に使用する大量送水車の吐

出圧力は 0.48MPa 以上とする。 

 

注記＊：燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（南）を使用する場合は以下

の配管・ホースを使用する。 

・燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）及び（西） 

～スプレイライン連絡管合流部 

・スプレイライン連絡管合流部～燃料プールスプレイ管 

・スプレイライン連絡管 

      ・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

           ・大量送水車入口ライン取水用 20m 吸水管 

・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1mホース 

       ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

なお，燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（西）を使用する場

合の配管・ホースは以下のとおりであり，必要となる吐出圧力約 0.48MPa を下回

る。 

      ・燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（南）及び（西） 

～スプレイライン連絡管合流部 

      ・スプレイライン連絡管合流部～燃料プールスプレイ管 

      ・スプレイライン連絡管 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

           ・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

       ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1mホース 

・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 
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【設 定 根 拠】（続き） 

 (3) 燃料プールへスプレイする場合の吐出圧力（可搬型スプレイノズル使用時） 

1.36MPa 以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として可搬型スプレイノズルを用いた燃料プールへのスプレイに使

用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる原子炉建物南側扉を使用する場合の

水源と移送先の圧力差，静水頭，ホース圧損，ホース湾曲による影響，機器及び配管・弁類

圧損を基に設定する。 

    ① 水源と移送先の圧力差         ：約 0.01MPa   

    ② 静水頭                 ：約 0.26MPa 

    ③ ホース＊圧損              ：約 0.47MPa  

    ④ ホース＊湾曲による影響         ：約 0.09MPa   

    ⑤ 機器及び配管＊・弁類圧損        ：約 0.53MPa      

    ⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 1.36MPa 

 

以上より，可搬型スプレイノズルを用いた燃料プールへのスプレイに使用する大量送水

車の吐出圧力は 1.36MPa 以上とする。 

 

注記＊：原子炉建物南側扉を使用する場合は以下の配管・ホースを使用する。 

      ・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

      ・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

           ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

・大量送水車出口ライン送水用 20m ホース 

・可搬型スプレイノズル 

なお原子炉建物機器搬出入口を使用する場合の配管・ホースは以下のとおりであ 

り，必要となる吐出圧力約 1.36MPa を下回る。 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管         

       ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

       ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

・大量送水車出口ライン送水用 20m ホース 

・可搬型スプレイノズル 
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【設 定 根 拠】（続き） 

(4) 燃料プールへスプレイする場合の吐出圧力（常設スプレイヘッダ使用時）1.58MPa 以上 

大量送水車を重大事故等時において核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃

料貯蔵槽冷却浄化設備として常設スプレイヘッダを用いた燃料プールへのスプレイに使用

する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる燃料プールスプレイ系（常設スプレイ

ヘッダ）接続口（南）を使用する場合の水源と移送先の圧力差，静水頭，ホース圧損，ホー

ス湾曲による影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

    ① 水源と移送先の圧力差         ：約 0.01MPa  

    ② 静水頭                 ：約-0.11MPa 

    ③ ホース＊圧損              ：約 0.43MPa  

    ④ ホース＊湾曲による影響         ：約 0.01MPa  

    ⑤ 機器及び配管＊・弁類圧損        ：約 1.24MPa       

⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 1.58MPa 

 

以上より，常設スプレイヘッダを用いた燃料プールへのスプレイに使用する大量送水車

の吐出圧力は 1.58MPa 以上とする。 

 

注記＊：燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（南）を使用する場合は以下

の配管・ホースを使用する。 

・燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（南）及び（西）～スプ

レイライン連絡管合流部 

・スプレイライン連絡管合流部～燃料プールスプレイ管 

・スプレイライン連絡管 

      ・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

           ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

       ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

なお，燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（西）を使用する場

合の配管・ホースは以下のとおりであり，必要となる吐出圧力約 1.58MPa を下回

る。 

・燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）接続口（南）及び（西）～スプ

レイライン連絡管合流部 

・スプレイライン連絡管合流部～燃料プールスプレイ管 

・スプレイライン連絡管 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

           ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

 ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 
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【設 定 根 拠】（続き） 

 (5) 原子炉圧力容器へ注水する場合の吐出圧力 1.21MPa 以上 

大量送水車を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その

他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その 

他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（低圧原子炉代替注水系）として原子炉圧力

容器への注水時に使用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる低圧原子炉代替

注水系（可搬型）接続口（屋内）を使用する場合の水源と移送先の圧力差，静水頭，ホース

圧損，ホース湾曲による影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

    ① 水源と移送先の圧力差          ：約 0.86MPa  

    ② 静水頭                  ：約 0.15MPa 

③ ホース＊圧損              ：約 0.04MPa  

    ④ ホース＊湾曲による影響         ：約 0.01MPa   

    ⑤ 機器及び配管＊・弁類圧損         ：約 0.15MPa  

⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 1.21MPa 

      

以上より，低圧原子炉代替注水系（可搬型）として原子炉圧力容器への注水に使用する

大量送水車の吐出圧力は 1.21MPa 以上とする。 

 

注記＊：低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（屋内）を使用する場合は以下の配管・ホ

ースを使用する。 

 ・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（屋内） 

     ～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

    ・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

     ～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）ライン合流部 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）ライン合流部 

～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）注水ライン合流部 

      ・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）注水ライン合流部 

～原子炉圧力容器 

      ・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

          ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース  

      ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

・大量送水車出口ライン送水用 10m ホース 
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【設 定 根 拠】（続き） 

なお低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）又は（西）を使用する場合の

配管・ホースは以下のとおりであり，必要となる吐出圧力約 1.21MPa を下回る。 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南） 

～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）ライン合流部 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）ライン合流部 

～残留熱代替除去系原子炉注水ライン合流部 

・残留熱代替除去系原子炉注水ライン合流部 

～低圧原子炉代替注水ポンプ出口ライン合流部 

・低圧原子炉代替注水ポンプ出口ライン合流部 

～低圧原子炉代替注水ポンプ注水ライン合流部 

・低圧原子炉代替注水ポンプ注水ライン合流部～原子炉圧力容器 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西） 

～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

     ～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）ライン合流部 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）ライン合流部 

～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）注水ライン合流部 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）注水ライン合流部 

～原子炉圧力容器 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

 

(6) 低圧原子炉代替注水槽へ供給する場合の吐出圧力 0.33MPa 以上 

大量送水車を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その

他原子炉注水設備（水の供給設備）として低圧原子炉代替注水槽へ供給に使用する場合の

吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる２号取水槽を水源としたホース敷設ルート（西側

道路）を使用する場合の水源と移送先の圧力差，静水頭，ホース圧損，ホース湾曲による影

響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

     ① 水源と移送先の圧力差          ：約 0.00MPa 

    ② 静水頭                 ：約 0.06MPa 

③ ホース＊圧損              ：約 0.11MPa  

    ④ ホース＊湾曲による影響         ：約 0.01MPa  

    ⑤ 機器及び配管・弁類圧損        ：約 0.15MPa  

⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 0.33MPa 
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【設 定 根 拠】（続き） 

以上より，水の供給設備として低圧原子炉代替注水槽へ供給に使用する大量送水車の吐

出圧力は 0.33MPa 以上とする。 

 

注記＊：２号取水槽を水源としたホース敷設ルート（西側道路）を使用する場合は以下の

ホースを使用する。 

      ・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

           ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース  

       ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

なお輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）を水源としたホース敷設ルート

（南側法面）を使用する場合のホースは以下のとおりであり，必要となる吐出圧

力約 0.33MPa を下回る。 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 20m 吸水管 

           ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

       ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

 

(7) 輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）へ供給する場合の吐出圧力 0.99MPa 以上 

大量送水車を重大事故等時において原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その

他原子炉注水設備（水の供給設備）として輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）へ供

給に使用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる２号取水槽を水源としたホー

ス敷設ルート（西側道路）を使用する場合の水源と移送先の圧力差，静水頭，ホース圧損，

ホース湾曲による影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

    ① 水源と移送先の圧力差          ：約 0.00MPa 

    ② 静水頭                 ：約 0.42MPa 

③ ホース＊圧損              ：約 0.52MPa  

    ④ ホース＊湾曲による影響         ：約 0.02MPa  

    ⑤ 機器及び配管・弁類圧損        ：約 0.03MPa  

⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 0.99MPa 

       

以上より，水の供給設備として輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）へ供給に使 

用する大量送水車の吐出圧力は 0.99MPa 以上とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

注記＊：２号取水槽を水源としたホース敷設ルート（西側道路）を使用する場合は以下の

ホースを使用する。 

      ・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

           ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース  

       ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

なお２号取水槽を水源としたホース敷設ルート（２号開閉所）を使用する場合の

ホースは以下のとおりであり，必要となる吐出圧力約 0.99MPa を下回る。 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

           ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

       ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

 
(8) 原子炉格納容器へスプレイする場合の吐出圧力 1.38MPa 以上 

大量送水車を重大事故等時において原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設

備のうち原子炉格納容器安全設備（格納容器代替スプレイ系）として原子炉格納容器スプ

レイ時に使用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる格納容器代替スプレイ系

（可搬型）接続口（南）を使用する場合の水源と移送先の圧力差，静水頭，ホース圧損，ホ

ース湾曲による影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

    

 ① 水源と移送先の圧力差           ：約 0.64MPa  

    ② 静水頭                  ：約-0.24MPa 

③ ホース＊圧損              ：約 0.43MPa  

    ④ ホース＊湾曲による影響         ：約 0.01MPa  

    ⑤ 機器及び配管＊・弁類圧損        ：約 0.54MPa  

⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 1.38MPa 

 

以上より，格納容器代替スプレイ系（可搬型）として原子炉格納容器に使用する大量送

水車の吐出圧力は 1.38MPa 以上とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

注記＊：格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）を使用する場合は以下の配管・ホ

ースを使用する。 

・格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）～A-格納容器代替スプレイラ

イン合流部 

・A-格納容器代替スプレイライン合流部～A-ドライウェルスプレイ管 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

          ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース  

      ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

・大量送水車出口ライン送水用 10m ホース 

なお格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）又は（屋内）を使用する場

合の配管・ホースは以下のとおりであり，必要となる吐出圧力約 1.38MPa を下回

る。 

・格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西） 

～格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

・格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

～残留熱代替除去系スプレイライン合流部 

・残留熱代替除去系スプレイライン合流部 

～B-格納容器代替スプレイライン合流部 

・B-格納容器代替スプレイライン合流部～B-ドライウェルスプレイ管 

・格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（屋内） 

～格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

          ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

      ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

 

 (9) 原子炉格納容器下部へ注水する場合の吐出圧力 1.37MPa 以上 

大量送水車を重大事故等時において原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設

備のうち原子炉格納容器安全設備（ペデスタル代替注水系）として原子炉格納容器下部注

水時に使用する場合の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となるペデスタル代替注水系（可

搬型）接続口（屋内）を使用する場合の水源と移送先の圧力差，静水頭，ホース圧損，ホー

ス湾曲による影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

 ① 水源と移送先の圧力差           ：約 0.10MPa 

    ② 静水頭                  ：約-0.42MPa 

③ ホース＊圧損              ：約 0.42MPa  

    ④ ホース＊湾曲による影響         ：約 0.02MPa 

    ⑤ 機器及び配管＊・弁類圧損        ：約 1.25MPa 

⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 1.37MPa 

         

以上より，ペデスタル代替注水系（可搬型）として原子炉格納容器下部注水に使用する

大量送水車の吐出圧力は 1.37MPa 以上とする。 

 

注記＊：ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（屋内）を使用する場合は以下の配管・ホ

ースを使用する。 

・ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（屋内） 

～ぺデスタル代替注水系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

・ぺデスタル代替注水系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

～ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（西）ライン合流部 

・ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（西）ライン合流部 

～ぺデスタル代替注水系合流部 

      ・ペデスタル代替注水系合流部～弁 MV272-196 

      ・弁 MV272-196～弁 V272-3 

・弁 V272-3～ペデスタル 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

          ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース  

      ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

・大量送水車出口ライン送水用 10m ホース 
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【設 定 根 拠】（続き） 

なおペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（南）又は（西）を使用する場合の

配管・ホースは以下の通りであり，必要となる吐出圧力約 1.37MPa を下回る。 

・ぺデスタル代替注水系（可搬型）接続口（南） 

～ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（西）ライン合流部 

・ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（西）ライン合流部 

～ぺデスタル代替注水系合流部 

・ぺデスタル代替注水系（可搬型）接続口（西） 

～ぺデスタル代替注水系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

・ぺデスタル代替注水系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

～ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（西）ライン合流部 

      ・ペデスタル代替注水系合流部～弁 MV272-196 

      ・弁 MV272-196～弁 V272-3 

・弁 V272-3～ペデスタル 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

          ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

      ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

 

(10) 原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施する場合の 

吐出圧力 1.44MPa 以上 

大量送水車を重大事故等時において原子炉冷却系統施設の非常用炉心冷却設備その他

原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他 

の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（格納容器代替スプレイ系）として原子炉圧力

容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施する場合の吐出圧力は，必要

吐出圧力が最大となる低圧原子炉代替注水系及び格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続

口（南）を使用する場合の水源と移送先の圧力差，静水頭，ホース圧損，ホース湾曲によ

る影響，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

    ① 水源と移送先の圧力差          ：約 0.43MPa  

    ② 静水頭                 ：約-0.24MPa 

③ ホース＊圧損              ：約 0.66MPa  

    ④ ホース＊湾曲による影響         ：約 0.02MPa  

⑤ 機器及び配管＊・弁類圧損        ：約 0.57MPa  

    ⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 1.44MPa 
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【設 定 根 拠】（続き） 

以上より，低圧原子炉代替注水系（可搬型）及び格納容器代替スプレイ系（可搬型）とし

て原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施する場合に使用

する大量送水車の吐出圧力は 1.44MPa 以上とする。 

 

注記＊：低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）及び格納容器代替スプレイ系（可搬

型）接続口（南）を使用する場合は以下の配管・ホースを使用する。 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南） 

～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）ライン合流部 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）ライン合流部 

～残留熱代替除去系原子炉注水ライン合流部 

・残留熱代替除去系原子炉注水ライン合流部 

～低圧原子炉代替注水ポンプ出口ライン合流部 

・低圧原子炉代替注水ポンプ出口ライン合流部 

～低圧原子炉代替注水ポンプ注水ライン合流部 

・低圧原子炉代替注水ポンプ注水ライン合流部～原子炉圧力容器 

・格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南） 

～A-格納容器代替スプレイライン合流部 

・A-格納容器代替スプレイライン合流部～A-ドライウェルスプレイ管 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

      ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 
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【設 定 根 拠】（続き） 

なお低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）及び格納容器代替スプレイ

系（可搬型）接続口（西）を使用する場合の配管・ホースは以下の通りであり，

必要となる吐出圧力約 1.44MPa を下回る。 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西） 

～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）ライン合流部 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）ライン合流部 

～低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）注水ライン合流部 

・低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）注水ライン合流部 

～原子炉圧力容器 

・格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西） 

～格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

・格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部 

～残留熱代替除去系スプレイライン合流部 

・残留熱代替除去系スプレイライン合流部 

～B-格納容器代替スプレイライン合流部 

・B-格納容器代替スプレイライン合流部～B-ドライウェルスプレイ管 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

          ・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

      ・大量送水車出口ライン送水用 20m，5m，2m，1m ホース 

 

(11)  取水した海水を大量送水車に送水する場合の吐出圧力 0.42MPa 以上 

大量送水車を直列に接続し，上流の大量送水車で取水した海水を下流の大量送水車に送

水する場合の上流側の大量送水車の吐出圧力は，必要吐出圧力が最大となる西側道路にホ

ースを敷設し，原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイを同時に実施す

る場合の水源と移送先の圧力差，静水頭，ホース圧損，ホース湾曲による影響，機器及び

配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

    ① 水源と移送先の圧力差          ：約 0.00MPa  

    ② 静水頭                 ：約 0.06MPa 

③ ホース＊圧損              ：約 0.16MPa  

    ④ ホース＊湾曲による影響         ：約 0.02MPa  

⑤ 機器及び配管＊・弁類圧損        ：約 0.18MPa  

    ⑥ 系統要求値（①＋②＋③＋④＋⑤の合計）：約 0.42MPa 
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【設 定 根 拠】（続き） 

以上より，大量送水車を直列に接続し，上流の大量送水車で取水した海水を下流の大量

送水車に送水する場合の上流側の大量送水車の吐出圧力は 0.42MPa 以上とする。 

 

注記＊：大量送水車を直列に接続し，上流の大量送水車で取水した海水を下流の大量送水

車に送水する場合は以下のホースを使用する。 

・大量送水車入口ライン取水用 10m ホース 

・大量送水車入口ライン取水用 10m 吸水管 

・大量送水車出口ライン送水用 50m，10m，5m，1m ホース 

 

公称値については，大量送水車は消防法に基づく技術上の規格（A-1 級）を満足するもの

を採用していることから，その規格上要求される吐出圧力 0.85MPa 以上とする。 

 

3. 最高使用圧力の設定根拠 

大量送水車を重大事故等時において使用する場合の圧力は，ポンプの吐出圧力 1.58MPa を

上回る圧力として MPa とする。 

 

4. 最高使用温度の設定根拠 

大量送水車を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等対策の有効性評価

解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において有効性を確認している代替淡水源の

温度 35℃及び海水の温度 30℃を上回る ℃とする。 

 

5. 原動機出力 

  大量送水車の原動機出力は，必要軸動力が最大となる流量 120m3/h 時の軸動力を基に設定

する。 

  大量送水車の流量が 120m3/h，吐出圧力が 1.58MPa，その時の当該ポンプの必要軸動力は，

約 kW となる。 

以上より，大量送水車の原動機出力は， kW/個とする。 

 

6. 個数の設定根拠 

大量送水車（原動機含む。）は，重大事故等対処設備として淡水又は海水を燃料プールへ注

水又はスプレイするため等にの必要な個数が 1 基あたり 2 個を 1 セットとして，2 セット 4

個の合計 4 個に，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として予備 1 個を

分散して保管する。 
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1.13－298 

※
１

 
第
１

保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合

は
，
速

や
か
に

実
施

可
能

で
あ

る
。

※
２

 
第
２

保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合

は
，

25
分
以

内
で
実

施
可

能
で

あ
る
。

第
1.
13
－

9図
 

輪
谷

貯
水
槽
（

西
１
）

及
び

輪
谷
貯
水

槽
（
西

２
）

を
水
源
と

し
た

大
量

送
水

車
に

よ
る

送
水

 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー
ト

（
１

／
２
）

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
，

注
水

開
始

（
水

張
り

・
系

統
確

認
）

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

1
4
0

1
5
0

1
3
0

要
員
(
数
)

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を

水
源
と
し
た
大
量
送
水
車
に
よ
る
送
水

緊
急
時
対
策
要
員

６

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

緊
急
時
対
策
要
員

６

【
接
続
口
周
辺
作
業
】

ホ
ー
ス
運
搬
・
敷
設
，
送
水
ヘ
ッ
ダ
運
搬
・
接
続
等

【
取
水
箇
所
周
辺
作
業
】

大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス
運
搬
・
敷
設
，
注
水
操
作
等

【
送
水
先
】

・
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

・
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ

・
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
へ
の
補
給

・
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

・
原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水

・
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
／
ス
プ
レ
イ

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
大
量
送
水
車
に
よ
る
送
水

２
時
間
1
0
分

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
同
等
な
機
能
を
有
す
る
こ
と
の
説
明
（
準
備
時
間
）

関
連
箇
所
を
赤
枠
に
て
示
す
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1.13－303 

※
１

 
第
１

保
管
エ

リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速

や
か
に

実
施

可
能

で
あ

る
。

※
２

 
第
２

保
管
エ

リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，

25
分
以

内
で
実

施
可

能
で

あ
る
。

第
1.
13
－

13
図

 
海

を
水
源
と

し
た

大
量
送

水
車
及
び

大
型
送

水
ポ

ン
プ
車
又

は
大

量
送

水
車

（
２

台
）

に
よ

る
送

水
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー
ト

(
１

／
４

)

手
順

の
項

目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
１

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
（

水
張

り
・

系
統

確
認

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
）

大
量

送
水

車
配

置 大
量

送
水

車
起

動
，

注
水

開
始

（
水

張
り

・
系

統
確

認
）

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
量

送
水

車
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

，
送

水
操

作
等

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
大

量
送

水
車

配
置

，
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
，

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
，

注
水

操
作

等

【
送

水
先

】
・

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
・

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

・
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

・
原

子
炉

ウ
ェ

ル
へ

の
注

水
・

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
／

ス
プ

レ
イ

海
を

水
源

と
し

た
大

量
送

水
車

（
２

台
）

に
よ

る
送

水

緊
急

時
対

策
要

員
６

緊
急

時
対

策
要

員
６

要
員

(
数

)

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

1
0

2
0

3
0

経
過

時
間

（
分

）

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

4
0

5
0

6
0

7
0

備
考

1
3
0

1
4
0

1
5
0

1
2
0

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

海
を

水
源

と
し

た
大

量
送

水
車

（
２

台
）

に
よ

る
送

水
２

時
間

1
0
分

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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1.13－308 

※
１

 
第
１

保
管
エ

リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速

や
か
に

実
施

可
能

で
あ

る
。

※
２

 
第
２

保
管
エ

リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，

25
分
以

内
で
実

施
可

能
で

あ
る
。

第
1.
13
－

15
図
 

輪
谷

貯
水
槽
（

西
１
）

及
び

輪
谷
貯
水

槽
（
西

２
）

を
水

源
と

し
た

 

大
量
送
水

車
に
よ

る
低

圧
原
子
炉

代
替
注

水
槽

へ
の

補
給

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

 

手
順
の
項
目

低
圧

原
子

炉
代

替

注
水

槽
の

水
位

確
認

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
補

給
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
，

補
給

開
始

（
水

張
り

・
系

統
確

認
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
14
0

15
0

11
0

12
0

13
0

90
10
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

中
央
制
御
室
運
転
員
（
Ａ
）

１

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を

水
源
と
し
た
大
量
送
水
車
に
よ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
へ
の
補
給

80

経
過
時
間
（
分
）

要
員
(
数
)

緊
急
時
対
策
要
員

６

緊
急
時
対
策
要
員

６

【
補
給
先
周
辺
作
業
】

ホ
ー
ス
運
搬
・
敷
設
，
送
水

ヘ
ッ
ダ
運
搬
・
接
続
等

【
取
水
箇
所
周
辺
作
業
】

大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス
運

搬
・
敷
設
，
補
給
操
作
等

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
大
量
送
水
車
に
よ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
補
給

２
時
間
10
分

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
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1.13－312 

※
１

 
第
１

保
管
エ

リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速

や
か
に

実
施

可
能

で
あ

る
。

※
２

 
第
２

保
管
エ

リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，

25
分

以
内

で
実

施
可

能
で

あ
る
。

第
1
.1
3
－

1
9図

 
海

を
水
源
と
し

た
大
量

送
水

車
及
び
大

型
送
水

ポ
ン

プ
車
又
は

大
量

送
水

車
（

２
台

）
に

よ
る

 

低
圧

原
子

炉
代
替

注
水

槽
へ
の
補

給
 

タ
イ
ム

チ
ャ
ー
ト

(１
／

２
)
 

手
順
の
項
目

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

の
水

位
確

認

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
，

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
１

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
（

水
張

り
・

系
統

確
認

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
）

大
量

送
水

車
配

置

大
量

送
水

車
起

動
，

補
給

開
始

（
水

張
り

・
系

統
確

認
）

1
0
0

1
1
0

1
2
0

海
を
水
源
と
し
た
大
量
送
水
車

（
２
台
）
に
よ
る

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の

補
給

1
中
央
制
御
室
運
転
員
（
Ａ
）

緊
急
時
対
策
要
員

６

緊
急
時
対
策
要
員

６

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

要
員
(
数
)

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

1
4
0

1
5
0

1
3
0

8
0

9
0

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

【
取
水
箇
所
周
辺
作
業
】

大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス

運
搬
・
敷
設
，
送
水
操
作
等

【
補
給
先
周
辺
作
業
】

大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス

運
搬
・
敷
設
，
送
水
ヘ
ッ
ダ

接
続
，
補
給
操
作
等

海
を
水
源
と
し
た
大
量
送
水
車
（
２
台
）
に
よ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
補
給

２
時
間
1
0
分

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

755

198973
長方形



保安規定第６５条 

表６５－１１「重大事故等の収束に必要となる水の供給設備」 

６５－１１－４「構内監視設備」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 ６
５
－
１
１
－
４
 
構
内
監
視
設
備
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限
 
③
 

構
内
監
視
設
備
 

構
内
監
視
カ
メ
ラ
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
屋
上
）
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

構
内
監
視
カ
メ
ラ
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
屋
上
） 

１
台
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
１
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
２
 

※
１
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１
 常

設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

※
２
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
２
 可

搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め

る
。
 

      （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

構
内
監
視
カ
メ
ラ
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
屋
上
）
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

           

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
六
条
（
１
．
１
３
）
が
該
当
す
る
。
 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）
 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
構
内
監
視
カ
メ
ラ
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
建
物
屋
上
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基

本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
六
条
（
１
．
１
３
）
 

「
重
大
事
故
等
時
に
必
要
と
な
る
水
源
及
び
水
の
供
給
設
備

(
手
順
等

)
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
重
大

事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
（
想

定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
水
源
と
し
て
必
要
な
量
の
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
設
備

か
ら
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
に
必
要
な
量
の
水
を
供
給
す
る

た
め
に
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
，
及
び
海
そ
の
他
の
水
源
（
前
項
の
水
源
を
除
く
）
か
ら
，

想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
な
量
の
水
を
取
水
し
，
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た

め
に
必
要
な
設
備
に
供
給
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

 
 
 

④
 
構
内
監
視
カ
メ
ラ
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
屋
上
）
に
つ
い
て
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し

て
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
代
替
淡
水
源
で
あ
る

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
お
よ
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
周
辺
の
確
認
を
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，

重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
動
作
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か

ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
」
と
す

る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 
 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

 

⑥
 
構
内
監
視
カ
メ
ラ
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
屋
上
）
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
り
，
輪
谷
貯
水
槽
（
西

１
）
お
よ
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
周
辺
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
１
台
を
所
要
数
と
す
る
。（

添
付
－

２
）
 

 

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

２
）
 

 ａ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

映
像
確
認
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
行
う
。
頻
度
に
つ
い
て
は
既
存
の
保
安
規
定

設
備
（
ポ
ン
プ
，
フ
ァ
ン
等
）
の
確
認
頻
度
が
１
箇
月
に
１
回
で
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
，
そ
れ
を

準
用
し
た
対
応
と
す
る
。
 

           

                                           

757



保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
構
内
監
視
カ
メ
ラ
（
ガ
ス
タ

ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
屋
上
）

が
動
作
不
能
の
場
合
 

A1
.課

長
（
計
装
）
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

ま
た
は
，
 

A2
.課

長
（
計
装
）
は
，
代
替
措
置

※
３
を
検
討
し
，
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

※
３
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。
 

 ⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。
 

構
内
監
視
カ
メ
ラ
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
屋
上
）
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
構
内
監
視

カ
メ
ラ
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
屋
上
）
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。
 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 A1
.当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 A2
.当

該
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
監
視
カ
メ
ラ
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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8－5－117 

第
5.
7
－
1
2図

 
構
内

監
視
カ
メ

ラ
（
ガ

ス
タ

ー
ビ
ン
発

電
機
建

物
屋

上
）

系
統

概
要

図
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八
6
5
-
1
1
-
4
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す

759

198973
長方形

198973
多角形



8－5－89 

第 5.7－1 表 重大事故等の収束に必要となる水の供給設備の主要機器仕様 

(1) 低圧原子炉代替注水槽

基 数  １ 

容   量  約1,230 m3 

主要部材質  鉄筋コンクリート 

(2) サプレッション・チェンバ

第9.1－1表 一次格納施設主要仕様に記載する。 

(3) ほう酸水貯蔵タンク

第6.1.2－3表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。

(4) 構内監視カメラ（ガスタービン発電機建物屋上）

台   数  １

(5) 大量送水車

ａ．送水用 

第4.3－1表 燃料プールの冷却等のための設備主要機器仕様に記載する。 

b．海水取水用 

型式 ディフューザ形 

台数 ２（予備１） 

容量 168m3/h/台以上（吐出圧力 0.85MPa[gage]において） 

120m3/h/台以上（吐出圧力 1.4MPa[gage]において） 

吐出圧力 0.85MPa[gage]～1.4MPa[gage]以上 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八設備仕様
関連箇所を赤枠にて示す 

760

198973
長方形

198973
長方形



保安規定第６５条 

表６５－１２「電源設備」 

６５－１２－１「常設代替交流電源設備」 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

（１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

 

添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

（１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

表
６
５
－
１
２

 
電
源
設
備
 

６
５
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
電
源
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
 

１
台
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
 

１
基
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

１
台
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
 

※
２

※
１
：
燃
料
移
送
系
の
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

※
２
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
６

 
燃
料
補
給
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
七
条
（
１
．
１
４
）
が
該
当
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
常

設
代
替
交
流
電
源
に
よ
る
電
源
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更

に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
七
条
（
１
．
１
４
）

「
電
源
設
備
（
手
順
等
）」

で
は
，
電
源
が
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
，
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
体
等
の
著
し
い
損

傷
及
び
運
転
停
止
中
に
お
け
る
原
子
炉
内
の
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
電

力
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
置
す
る
（
手
順
を
定
め
る
）
こ
と
。

④
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
電
源
系
は
，
非
常
用
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
重
大
事
故
等
の
防
止
・

緩
和
に
必
要
な
設
備
に
対
し
給
電
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ

れ
て
い
る
期
間
お
よ
び
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と

し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，

冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
②
に
含
ま
れ
る
設
備

⑥
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
は
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
必
要
な
電
力
を
確
保
す
る
た
め
，

１
台
を
所
要
数
と
す
る
。

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
は
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
発
電
機
用
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
で
燃
料
補
給
す
る
ま
で
の
間
，
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
燃
料
を
補
給

可
能
な
容
量
と
し
て
，
１
基
（
タ
ン
ク
レ
ベ
ル

1,
4
0
0m
m
以
上
の
燃
料
油
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
を

所
要
数
と
す
る
。

 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
は
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
発
電
機
の
運
転
に
必
要
な
燃
料
を
補
給
す
る
た
め
１
台
を
所
要
数
と
す
る
。

（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
を
起
動
し
，
運
転
状
態
（
電
圧
等
）
に
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
 

（
電
気
）
 

2.
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

3.
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
タ
ン
ク
レ
ベ
ル

が
1,
40
0m
m
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
，
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
運
転
中
お
よ
び
運
転
終
了
後
２
日
間

を
除
く
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

4.
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
を
起
動
し
，
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
箇
月
に
１
回
 

当
直
長
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

条
 
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

A.
常

設
代

替
交

流

電
源

設
備

に
よ

る
電

源
系

が
動

作
不
能
の
場
合

A1
.当

直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
１
台
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，

そ
の
他
の
設
備

※
３
が
動
作
可
能

で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

a.
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

項
目

1
が
該
当
。

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

b.
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

項
目

2，
3，

4
が
該
当
。

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え

方
に
基
づ
き
常
設
設
備
は
１
箇
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

な
お
，
項
目

3
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
タ
ン
ク
レ
ベ
ル
が

1,
4
0
0
m
m
以
上

で
あ
る
こ
と
の
確
認
に
つ
い
て
は
，
保
安
規
定
第
５
８
条
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
そ
の
１
）

お
よ
び
第
５
９
条
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
そ
の
２
）
に
お
い
て
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
デ
イ
タ
ン
ク
レ
ベ
ル
の
運
転
上
の
制
限
の
確
認
事
項
と
し
て
「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
運
転
中
お
よ

び
運
転
終
了
後
２
日
間
」
を
Ｌ
Ｃ
Ｏ
除
外
期
間
と
し
て
い
る
こ
と
を
準
用
し
，「

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電

機
運
転
中
お
よ
び
運
転
終
了
後
２
日
間
」
を
Ｌ
Ｃ
Ｏ
除
外
期
間
と
す
る
。

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

各
要
素
に
つ
い
て
，
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
を
条
件
と
し
て
設

定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
 

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

の
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
で
あ
る
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

A2
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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条
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れ
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措
置
⑨
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時
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冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

A.
常
設
代
替
交
流
電

源
設
備
に
よ
る
電

源
系
が
動
作
不
能

の
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
１
台
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

※
３
：
残
り
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

【
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
】

 

A1
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

A2
.【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
2
.と

同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換

で
あ
る
こ
と
か
ら
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
し
，
確
認
台
数
に
つ
い
て
は
１
台
と
す
る
。
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 八
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 八
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－10－33 

電機燃料貯蔵タンク及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンクは，重大事故等時に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統

構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

タンクローリは輪留めによる固定等をすることで，他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。 

10.2.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

ガスタービン発電機は，想定される重大事故等時において，炉心の著し

い損傷，原子炉格納容器の破損，燃料プール内の燃料体等の著しい損傷及

び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するために必要な容量を

有する設計とする。 

ガスタービン発電機用サービスタンクは，想定される重大事故等時にお

いて，ガスタービン発電機用燃料移送ポンプで燃料補給するまでの間，ガ

スタービン発電機に燃料を補給可能な容量を有する設計とする。

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，想定される重大事故等時にお

いて，ガスタービン発電機の運転に必要な燃料を補給できるポンプ容量を

有する設計とする。 

高圧発電機車は，想定される重大事故等時において，最低限必要な設備

に電力を供給できる容量を有するものを１セット３台使用する。保有数は，

２セット６台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックア

ップ用として１台の合計７台を保管する。 

Ｂ－115V 系蓄電池及びＢ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）は，想定される重大

事故等時において，負荷の切離しを行わず８時間，その後必要な負荷以外

を切り離して 16 時間の合計 24 時間にわたり必要な設備に電力を供給でき

る容量を有する設計とする。 

ＳＡ用 115V 系蓄電池及び 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）は想定される重大

事故等時において，負荷の切離しを行わず 24 時間にわたり必要な設備に電

力を供給できる容量を有する設計とする。 

所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

8－10－147 

第10.2－1表 代替電源設備の主要機器仕様 

(1) 常設代替交流電源設備

ａ．ガスタービン発電機 

ガスタービン 

台  数 １（予備１） 

使用燃料 軽油 

出  力 約5,200kW/台 

発電機 

台  数 １（予備１） 

種  類 同期発電機 

容  量 約6,000kVA/台 

力  率 0.8 

電  圧 6.9kV 

周 波 数 60Hz 

ｂ．ガスタービン発電機用サービスタンク 

基  数 １（予備１） 

容  量 約7.9m3/基 

ｃ．ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ 

台  数 １（予備１） 

容  量 約4.0m3/h/台 

ｄ．ガスタービン発電機用軽油タンク 

基  数 １ 

容  量 約560m3 

設備仕様 
関連箇所を赤枠にて示す
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名 称 ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ 

容 量 m3/h/個 以上（4.0） 

吐 出 圧 力 MPa 以上（0.5） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 0.98 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

原 動 機 出 力 kW/個 3.7 

個 数 ― 1（予備 1） 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に，その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備の非常用発電装置

（ガスタービン発電機）として使用するガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，以下の機能

を有する。 

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，設計基準事故対処設備の電源が喪失したことによ

り重大事故等が発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，燃料プール

内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防

止するために必要な電力を確保するガスタービン発電機へガスタービン発電機用軽油タンクの

燃料を移送するために設置する。 

系統構成は，ガスタービン発電機用サービスタンクへガスタービン発電機用軽油タンクから

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプを用いて燃料を供給できる設計とする。 

1. 容量の設定根拠

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプを重大事故等時において使用する場合の容量は，ガス

タービン発電機用ガスタービン機関定格出力運転時の燃料消費量以上を供給可能な容量として

いる。 

上記の条件を満足するガスタービン発電機用燃料移送ポンプの必要容量は，下記のように求

める。 

Ｑ＝ 
ｃ 

1000 

Ｑ：燃料移送ポンプ必要容量（m3/h） 

ｃ：燃料消費率（ℓ/h）＝ （公称値 2090ℓ/h＋マージン ％含む。） 

Ｑ＝ ＝  ≒ m3/h 
1000 

設定根拠 
関連箇所を下線にて示す 添付-2-(3)　設計及び工事計画認可申請書
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【設 定 根 拠】（続き） 

上記から，ガスタービン発電機用燃料移送ポンプを重大事故等時において使用する場合の容

量は，必要容量を上回るものとし， m3/h/個以上とする。 

公称値については， 4.0m3/h/個とする。 

2. 吐出圧力の設定根拠

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプを重大事故等時において使用する場合の吐出圧力は，

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプからガスタービン発電機用サービスタンクに燃料を移送

するときの供給源と移送先の差圧，静水頭，配管・機器圧力損失を基に設定する。 

① 供給源と移送先との差圧 ： 0MPa（ともに大気圧のため） 

② 供給源から移送先までの静水頭  ： MPa 

× ×9.80665×10-6＝ ≒ MPa 

m  ：ガスタービン発電機用軽油タンク設置レベル EL ～サービスタ

ンク天面 EL

kg/m3 ：流体密度（15℃，軽油） 

③ 配管・機器圧力損失 ： MPa 

  機器圧力損失    ： MPa 

配管・弁類圧力損失 ： MPa 

合計 MPa 

④ ①～③の合計 ： MPa 

上記から，ガスタービン発電機用燃料移送ポンプの吐出圧力は， MPa を上回る MPa

以上とする。 

公称値については， 0.5MPa とする。 

3. 最高使用圧力の設定根拠

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプを重大事故等時において使用する場合の圧力は，ガス

タービン発電機用燃料移送ポンプの締切圧力 MPa を上回る圧力とし，0.98MPa とする。 

4. 最高使用温度の設定根拠

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプの最高使用温度は，ガスタービン発電機燃料移送系主

配管「２号-ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ入口ライン分岐部～２号-ガスタービン発電

機用燃料移送ポンプ」及び「２号-ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ入口ライン分岐部～

予備-ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ」の最高使用温度に合わせ，66℃とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

5. 原動機出力の設定根拠

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプの原動機出力は，下記の式により，ポンプの軸動力を

考慮して決定する。 

Ｐｕ＝ 
103 

・Ｑ・ｐ
60 

η＝ 
Ｐｕ 

・100
Ｐ 

（引用文献：日本産業規格ＪＩＳ Ｂ ８３１２（2002） 

「歯車ポンプ及びねじポンプ－試験方法」） 

Ｐ＝ 
103・Ｑ・ｐ 

・100
60・η 

Ｐ   ：軸動力（kW） 

Ｐｕ ：水動力（kW） 

ｐ   ：全圧力（＝吐出圧力－吸込圧力）（MPa） ＝

Ｑ   ：吐出し量（m3/min） ＝ （＝ m3/h） 

η   ：ポンプ効率（％） ＝

Ｐ＝ 
103× ×

×100＝ ≒ kW 
60×

上記より，原動機出力は，軸動力 kWを上回る出力として 3.7kW/個とする。 

6. 個数の設定根拠

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ（原動機含む。）は，重大事故等対処設備としてガス

タービン発電機用軽油タンクからガスタービン発電機まで燃料を移送するために必要な個数で

ある 1個（予備 1個）設置する。 
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名 称 ガスタービン発電機用サービスタンク 

容 量 m3/個 以上(7.9) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 静水頭 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

個 数 ― 1（予備 1） 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

重大事故等時に，その他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備の非常用発電装置

（ガスタービン発電機）として使用するガスタービン発電機用サービスタンクは，以下の機能

を有する。 

ガスタービン発電機用サービスタンクは，設計基準事故対処設備の電源が喪失したことによ

り重大事故等が発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，燃料プール

内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防

止するために必要な設備に電力を供給するガスタービン発電機用ガスタービン機関の連続運転

を可能とするために設置する。 

系統構成は，ガスタービン発電機用軽油タンクより供給された燃料を貯蔵し，ガスタービン

発電機用ガスタービン機関の連続運転に必要な燃料を供給できる設計とする。 

1. 容量の設定根拠

ガスタービン発電機用サービスタンクを重大事故等時において使用する場合の容量は，ガス

タービン発電機用ガスタービン機関を定格出力で 時間の連続運転が可能な容量とする。

上記の条件を満足するガスタービン発電機用サービスタンクの必要容量は，下記のように求

める。 

Ｖ＝Ｃ×Ｔ 

Ｖ：必要容量（m3） 

Ｃ：燃料消費率（ℓ/h）＝ （公称値 2090ℓ/h＋マージン ％含む。） 

Ｔ:連続運転時間（ｈ）＝

Ｖ＝ /1000× ＝ ≒

以上より，ガスタービン発電機用サービスタンクの容量は， m3/個以上とする。 

公称値については，要求される容量 m3を上回る 7.9m3/個とする。 

添付-2-(3)　設計及び工事計画認可申請書
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用圧力の設定根拠

ガスタービン発電機用サービスタンクを重大事故等時において使用する場合の最高使用圧力

は，開放型タンクであることから，静水頭とする。 

3. 最高使用温度の設定根拠

ガスタービン発電機用サービスタンクを重大事故等時において使用する場合の最高使用温度

は，ガスタービン発電機燃料移送系主配管「２号-ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ～２

号-ガスタービン発電機用サービスタンク」及び「予備-ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ

～予備-ガスタービン発電機用サービスタンク」の最高使用温度に合わせ，66℃とする。 

4. 個数の設定根拠

ガスタービン発電機用サービスタンクは，重大事故等対処設備としてガスタービン発電機用

ガスタービン機関 1 個（予備 1 個）を駆動する燃料を貯蔵するために必要となる 1 個（予備 1

個）設置する。 

添付-2-(3)　設計及び工事計画認可申請書
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31 

S2
 
補
 Ⅵ

-1
-9

-1
-1
 R
1 

3.3 ガスタービン発電機 

設置（変更）許可申請書の添付書類十における事故シーケンスにおいて，ガスタービン発電

機から電力を供給する有効性評価で期待する負荷に加え，評価上期待していない不要負荷であ

るが，電源が供給されるため発電機の負荷として考慮する必要がある負荷を抽出した結果，所

要負荷が最大となる事故シーケンスは，「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ），全交流動力電源

喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ），全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）」であり，負荷積算イメージを図 3－

6 に示す。最大負荷は，4281kW であり，最大所要負荷リストを表 3－8に示す。 

ガスタービン発電機用発電機の出力は，十分な容量が確保できるよう 4800kW＊の出力を有す

る設計とし，設定したガスタービン発電機用発電機出力をガスタービン発電機用発電機の効率

で除すことにより，ガスタービン発電機用ガスタービン機関の必要な出力を算出する。 

最大所要負荷に基づき，ガスタービン発電機用ガスタービン機関の出力及びガスタービン発

電機用発電機の容量を以下のとおりとする。 

また，火力省令及び原子力電技命令を準用し，「2.1.1 ガスタービン」及び「2.1.3 発電

機」に記載の設計とする。 

注記＊：ガスタービン発電機は，外気温度 40℃において定格出力 4800kW を出力可能な設計

としている。 

3.3.1 ガスタービン発電機用ガスタービン機関 

ガスタービン発電機用発電機の出力 4800kW から，ガスタービン発電機用ガスタービン

機関の出力は次式により kW 以上の 5200kW とする。 

ＰＥ≧Ｐ÷η＝4800÷ ≒

ＰＥ ：ガスタービン発電機用ガスタービン機関の出力（kW） 

Ｐ ：ガスタービン発電機用発電機の定格出力（kW）＝4800 

η ：ガスタービン発電機用発電機の効率＝

3.3.2 ガスタービン発電機用発電機 

ガスタービン発電機用発電機の容量は，次式により 6000kVA とする。 

Ｑ＝Ｐ÷pf＝4800÷0.80＝6000 

Ｑ ：ガスタービン発電機用発電機の容量（kVA） 

Ｐ ：ガスタービン発電機用発電機の定格出力（kW）＝4800 

pf ：力率＝0.80 
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保安規定第６５条 

表６５－１２「電源設備」 

６５－１２－２「可搬型代替交流電源設備」 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

（１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

 

添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

（１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

 

添付－３ 同等な機能を有する説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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搬
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は
３
箇
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

条
 
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

A.
動

作
可

能
な

可
搬

型
代

替

交
流

電
源

設

備
に

よ
る

電

源
系

が
２

系

列
未

満
１

系

列
以

上
の

場

合

A1
.課

長
（
電
気
）
は
，
残
り
の
可
搬
型
代
替
交
流
電

源
設

備
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す

る
。
 

お
よ
び
 

A2
.
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
台

を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
５
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.1
.
当
直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
６
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

A3
.2

.当
直
長
お
よ
び
課
長
（
電
気
）
は
，
当
該
機
能

を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備

※
７
が
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

A3
.3

.課
長
（
電
気
）
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す

る
。
 

お
よ
び
 

A4
.課

長
（
電
気
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

１
０
日
間
 

１
０
日
間
 

１
０
日
間
 

３
０
日
間
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
電
源
系
は
２
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温

停
止
に
お
い
て
は
，
動
作
可
能
な
系
統
数
が
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
）
と
な
っ
た
場
合
と
１
Ｎ
未
満
と
な

っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
に
お
い
て
は
，
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
）
と
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
と
で

要
求
さ
れ
る
措
置
が
同
じ
に
な
る
た
め
，
２
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
 

A1
.動

作
可
能
な
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
が
２
系
列
未
満
１
系
列
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
残
り

の
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
動
作
確
認
の
結
果
，
動
作

可
能
な
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
が
１
系
列
以
上
の
場
合
に
は
，
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を

継
続
し
て
実
施
し
，
１
系
列
未
満
の
場
合
に
は
条
件

B
へ
移
行
し
，
条
件

B
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を

実
施
す
る
。
な
お
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

A2
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）
」

の
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
で
あ
る
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

A3
.1

.動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申

請
書
（
添
付
書
類
十
）」

の
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
が
該
当
し
，
完
了

時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
２
Ｎ
未

満
（
１
Ｎ
以
上
））

で
あ
る
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

A3
.2

.動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備
が
使
用
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

の
技

術
的
能
力
で
整
理
し
た
「
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
」
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設

計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
））

で

あ
る
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。

 

【
必
要
容
量
】
 

１
号
炉
か
ら
の
電
力
融
通
に
期
待
す
る
場
合
，
１
号
炉
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
は
１
基
あ
た

り
約

3,
00

0k
W
で
あ
り
，
高
圧
発
電
機
車
よ
り
も
大
容
量
で
あ
る
た
め
，
必
要
容
量
を
満
足
す
る
。
 

【
準
備
時
間
】
 

高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
受
電
ま
で
約

4
時
間

3
5
分
で
あ
る
の
に
対
し
て
，
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー

ブ
ル
（
常
設
）
の
場
合
は

1
時
間

3
5
分
，
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可
搬
型
）
の
場
合
は

4
時
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

    

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

条
 
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

B.
動

作
可

能
な

可
搬

型
代

替

交
流

電
源

設

備
に

よ
る

電

源
系

が
１

系

列
未

満
の

場

合
 

 

B1
.1
.
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１

台
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
５
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B1
.2
.
当
直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
６
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B1
.3

.課
長
（
電
気
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は
 

B2
.1
.
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１

台
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
５
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.2

.1
.当

直
長
お
よ
び
課
長
（
電
気
）
は
，
当
該
機

能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備

※
７
が
使
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

B2
.2

.2
課
長
（
電
気
）
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.3

.課
長
（
電
気
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    ３
日
間
 

   ３
０
日
間
 

  速
や
か
に
 

    ３
日
間
 

   ３
日
間
 

   １
０
日
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
で
要
求
さ
れ

る
措

置
を

完

了
時

間
内

に

達
成

で
き

な

い
場
合
 

C1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

 

間
25

分
で
あ
り
，
高
圧
発
電
機
車
よ
り
も
短
時
間
で
準
備
で
き
る
こ
と
か
ら
，
時
間
短
縮
の
補
完

措
置
は
不
要
で
あ
る
。（

添
付
―
３
）
 

 A3
.3

.動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
発
電
機
の
補
充
等
）

を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
））

で
あ
る
「
１
０
日
間
」

と
す
る
。
 

 A4
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対

処
設
備
が
動
作
可
能
な
場
合
，
補
完
す
る
自
対
策
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合

ま
た
は
代
替
措
置
を
実
施
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 B1
.1

.，
B2

.1
. 

A2
.と

同
様
。
 

 B1
.2
 
A3

.1
と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 B1
.3
 
A4

と
同
様
。
 

 B2
.2

.1
 
A3
.2

と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 B2
.2

.2
 
A3
.3

と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 B2
.3

. 
A4

.と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 C1
.，

C2
. 

既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

条
 
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

A.
動

作
可

能
な

可
搬

型
代

替

交
流

電
源

設

備
に

よ
る

電

源
系

が
２

系

列
未

満
の

場

合
 

A1
.課

長
（
電
気
）
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.
当
直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
台

を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

A3
.1
.
当
直
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
６
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

A3
.2

.当
直
長
お
よ
び
課
長
（
電
気
）
は
，
当
該
機
能

を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備

※
７
が
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

A3
.3

.課
長
（
電
気
）
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

 

※
５
：
残
り
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

※
６
：
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
を
い
う
。
 

※
７
：
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
１
号
炉
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
よ
る
非
常
用
交
流
高

圧
電
源
母
線
Ａ
系
ま
た
は
Ｂ
系
の
受
電
（
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
常
設
）
を
使
用
し
た
場
合
ま
た

は
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可
搬
型
）
を
使
用
し
た
場
合
）
を
い
う
。
 

※
８
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。
 

  【
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
】
 

A1
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 A2
.【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
2
.と

同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換

で
あ
る
こ
と
か
ら
，
確
認
台
数
に
つ
い
て
は
１
台
と
す
る
。
 

 A3
.1

.【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
3.
1
.と

同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料

交
換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 A3
.2

.【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
3.
2
.と

同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料

交
換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 A3
.3

.【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
3.
3
.と

同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料

交
換
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
実
施
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

  

 

780



8－10－181 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 八

第
10
.2
－
4
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
高
圧
発
電
機
車
か
ら
高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
（
原
子
炉
建
物
西
側
）
及
び
非
常
用
所
内
電
気
設
備
を
経
由
し
て
給
電
）
 

ｶ
ﾞｽ
ﾀ
ｰﾋ
ﾞ
ﾝ発

電
機

G
TG
 

G
TG
 

D
/G
 

D
/G
 

C
-M
/
C 

C
-L
/
C 

D
-M
/
C 

D
-L
/
C 

S
A-
L
/C
 

S
A1
-
C/
C 

S
A2
-
C/
C 

A
-計

装
C/
C 

C
系

C/
C 

D
系

C/
C 

B
-計

装
C/
C 

ﾒ
ﾀｸ
ﾗ切

替
盤
 

ﾒ
ﾀｸ
ﾗ切

替
盤
 

※
1 

※
2 

※
2 

※
1 

緊
急
用

M/
C 

SA
電
源
切
替
盤
 

充
電
器

 

電
源

 

切
替
盤

 
SA

電
源
切
替
盤
 

M 
M 

M 
M 

充
電
器
 

高
圧
発
電
機
車
 

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
 

高
圧
発
電
機
車
 

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
 

M
 

M
 

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
 

接
続
プ
ラ
グ
盤
 

高
圧
発

電
機
車

 

M
/
C
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
開
閉
装
置

 

L
/
C
：
ロ
ー
ド
セ
ン
タ

 

C
/
C
：
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

G
TG
 

D
/G
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 

高
圧
遮
断
器

 

配
線
用
遮
断
器

 

接
続
装
置

 

【
凡
例
】
 

M
 
電
動
切
替
装
置

 

低
圧
遮
断
器

 

メ
カ
ニ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

高
圧
発
電
機
車
接
続
口

 

6
5
-
1
2
-
2
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す

781

Administrator
多角形

Administrator
長方形

199459
タイプライターテキスト
65-12-5にて整理

199459
タイプライターテキスト
65-12-3および65-12-4にて整理

Administrator
長方形

Administrator
長方形



8－10－182 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 八

第
10
.2
－
5
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
高
圧
発
電
機
車
か
ら
高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
（
原
子
炉
建
物
南
側
）
及
び
非
常
用
所
内
電
気
設
備
を
経
由
し
て
給
電
）
 

ｶ
ﾞｽ
ﾀ
ｰﾋ
ﾞ
ﾝ発

電
機

G
TG
 

G
TG
 

D
/G
 

D
/G
 

C
-M
/
C 

C
-L
/
C 

D
-M
/
C 

D
-L
/
C 

S
A-
L
/C
 

S
A1
-
C/
C 

S
A2
-
C/
C 

A
-計

装
C/
C 

C
系

C/
C 

D
系

C/
C 

B
-計

装
C/
C 

ﾒ
ﾀｸ
ﾗ切

替
盤
 

ﾒ
ﾀｸ
ﾗ切

替
盤
 

※
1 

※
2 

※
2 

※
1 

緊
急
用

M/
C 

SA
電
源
切
替
盤
 

充
電
器

 

電
源

 

切
替
盤

 
SA

電
源
切
替
盤
 

M 
M 

M 
M 

充
電
器
 

高
圧
発
電
機
車
 

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
 

高
圧
発
電
機
車
 

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
 

M
 

M
 

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
 

接
続
プ
ラ
グ
盤
 

M
/
C
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
開
閉
装
置

 

L
/
C
：
ロ
ー
ド
セ
ン
タ

 

C
/
C
：
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

G
TG
 

D
/G
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 

高
圧
遮
断
器

 

配
線
用
遮
断
器

 

接
続
装
置

 

【
凡
例
】
 

M
 
電
動
切
替
装
置

 

低
圧
遮
断
器

 

メ
カ
ニ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

高
圧
発
電
機
車
接
続
口

 

高
圧
発

電
機
車

 

782

Administrator
長方形

Administrator
多角形

199459
タイプライターテキスト
65-12-5にて整理

199459
タイプライターテキスト
65-12-3および65-12-4にて整理

Administrator
長方形



8－10－183 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 八

第
10
.2
－
6
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
高
圧
発
電
機
車
か
ら
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
及
び
非
常
用
所
内
電
気
設
備
を
経
由
し
て
給
電
）
 

ｶ
ﾞｽ
ﾀ
ｰﾋ
ﾞ
ﾝ発

電
機

G
TG
 

G
TG
 

D
/G
 

D
/G
 

C
-M
/
C 

C
-L
/
C 

D
-M
/
C 

D
-L
/
C 

S
A-
L
/C
 

S
A1
-
C/
C 

S
A2
-
C/
C 

A
-計

装
C/
C 

C
系

C/
C 

D
系

C/
C 

B
-計

装
C/
C 

ﾒ
ﾀｸ
ﾗ切

替
盤
 

ﾒ
ﾀｸ
ﾗ切

替
盤
 

※
1 

※
2 

※
2 

※
1 

緊
急
用

M/
C 

SA
電
源
切
替
盤
 

充
電
器

 

電
源

 

切
替
盤

 
SA

電
源
切
替
盤
 

M 
M 

M 
M 

充
電
器
 

高
圧
発
電
機
車
 

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
 

高
圧
発
電
機
車
 

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
 

M
 

M
 

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
 

接
続
プ
ラ
グ
盤
 

高
圧
発

電
機
車

 

M
/
C
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
開
閉
装
置

 

L
/
C
：
ロ
ー
ド
セ
ン
タ

 

C
/
C
：
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

G
TG
 

D
/G
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 

高
圧
遮
断
器

 

配
線
用
遮
断
器

 

接
続
装
置

 

【
凡
例
】
 

M
 
電
動
切
替
装
置

 

低
圧
遮
断
器

 

メ
カ
ニ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

高
圧
発
電
機
車
接
続
口

 

783

Administrator
多角形

Administrator
長方形

199459
タイプライターテキスト
65-12-5にて整理

199459
タイプライターテキスト
65-12-3および65-12-4にて整理

Administrator
長方形



8－10－184 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 八

第
10
.2
－
7
図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
高
圧
発
電
機
車
か
ら
高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
（
原
子
炉
建
物
西
側
）
及
び
代
替
所
内
電
気
設
備
を
経
由
し
て
給
電
）
 

ｶ
ﾞｽ
ﾀ
ｰﾋ
ﾞ
ﾝ発

電
機

G
TG
 

G
TG
 

D
/G
 

D
/G
 

C
-M
/
C 

C
-L
/
C 

D
-M
/
C 

D
-L
/
C 

S
A-
L
/C
 

S
A1
-
C/
C 

S
A2
-
C/
C 

A
-計

装
C/
C 

C
系

C/
C 

D
系

C/
C 

B
-計

装
C/
C 

ﾒ
ﾀｸ
ﾗ切

替
盤
 

ﾒ
ﾀｸ
ﾗ切

替
盤
 

※
1 

※
2 

※
2 

※
1 

緊
急
用

M/
C 

SA
電
源
切
替
盤
 

充
電
器

 

電
源

 

切
替
盤

 
SA

電
源
切
替
盤
 

M 
M 

M 
M 

充
電
器
 

高
圧
発
電
機
車
 

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
 

高
圧
発
電
機
車
 

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
 

M
 

M
 

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
 

接
続
プ
ラ
グ
盤
 

M
/
C
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
開
閉
装
置

 

L
/
C
：
ロ
ー
ド
セ
ン
タ

 

C
/
C
：
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

G
TG
 

D
/G
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 

高
圧
遮
断
器

 

配
線
用
遮
断
器

 

接
続
装
置

 

【
凡
例
】
 

M
 
電
動
切
替
装
置

 

低
圧
遮
断
器

 

メ
カ
ニ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

高
圧
発
電
機
車
接
続
口

 

高
圧
発

電
機
車

 

784

Administrator
長方形

Administrator
多角形

199459
タイプライターテキスト
65-12-3および65-12-4にて整理

Administrator
長方形

Administrator
タイプライターテキスト
65-12-5にて整理
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8－10－33 

電機燃料貯蔵タンク及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンクは，重大事故等時に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統

構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

タンクローリは輪留めによる固定等をすることで，他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。 

10.2.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

ガスタービン発電機は，想定される重大事故等時において，炉心の著し

い損傷，原子炉格納容器の破損，燃料プール内の燃料体等の著しい損傷及

び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するために必要な容量を

有する設計とする。 

ガスタービン発電機用サービスタンクは，想定される重大事故等時にお

いて，ガスタービン発電機用燃料移送ポンプで燃料補給するまでの間，ガ

スタービン発電機に燃料を補給可能な容量を有する設計とする。

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，想定される重大事故等時にお

いて，ガスタービン発電機の運転に必要な燃料を補給できるポンプ容量を

有する設計とする。 

高圧発電機車は，想定される重大事故等時において，最低限必要な設備

に電力を供給できる容量を有するものを１セット３台使用する。保有数は，

２セット６台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックア

ップ用として１台の合計７台を保管する。 

Ｂ－115V 系蓄電池及びＢ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）は，想定される重大

事故等時において，負荷の切離しを行わず８時間，その後必要な負荷以外

を切り離して 16 時間の合計 24 時間にわたり必要な設備に電力を供給でき

る容量を有する設計とする。 

ＳＡ用 115V 系蓄電池及び 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）は想定される重大

事故等時において，負荷の切離しを行わず 24 時間にわたり必要な設備に電

力を供給できる容量を有する設計とする。 

所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

8－10－148 

(2) 可搬型代替交流電源設備

ａ．高圧発電機車 

機関 

台  数 ６（予備１） 

使用燃料 軽油 

発電機 

台  数 ６（予備１） 

種  類 同期発電機 

容  量 約500kVA/台 

力  率 0.8 

電  圧 6.6kV 

周 波 数 60Hz 

ｂ．ガスタービン発電機用軽油タンク 

基  数 １ 

容  量 約560m3 

ｃ．非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等）

・非常用電源設備（重大事故等時）

基  数 ５ 

容  量 約170m3/基（２基） 

約100m3/基（３基） 

ｄ．高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等）

・非常用電源設備（重大事故等時）

基  数 １ 

容  量 約170m3 

設備仕様 
関連箇所を赤枠にて示す
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手
順
の
項
目

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

又
は

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

受
電

準
備

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
処

置

受
電

確
認

移
動

，
受

電
準

備

移
動

，
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

解
除

処
置

60
10
0

※
１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

要
員
(
数
)

備
考

※
１
　
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
常
設
）
を
使
用
し
た
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｃ
系
受
電
を
示
す
。
ま
た
，
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
常
設
）
を
使
用
し
た
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｄ
系
受
電
に
つ
い
て
は
１
時
間
35
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
常
設
）
を
使
用
し
た
Ｍ

／
Ｃ
　
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｄ
系
受
電

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

20
80

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

22
0

24
0

40

１
時
間

35
分

号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
常
設
）
に
よ
る
電
力
融
通

第
1.
14
－

11
図

 
号

炉
間
電
力

融
通
ケ

ー
ブ

ル
（
常
設

）
を
使

用
し

た
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ

系
又

は
Ｍ

／
Ｃ

 
Ｄ

系
受

電
 

（
号
炉

間
電

力
融

通
ケ

ー
ブ

ル
（

常
設
）

を
使

用
し
た
Ｍ

／
Ｃ

 
Ｃ
系

又
は
Ｍ
／

Ｃ
 

Ｄ
系

受
電

の
場

合
）

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
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手
順
の
項
目

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

又
は

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

受
電

準
備

受
電

確
認

※
１

移
動

，
受

電
準

備

受
電

準
備

受
電

操
作

移
動

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

ケ
ー

ブ
ル

接
続

※
２
　
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可
搬
型
）
を
使
用
し
た
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｄ
系
受
電
を
示
す
。
ま
た
，
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可
搬
型
）
を
使
用
し
た
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｃ
系
受
電
に
つ
い
て
は
４
時
間
25
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

20
22
0

24
0

26
0

40
28
0

備
考

60
80

10
0

12
0

16
0

18
0

20
0

14
0

30
0

※
１
　
他
号
炉
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
Ａ
系
か
ら
受
電
す
る
場
合
は
中
央
制
御
室
運
転
員
に
て
受
電
操
作
を
実
施
す
る
。

緊
急
時
対
策
要
員

３

号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可
搬
型
）
を
使
用

し
た
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｄ
系
受
電

（
他
号
炉
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
Ｂ
系

か
ら
受
電
す
る
場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１
※
２

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

４
時
間
25
分

号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可
搬
型
）
に
よ
る
電
力
融
通

第
1
.1
4－

1
7
図

 
号

炉
間
電
力

融
通
ケ

ー
ブ

ル
（
可
搬

型
）
を

使
用

し
た
Ｍ
／

Ｃ
 

Ｃ
系

又
は

Ｍ
／

Ｃ
 

Ｄ
系

受
電

 

（
号
炉

間
電

力
融

通
ケ

ー
ブ

ル
（

可
搬
型

）
を

使
用
し
た

Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ

系
又
は
Ｍ

／
Ｃ

 
Ｄ

系
受

電
の

場
合

）
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

789

291486
長方形



保安規定第６５条 

表６５－１２「電源設備」 

６５－１２－３「所内常設蓄電式直流電源設備および常設代替直流電源設備」 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

（１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

 

添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

（１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）取扱説明書（ＳＡ用１１５Ｖ系蓄電池 蓄電池電圧） 

 

添付－３ 同等な性能機能を有する説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 

790



保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 ６
５
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
①
 

 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
 

設
備

※
１
お
よ
び
常
設
代
替
 

直
流
電
源
設
備

※
２
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
に

よ
る
電
源
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

  

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

Ｂ
－
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器

※
３
 

１
個
 

Ｂ
－
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池

※
３
 

１
組
 

Ｂ
１
－
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器
（
Ｓ
Ａ
）

※
３
 

１
個
 

Ｂ
１
－
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）

※
３
 

１
組
 

Ｓ
Ａ
用
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器
 

１
個
 

Ｓ
Ａ
用
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
 

１
組
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

２
３
０
Ｖ
系
充
電
器
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）

※
４
 

１
個
 

２
３
０
Ｖ
系
蓄
電
池
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）

※
４
 

１
組
 

※
１
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
と
は
，
Ｂ
－
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器
，
Ｂ
１
－
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器

（
Ｓ
Ａ
）
，
２
３
０
Ｖ
系
充
電
器
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
，
Ｓ
Ａ
用
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器
，
Ｂ
－
１
１
５
Ｖ
系

蓄
電
池
，
Ｂ
１
－
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
），

２
３
０
Ｖ
系
蓄
電
池
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
お
よ
び
Ｓ
Ａ

用
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
を
い
う
。
 

※
２
：
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
と
は
，
Ｓ
Ａ
用
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器
お
よ
び
Ｓ
Ａ
用
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池

を
い
う
。
 

※
３
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，
第
６
１
条
（
直
流
電
源
そ
の
１
），

第
６
２
条
（
直
流
電
源
そ
の
２
），

第
６
３
条
（
所
内
電
源
系
統
そ
の
１
）
お
よ
び
第
６
４
条
（
所
内
電
源
系
統
そ
の
２
）
の
運
転
上
の

制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
４
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，
第
６
１
条
（
直
流
電
源
そ
の
１
）
お
よ
び
第
６
３
条
（
所
内
電
源
系

統
そ
の
１
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

     

   

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
七
条
（
１
．
１
４
）
が
該
当
す
る
。
 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）
 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ

び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
電
源
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安

規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
七
条
（
１
．
１
４
）
 

「
電
源
設
備
（
手
順
等
）」

で
は
，
電
源
が
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
，
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
体
等
の
著
し
い
損

傷
及
び
運
転
停
止
中
に
お
け
る
原
子
炉
内
の
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
電

力
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
置
す
る
（
手
順
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

 ④
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
の
う
ち
Ｂ
－
１
１
５
Ｖ
系
充
電

器
，
Ｂ
－
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
，
Ｂ
１
－
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器
（
Ｓ
Ａ
），

Ｂ
１
－
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池

（
Ｓ
Ａ
），

Ｓ
Ａ
用
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
お
よ
び
Ｓ
Ａ
用
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器
は
，
非
常
用
電
源
が
喪
失

し
た
場
合
に
重
大
事
故
等
の
防
止
・
緩
和
に
必
要
な
設
備
に
対
し
給
電
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
で

あ
り
，
負
荷
の
切
り
離
し
を
行
わ
ず
８
時
間
，
そ
の
後
必
要
な
負
荷
以
外
を
切
り
離
し
て
１
６
時
間
の
合

計
２
４
時
間
に
わ
た
り
必
要
な
設
備
に
電
力
を
供
給
で
き
る
こ
と
お
よ
び
，
６
５
－
１
３
（
計
測
設
備
）

に
お
け
る
監
視
に
必
要
な
機
器
に
電
源
を
供
給
す
る
た
め
の
設
備
で
あ
る
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉

の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。

 

ま
た
，
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
の
う
ち
２
３
０
Ｖ
系
充
電
器
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
お
よ
び
２
３
０
Ｖ

系
蓄
電
池
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
は
，
非
常
用
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
重
大
事
故
等
の
防
止
・
緩
和
に
必
要
な

設
備
に
対
し
給
電
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
の
必
要

な
機
器
に
電
源
を
供
給
す
る
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
お

よ
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
）
 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

 ⑥
 
充
電
器
は
各
１
個
，
蓄
電
池
は
各
１
組
ず
つ
設
置
さ
れ
て
お
り
，
そ
の
数
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規

定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
 
目
⑦
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

1.
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設

備
（
蓄
電
池
お
よ
び
充
電
器
）
の
機
能
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

課
長
（
電
気
）
 

2.
Ｂ
－
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
の
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
電
圧
が

11
3.
4

Ｖ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

当
直
長
 

3.
Ｂ
１
－
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）
の
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
電

圧
が

11
3.
4Ｖ

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

当
直
長
 

4.
２
３
０
Ｖ
系
蓄
電
池
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
の
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
電
圧

が
22
6.
8Ｖ

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

当
直
長
 

5.
Ｓ
Ａ
用
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
に
つ
い
て
，
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
電
圧

が
11
3.
4Ｖ

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

当
直
長
 

6.
Ｂ
－
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器
，
Ｂ
１
－
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器
（
Ｓ
Ａ
）

お
よ
び
２
３
０
Ｖ
系
充
電
器
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
の
出
力
電
圧
を
確
認
す
る
。 

１
週
間
に
１
回
 

当
直
長
 

7.
Ｓ
Ａ
用
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器
の
出
力
電
圧
を
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

当
直
長
 

                       

 

  

⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。

(
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）
 

 a.
 
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目

1
が
該
当
。
 

定
事
検
停
止
時
に
お
け
る
直
流
電
源
設
備
の
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
第
６
１
条
（
直
流
電
源
そ
の

１
）
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
そ
れ
を
準
用
し
た
対
応
と
す
る
。
 

 

b.
 
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目

2，
3，

4，
5，

6，
7
が
該
当
。
 

通
常
運
転
中
に
お
け
る
直
流
電
源
設
備
の
確
認
事
項
は
保
安
規
定
第
６
１
条
（
直
流
電
源
そ
の
１
）

に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
そ
れ
を
準
用
し
た
対
応
と
す
る
。
 

Ｂ
－
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
，
Ｂ
１
－
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）
お
よ
び
２
３
０
Ｖ
系
蓄
電
池
（
Ｒ

Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
の
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
電
圧
値
は
第
６
１
条
（
直
流
電
源
そ
の
１
）
同
様
と
す
る
。
 

Ｓ
Ａ
用
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
の
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
電
圧
値
は
メ
ー
カ
仕
様
書
に
基
づ
き
設
定
す

る
。（

添
付
－
２
）。
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

条
 
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

A.
蓄

電
池

が
動

作
不

能
の
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
Ｂ
系
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
当
該
蓄

電
池
の
充
電
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.当

直
長
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
，
当
該
蓄
電
池
の
充
電
器
が

健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.当

直
長
は
，
当
該
蓄
電
池
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

     ３
日
間
 

    ３
０
日
間
 

B.
充

電
器

が
動

作
不

能
の
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
Ｂ
－
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
，

Ｂ
１
－
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
），

２
３
０
Ｖ
系
蓄
電
池
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
お

よ
び
Ｓ
Ａ
用
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
が
健

全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
Ｂ
系
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
残
り
の

充
電
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

B3
.当

直
長
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
，
残
り
の
充
電
器
が
健
全
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B4
.当

直
長
は
，
当
該
充
電
器
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

     ３
日
間
 

    ３
０
日
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
で

要
求
さ
れ
る
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

C1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 ３
６
時
間
 

 

  

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。
 

蓄
電
池
が
動
作
不
能
の
場
合
お
よ
び
充
電
器
が
動
作
不
能
の
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。
 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
 

A1
.蓄

電
池
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
残
り
の
蓄
電
池
が
枯
渇
す
る
前
に
，
交
流
電
源
に
よ
り
，

充
電
器
を
経
由
し
，
直
流
母
線
に
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
，
非
常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
当
該
蓄
電
池
の
充
電
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を

“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
な
お
，
確
認
対
象
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
つ
い
て
は
，
所
内

常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
の
電
源
区
分
に
対
応
す
る
非
常
用
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
Ｂ
系
を
対
象
と
す
る
。
 

 A2
.A

1.
と
同
様
の
考
え
方
で
，
Ｓ
Ａ
電
源
と
し
て
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
の
準
備
時
間
は
約

1
時
間

1
0
分
で
あ
り
，
蓄
電
池
が
枯
渇
す

る
前
に
給
電
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
添
付
－
３
）。

完
了
時
間
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 A3
.当

該
蓄
電
池
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ

重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
０
日

間
」
と
す
る
。
 

 B1
.充

電
器
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
必
要
な
直
流
電
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
，
Ｂ
－
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
，
Ｂ
１
－
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
），

２
３
０
Ｖ
系
蓄
電
池

（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
お
よ
び
Ｓ
Ａ
用
１
１
５
Ｖ
系
蓄
電
池
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す

る
。
 

 B2
.充

電
器
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
交
流
電
源
に
よ
り
，
残
り
の
充
電
器
を
経
由
し
，
直
流

母
線
に
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
残
り
の
充
電
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
な
お
，

確
認
対
象
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
つ
い
て
は
，
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ
び

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
の
電
源
区
分
に
対
応
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
Ｂ
系
を
対
象
と
す

る
。
 

 B3
.B

2.
と
同
様
の
考
え
方
で
，
Ｓ
Ａ
電
源
と
し
て
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
の
準
備
時
間
は
約
１
時
間
１
０
分
で
あ
り
，
蓄
電
池
が
枯
渇

す
る
ま
え
に
給
電
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
添
付
－
３
）。

完
了
時
間
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事

故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

       

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

条
 
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

A.
蓄

電
池

が
動

作
不

能
の
場
合
 

A1
.当

直
長
は
，
当
該
蓄
電
池
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.
当
直
長
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設

備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
と
と
も
に
，
当
該
蓄
電
池
の
充

電
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

B.
充

電
器

が
動

作
不

能
の
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
当
該
充
電
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.
当
直
長
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設

備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
と
と
も
に
，
残
り
の
充
電
器
が

健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

 

 B4
.当

該
充
電
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ

重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
０
日

間
」
と
す
る
。
 

 C1
.，

C2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

  【
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
】
 

A1
.当

該
蓄
電
池
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 A2
.【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
2
.と

同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換

で
あ
る
こ
と
か
ら
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

 B1
.当

該
充
電
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
 

 B2
.【

運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

B
3
.と

同
様
。
た
だ
し
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換

で
あ
る
こ
と
か
ら
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
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8－10－187 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 八

第
10
.2
－
10

図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
Ｂ
-1
15
Ｖ
系
蓄
電
池
，
Ｂ
1-
11
5Ｖ

系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
），

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
蓄
電
池
に
よ
る
給
電
）
 

B
-1
1
5V

系
直
流
盤

B
-1
1
5V

系
直
流
盤

(S
A
)

46
0V

母
線

(区
分
Ⅰ
)
 

46
0V

母
線
(区

分
Ⅱ
)
 

46
0V

母
線
 

(区
分
Ⅰ
) 

46
0V

母
線
(区

分
Ⅱ
) 

46
0V

母
線
 

(区
分
Ⅰ
) 

46
0V

母
線
(S
A
)
 

B
1-
1
15
V
系

 

蓄
電
池

(S
A)
 

B
-1
1
5V

系

蓄
電
池

Ｂ 計 装 用 無 停 電 電 源  

デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 制 御  

遮 断 器 操 作 回 路  

非 常 用 照 明  

安 全 保 護 系 論 理 回 路  

逃 が し 安 全 弁 制 御 回 路  

原 子 炉 隔 離 時 冷 却 系 制 御 電 源  

高 圧 原 子 炉 代 替 注 水 系 電 源  

計 装 設 備  

計 装 設 備  
計 装 設 備  

充 電 器  

充 電 器  

充 電 器  

中
央
分
電
盤
 

Ｓ
Ａ
対
策
設
備

用
分
電
盤
（
２
）
 

Ｓ
Ａ
対
策
設
備

用
分
電
盤
（
１
）
 

SA
用

11
5V

系
 

蓄
電
池
 

【
凡
例
】

 

蓄
電
池

 

配
線
用
遮
断
器

 

メ
カ
ニ
カ
ル

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

切
替
ス
イ
ッ
チ

 

DC
/A
C 

変
換
器

 

DC
/A
C
 

6
5
-
1
2
-
3
の
範
囲

赤
枠
に
て
示
す
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ノート注釈
Administrator : Unmarked
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ノート注釈
Administrator : Unmarked

Administrator
タイプライターテキスト
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Administrator
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長方形
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 八 

 
                       

 

第
10
.2
－
11

図
 
代
替
電
源
設
備
系
統
概
要
図
（
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
）
 

（
Ｂ
1-
11
5Ｖ

系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
），

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
蓄
電
池
に
よ
る
給
電
）
 

 

 

B
-1
1
5V

系
直
流
盤
 

B
-1
1
5V

系
直
流
盤

(S
A
) 

4
6
0
V
母
線

(
区
分
Ⅰ

)
 

4
6
0
V
母
線

(
区
分
Ⅱ

)
 

4
6
0
V
母
線
 

(
区
分
Ⅰ
)
 

4
6
0
V
母
線
(
区
分
Ⅱ
)
 

4
6
0
V
母
線
 

(
区
分
Ⅰ
)
 

4
6
0
V
母
線

(
S
A
)
 

B
1-
1
15
V
系
 

蓄
電
池
(S
A)
 

B
-1
1
5V

系
 

蓄
電
池
 

Ｂ 計 装 用 無 停 電 電 源  

デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 制 御  

遮 断 器 操 作 回 路  

非 常 用 照 明  

安 全 保 護 系 論 理 回 路  

逃 が し 安 全 弁 制 御 回 路  

原 子 炉 隔 離 時 冷 却 系 制 御 電 源  

高 圧 原 子 炉 代 替 注 水 系 電 源  

計 装 設 備  

計 装 設 備  

計 装 設 備  

充 電 器  

充 電 器  

充 電 器  

中
央
分
電
盤
 

Ｓ
Ａ
対
策
設
備

用
分
電
盤
（
２
）
 

Ｓ
Ａ
対
策
設
備

用
分
電
盤
（
１
）
 

SA
用

11
5V

系
 

蓄
電
池
 

【
凡
例
】

 

蓄
電
池

 

配
線
用
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8－10－189 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 八
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－10－33 

電機燃料貯蔵タンク及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンクは，重大事故等時に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統

構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

タンクローリは輪留めによる固定等をすることで，他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。 

10.2.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

ガスタービン発電機は，想定される重大事故等時において，炉心の著し

い損傷，原子炉格納容器の破損，燃料プール内の燃料体等の著しい損傷及

び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するために必要な容量を

有する設計とする。 

ガスタービン発電機用サービスタンクは，想定される重大事故等時にお

いて，ガスタービン発電機用燃料移送ポンプで燃料補給するまでの間，ガ

スタービン発電機に燃料を補給可能な容量を有する設計とする。

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプは，想定される重大事故等時にお

いて，ガスタービン発電機の運転に必要な燃料を補給できるポンプ容量を

有する設計とする。 

高圧発電機車は，想定される重大事故等時において，最低限必要な設備

に電力を供給できる容量を有するものを１セット３台使用する。保有数は，

２セット６台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックア

ップ用として１台の合計７台を保管する。 

Ｂ－115V 系蓄電池及びＢ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）は，想定される重大

事故等時において，負荷の切離しを行わず８時間，その後必要な負荷以外

を切り離して 16 時間の合計 24 時間にわたり必要な設備に電力を供給でき

る容量を有する設計とする。 

ＳＡ用 115V 系蓄電池及び 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）は想定される重大

事故等時において，負荷の切離しを行わず 24 時間にわたり必要な設備に電

力を供給できる容量を有する設計とする。 

所要数・必要容量
関連箇所を下線にて示す
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－10－34 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ），ＳＡ用 115V 系充電器及び 230V 系充電器

（常用）は，想定される重大事故等時において，必要な設備に電力を供給

できる容量を有する設計とする。 

緊急用メタクラ，メタクラ切替盤，高圧発電機車接続プラグ収納箱，緊

急用メタクラ接続プラグ盤，ＳＡロードセンタ，ＳＡ１コントロールセン

タ及びＳＡ２コントロールセンタは，想定される重大事故等時において，

必要な設備に電力を供給できる容量を有する設計とする。 

非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク及び高圧炉心スプレイ系ディー

ゼル発電機燃料貯蔵タンクは，設計基準事故対処設備と兼用しており，設

計基準事故対処設備としての容量が，想定される重大事故等時において，

その機能を発揮することが必要な重大事故等対処設備が，事故後 7 日間連

続運転するために必要となる燃料を供給できる容量を有しているため，設

計基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

ガスタービン発電機用軽油タンクは，想定される重大事故等時において，

その機能を発揮することが必要な重大事故等対処設備が，事故後７日間連

続運転するために必要となる燃料を供給できる容量を有する設計とする。 

タンクローリは，想定される重大事故等時において，その機能を発揮す

ることが必要な重大事故等対処設備に，燃料を補給できる容量を有するも

のを１セット１台使用する。保有数は，１セット１台に加えて，故障時及

び保守点検による待機除外時のバックアップ用として１台の合計２台を保

管する。 

10.2.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

ガスタービン発電機，ガスタービン発電機用サービスタンク，ガスター

ビン発電機用燃料移送ポンプ及び緊急用メタクラは，ガスタービン発電機

建物内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設

計とする。 

ガスタービン発電機の操作は，想定される重大事故等時において，中央
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ｅ．タンクローリ 

台  数 １（予備１） 

容  量 約3.0m3/台 

(3) 所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備

ａ．Ｂ－115V系蓄電池及びＢ１－115V系蓄電池（ＳＡ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等）

・非常用電源設備（重大事故等時）

組  数 １ 

電  圧 115V 

容  量 約4,500Ah 

（Ｂ－115V系蓄電池：約3,000AhＢ１－115V系蓄電池（ＳＡ）：約1,500Ah） 

ｂ．230V系蓄電池（ＲＣＩＣ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等）

・非常用電源設備（重大事故等時）

組  数 １ 

電  圧 230V 

容  量 約1,500Ah 

ｃ．ＳＡ用115V系蓄電池 

組  数 １ 

電  圧 115V 

容  量 約1,500Ah 

ｄ．Ｂ－115V系充電器及びＢ１－115V系充電器（ＳＡ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等）

・非常用電源設備（重大事故等時）

8－10－149

設備仕様 
関連箇所を赤枠にて示す

添付-2-(2)　設置変更許可申請書 添付八
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個  数 ２ 

電  圧 120V 

電  流 約400A及び約200A 

ｅ．230V系充電器（ＲＣＩＣ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備（通常運転時等）

・非常用電源設備（重大事故等時）

個  数 １ 

電  圧 240V 

電  流 約200A 

ｆ．ＳＡ用115V系充電器 

個  数 １ 

電  圧 120V 

電  流 約200A 

(4) 可搬型直流電源設備

ａ．高圧発電機車 

機関 

台  数 ６（予備１） 

使用燃料 軽油 

発電機 

台  数 ６（予備１） 

種  類 同期発電機 

容  量 約500kVA/台 

力  率 0.8 

電  圧 6.6kV 

周 波 数 60Hz 

8－10－150

添付-2-(2)　設置変更許可申請書 添付八
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添付-2-(3) 取扱説明書

SA用115V系蓄電池　蓄電池電圧　取扱説明書
関連箇所を赤枠にて示す
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１ 八
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